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ゲーマー兄妹は過ツ去ケを払わされるようです
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ルーシア大陸西部──旧エルキア王国。

　人類種イマニテイが最後の国、最後の都市まで追い詰められていたのも、今や昔。

　電撃的な領土奪だつ還かんから、東とう部ぶ連れん合ごう、オーシェンド、アヴァント・ヘイムと。

　三カ国六種族を束ねる多種族連邦の盟めい主しゆに収まった押しも押されぬ大国に、だが先日。

　その快進撃を率いた『王』の──〝突然の失しつ踪そう〟という激震ニユースが奔はしった。




　偉大なる賢王、指導者を失った国の末路……それは歴史が物語る常である。

　国政の停滞、激化する権力闘争、情勢は混迷を極め果ては内乱──国家分断。

　そして遅かれ早かれ〝衰すい退たい〟し……ついには〝滅亡〟の一いつ途とを辿たどる……




　……ただし。それは〝偉大なる賢王〟だった場合の話。

　別に〝偉くも賢くもない王〟を失う分には、その常ではなく。

　具体的には──国政を人任せにする〝留守王〟とか。

　自国か他国かの違いはあれど〝ヒキコモリ王〟とか。

　あげく『種のコマ』を気安く賭かけ、上位種族に喧嘩ゲームを吹っかけ、恐怖政治の半歩手前の政策を執るような──まあ、つまりは〝暴君〟が消える分には、むしろこうなる……と、同じく歴史が物語る常の通り『エルキア王国』──改め。

　──『エルキア共和公国』は現在。

　平穏そのものであった……

　むしろ以前より安定さえしていた……っ

　──一部例外を除けば。たとえば────




「……いいかしら？　あなたには〝三つ〟──選択肢があるわ」

　そう、たとえば首都はるか北西、とある宿場町の大通りでも。

「私の胸おつぱいを返すか、『薬』の仕入れ先を吐くか、破滅するかよ!!　おわかり!?」

　そう、露天商を涙目で恫どう喝かつする──黒髪の貧乳とかを除けば。

　激増した貿易に行き交う商人らの笑顔と活気で満ちていた……

「クラミー？　あの『薬』──ただの〝バロン草液〟だ～って言ったのですよぉ？」

　と温和に宥なだめる声は、その貧乳しようじよ──クラミー・ツェルの隣から。

　森精種エルフの巨乳しようじよ──フィール・ニルヴァレンが、和なごやかに続けた。

「バロン草ってぇ、一時的に〝空気で胸が膨ふくらむ〟だけの霊薬草なのですよぉ～？」

「だからその『偽乳詐さ欺ぎ薬』の捜査でしょ!!　フィーに被害者わたしの気持ちがわかる!?」

　クラミーは激怒していた。

　必ずこの邪じや智ち暴虐を働いた犯人を除どつかねばならぬとガチで泣いていた。

　クラミーは貧乳である。絶む壁ねを見下ろして、パッドを盛って暮らして来た。

　けれども巨乳への憧あこがれは、人一倍大きく胸にあると、誰より自負していた。

　三週間前──突如として行方ゆくえをくらませた『王ふたり』を探し、野を越え山越え。

　フィールと東とう奔ほん西せい走そうするも──森精種エルフの魔法を駆使しても目標の足取りが掴つかめずにいたクラミーは、昨夜立ち寄った宿場町ここでそれを見るや即断、財布を叩たたき付つけた。

　────『豊ほう胸きよう薬』とラベルが貼はられた瓶びんを、かくて無造作に掴むや。

　小指をピンと立てて、一片の躊ちゆう躇ちよもなく、豪快に飲み干した。

　────…………




　露天商から聞き出した〝仕入れ先〟はすぐに見つかった。

　大通りの角で営業している小さな店は──なるほど、大繁盛しているらしい。

　行列と人ひと集だかりで近づけもしない店に掲げられた看板に、クラミーは苦笑一つ。

　自称『夢の薬屋』の脇道へ潜もぐり込こんで、その皮肉に思いを馳はせた。

「ふ……ええ、そうね。確かにその夜は──まさに『夢』のようだったわ……」

　……別にクラミーも本物と信じていたわけではなかった。

　半信半疑──否いな、九割騙だまされる覚悟で夢を見た『豊胸薬』だったが──

「視線を下ろしてもおへそが見えない……ほっんと夢のような絶景たにまだったわね」

　本当に大きくなった胸に！　嗚あ呼あ、夢いっぱいのおっぱいに！

　フィールの声も上の空に！　宿に飛び込み祝杯を挙げおなかもいっぱいに!!

　ぇ～？　これに合うサイズの下着って～、どこで売ってるかしら～♥　と！

「そんな幸せな悩みを──ええ……〝胸〟に抱いて眠る。いい夜だったわ……」

　……遠い目で、そう呟つぶやいて。

　クラミーは店の裏へ回り込み──薬草畑らしき庭の塀を躊躇ゼロで乗り越えた。

　そして『関係者専用』と書かれた扉へ向かい、フィールの慌てた制止が飛んだ。

「ク、クラミー？　ふ、不法侵入は～さすがにどうかと思うのですよぉ～……？」

「フィー変なこというわね？　関係者用入り口──なら、私のための入り口よ？」

　クラミーは思う──『夢の薬屋』、実に気の利いた店名だ。

　なるほど夢。並べて凡すべて醒さめて消える──ただの夢、と。

　かくて一晩明けて夢から醒めた現む実ねに、クラミーは手を翳かざし。

　光の消えた眼めから、大粒の涙を零こぼして──問うた。

「起きたら元に戻ってた虚む無ねが!!　この絶む壁ねの絶望むねのうちが無関係だとでも──ッ!?」

　──邪悪なる薬にせおつぱいを売った薬屋さぎしと、善良な被害者クラミーのおつぱい。

　善と悪。これが関係者でなければなんだ──と!!

　号泣し扉を蹴け破やぶろうとするクラミーを、フィールはたまらず抱きしめた。

「クラミーお、落ち着くのですよ！　詐さ欺ぎだ～って、覚悟してたのですよねぇっ!?」

「金銭的詐欺はね!?　詐欺なら──最初っから膨ふくらむんじゃねえわよ──おォっ!!」

　ああ──精神的詐欺……〝巨乳〟から〝虚乳〟へと。

　叶かなわぬ夢を見せ、空前の落差で上げて落とした悪、誅ちゆうすべし──とッ!!

　フィールの制止を振り払ったクラミーの義憤の蹴りカチコミは、だが。

　……突如、背後から響いた声に、放たれることなく固まった。




「……はて？　確かに『薬』の材料用に、色んな種を畑に撒まきましたが……」

　そして振り向いたクラミーとフィールは眼めを剥むき、

「〝まな板の種〟と〝雑草の種〟──そのような珍品、ございましたっけ♥」

　と息するように毒を吐く最大の珍品に顔を引ひき攣つらせた。




　──それは、光輪を頭上に戴いただくプリズム色の髪の天使あくまだった。

　音も無く現れた〝それ〟は、そのまま無造作に関係者専用扉を開け、

「マスタ～♪　不肖・ジブリール『配達』からただいま戻りました～♪」

「お～おつかれ──って、クラミーとフィールじゃん。らっしょー」

「……らしゃーせー……二人……ここで、なにしてる……の……？」

　嗚あ呼あ──何を隠そう、扉の向こうから気楽に応じた声の〝二人それら〟こそ。

　クラミーとフィールが三週間探した〝失しつ踪そうした『王ふたり』〟だった──すなわち。

　黒髪黒目、『Ｉ♥人類』シャツにエプロン姿で怪しい器を手にした青あ年にと。

　踏み台に乗って、怪しい大窯を掻かき混まぜる──純白の髪に紅あかい瞳ひとみの少女いもうと。

　怪しさ極まる兄妹きようだい──空そらと白しろに。果たしてクラミーはにっこりと微笑ほほえみ──

「こっちのセリフよね……あんたらこそここでなに油売ってんのよ──ォッ!?」

　怒声──国政を放置して消えたバックレ魔に他ならぬ二人は。

　だが互いを見やって、申し訳なさそうに、ただ──すぅっと……

「わり……〝油〟は取り扱ってない……『薬』なら色々売ってるが、どうだ？」

　と、空が差し出した紙──『豊ほう胸きよう薬』も名を連ねるその〝品書きリスト〟に。

　己に処断される邪じや知ち暴虐でもあると、ぬけぬけと自供した証拠物件リストを。

　クラミーは殴りたい衝動のまま受け取り、オーバースローで窯に叩たたき込こんだ……





　　　　■■■






　──空と白が何をしているのか、と。そう問われれば。

　空はこう答える──ぶっちゃけ〝暇〟をしていると──ッ！

「なんせ王座を追われた王……国内にいることすら、バレたらマズい身分だ」

　クラミーとフィールの刺し殺すような視線など意にも介さず。

　白を膝ひざに乗せ椅い子すに座ってそう状況を語る空の顔に、だが悲壮感はない。

　むしろ凜り々りしく──いっそ誇らしく笑みを浮かべ、空と白は続ける──ッ！

「全権代理おうさまは失業！　職無しでかつ文無し!!　ついでに働く気もナッスィン!!」

「……ヒキコモリ……ニートゲーマー……それ、が……しろ達たち……っ！」

「だがヒキコモる宿すら無し！　そんな俺らが〝何してるか〟──愚問よな!?」

「……問うなら……〝何ができる〟……を、こそ問う……べし……っ！」

「あ、改めて整理されると本当にマズい身分ね。人として崖がけっぷちじゃない？」

　気迫に圧おされ思わず喉のどを鳴らしたクラミーの声に、だが空そらと白しろは嗤わらう。

　──何を今更、と……っ！

　元より、社会の最底辺を這はっていた兄妹きようだい──空と白……

　人としての崖っぷちなど、とうに越えてとっくに落ちてさえいたと！

　谷底の更に下へ底穴を掘って──迷い落ちたこの世界デイス・ボードだろう、と────




「でもま〝この世界デイス・ボードに来た時点〟──振り出しに戻っただけだろ」

「……よーする、に……ニューゲーム……〝周回プレイ〟……っ」

「────っ」

　ああ、王座を失い、住処すみかも権力も、社会的価値さえも失った。

　その全すべてが──だが所しよ詮せん〝それだけのこと〟と断じた二人の相そう貌ぼうは。

　クラミーに、二人が何者か否いや応おうなく思い出させ、息を呑のませるに足りた。

　スマホやタブＰＣ、携帯ゲーム機等々、全て失った二人に残された私物。

　この世界デイス・ボードに降り立った日の所持品を、手で遊ばせる二人に。

　──たったそれだけに。

　それら弄ぶたった二人の笑みと指先に、世界が手遊もてあそばれたのだ……と。

　世界屈指の戦略家ストラテジスト──二人で一人の、人類最強のゲーマー『　　くうはく』の。

　その笑みと指さえあれば──後の全て失って困るどんな価値が？　と。

　世界を手遊もてあそぶ側と理わ解からせる二人は、かくて今度は──




「んで、二周目でやることつったら〝メインクエスト以外〟だろ──つまり!?」

「……〝生産職プレイ〟……鍛か冶じ・農業または……『お店経営』、鉄板……っ！」

「あんたらまだメインクエスト終わってないわよ!?　本編クリアしなさいよ!?」

　十六種族イクシード制覇や唯一神テトに挑む件は、ひとまず放置し。

　経済せかいで遊ぶ宣言した二人へのクラミーのツッコミは、だが華麗に無視され。

　代わりに応こたえたのは、空と白が経営しているという──『薬屋おみせ』の商品。

　薬の素材が並ぶ調合室を見み廻まわした森精種フイールの、冷たい視線と、声だった。

「バロン草に～恋根プラナ、カーマ葉……どれもこの大陸にはない霊薬草なのですよぉ♪」

「────っ!!」

　さすが森の種族エルフサマ、と苦笑した空と白に、クラミーはハッと目を剥むいた。

　一目で薬効から群生地まで見抜いたフィールの慧けい眼がん──〝空と白の言葉など信用に値しない〟と正ただしく悟る眼めが語る。自称文無し宿無しが──どうやって店を始めたと。

　真意を探る視線に──だが、にっこりと。

「あ、私が世界各地へ転移シフトし集め、裏の畑で魔法栽培した次第にございますが♥」

「あんたどの口でニューゲームって言ったの!?　おもっきりチートじゃないの!!」

　天翼種そんざいチートの回答に食ってかかったクラミーを悠然と手で遮さえぎり、空そらは断じた。

「妙な言い掛かりはやめて貰もらおうかね？　周回プレイに引き継ぎ要素は付き物だ」

　ああ──たとえ〝ブッ壊れ性能の公式チート仕様〟であろうとッ!!

　公式かつ仕様なら、使わない理由など何ど処こにある!?　そう──ッ!!

「かくて一周目にはなかった周回要素ジブリールの力で!!　無事職無し文無し宿無しを卒業！　材料売って開店資金にし、続いて自前で商品開発・販売に至ったわけだ──ゆ～し～おわかりッ!?」

「……ジブリール、ほめて……つかわ～す……っ」

「このような些さ事じで、ああ……身に余る光栄にございます……」




「……なるほど〝何をしてるか〟……理解したわ」

　大仰に語る空と親指を立てる白しろ、翼を畳たたんで跪ひざまずくジブリールの様子に呟つぶやき。

「よーするにいつも通り──〝不正〟と〝詐さ欺ぎ〟を働いてるわけねッ!?」

　一応話を聞こう、と怒りを堪こらえるのを止めて吼ほえたクラミーに、だが空は──

「……すまない。不正も詐欺も心当たりが多すぎて……どれの話か」

「申し訳なさそうに居直る、って器用なことしないでくれるっ!?　あんたらの『豊ほう胸きよう薬』──過去最悪の偽乳を売りつけるって詐欺よ──私の夢おつぱいを返しなさいよ!!」

　だが涙目でそう叫んだクラミーに、今度こそキョトンと。

　──はて？　と空が首を傾かしげて『豊胸薬』の小こ瓶びんを取り出し、

「また飲めばいい。毎日飲み続ければ──おめでとう！　これでおまえも巨乳だ」

「ええ、飲まなきゃ萎しぼむ偽巨乳には、ね!?　アコギ商売も大概にしなさいよっ!?」

　クラミーが悲痛な叫びで非難し、それはそれとして小瓶を受け取った様子に。

「……偽巨乳……？　あ～なるほど。偽乳だから詐欺、と……そう言いたいのか」

　ようやく何を怒られているか思い至ったか、空は数回頷うなずいて──告げた……




「ではクラミーよ……『偽ニセ乳チチではない豊胸』とは何だ」

　重々しく響いた空の問いに何事かを感じて、クラミーは息を呑のんだ。

「クラミー……俺の記憶があるおまえなら、本当はわかっているはずだ。俺らの元の世界にも……ああ。豊胸──バストアップの方法は多々ある……だがな────？」

　そう、かつて『存在オセロ』で、空と記憶を共有したクラミーは知っている。

　彼らの元の世界に存在する、多種多様かつ夢のような豊胸おつぱいテクノロジーの数々。

　だが。それらは。全すべて。所しよ詮せんはこの『豊胸薬』と同じ────ッッ

「豊ほう胸きようなんぞ全て──本質はただのパッドなんだよ[image: ]」

「────────────────ァ……ァアッ」

　──胸に脂肪を詰めようが、シリコンを詰めようが。

　よーするに〝詰め物〟である。ただのパッドである！

　詰めるのが胸の下か、ブラの下かだけの違いである!!

　空気で膨ふくらませるのが詐さ欺ぎ？

　ならば豊ほう胸きようは全て詐欺である。何な故ぜなら!!

「たとえ巨乳になろうが!!　貴様自身が認めた通り、それは偽ニセ乳チチだ!!」

「いや──やめてェ!!　聞きたくない、み、認めないわそんなのォッ」

「巨乳になりたい──そう憧あこがれる時点で、貴様は巨乳ではない──貧乳だという証拠なんだよその本質は、その認識は!!　パッドでいくら盛ろうが決して変わりはせんのだ!!」

「────ぃや……いやァ……ぁ、やめて──やめて……よ──ぉっ」

　残酷な……だが受け入れねばならぬ事実、と。

　白しろも、フィールも、ジブリールまでもが目を伏せ沈黙した。

　耳を塞ふさぎ震えるクラミーに、心を鬼にして空そらは苛か烈れつに重ねる。

「貴様が貧乳であると！　貧しき者むねであると！　如い何かに努力しようとも〝本物きよにゆう〟にはなれないと──だからこそ本物より真に迫らんとする偽物と誇らぬなら──ッッッ!!」

　そう……自分は、本物の巨乳になれるのだ、と。

　あるいは偽乳ぶら下げ、本物になれたのだ、と。

　ドヤ顔で己を欺あざむいて、そう誇ればそれは──ッ

「それはもはや──偽物にさえ劣る」




　────声もなく。

　クラミーの膝ひざと共に落ちた静寂の中、フィールは、

「クラミー……？　よ～くきいてほしいのですよぉ～……」

　そう優しくクラミーを抱ほう擁ようし──最も魔法編へん纂さんに長たけた種、森精種フイールは続ける。

「胸をおっきくする魔法はぁ……たしかにあるのですよぉ……でも～」

　例えば変性魔法や偽装魔法、あるいは……と彼女が並べる、それらの手段は。

　だがやはりクラミー自身が認め、空が告げた通り、何ど処こまで行こうとも──

「それはぁ──結局はぁ～偽物ニセチチ……夢は所しよ詮せんは、夢……なのですよぉ」

「……っひ……ぃ……びぇぇぇえええええええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっ」

　──偽物を本物にする……魔法を以もつてしてさえ不可能な──それは夢であると。

　現実の同義語──〝絶望〟に号泣するクラミーに、空と白の眼めにも涙が光った。




「ああ──所詮は夢だ。醒さめれば消えるだけの、ただの夢──だがな？」

　目尻を拭ぬぐって改めて、不ふ遜そんに椅い子すに座り直した空と白が、眼光鋭く告げる。

「……だから、こそ……『需要』が、ある……」

「そして商売とは──常に需要への『供給』だ」

　そう──いつの時代、どこの世界でも、常に供給不足にある商品。

　それどころか、頻繁に枯こ渇かつさえしがちな無形商品──それをッ！

「なら売ればいい──〝夢〟を。一時の夢を見せる、そんな『薬』を!!」

　故にこそ──『夢の薬屋』と看板を掲げた、と空そらは続ける。

「なんせ夢とは常に──現実にないからこそ夢なのだからな──ァアッ!!」

　ああ。所しよ詮せんは夢──ただの幻想フアンタジー、ただの虚構フイクシヨンである。

　何ならラベルに『用法用量を守って正しくお使いください』と！

　ばっちりしっかり記載までした『薬』に詰まった、〝夢〟は──




「ああ巨乳クラミーなる大矛盾パラドツクスも!!　世界平和のがよほど現実的な!!　宇宙の根源原理ブラフマンに叛はんする荒こう唐とう無む稽けい！　儚はかないにもほどがある人の夢も！　だが夢見るのは自由かつてだッ!!」

「……………………ねえ」

「ならば夢のない現実に夢を加える『添加薬スパイス』──ああ、特効薬ではない。所詮は偽物。だが〝娯楽〟たるその『薬ゆめ』は、枯渇しえない需要──まさに無限市場ドリームオーシヤンであるッ!!」

「ねえ白しろ。私が空をブン殴れる『薬ゆめ』は売ってないの!?　言い値で買うわよ!?」

　膝ひざを折っていたクラミーを立ち上がらせた己の言葉に、空は深く頷うなずいた。

　──そう。夢いかりを前には、絶望さえも屈するのだというまさにその証あかしッ！

　ならば『モテ薬』や『豊ほう胸きよう薬』──些さ細さいな夢を供給する。それだけで──

「かくて経営は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで軌道に乗り──店前に黒山の人ひと集だかりが出来上がりだ!!」

「……乗りすぎ、て……対人恐怖症しろたち、には……外出れない級……致死的繁盛っ」

「でもま～、こちとらヒキコモリ、元より出る気もねえし!?　卸おろし売うりはジブリールの瞬間配送で対応！　あっさり左ひだり団扇うちわってわけだぁ！　は～っははは世の中チョれぇえッ!!」

「マスターお二人の叡えい智ち、経営手腕を以もつてすれば当然の結果にございます♥」

　そう高笑いする兄妹きようだいに跪ひざまずくジブリールに、クラミーとフィールは半眼で、頷いた。

　──どーりで、いくら探しても見つからないわけだ、と……

　そして半眼を鋭く細め、クラミーは今度こそ無視させないと──




「──『経営』より『国営』しなさいよ──ッ!!」

　小さな店舗を震わせる咆ほう哮こうを、大だい音おん声じようで響かせた。そして、

「その手腕があれば──そもそも王座を追われなかったんじゃないの!?」

　──空と白が王座を追われた理由──否いな。追いやれた経緯ほうほうを。

　人類種イマニテイ最強のゲーマー。無敗の『王ふたり』──『　　くうはく』を降して。

　全権代理者の座を奪う、不可能を成した方法を突きつけた──

「あんたらが《商工連合会》を!!　問答無用でねじ伏せて【盟約】で抑える──〝弾圧〟を続けるから、連中に結託する〝クーデター〟の口実を与えるんでしょーがッッ!!」

　……そう。要約すればただの『政変クーデター』に、空そらと白しろは苦笑した。





　　　　■■■






　──三週間前……『休業中』の札を下ろしたエルキア城に居並んだ連中。

　商工会や各ギルド、成金貴族どもの寄せ集め──自称《商工連合会》とやらは。

〝ストライキ〟を建前に、空と白を相手どって簡単なゲームを迫った。

　国民の生活基盤インフラを人質に。簡単な──だが〝勝利不可能な必敗ゲーム〟を……

　以上。それだけで最強のゲーマーは勝負を辞お退りて、王座を明け渡したのだ。

　──無敗のコツは、勝算のない勝負ゲームなら、そもそもやらないことだ。

　かくて造作もなく成された『クーデター』に、エルキアは王制から立憲君主制へ。

　即すなわち資本と諸侯が実カ弾ネと派コ閥ネで政治に介入する議会公国へ移行したわけだが──




「ま～でも、いずれは起きてたことだし？　気にすんなよ」

「あんたらは気にしなさいよ!!　ってちょっと聞いてる!?」

　と、気楽に回想を抜けて本日の経営ゲーム──仕事ノルマはおしまい、と。

　生活空間である店舗二階への階段を上る空に追おい縋すがったクラミーの叫びは。

　だが『例えば』と空の両隣を登る──ジブリールと、白の声に一いつ蹴しゆうされた。

「東とう部ぶ連れん合ごうは大陸資源が必ひつ須すでございます。本来〝法外な値段〟で売れますが──」

「……多種族連邦、政策……〝妥だ当とう価格〟で、売るしか、ない……時間の問題……」

「そん、なことは……わかってるわよ……っ！」

　──そう……空達たちの最終目的である、唯一神テトに挑むための計画プラン。

　全種族を支配せず束ねる『多種族連邦』という構想プランは、なるほど。

　誰も〝損はしない〟構造だといえば、確かに聞こえはいい。

　だが、高く売れるはずの資源を、適正価格やすねで売らされる者──

　具体的には〝商人〟には『売却益の減少』は明確に〝損〟だ。

　いずれ不満が抑えきれなくなるとは、クラミーも重々承知。だがその上で──




　二階の寝室に到着し、三つのベッドにそれぞれ腰掛けた三人に、

「それをなんとか抑えるのが国営、政治でしょ!!　なに煽あおってんのよッ!?」

　──〝弾圧〟でなく〝交渉〟しろ、と食い下がったクラミーに。

　空と白、そしてジブリールの三人は、揃そろって──苦笑を深めた。

「お～いおい、クラミー……ゲーマーに向かって〝なんで煽る〟だと？」

「……しろ達……政治、専門外……煽る理由、決まってるよ、ね……？」

　政治は政治屋のお仕事である。そう、某赤毛の少女ならともかく、と。

　空と白が邪悪に笑みを歪ゆがめ──己が専門ゲーマーの思考を、告げた声に──

「いずれ起きるイベントクーデター。なら──」

「……フラグ立て……前倒し……♪」




　────、

　クラミーとフィール。二人とも間違っても『　　くうはく』を侮るマヌケではない。

　空そらと白しろの言葉を聞いた二人の顔に浮かんだのは──『やはり』。

　やはり──〝わざとクーデターを起こさせた〟……

　それを確認すべく空達たちを探した二人が次に探るのは──『ならば何な故ぜ』……

「クラミー。《商工連合会》が俺らを追い出した結果、ここはどうなった？」

「…………？　あんたらが抑えてた貿易が緩かん和わされて急増した話、かしら？」

　怪け訝げんに、だが油断なく答えたクラミーに、空は重々しく頷うなずいて続ける。

「正確には──交易路の中継地……宿場町ここ。貿易拠点ここに物流が集中した、だ」

　──《商工連合会》──空達が締め付けていた〝貿易業〟がその主要資本である。

　クーデターの目的は利益。すなわち、貿易の緩和、および自由化に決まっている。

　何が起きるもわかりきっている──なら、それを利用するまでだ。

　すなわち──ッ！

「〝異世界店舗経営モノ〟の主人公ども、まだるっこしいと思わね？」

「……………………は？　なんの、誰って？」

「異世界知識でマヨだ味み噌そだ作って味勝負？　はっ!!　どいつもこいつも野望が小せえ！　手も遅おせえ！　あげくに商売を〝品質で勝てば売れる〟ととんだ勘違い。視野も狭えッ!!」

「へ？　え、ちょっなんの話!?　勘違い!?」

　突然の話題転換と熱弁に気け圧おされるクラミーをよそに、空は嗤わらう。

　需要きやくに応こたえる優れた供給しようひんを売る。なるほど普通だ。至し極ごく真っ当だ。

　──故にこそ、と空は嘲あざ笑わらって断じるッ！




「どんな優れた商品も、客がいなきゃ価値なんかないんだよッ!!」




　そう……根本的に逆なのだ。供給でなく需要が全すべてなのだ、と！

　──無人島に宝石を並べて、誰に売るつもりなのか──!?　と。

　──砂漠なら〝水〟の方が宝石より高く売れるだろ──!!　とッ!!

　誰が。何を。何ど処こで求めるかを読めねば優劣以前の話だ──故に！

「あえて断言しよう!!　〝商売の基本〟さえ押さえりゃ、優れた商品どころか劣悪商品にせちちぐすりすらいらん!!　ただの空き瓶びんでも『イオン配合空気』とかラベルでも貼はりゃー飛ぶように売れてどんな寂れた店も三日で富豪にして一巻完結させられる、と──ぉッ!!」

　そう熱弁し改めてベッドに深く座り直し眼光鋭く──空は。

　商売の基本にして奥義。真理を告げた。すなわち────

「……『供給』を売るなら、まず『需要』を作るのさ」




　ああ──《商工連合会》にクーデターを起こさせれば。

　需要など読むまでもない。作れるのだ。そう──ッッ!!

「〝人と物の流れ〟──『立地』と『流行』をッ!!　具体的には《商工連合会》の貿易緩かん和わで栄える場所を!!　貿易円滑化のため発行される兌だ換かん紙し幣へいの対応を!!　誰より早くわかりゃぶっちゃけナニ売ろうが勝ちゲーだ[image: ]　どぅ～ゆ[image: ][image: ]あんだすた───んッ!?」

　──すた──ん！

　…………た──ん……

　……………………ぁーん……と反響した空そらの声に、

「まさかぁ、ほんと～に『薬屋さん』やるために～、クーデターを起こさせた、なんてぇそんな話──真に受けると思われるほど舐なめられてないのですよねぇ～……？」

「エルキアが今本当はどうなってるか……わかってないとは言わせないわよ？」

　氷点下の眼まな差ざしで応こたえたフィールとクラミーに、だが空達たちは内心苦笑する。

　舐めてなどいない。

　────本当にその通りなのだから。

　ましてエルキアがどうなっているか？

　まるで見当もつかない……故に──

「そー言われてもな～……今の俺ら、ただの一般人、ただの『薬屋』だぞ」

　強いて言えば──どうなるかなら知っている、と内心嗤わらって。

「『薬』売ってゲームする。それ以外、今の俺に出来ることでもあるのか？」

　そう皮肉気に言って、ベッドに横たわった空に、応えた声は──




「【提示】ご主人様に可能な選択列挙。入浴。食事。……あるいは〝当機〟」

　ぎゃっ──と。

　辛くも悲鳴を呑のみ込こんだ空が、跳ねるように離れたベッドの中から──訂正。

　──『お風ふ呂ろ？　ご飯？　それともわ・た・し？（ぽっ）』との新妻的口上と共に。

　シーツの下から身を起こして現れた、あやめ色の髪の少女──のような機械。

〝裸〟に纏まとったシーツの隙すき間まから機械混じりの艶つややかな肌を覗のぞかせながら、

「【推奨】全選択連続実行シークエンス。具体工程プロセス『浴場で当機を召し上がる』。当機おすすめ」

　ずずいっと空に迫るそれは──もう一つの〝周回要素〟──

「──イ、イミルアイン!?　え、いたのっ!?」

「【肯こう定てい】ずっと」

　即答し、にじり寄る機凱種エクスマキナの少女に、だが空は頭を振って悲鳴を重ねる。

「いや、ずっとじゃねぇだろ!?　仕事は!?　〝店番〟はどうしたんだよッ!?」

「【報告】商品完売に伴い当機は一ヒト五ゴ〇マル七ナナ時より全裸待機を試行。全裸……ぜんら？」

　と、空そらに淡々と回答しつつ、唐突に自分の状況に気付いたのか──

「【破綻エラー】予測値を大幅に上回る恥を検っ……当機、は準備完了済。……急いでゾフオート？」

　……やってはみたけど、思った以上に恥ずかしいから、はやくして、と。

　ガラスの瞳ひとみを揺らして訴えるイミルアインに──だが意外や反応したのは、




「ああ、そうよね……あんたらが〝接客〟するわけなかったのよね……」

　ずっとあった違和感の答えに気付き、そう納得の声を零こぼしたクラミーだった。

　──あの繁盛ひとごみ、誰が販売たいしよしていたのか、そして。

　クラミーとフィールは──これが噂うわさの機凱種エクスマキナ……と、揃そろって眼めを細めた。

　フィールは〝警戒〟に。クラミーは〝慈じ愛あい〟に。目頭を熱くした台詞せりふは──

「ふ……何よ。あんたらにも友達、いたんじゃないの。よかっ────ひぃっ!?」

「……友達じゃないっ……敵──っ!!　〝他の仕事〟……どうした、の……っ!?」

「はて。連結解除で性能だけでなく、記憶力も低下したのでございましょうか♥」

　だが突如爆はぜた白しろの敵意さけびと、ジブリールの殺意えがおに、悲鳴に変じた。

　────そして嗚あ呼あ……またか、と。

　いまや日課となった憂ゆう鬱うつに天を仰ぎ、内心呟つぶやいた空をよそに。

　二人から向けられた敵意に無反応のまま、イミルアインはベッドから這はい出でた。

　次の瞬間にはメイド服へと姿を戻し、白とジブリールに対して丁重に一礼した。

「【報告】一ヒト四ヨン〇マル九キユウ時閉店作業終了。一ヒト五ゴ〇マル三サン時光学迷彩使用で両替所へ紙し幣へい移動完了」

　更には店内清掃も、在庫発注も──本来、白の仕事だった市場分析の類たぐいさえ。

　全すべて終わらせた──と。報告を重ねるイミルアインは無表情に、小首を傾かしげ、

「【問題】その間ご主人様の横で無む為いに座ってた無能。だ～れだ～。ヒント、鳥頭」

　──正確には浮いたりもしていた人物ジブリールを、微かすかに嘲わ笑らった。

「はて……？　典開レーゼンも制限した機凱種エクスマキナ以下の無能……驚異的未知でございますね♥」

「【同意】制限稼働中セーフモードの当機単機にさえ劣る仕事能率。連結解除により演算・解析能力が三二％まで低下した当機にはもはや理解不能。天翼種フリユーゲルの無能さは驚異的。びっくり」

　舌撃を交わすデタラメ二人、そして終始無言なのがかえって不穏な白に。

　────ゴゴゴゴ、と……空には確かに聞こえる地鳴りの中。

　イミルアインが火に油を注そそぐように──あるいは終わりを告げるように。

「【結論】当機への仕事押し付けによる行動制限・妨害計画。失敗と断定」

　キレのいい無表情さめがお大勝利宣言ダブルピースで、無感情な声で短い一言を紡つむいだ──

「【活該】当機の勝ちじ[image: ][image: ][image: ][image: ]く～」と……

　──二人の表情を引ひき攣つらせる宣言を残して、イミルアインは踵きびすを返し。

　スカートの裾をちょんとつまみ、一礼して空の隣へ、ふわり、と着席した。

　果たして、白とジブリールの智ち謀ぼうを以もつてしても回避できなかったらしい。

　本日もまた、日課ゆううつが始まってしまった……そう──

「…………【注視】……じ[image: ][image: ][image: ]」




　──と、イミルアインが空そらを見つめる。以上だ。

　たったそれだけが、この三週間の日課──空の憂ゆう鬱うつであった。

　そう……先程のような誘惑寄りのアプローチは、まあいい。

　いや何一つよくはないのだが。それより遙はるかに重大な問題は。

　イミルアインがただ空の隣に座って──無表情のまま、だが──

「…………【恍こう惚こつ】…………ん♥」

　微かすかに頬ほおを染め幸せそうに空を見つめるだけの──この余暇じかんだった。

　これを回避すべく、空もイミルアインに暇を与えぬよう努めていた。

　何な故ぜなら、そのたび──

　────、

「……………………ね、ねえ？　ちょっといいかしら……なんなのよこの空気ッ!?」

「知らね[image: ][image: ]よ～俺が訊ききて～よッ!!　なんで俺が針のむしろになんだよおッッ!?」

　とクラミーの叫びに空が吼ほえ返す──〝この空気〟になるからだ。

「……ねえ、まさか……イミルアインよね？　そ、空が好き──だったりするの？」

　初めてなまこを食べた人類の親しい者は、こんな顔をしていたろう。

　まさかそんなと疑うクラミーの問いは、だがコンマ秒未満で答えられた。












「【肯こう定てい】すき。当機はご主人様がすき。何度でもいう。すき。だいすきリーベ」

　ああ──『すき』を偽らない。先日の宣言通りにしているだけだ。

　……偽りなく恋れん慕ぼを囁ささやく、文字通り人形のような美少女。

　男子たるもの、鼻の下を伸ばして、ときめいてこそむしろ正常であろう。

　だが空そらは誓って言える。鼻の下を伸ばしても、ときめきもしていない。

　していない。だって出来ない。出来るわけがない。なにせ──

「正気なのッ!?　コレのどこに好く要素が──っひぃ～んふぃ～いたすけて～」

「大丈夫なのですよぉ～クラミーはぁ──この命に代えても守ま護もるのですよ!!」

　そう──じ、と……白しろとジブリール、イミルアインに一いち瞥べつされただけで。

　クラミーはベソをかき、フィールさえ決死を覚悟させる──この空気ッ!!

　殺意と敵意渦巻く沈黙くうきに、心臓がときめくはずなかろう。むしろ止ま────

「ぁ～あ～ッ！　すま～んイミルアイン！　畑の収穫頼むの忘れてた悪いけど──」

　と何とかこの場から逃げる口実を探し当てて叫ぶ空に、淡い微笑で。

「【先手】想定内。一ヒト五ゴ〇マル一ヒト時完了。当機はご主人様の傍そばで待機続行。しあわ──あ」

　先回りした絶望を突きつけたイミルアインは、だが──

「……【謝罪】実は未完。採取の是非判断不能につき、保留の収穫対象。一点──」

「よし今採取に行こうつ～か俺が行こう！　白かも～ん！　で、どんな作物だっ!?」

　そう文字通り白を小脇に抱え逃げる空は、返されたイミルアインの言葉に、

「【回答】頭部のみ地表に露出した小型の作物イクシード。品種名────地精種ドワーフ」

　────────はぁ？　と眉まゆをひそめた。





　　　　■■■






　──【十六種族イクシード】位階序列・第八位『地精種ドワーフ』……

　七位の森精種エルフに次ぐ、魔法適性を有する上位種族。

　国土・国力共に世界第二位の大国──ハーデンフェルを領土とし、また、魔法道具──精霊を用いた〝機械製造〟においては、森精種エルフはおろか十六種族イクシードに並ぶものはいない。

　幾度と耳にし、東とう部ぶ連れん合ごうのモニターで姿さえ見た有名種族──だが……

「……一応確認するけど。地精種ドワーフって畑で採れるモノなん？」

「……土から、創られる……古典、に……忠実、設定……？」

　畑の隅。ノリで植えたレタスに並びそれは確かに、ポコッと実っていた。

　フードに覆われた隙すき間まからは僅わずかに、褐かつ色しよく肌と銀髪が覗のぞく──〝頭〟が。

　初耳の生態に空と白、揃そろって小首を傾かしげる中、ジブリールが無造作に──

「はて〝地精種ドワーフの種〟などという珍品も、撒まいた記憶はございませんが──おや？」

　引っこ抜いた推定・地精種ドワーフから──一枚の紙片が舞い落ちた。

　そして、空と白が何気なく拾い上げて目を通し────

　────、

「……へ～ぇ？　遠路遙はる々ばるとハーデンフェルから、地精種ドワーフがわざわざ訪ねて来る……自称ただの『薬屋』さんに。このタイミングでねぇ？　はて、何の用かしらね？」

　二人の真意を探るクラミーの皮肉に、空そらは辛うじて笑って答えた。

「『薬屋』に用なんて『薬』しかないだろ〝待ってた客〟だ。ただ、まあ……」

　と、改めて目を落とした紙片に、空は笑みを消し白しろは眼めを伏せた。

　──それは宛あて名なもなければ、差出人さえない──いや。

　酷ひどく頭の悪い署名だけはあった、子供が書いたような、汚い人類語で。

　短く簡潔な一文だけの。だが問答無用に殴り書かれていた──一文に。




　──『オレサマだ　クスリ　ツケ払いでよこしナ　ヨソモン共』




「……ちょっと、思ったより〝厄介な客〟っぽいな……」

「……………………」

　異世界人よそもの二人──空と白の脳のう裏りに、無数の記憶が過よぎった。

　背を向け、全すべてから逃げだし踏み倒して来た記も憶の。

　──ついに清算を迫って来た、払いきれない過ツ去ケが。

　そう……心が軋きしむ痛みと共に、瞬くように駆け巡った…………












　──長考を抜けて、空そらと白しろは改めて目下の問題に向き直った。

　目下──すなわち、眼下のベッドに横たわる推定・地精種ドワーフに。

　消防士のような外がい套とうで全身を覆う姿から、性別は不明──否いな。

　イミルアインの情報がなしには生物かも不明だった〝リュック〟的な『物体Ｘ』は、ジブリールに採取、運搬され、水洗いされ、ついにベッドに放ほうられて……現在──




「それでも起きねえって、どーすりゃいいんだ」

「……にぃ……これ……ほんとに、生きてる？」

　なお身動き一つしない物体Ｘリユツクの──〝生死不明〟という問題に。

　不安を募らせる二人に、ジブリールは粛しゆく々しゆくと片かた膝ひざを突いて告げた。

「マスターの畑で採れた以上はマスターのもの。どのようにでも致せるかと♥」

　……地平線まで譲って、その暴論が通るとしよう──だが!!　と。

「〝アスペクト比を間違えた縦潰つぶれのヒゲモジャ〟が俺らのモン!?　要らね[image: ][image: ][image: ]えッ！　さっさと起こして『プリーズ・ゴーホームおかえりください』っつーほかど～すりゃいいんだ!?」

　空は地精種ドワーフの姿──初めて見た日の〝失望〟を思い出し慟どう哭こくした。

　……ああ──期待していたさ。

　獣人種ワービーストがケモ耳みみっ娘こで。海棲種セーレーンも魚人でなく人魚だった……この世界に。

　森精種エルフもちゃんと色白金髪耳長だったこの世界に──ああ、夢見たさ！

　ならば地精種ドワーフも、漫画的に怪力少女とか！　エロゲ的に合法ロリだろうと!!

　よもや──古典に忠実な『ゴツい男女共ヒゲモジャ』だったりすまいとッ!!

　……だが所しよ詮せんは夢、と現実を嘆なげき涙する空に──だが。

「畏おそれながらマスター。どうか、どうか御再考を具申いたします」

　ジブリールは翼を畳たたみ手を合わせ、祈るように続けた。




「──地精種ドワーフ以上に優れたものなど、この世界にはございません」

　…………、

　…………はて。隕いん石せきでも降るのだろうか、と。

　思わず窓の外を見やり本日の天気を危き惧ぐした空と白をよそに。

「具体的には、魔法の行使にこのような『触しよく媒ばい』を要す程に……でございます」

　ジブリールが翳かざしたのは──機械的メカニカルな構造の大槌ハンマーだった。

　物体Ｘリユツクと共に土に埋まっていた、空の背丈ほどある巨大なハンマー。

　ジブリールの言う『触媒』とやらの詳細はわからないが──

「なに……〝魔法のステッキ〟的アイテムがなきゃ魔法使えないってことか？」

「……？　それ、優れて、る……？　むし、ろ……ショボい……よ、ね……？」

　瞬時に『日朝アニメ』を連想した空と白は、揃そろって疑問を呈した。

　主要収入源おもちやうりあげなる切実な宿命に、必ずグッズを持たされる魔法少女達たち……

　では地精種ドワーフは、どんな大人の事情しゆくめいを負っているのか、と問う眼まな差ざしに。

「地精種ドワーフは──体毛が『真霊銀ミスリル』、瞳ひとみが『感応鋼オリハルコン』という特殊な霊物質で──」

　ジブリールは、ゴクリ……と喉のどを鳴らし続ける。

「精霊を体内で運用しますと、真霊銀ミスリルの性質で〝精霊の増幅〟が行われ……最悪の場合、〝過剰増幅オーバーロード〟──暴走するため、体外──触しよく媒ばいに『感応鋼オリハルコン』で同期し魔法を使います」

　その答えに、空そらと白しろは半眼を更に細ませた。




　──なるほど魔法……つまりは理解不能デタラメだ。

　常識勢じんるいである空と白には、詳しいことはさっぱりわからない……が。

　要するに、地精種ドワーフは『杖つえ』なしには魔法が使えない──のではなく。

　単純に『杖』がなければ〝制御できない程の力がある〟──と……

　……オトコノコ心をくすぐる仕様だけは理解し、感心する空に──

「また、刻印術式を、多重複雑に施ほどこした複数の触媒を組み合わせ。可動・変形することで刻印術式の組み合わせ変更を行えるよう構成した機械の──〝核コア〟となる触媒『核かく媒ばい』に同期することで、複数の魔法行使──本来は森精種エルフの専売特許にございます多重複合術式さえ擬似的に実現しておられるのが──」

　と──長々と専門用語を並べたてて。

　ジブリールは手にした大槌ハンマーを空と白に掲げ、言葉を結んだ。

「こちら────『霊装』でございます」




　────『霊装』……

　つまりこの機械の大槌ハンマー、無数の部品は、全すべて触媒であり。

　その一つ一つに施された緻密な紋様が、刻印術式とやらであり？

　それらを組み替え合わせ……なんかこ～、スゴイ魔法を使うと……

　常識勢ひとのみで理解した空と白が、さすが序列八位デタラメと逆に安心さえする中、ふと。

「つまりジブリール？　その霊装ハンマーがなきゃ、こいつ魔法が使えないんだよな」

「その通りで──さすがはマスター。やはり当然お気づきでございましたか」

　ゴクリ……と。再度喉を鳴らすジブリールに、空と白の頬ほおを汗が伝った。

　──そんな大事なものを。

　────何な故ぜ、ジブリールが持っている？　と……

「この大槌ハンマーは私が掘り出し、拾ったもの──はい……拾えたのでございます」

　……拾えた。そう、拾えたのだ。ならば、と──ッ！

「『盟約』で〝窃せつ盗とう〟は不可能にございますれば、この大槌ハンマーは遺失物であり〝拾得〟した私のもの──つまりマスターの私ものと『盟約』が認めたことを意味します──!!」

「いや……でも〝拾得物横領〟は、キッパリ『盟約』違反だろ……」

「……〝返せ〟って……言われ、たら……強制的、に……返却……」

　熱く語るジブリールに一応ツッコみながらも、空そらと白しろはわかっていた。

　ジブリールがこの地精種ドワーフを『マスターのもの』と断じた根拠は──

「はい。マスター達たち〝が〟！　返すよう言われればその通りで。しかしこの大槌ハンマーを含め、マスターの所有物ものに過ぎない私自身には〝返却の権利〟がございませんっ!!」

　と満面の笑みでジブリールが語る通り、つまり──

「よって私〝に〟！　返すよう言っても、返却する義務もございませんで♪　マスター達には失礼ながら、しばしご退席のほどを頂き、私がこの地精種ドワーフに些さ細さいなゲームを【盟約に誓ってアツシエンテ】行わせれば──この地精種ドワーフはマスター達のもの。決定事項でございます♥」

　そう、ゲームを行わせる。強制できる。何な故ぜなら──

「この大槌ハンマー──魔法なしに断絶空間このへやから出るのも、私の提示ゲームに勝つのも不可能で♥」

　するとこの地精種ドワーフの選択肢は二つ。

　必敗ゲームに応じず『ここから出ない』か、応じて『所有物になる』か。

　褒ほめて欲しそうな上目遣いで、悪魔の如ごとき鮮やかな策ハ謀メを語ったジブリールに。




　──ふ。ジブリールのやつ……成長したじゃないか、と。

　空と白は目頭を熱くし、望み通り褒めようと微笑ほほえんで開いた口は──だが。

　またもゴクリと喉のどを鳴らし、地精種ドワーフに迫ったジブリールの──〝ゴクリ〟が。

　ニュアンス的にはむしろ──〝じゅるり〟に近いことに気付いて……閉じた。

「ではマスター？　退席頂く前に、精霊増幅性の『真霊銀ミスリル』と魂同期質の『感応鋼オリハルコン』──大戦時は採り放題でございましたが『十の盟約』後は、大変稀き少しような『歩く鉱こう脈みやく』……」

　そして──どうやら天気いんせきは心配ないらしい、とジブリールの言を回想した。

　──『地精種ドワーフ以上に優れた　モ　ノ　など、この世界にはございません』……

「どのように加イ工タしましょう!?　ご、ご指示を！　うぇへ、えへ～」

「せめて生物って認識してやれよ!?　今すぐ霊装ハンマーを返却致そっか!?」

　光刃を手に〝採掘指示〟を請こうジブリールにたまらず空が悲鳴を上げると。

　意外にも──同調したのは、部屋の片隅で傍ぼう観かんに徹てつしていた二種族ふたりだった。

「まったくなのですよぉ～……殺すだけが能の悪魔はぁ単細胞で困るのですよ～」

「【同意】そも当該物質は加工不能。天翼種フリユーゲルの危機的知能欠如。再確認。ば～か～」

　森精種フイールと、機凱種イミルアインがそう口にするや──嗚あ呼あ、またか……と。

　爆ばく轟ごうした殺意に、本日二度目の憂ゆう鬱うつと、天を仰いだ空は──だが。




　ふと……天井から視線を降ろし、白と顔を見合わせて、思った。

　────天翼種フリユーゲルと、機凱種エクスマキナと、森精種エルフと──そして、地精種ドワーフ……

　……気のせいだろうか。エルキアの片隅。小さな店の寝室で今。

　かつての大戦が──再開する条件メンツが、揃そろってしまっている……

　よーな、気……が────────ァアッッ!?

「え、え[image: ][image: ]っと[image: ]　イっミル～アイ～ン♪　加工不能って～どういうこ──」

「はいマスター♥　骨こつ董とう機械の誤報にございます。どうか無視してください♥」

　第二次大戦を回避するべく、努めて明るくイミルアインに向けた空そらの問いに。

　だが転移シフトし視線ごと遮さえぎったジブリールの回答に──空と白しろは、揃そろって思った。

　建物を揺らした爆発は、本当に錯覚だろうか、と……

「……【邪魔】ミスリル。およびオリハルコン。加工は地精種ドワーフの専売特許。自明」

「いいえマスター。神霊種オールドデウスオーケインの火さえあれば、加工可能でございます♥」

「【嘲ちよう笑しよう】神しん火び炉ろの奪取。鍛神オーケイン制圧と同義。計画の開示要求。どうせない。しってた」

「ど～でもいいのですよ～♥　土壌汚染しないよ～に、大深度地下に処う分めるですよ♪」

「【却下】採取のみなら可能。【推奨】素材の解体。および転売。ぼろもうけ」

　と互い押しのけ、敵意を交こう錯さくさせ、平行線の主張をする三種族──だが、

「なあ、誰か『十の盟約』を思い出す気はないか……殺すの前提にすんなよ!?」

〝殺害〟には満場一致で賛成らしい議論に、空が異論を吠ほえると──同時。

　──三み度たび爆はぜた衝撃が、店を震わせた。




「って──今のは錯覚じゃねえぞ!?　マジの爆発だよな!?」

　明らかに錯覚ではない〝爆熱〟に、空は咄とつ嗟さに白を庇かばって悲鳴を上げた。

　第二次大戦──回避失敗か？　と半ば以上本気で怯おびえた空に、つい……と、

「…………起きてた……っぽい……？」

「【推定】〝狸たぬき寝入り〟による逃亡を画策。でも霊装が破は綻たん。術式失敗暴発。ど～ん」

　白とイミルアインが指差したのは、部屋の隅で震える焦げたリュックだった。

　曰いわく──とっくに起きていて、逃げる隙すきを窺うかがっていたらしいもの──そして。

　逃亡魔法が暴発、砕けた大槌ハンマーと頭を抱いてガタガタ震える──地精種リユツクだった。

　…………当然だ。

　寝て起きてみたら──いつの間にか自分の人権剥奪計画ジブリールのワナが進行中で。

　天翼種フリユーゲル、機凱種エクスマキナ、森精種エルフに『どう殺すか』議論されていた──悪夢である。

　それでも霊装ハンマーを奪だつ還かん、逃げようとはした勇者に敬服する空と白をよそに、

「──？　はて……何な故ぜそのようなことに……？　不可解でございますね？」

「ガチ殺そうとした口でマジで言ってんならさすがにヒくぞジブリールッ!?」

「あ、いえマスター。そうでなく……あちらを──」

　心底不思議そうに呟つぶやいた悪魔ジブリールに促され、空と白は──眼めを剥むいた。




　──ガタガタと、恐怖に震える地精種ドワーフの──その周囲。

　空と白には視認も危うい速度で──〝無数の残像〟が舞っていた。

　それが何かはわからない。だが逆再生映像の如ごとく──砕けていた大槌ハンマーが復元する様から無数の残像が──ジャグリングの如く宙を舞う〝無数の工具〟と辛くも察し──

「見ておわかりの通り……地精種ドワーフは〝極めて器用な種族〟でございます」

「……ん……見えない、し……わからない、けど……ね」

「んむ……ワケがわかんねぇくらい器用ってことだけは、わかった……」

　文字通り、目にも留まらぬ──〝修理作業〟に。

　手先の器用さも古典に忠実らしい、と空そらと白しろは呆あきれた半眼で応こたえた。だが、

「そんな種族ドワーフが失敗？　それも刻印術式で……はて、何とも不可解で──」

「話遮さえぎって悪いけどさ。その前にあっちの不可解を、まず説明頼めるかな」




「もぐらさんもぉ霊装なくても魔法使えるのですよぉ？　うっかり体内精霊過剰増幅オーバーロードしたら自ぼ爆んなだけなのですよ!!　どーせ処分ころされるのですよ～？　一いちか八ばちか、逃亡魔法にげるのですよ!!　もぐらさんの～かっこい～とこみてみた～いのですよぉ！　ぁそ～れ爆死がんばれ♥　爆死がんばれ♥」

　──地精種ドワーフも、地精種ドワーフを殺す機会も逃がす気はないらしい、とある巨乳。

　地精種ドワーフの周囲を満面の笑みで飛び跳ねつつ──婉えん曲きよくに『はよ死ね♥』と。

　修理を阻止してあえて魔法を使わせんと煽あおる森精種エルフの説明と──

「フィールあんなキャラだっけ!?　つか、クラミーおまえの担当だろ止とめろよ!!」

「────へ？　ぁ。あんなフィー知らないわよ！　ちょっ！　ねえ、フィー!?」

　地精種ドワーフへの異常な敵意に、ここまで部屋の隅で半ば気絶していたのか。

　空の声に意識を取り戻したクラミーが、悲鳴を上げ慌てて制止に入った。

　──大戦で森精種エルフの首都を撃滅したジブリールを嫌がらせ一つで許したフィールの、地精種ドワーフへのセメント極まる不可解てきいを問う空に、ジブリールは頭こうべを垂たれて答えた。

「まあ、森精種エルフと地精種ドワーフ。水と油、犬猿と並ぶ不ふ倶ぐ戴たい天てんの代名詞でございますので」

　ああ。エルフとドワーフの不仲は古今東西お約束──だがっ!!

「十六種族おまえら、不倶戴天じゃねぇの誰よ!?　重複設定でこのキャラ崩壊納得するか!?」

　と、つい先程、大戦再開へ驀ばく進しんした連中へ飛ばした空の怒号は──




「【警告】精霊過剰増幅オーバーロード感知。ご主人様の当機スカート内シエルターへ避難。強く推奨。入ってヘライン」

「あ。マスター。どうやら『一か八か爆に死げてみる』方を選んだようでございます」

「止とめろよ!?　クラミー、フィールどっか連れてけ！　ジブリール──」

　二つの兵器が世間話のノリで報じた地精種ドワーフの自爆の前兆に悲鳴へ変じ。

　そして矢や継つぎ早ばやに、空と白、クラミーの指示と懇こん願がんが室内を飛び交った……





　　　　■■■






　……ともあれ、導火線に火のついた爆弾一同に丁重にご退室頂き。

　平和の戻った室内に残ったのは空と白、正座おすわりを命じられたジブリールと──

「え～と、とりあえず誰にも殺させないから。その～、だ、大丈夫か……？」

　なおも怯おびえ、蹲うずくまる地精種ドワーフは──恐る恐る、空そらの声に視線を上げた。

　念入りに安全を確かめ、周囲を泳ぐ震える眼めが──不意に空と眼を合わせた。

　果たして、フードから覗のぞく蒼あお白じろいその瞳ひとみが、空の黒い瞳に、何を見たのか……

　──ポツリと、呟つぶやいた。

「…………〝空〟であります……」

「ああ。よろし……く────？」

　反射的に答え、だが、怪け訝げんに眉まゆをひそめた空の問いに──

「あれ……誰か名前言ったっけ？　──ってうぉお────っっ!?」

「びぃぇえ怖かったでありま[image: ][image: ]す!!　自分どうすればいいでありますか～!?」

　だが、空の胸に飛びつき、押し倒した地精種リユツクの号泣が応こたえた。

「ち、地下一万ｍでっ……潜陸艦、浮上中に壊れて！　ふ、不眠不休でっ穴を掘って……お天道様仰いで助かった～って、思って──気付いたら地獄にいたでありま[image: ][image: ]す!!」

「あ、マスター。『潜陸艦』は地中を進む地精種ドワーフの『船』のことでございます」

「おっ。補足さんきゅ──けど、こんな怯えさせといて他に言うことねーの!?」

　その号泣──恐怖の元凶ジブリールに一応ツッコミを入れ、空は内心整理する。




　──なるほど、やはり畑に実っていたわけではないらしい、と。

　だがなお空の胸で怯える地精種ドワーフは不安げに、縋すがるように号泣を重ねる。

「じ、自分みたいなダメモグラ、所有たすける目的がわからないであります!!　じ、自分、何を求められてるでありますか!?　ど、どうすれば殺さないで貰もらえるでありますかっ!?」

「あ、マスター。霊装が壊れた以上、地精種コレはもう所有物確定マスターのものでございます♥」

「おっ。補足さんきゅ──って俺ジブリールのせいで〝命乞い〟されてんの!?」

　人権剥奪の罠ジブリールにより『殺さないで』と懇こん願がんされる理不尽に、空は叫んだ。




　──なるほど。魔法に必要な霊装ハンマーは壊れ、逃げることもできない。

　ならばもう、所有物にされるのは不可避と受け入れ──だが。

　天翼種フリユーゲル、機凱種エクスマキナ、森精種エルフを制してまで、自分を所有するメリット。

　その要求メリツトを満たせねば、命はないと勝手に覚悟を固める地精種リユツクの命乞いは──

「上等であります!!　故く郷ににも居場所なかった捨てモグラ！　他種族国こくがいで生きるなら、ど、奴ど隷れいか愛玩ペツト──覚悟済みであります命さえ奪とられなきゃ椅い子すにだっ──てぇぇっ!?」

　──だが突如、奇声に変じて、空の胸上から重みごと途絶えた。

　そして地精種ドワーフを押しのけ、空の胸上に座った妹の半眼と──




「……ここ……しろ、の席……っ、なにこのオンナ……っ!?」

　ふしゃぁあ、と威い嚇かくするような不機嫌な声に、空は遅まきに気付いた。

　──ああ……自分を押し倒し泣なき喚わめいていた地精種リユツクの声は──確かに。

　──少女のような声だった。

　あげく『何でもしますから』と無条件降伏済み覚悟完了済みときた。

　なるほど。本来の空そらなら──亜光速で食い付く釣り針である。

〝縦潰つぶれの女子もヒゲモジャ種族〟という無条件スルーの餌でなければだが。

　とはいえ一応『女』なら焼き餅を妬やくらしき妹に、微笑ほほえましく苦笑して。

「ま、そうだな。じゃーとりあえず……まずは自己紹介でもして貰もらえるかな」

　そう上半身を起こした空は、白しろを定位置である自分の膝ひざ上に乗せ、

「改めて──俺は空。こっちが、妹の白……悪いな。俺ここ、妹の予約席なんだ」

　なおも威い嚇かくし唸うなる妹の頭を撫なでながら、肯こう定ていするように名乗った。

　その様子に、己の無礼を理解してか、あるいは単に命の危険を感じてか。

「は──っ!!　しし、失礼したであります!!　じ、自分、顔すら見せず──!!」

　慌てて立ち上がり、姿勢を正した敬礼で以もつて。

　リュック──もとい、全身を覆う外がい套とうを開いた地精種ドワーフの、少女……は──

　────、




「じ、自分！　地精種ドワーフっぽいダメモグラやってるであります！　名を────」

　顔を──身体からだまで覗のぞかせて名乗った声は、だが何ど処こか遠く。

　空は呆ぼう然ぜんと。恍こう惚こつと。目を奪われながら、その名乗りを聞いた…………





　　　　■■■






　魂を抜かれたように、陶とう酔すいし惚ほうけた兄の膝上で。

　リュックのような外套を開いて、現れた〝地精種ドワーフ〟の姿に。

　──だが白もまた、兄を責められず、不覚にも息を呑のんだ。




　──それは、ヒゲモジャでもなければ縦潰れもしていなかった。

　艶つややかな褐かつ色しよくの肌に、申し訳程度の布を纏まとった……幼げな少女。

　身体と対照的に銀色の──否いな。真なる銀ミスリルの耀かがやきを帯びた髪から、対の角が伸び。

　仄ほの淡あわい焔ほのおが揺れるような、魅惑的な蒼あお白じろい瞳ひとみは、神話の鋼オリハルコンの名に相応ふさわしい彩ひかり。

　そして自信なく、不安げに揺れる声と、儚はかない表情で──

「じ、自分！　地精種ドワーフっぽいダメモグラやってるであります！」

　切ない声を響かせる様もまた──庇ひ護ご欲よくをかき立てるものだった。

　兄が見み惚ほれるのも無理はない。むしろ必然──かつ当然と言えた。

　だからこそ──ッ!!　と、白は理性を置き去りに動いた。そう────




「名を────ティルヴィルグのニ────…………ぃ～……っと～？」












　──ティルヴィルグ。

〝天敵〟と確信した名を、記憶に刻んだ白しろは、的確、最速の一手を打った。

　フラグをへし折る手を、露出の高すぎる平らな身体からだに羽織った服へ伸ばし。

　用途不明なとある部品パーツ。紐のようなサスペンダーを掴つかんで伸縮させた……

　……にょーんにょーんにょーん……と……




「──……妹よ……何してんの～って、兄ちゃん、訊きいてもいいのかな」

　無言でにょんにょんするその光景に、我に返った兄の問いに──だが。

　白も答えられず──はぐらかす回答だけを告げて、白は開閉を続ける。

「…………ボタンは、押すため……ヒモは、ひっぱるため、に……ある」

「うむ。わかる。だから代わって欲しいくらいだが──白さん？　もしも～し？」

「あ～ぁの！　なぜだかすっごい恥ずかしいことされてる気がするであります!?」

　それらの抗議は無視して、白は開閉を続けつつ──猛もう然ぜんと思考を巡らせた。

　──何な故ぜそう思ったのか。

　帰納的思考を得意とする白をして、わからぬまま突き動かした〝問題〟。

　かつてなく危マ険ズい、と根拠なく断じた直感、眼前の〝少て女き〟について──

「……ところでジブリールくん？　極めて重大な問題である。慎重に答えたまえ」

　そう、兄も一転して低い声で問う〝大問題〟について──すなわち、

「地精種ドワーフって『縦潰つぶれしたヒゲモジャ種族』だ……とそう記憶していたが？」

「はい。……はっ!?　嗚あ呼あ……嗚呼っ！　申し訳ございませんマスターっ!!」

　……〝地精種ドワーフの容姿設定みためという問題〟に──謎なぞの焦しよう燥そうに駆られ思う。

　────────マズい……




「マスター達たちの言から、地精種ドワーフの男性しか存じないと察すべきでございました！」

　にょーんにょーんにょーん……と白は紐ひもを握り込む。

　ああ──それだ……まずはそれがマズい……!!

「地精種ドワーフは、外見的性差が顕著な種族でございまして……たとえばまず、女性は〝比較的体毛が薄く〟また──額に〝角〟を有するのが、一般的な特徴でございます」

　にょーんにょーんにょーん……と白は奥歯を鳴らす。

　ああ──だって紐を開閉するたび顕あらわれるまんまるい〝おなか〟は。

　地精種ドワーフが、女性に限っては、ヒゲモジャではないという証あかしで──

「また男女共背が低いですが、女性は成体でも体型的に──〝幼い〟が適切かと」

　ああ──つまり胸板も平ひらたきそれは平たく言えば──ッ!!




　────〝褐かつ色しよくロリ鬼っ娘〟である…………

　しかもジブリール曰いわく、合法せいじんだという少女に──

「なるほどでは──ティルヴィルグくん？　改めて貴様への要求を告げよう」

　眼鏡があればキラリと光ったろう兄の声に、白しろは思わず手を震わせた。

　──『何でもしますから』と、覚悟完了済みの──女性。

　本来の兄──童貞十八歳なら、亜光速で食い付くのが必定なる釣り針に！

「求めるは一つ。当初の予定通り『プリーズ・ゴーホームおかえりください』だ。さあ……」

　スルー案件とフェイントまでかけた餌に、超高速で食い付いて。

　腕を広げ、歯を光らせて続いたキモい発言が語る通り──ッ!!




「今日から俺ここが君の居場所ホームだ……『ウェルカムバックおかえりなさい』……〝ティル〟☆」

　────〝ケモ耳みみっ娘こ〟に次ぐ兄の属性このみド直球である…………




　……でも……いま、さら……それがなに……っ？

　筆頭属性──東部連合ケモミミおうこくを制圧せんとした時さえなかった、この焦しよう燥そう。

　えも言われぬ危機感──マズいと絶叫する本能は、説明がつかない。

　眼前の地精種おなかを〝かつてない危て険き〟と断じる根拠はなんだ、とッ!!

「……じ、自分……もしや、対価メリツトを求められず拾われた、でありますか？」

　ティルヴィルグ、改め──ティルの言葉から、表情から。

　危機感の正体を突き止めるべく白は視線鋭く観察、情報精査──

「じ、自分ダメモグラでありますよ!?　れ、霊装さえまともに作れない、居場所かえるとこもない、捨てモグラであります!!　なんの役にも立てないって保証するでありますよっ!?」

　庇ひ護ご欲よくをかき立てる気弱な視線と声に──白は仮説を立脚する。




　────《仮説》──〝ダメっこ〟だから？

　開幕チョロインフラグの立ちっぷり、剣けん山ざんさながらだから？

「そ、それともこ～……にょんにょんされてるの、何か役に立ててるでありますか？」

　あるいはと顔を紅こう潮ちようさせる様に白は内心〝ダウトうそ〟と断じる。




　────《仮説》──〝露出好きドＭつこ〟だから？

　恥ずかしい？　ならこんな下着同然のカッコ、しなきゃいいよね？

　顔も見せずに失礼？　フードだけ開いて、顔を見せればいいよね？

　……なんで下も開いたの？　ねえ？

　ロリ傾向の兄にいに！　ロリばで～を！　見せつけて何が目的なの──っ!?

　……にょーんにょーんにょーんにょーん──ッッ[image: ]

「あ～、ちょっと待ってくれ……なあ白!?　鬼の形相の幼し女ろが顔を真っ赤にしてる幼女ドワーフに延々とセクハラ続けんの──なんかこ～ビジュアル的に相当アレだぞ!!　なあ!?」

「……………………っ!!」

　脱線した思考、表情いかりを指摘する兄の声に、白しろは咄とつ嗟さに手を放した──が。

　即座に兄の背へ逃げたティルと、続いた会話に──刃やいばのように眼めを細めた。

「役立つとかいいから。単にティルは俺のもん、ってことで」

「で、では自分は、そら殿の～……奴ど隷れいでありますか？　ペットでありますか？」

「どっちでもねえよ!?　問答無用で十八禁な設定ＮＧだよ!!」

「は。で、では自分、そら殿のモノ──具体的にどうすればいいでありますか？」

　────、

「……………………あれ、ゲットして、その後どうすんだ？」

　モテたいと思うは男の性さが。されどモテてどうするか思い及ばぬ童あ貞にの性さがに、

「【盗聴】性的嗜し好こうに合致する異性体。所有する動機──『性処理目的』と推定」

　──答えたる声は、白に無言で思考を重ねさせた。

「【必然】当機のご主人様をＮＴＲネトル因子。【再提】当該地精種ドワーフの解体・転売。かえれ～」

「イミルアインさ……退室してくれって頼んだよな。また光学迷彩かッ!?」

「……はて。では私のマスターに奴隷志願、と？　まさかそんなに生に悲観を？♥」

「奴隷あり得ないであります夢想だにしないであります!!　そ、そら殿お!?」

「え～と待て待て!!　……と、トモ、ダチ……そう!!　友達って伝説上のアレだ!!」

「それでありまあす！　自分、たった今からそら殿のご友人で──」

「【要求】友人を所有する正当性。異性友情成立の根拠提示……当機じゃ、だめ？」

　──エロいことする以外に動機があったなら言ってみろ、と。

　あるわけもない動機追及を受ける空そらに、白の危機感と疑問は更に深まる。




　────《仮説》──〝最近にぃモテすぎ〟だから!?

　違う。だって最近に始まったことじゃない！　と白は苦く悶もんに頭を振った。

　白にとっては、甚はなはだ不本意極まるが──それこそ今更だ！

　そもこの世界に来た日──その夜には既に某赤毛チョロインは即オチしてる!!

　ジブリールも天翼種フリユーゲルの感情の機き微び、主従関係という認識上、無自覚なだけで！

　イミルアインと同────同、じ────？

　──と、至った《仮説》に、白は──急速に頭が冷えていく感覚の中。

〝かつてない危て険き〟を突き止めた確信に、クレバスの如ごとき細い深い笑みを浮かべた。

　……ジブリールとイミルアイン。奴隷じゆうしや枠で〝キャラ被かぶり〟したばかりだ。

　だが愛玩ペツト枠はいづなや帆ほ楼ろう。チョロイン枠はステフ一人で定員。なら──




　──〝この地精種テイルの枠は〟──？　と……

　果たして白の《仮説》に『正解』と告げる地精種テイルの涙声が響いた。

「はっ！　そ、そら殿！　先程ご自分を〝妹〟の予約席と言ったであります!!」

　…………へ～ぇ……そお……と。

「じ、自分もそら殿の妹に──あ。自分八四歳でありますがイケるでありますか!?」

「六三歳年上の妹ってどんな家庭環境だよ!?　つーか俺の妹は白しろ一人だけだよッ!?」

「では姉でも母でも──と、ともかく自分、睨にらみ殺されるでありまぁすっ!!」

　騒ぎを見み据すえる白の紅眼には、この先の展開ストーリーが全すべて見えた気がした。

　──庇ひ護ご欲よくをかき立てる〝無所属〟の、チョロい、だめっこ。

　覚醒イベントからの、即オチで──ああ、なるほど、今度は？




　────〝妹枠〟でキャラ被かぶり、と。

　しかも白髪被りでロリ被り。挙げ句、兄にいの好み属性全ドカ盛り……

　その意味に、白は何かがキレる音に、獰どう猛もうに嗤わらって手を伸ばした────





　　　　■■■






　突如響いた打撃音に、空そらを含む誰もが振り向いて。

　拳こぶしを壁に埋め、ティルに──壁ドンで迫る、白の声を聴いた──

「…………『最後通つう牒ちよう』……二度、言わない……よく聴いて……ね」

　囁ささやくように。だが有無を言わさぬ敵こ意えで紡つむがれた言葉を……そう。

　最後通牒──譲歩や交渉の余地なしと。万一受け入れぬなら──

「……にぃの妹枠は、しろのものッッ!!　……誰にもゆずらない……おけ？」

　──戦ツ争ブすと。鬼気迫る眼めで告げた笑顔に、

「────は。ははははいでありまぁす!!　おーるおっけーでありまぁす!!」

　決死の形相で敬礼したティルの悲鳴を最後に、静寂が落ちた。




　────、

　そして…………『[image: ]』と──




「よ、よし落ち着け白！　いや落ち着くべきは兄ちゃんだったけど!!」

「……………………っふぅ[image: ][image: ]ぅう……ふしゃぁ[image: ][image: ][image: ]ぁあ……っっ」

　強制停止──からの再起動に、正常に戻った思考で空は間抜けな声を零こぼし。

　設定検討中だったティルを威い嚇かくする白を剥はがすように抱き上げ、内心叫んだ。

　──冷静に考えれば、設定もクソもないじゃん!!　と！

　ティルは奴ど隷れいでもペットでも姉妹でも、ましてママンであろうはずもない！

　何せそもそも……まだゲームしていない──〝そもそも所有ゲツトしてない〟ッ!!

　ジブリールが勝手に罠わなにハメ！　ティルも勝手に敗北前提に覚悟完了し!!　空も畑で採れたリュックから現れた褐かつ色しよくロリ鬼っ娘という、まったく異けしかったけしからぬ美少女に勢いで乗っただけで!!　ティルは、徹頭徹尾──

　────〝客〟──いや。

　正確には──『薬屋そらたち』を訪ねて来た、厄介な客の〝遣い〟だ……と。

　冷えていく思考の中、空そらは改めて本来の予定通りに情報を整理する。

　たしかに、待っていた〝客〟──だが……と空は慎重に探りを──

「「「……………………」」」

「ではティルさァん!?　エルキアへの渡航目的は仕事ビジネスおあ観光サイトスイン!?」

「は！　いえであります!!　た、たぶん〝漂流〟とか〝難民〟であります!?」

　──入れようとしたが、なおも空の腕の中で唸うなり続ける白いもうとと。

　結局空がティルに何を求めたか、回答を得なかったジブリールと、イミルアイン。

　三方からの〝圧〟に狼ろう狽ばいする空の問いに、ティルもまた涙目で応じた。

「み、都で頭領に捕まって、手紙を渡さ──れ？　ど、どこでありますか!?」

　と『手紙』を探し出したティルを横目に、空は小さくジブリールに問う。




「……ジブリール。一応確認するが……〝頭領〟ってのは──」

「はい。地精種ドワーフは伝統的に〝霊装を用いたゲーム〟で代表を選出致します。つまり地精種ドワーフで最も優れた霊装職人が頭領──全権代理者にある仕組みでございますね」

「あった──って……手紙かも謎なぞであります。きたな～いメモっきれであります」

　とティルがポケットから見つけた『手紙』をつまみ、眉まゆをひそめる。

　確かに、と……空と白しろは苦笑を浮かべ、内心で同意した。

　何せその『手紙』は、空と白が既に読み、ティルのポケットに戻した紙片──




　──『オレサマだ　クスリ　ツケ払いでよこしナ　ヨソモン共』




　と──宛あて名なも署名もない一文が書かれただけの薄汚れた紙切れなのだから。

　宛先は空と白──だがそれを知らないのか、ティルは──

「これを『ヘンなヤツらに渡せ』って……それだけ言って潜陸艦に放ほうり込まれて、適当に座標入力されてどんぶらこっこ～……ふ、国外追放。島流しであります……」

　──なるほど。渡航目的は〝漂流〟と。

「自分みたいなダメモグラ、地精種の国ハーデンフエルに居場所も仕事もないでありますから〝砂漠で針でも探してろ〟と──つまり窓際族であります！　リストラ待ちの左さ遷せんであります!!」

　──なるほど。居場所かえるとこがない。捨てモグラと。

　いっそ清すが々すがしく聞こえるティルの自虐に、空と白は目配せ交わし頷うなずく。

　なら──ティルには『朗報』だろう──針はもう見つかっている、と。

　早速立ち上がって、そう告げようとした空と白は、だが──

「ふ、上等であります！　あんな国こっちから出て行くでありま[image: ][image: ]すッ!!」

　──────、？

「……え、えーと……？　あれ？　ティル──針見つけて帰る気、は……？」

「一切ないであります!!　まさに〝渡りに船〟という、アレでありまぁす!!」

　空そらと白しろが唖あ然ぜんとする中、嬉き々きと語るティルは──顔を曇らせて。

「──元より居場所のない故く郷に──でも他の国にも……居場所、なんか……」

　……もし、あるとすれば──と。

「捨てる神あれば拾う神あり。本当だったであります!!　さらばであります大おやじ殿オーケイン!!　自分、拾われた神ここと生きるであります！　砂漠の針なんかどーせ砂になるであります！　ならそれはもう砂であります！　砂漠の砂なんか探さないであります──ぺっ！」

　──と。最後に声だけで、ツバを吐く仕草までしてみせて。

　溜たまっていた不平を吐き出したティルの笑顔に、空と白はついに得とく心しんいった。

　……どうりで所有ゲツトされるのに、積極的だったわけだ。

　最悪本当に命も危うい国外追放──居場所を求め空と白に文字通り拾われたのだ。

　居場所のない故郷ハーデンフエルに帰る動機はなくなり、手紙を渡すまで帰れない口実まで揃そろう。

　まさに渡りに船、拾ってくれた神そらとしろを見つめる感謝に潤うるむ瞳ひとみに──




「そ、そうか……けど、俺らはこれからハーデンフェルに行くんだわ……」

　ならティルには『悲報』だろう──と空は内心訂正して、目の前を示した。

　探し物とは概おおむね〝探すのを諦あきらめた時に見つかる〟という──現実を。そう、

「……俺らを見て、何か思うとこない……？」

　…………、




「────────こ、この上なくヘンなヤツらと話してたでありまぁすっ!?」




　……天翼種フリユーゲルと、機凱種エクスマキナを連れた──ヒキコモリの人類種イマニテイ二人。

　部屋の外には、むやみに親しい人類種イマニテイと、森精種エルフのペアまで。

　砂漠どころか世界で最もヘンな針ヤツらの発見に、ティルは慟どう哭こくを響かせた。

「それ、たぶん宛あて名ながないんじゃなく空と白おれら──つまり『　　くうはく』宛てだ」

　そして続いた空の言葉に、ティルは紙片と空達たちを交互に見やり、

「は。え、そら殿としろ殿って──あ、あのエルキア王のお二人でありますか!?」

　──何な故ぜか、キラキラと瞳を輝かせ、そう高い声を弾ませた。

　まるで憧あこがれのスターに会った贔屓フアンのような反応に、空は大きく目を眇すがめ、

「残念ながら今はただの『薬屋』。で、ご注文の〝クスリ〟届けに行くわけ」

「……『薬』の……〝代引き〟……ハーデンフェル、頭領んちへ……ご～」

　と、決まっていた予定を告げて、空と白は荷造りをはじめる。

　元より、空と白は『薬屋』であり『薬屋』にある用など──『薬』しかない。

　ならばあとは、何処の。誰が。『薬』ご所望の〝客〟か……それだけだった。

　……かくて〝客〟は〝頭領〟……地精種ドワーフの全権代理者で。

　注文先はハーデンフェルと判明し、旅支度をはじめた空そらと白しろに──




「──え。では自分、ただ〝お使いを命じられただけ〟だったでありますか？」

　だが──その〝客〟の遣いだとは聞かされていなかったらしく。

　空こ達こへ座標入力おくりだした頭領に、国外追放された気でいたもの──

「ど、奴ど隷れいとか、怯おびえて……自分、また頭領におちょくられたでありまぁす!!」

　ただ〝からかわれた〟と大粒の涙を零こぼし地団駄踏むティルに。

　──一つだけ気がかりが、と空は訊たずねるが、

「……ちなみにさ、〝頭領〟とやら、どうやって俺こらこを突き止めたんだ？」

「知らないであります。ど～せいつもの〝なんとなく〟でありまぁすッ!!」

　そう捨て鉢に頬ほおを膨ふくらませ答えるや──




「じ、自分、ハーデンフェルには帰らないであります!!　じ、自分の居場所おうちは〝ここ〟であります！　か、帰る居場所おうちはここ、で……あります……よ、ね……っ？」

　──どうやら、追放されての自暴自棄でもなんでもなく。

　心から、本当に、ハーデンフェルに帰りたくないらしく。

　居場所そらとしろに縋すがり付つき『捨てるの？』と子犬ばりに震えるティルに、空は微笑ほほえむ。

　──褐色合法ロリ鬼っ娘それを　捨てるなんて　とんでもない！　と……




　政変クーデターが起きた今も、エルキアは〝多種族連邦〟──その盟めい主しゆ国である。

　他種族も正式な手続きを踏めば移住可能で──まして、と空は告げる。

「もちろん。ただ、ハーデンフェルが『　　おれとしろ』んちになるだけだ」

「────────は？」

「……注文の……『薬』──すこし、高価たかい……」

「ああ、値段は──〝テメェの国全部〟ってな」

　────、

　唖あ然ぜんとするティルに、白と空が獰どう猛もうにそう嘲あざわらって、声を張り上げる。

「つ～わけで『褐かつ色しよく鬼っ娘王朝』なる理想郷シヤンバラ、新たな我が家ニユ～スイートホームゲットしに征いかん!!」

「……ゲット、して……それ、で……どうする、の……？」

　未解決問題を再提する白の半眼に、空・童貞十八歳はきらりと光る涙を堪こらえ、

「ゲットしてから考える!!　チャンスの女神は前髪しかないそうだが──〝九割ハゲの女神〟追いかけるほどヒマじゃねぇ！　罠わな張ってハマったトコを捕まえる──そして今がその時だ!!　捕まえてどうするか？　捕まえてから考えればいいことだ!!」

　と──動機の不純さを勢いで誤ご魔ま化かすべく、声を張り上げた時。




「──じゃ、私達たちも一緒させて貰もらおうかしら。文句ないわよね？」

　至し極ごく当然に、いっそ自然に、話は全すべて聞かせて貰った、と。

　覗のぞき魔二人……クラミーとフィールがドアを開けた。

　八方手を尽くし、空こ達こを突き止められなかった二人は、眼光鋭く続ける。

「世界第二位の国ハーデンフエルと同じ価格の『薬』……どんな『薬』か是非知りたいものね」

「お～いおい。もう教えたろ？　〝商売の基本〟だよ──」

　そう、皮肉たっぷりの笑みで、空そらを見み据すえるクラミーに。

　だが空もまた〝手ぶらくうき〟を示し皮肉で応じた。




「──『薬』を売るのなら──まずは『毒』を盛るのさ」

　そう──〝『供給』を売るならまず『需要』を作る〟──

　──〝瀕ひん死しの客〟……〝毒を盛られた客〟をまず作れば、

「ただの〝空き瓶さぎ〟でも──国より高く売れるんだよ♪」

　…………、




「それでは──目的地ハーデンフェル・首都まで、九七四八・七㎞……」

　かくてクラミーとフィールの疑念、空と白しろの不敵な沈黙をよそに。

　一礼して、そう告げたジブリールの光輪が、回転数を上げだした。

「どうぞ私の服をお掴つかみになり今しばらく、くつろいでお待ちくださいませ♥」

　超長距離空間転移の準備に入ったジブリールの腰から伸びる帯を、

「じゃ、ちと行ってくるわ。〝店のほう〟……留守は任せたぞ、イミルアイン」

「【平気】留守を預かる。妻の務め。当機は任務を完遂する。……さみしくない」

　毎度の如ごとく、都合よく意訳したイミルアイン──以外の全員が掴む。

　言葉と裏腹にハンカチ振って寂しさアピールする姿に、クラミーの視線が細まる。

　──当然だろう。

　監視さぐり目的のクラミーとフィールを同行させ、機凱種イミルアインほどの戦力を置いていく。

　その真意を探るクラミー達をよそに──ふとティルが、ぼそりと訊たずねた。




「あ、あの……潜陸艦は故障中──どうやって首都へ行くでありますか？」

「ん？　天翼種フリユーゲルの空間転移シフトって、案外知名度低いのか？」

「いえ、視界内と既知座標への転移、大戦の悪夢だったそうであります！」

　改めて言われ、大戦再現ＲＴＳを思い出した空と白は、苦笑した。

　ああ、正しく悪夢だった……〝戦線という概念さえ成立しない〟のだから。

　準備も佳境に入った様子の天翼種デタラメへの乾いた笑みは──だが、

「……首都は〝地下〟であります。見えないはずであります──そ、それとっ」

　続いた言葉は、空と白のみならず──

「て、『天撃』の術式を編んでるの、き、気のせい、であります……よねっ!?」




　──その場の全員を──何な故ぜかジブリールさえ、首を傾かしげ沈黙させた。

　そういえば、長距離転移にしても準タ備メが長すぎる、と空そらがおそるおそる、

「……ジブリール、さ……？　ハーデンフェルに行ったこと、あるのか？」

　総員の懸念を代弁した空に、ジブリールは襟を正して頷うなずいた。

「はい。なにせ地精種ドワーフは〝工業と産業〟に最も長たけた種でございますので。その地精種ドワーフの統一連合国は即すなわち、この世界で最も発達した〝機械文明〟を有す国でございます♪」

　それはつまり、ハーデンフェルとは──

「確かに〝首都は〟地下にございますが、地表に開けた都市、高層都市から海上都市まで様式様々なそれらが網状に繋つながる大変興味深い国──幾度となく訪ねてございます♥」

　空飛ぶ好奇心ジブリールには、さながら〝宝石箱〟──行かぬはずがない。

　なら、ティルの危き惧ぐは杞き憂ゆうだった、と胸を撫なで下おろした一同は、だが──




「──ええ、首都も──上空へは。幾度となく♥」




　そう続けたジブリールに凍り付き──直後、無言で駆け出した。

　だらしない笑みで、涎よだれを拭きながら続く声は置き去りに──そう、

「ひたすら地上を見下ろす日々も、こ、今回は来いと『入国許可』がッ!!　上空へ転移、一％程の『天撃』で地下通路トンネル開通、マスター達たちの防護と連続術式編へん纂さんに少々手間を──」

　ティルの危惧した通り──〝空爆からの侵入〟を図る宣言に。

　唯一歓声を上げたフィールを除く、全員が部屋を飛び出した。

　──『潜陸艦を修理しよう』と共通認識を胸に、全速力で──……





　　　　■■■






　そんな騒ぎからは遙はるか遠く──エルキア王城。玉座の間に。

　イミルアインの他にもう一人。留守番を任された赤毛の少女がいた。

　──ステファニー・ドーラ公爵、改め。

　立憲君主制に、〝大公〟──名ばかりのエルキア『君主じよおう』となったステフは、

「……アロエさ～ん？　私わたくし、悩みがあるんですの……聞いてくれますの～？」

　だが玉座に腰掛けず、その横の床に座り込み、抱えた植木鉢に向かって、

「私わたくし……留守番じゃなく、ただ放置されてるの……気のせいですわよね～♪」

　るーるる～……と玉座の間で独り、歌うように虚うつろな涙といを零こぼしていた……

　……空と白しろが、クーデターによって王座を追われた日──否いな。

　ゲームに応じず、辞お退りてあっさり王座を明け渡した日。

　──『ん～じゃま、ステフ。いつも通り、かなり頑張れ♪』

　そう言い残して消えた二人に、ステフは一片の疑いなく確信した。

　他ならぬ二人自身そらとしろが締め付けていた連中による、このクーデター。

　────彼らがわざと起こさせたクーデターだ、と。

　そして〝いつも通り〟にする、と言い残した以上、これも策の内。

〝いつも通り〟──エルキアが滅びかねない策略だとも──また。

　もはや背負い慣れた人類種イマニテイ存亡の重みに、覚悟を固め、早三週間──




「アロエさ～ん……私わたくし、またハブられてますの……？」

　──空そら達たちからなんの音沙汰もない──〝平穏〟極まる日々に。

　ステフは対神霊種オールドデウス戦でハブられた思い出トラウマが過よぎり、膝ひざに顔を埋うずめた。

　ああ……平穏。何せクーデター……〝政権簒さん奪だつ〟だ。

《商工連合会》が暗躍する諸侯議会は、混乱の堝るつぼにあるが──それだけだ。

　元より商人は利益最優先──国民に不安を与えるのは〝損〟しか生まない。

　故に《商工連合会》──国民を代表する『革命レボリユーシヨン』でなく、貴族内の内乱──『政変クーデター』で表向きを片付け、兌だ換かん紙し幣へい発行。流通活性化。貿易緩かん和わ……と少なくとも、国民目線ではなにも変わっていないように見せられる程には、平穏そのものであり。

　そして一切の権利を取り上げられた『君主ステフ』は独り、アロエに愚痴を垂たれる。

「……みなさんばっかり、いつも……ズルいですわ……」

　また自分の知らないところで、途方もないことをしているのか、と。

　間違いなく空に着いていったジブリールや、イミルアイン。

　不自然に傍観を決め込んでいる連邦傘下国の、他のみんなは……？

「……私わたくしだって……ソラと────────ッハぁあ!?」

　と、口を突いた言葉で、空に会えないことに泣いている自分に気付き。

「ソラと……？　ソラとなんですの!?　何を言おうとしたんですのこの口はっ!?」

　咄とつ嗟さの自問に、瞬時にアレとかソレと自答した己が桃色の妄想を払うべく！

　孤独のあまり失った正気よ、戻って来いと。頭を打つ先を探すステフに──




「あれぇ？　玉座の座り心地が悪いのでしたらぁ、いつでも代わりますぅ♪」

　少女──のように、蠱こ惑わく的てきな少年の声がかかった。

　いつからか玉座に座っていた吸血種ダンピールを、ステフが追い払うように叫ぶ。

「そこはソラとシロの席ですわ!!　私わたくしやましてプラムさんのでもないですわ!!」

　嗚あ呼あ。三週間ぶりの顔見知りが、何な故ぜよりによって吸血種このかたですの……と。

「……プラムさんは他のみなさんのように、本国オーシエンドに戻らないんですの……？」

　暗に〝おまえも帰れ〟と、意を込めたステフの問いに、

「はいぃ？　義理堅さに定評あるプラムは、エルキアを離れたりしないですぅ」

　だが自称・義理堅い吸血種ペテンしは、義理を通すと胸を張って語る。

「ボクは他の皆様と違って、私利私欲のため!!　誠心誠意〝暗躍〟しますぅ!!」

　しっかりばっちり〝寝首を掻かく〟と、その硬く敵かたき義理を──とッ!!

　一周回って本当に誠実に思える宣言に、ステフは溜ため息いきついて──固まった。

　あまりに自然に告げられ、違和感が遅れた言葉に──

「〝暗躍〟って──こ、この混乱──吸血種プラムさんが一枚噛かんでるんですのッ!?」

　マズい……どうして気付かなかったんですのッ!?

　行政の混乱。政変クーデターにしては平穏過ぎるこの状況は──だが《商工連合会》の誰かを抱き込めば政権を掌しよう握あくできる──〝人類種イマニテイを呑のみ込こむ〟絶好の機会──ッッッ!!

　そう〝留守番がんばること〟を任された意味に、今更思い至り焦るステフに、

「──吸血種ダンピールが？　吸血種ダンピールもですぅ……だって確認出来ただけでも──」

　だが、プラムは哀あわれむような苦笑を浮かべ、言った。




「森精種エルフ、地精種ドワーフ、妖精種フエアリー、妖魔種デモニア──あの月詠種ひきこもりまで噛んでますぅ♥」

　────??　……っ!?　ッ!?　と……

　疑問符と立ったまま気絶を繰り返し、ぶつ切れに混乱するステフに。

「どこから説明しますぅ……？　〝『　　くうはく』がただの人類種イマニテイじゃない〟──」

　幸薄そうな困った笑みで、プラムは子供を諭すように続ける。

「と、そう疑って『　　おふたり』の正体──正確には、お二人が持ってると疑わしき神霊種オールドデウスさえ降くだせる『必勝の切札』を探って他国が周囲──連邦傘下国ボクたちに探りを入れてたのはぁ？」

「し、知ってますわ……ですから周囲──〝連邦傘下国プラムさんたち〟は入れ食い、って」

　急速に勢力を拡大し、神霊種オールドデウス──帆ほ楼ろうをさえ降した、空そらと白しろ。

　誰にも出来ないことをした『　　くうはく』──『必勝の切札』を疑われている二人。

　危険なそれを、他の連邦傘下国から探らせる『一ターン休み』だったはず、と。

　空の説明を反はん芻すうするステフに、プラムは更に困ったように──嘲ちよう笑しようで告げた。




「探りを入れる周囲に何な故ぜ──〝本国エルキアが含まれない〟と思ったんですぅ？」

　──それ、は──、

「『　　くうはく』がただの人類種イマニテイか誰もが疑ってますぅ……人類種も、ですぅ♥」

　────────、

「元々の大元を辿たどりますとぉ、空様と白様がエルキア王になられた国王選定戦……森精種エルフの間者を破ったお二人が、どうして他種族の間者じゃないって信じられるんですぅ？」

　──────────ただただ、絶句して。

　血の気が引いて行く感覚の中、ステフはプラムの嘲あざけるような声を聞く。

「ず～っと燻くすぶってた疑惑ですぅ……あとは空様と白様に不満が募った人類種イマニテイに──今回は《商工連合会》の誰かに──ボクなら〝こう〟持ちかけてみるわけですぅ」

　──様々なお題目を掲げ結託しても、要するに目的が〝利権〟ならば、

「同業者を出し抜ける魔法支援サポートするから『　　くうはく』の正体探って～、と♥」

　そう──それは《商工連合会》の誰かを抱き込めば人類種イマニテイを呑のみ込こめると。

　ステフの危機意識が、まるで足りなかったことを意味する。何な故ぜなら──

「──そう考えるのは、ボクだけのはずがない、ですよねぇ？」

　目眩めまいに揺れる意識から、辛くも絞り出したステフの悲鳴に──




「じゃ、じゃあ、今のエルキア──政権掌しよう握あくに動いてる《商工連合会》は──ッ」

「〝スパイ天国だらけ〟ですぅ!!　外患誘致に情報漏ろう洩えい、密約!!　売国見本市ですぅ!!」

　──そして続けたプラムの言葉に、ステフは天を仰いだ。

「それともハッキリ言いますぅ？　『他ど国く』に犯されて滅し亡ぬ三秒前、ですぅ♥」

　……ですわよね。エルキアを掌握した《商工連合会》が全員間者スパイって。




　それもう、エルキア……呑み込まれてますわよね……？




「──いえ……いいえ！　そんな──そんなはずは、ありませんわッッ!?」

　だって──プラムが言う〝不満が募った人類種イマニテイ〟──《商工連合会》は。

　他ならぬ空そらと白しろが不満を募らさせ、つけ込む隙を与えた連中──なら！

「間違いなくそのすべては!!　ソラとシロがわざと引き起こした状況ですわ!?」

「はいぃ♪　〝罠わな〟ですぅ……連邦傘下国ボクたちだけは、それを知り得るんですぅ♪」

　そう──あの二人を。空と白を。『　　くうはく』の正体を知るものは。

　異世界人なれど、ただの人類種ひとで、『必勝の切札』などないと知るものは。




　ならば──この状況をこそ想定し、利用するに決まっていると知り得る。

　不自然に傍ぼう観かんを保っている他の連邦傘下国も、それで得とく心しんがいく。

　そして空と白に書かされたあの国書、と言うのも憚はばかられる手紙の意味も。

　──『ようマヌケ助けてやろうか？　礼は「テメーの国全部」ってとこでどうだ？』

　あの時は分からなかったことが、今なら納得できる。すなわち──




「『毒』に犯された国エルキアを救い、利用する策──『血清くすり』があるはずなんですぅ」

　やはり空達たちの策略と肯こう定ていするプラムに、ステフは胸を撫なで下おろす。

「……いえ。あのぅ……？　今の話を聞いて、どうしてほっとするんですぅ？」

「は、はい──？」

　次いで告げられたプラムの言葉に、きょとんと吐と息いきをこぼした。

「間者同士ありもしない『必勝の切札』探して潰つぶし合ってる舞台、ここエルキアですぅ……」

「で、でもそれはソラたちが仕組んだ罠、ですわよね──」

「〝獅子の群れおおくのくに〟に一斉に毒を盛る、最も確実な方法って」

　反はん駁ばくしかけたステフを遮さえぎって、吸血種ダンピールの少年は、口の端を歪ゆがめて。

　今にも獲物に噛かみつき血を喰くらうような──嗜し虐ぎやく的な笑みで、告げる。




「──自分で毒を呷って、自分を喰らわせること、ですぅ」

　────、

「罠わなに掛かった他国が泣きついて、国と引き換えにするほどの毒を、ですぅ。つまりこれは──〝誰が先に死ぬかチキンレース〟ですぅ。『血清くすり』がなきゃ死ぬのはエルキアも同じですぅ♥」

　思わず悲鳴を発しかけた口を押さえ込んで、ステフは身を震わせた。

　それは、肉を切らせて骨を断つ──どころではない。

　自分エルキアもろとも獅子の群れおおくのくにを道連れにする罠──だが。

「……い、いったいどんな魔法の薬があれば、この状況を覆せるんですの？」

　まるで思いつかないその一手を──いや、それどころか。

　こんな状ワ況ナを仕掛ける意味さえわからず問うたステフに、




「……それがわかれば、こ～んな親切にぺらぺら喋しやべると思いますぅ……？」

　笑顔で──だが多大な苛いらつきを隠しもせず、告げたプラムの。

「ボク、お二人の罠に〝みんながかかる方に賭かけて〟暗躍してるんですぅ」

　その表情、声音の意味を察し、再度──ステフは血の気が引いた。

「そのためにも、エルキアが滅びたら困るんですぅ……わかりますぅ？」

　それは──つまり。『　　くうはく』に迫る、この戦略家プラムを以もつてしてさえ。

　この状況を生む意味も解決する術すべも、まして利用する術など──

　────まるで思いつかないのだ、と。




「アロエと喋ってる暇がありましたらぁ────────はたらけ♥」

　権力がない『君主おかざり』でも、ツテでもコネでも使える全すべてを使え、と。

　あのプラムが焦り、エルキアの延命を手伝えと願わせる状況だ、と。

　問答無用の危機感に、ステフは駆け出した。

　──その足を止めて、最後に、問うた……




「……どうして、ソラとシロが勝つ方に賭けたか……訊きいてもいいですの？」

　──空そらは確かに、ペテン師で、嘘うそ吐つきで、人格破は綻たん者だが。

　最後の一線は超えない……今ならステフはそう信じられる。

　だが──この吸血種ダンピールの少年は──プラムは、違う。

　必要と判断すれば全種族──己の身さえ笑って犠牲にする。

　そんな奴の言葉など、訊いたところで信じられない。信じる意味さえない。

　だが笑顔で返された答えには──嘘うそ偽りはないとステフは確信し、笑った。




「あ、言ってませんでしたっけ。ボク勝ち目の薄いオツズのたかいほうに賭かけるタイプですぅ♥」

　──嗚あ呼あ、やはり〝いつも通り〟……空そらと白しろの策略は。

　エルキアが滅ぶ可能性のほうが高い策略だった、とッ!!

　かくて人類種イマニテイの存亡を背負う覚悟も新たに、今度こそステフは全力で駆け出した。

　そう〝いつも通り〟──政治は政治屋に、本当に頼られていたことに──

「アロエさん!!　私わたくし、ハブられてなかったですわ!!　聞いてまして!?　ね～え!?」




　────…………

　そうして踊るように去って行ったステフの背を見送って、プラムは。

「ボク、どうして信用ないんですかねぇ……嘘なんて吐ついたことないのにぃ……」

　そう──話した全すべてが事実だ。

　ただ全てを話していないだけ、と唇を尖とがらせた。

「お二人が勝つ方法……その『薬』をこそ、逆手に取りたいとこですよねぇ～♪」

　外野での観戦は、性分ではないですぅ……と。

　そう語る吸血種ダンピールの笑みは、ついぞ誰も見ることなく闇やみに溶けて消えた。












　その世ま界ちには空がなかった……物理的に。




　──ハーデンフェル首都。曰いわく、地下一万ｍに広がる巨大空間。

　その広大な地下都市に到着した潜陸艦から降り立ち、空そらと白しろは。

　さしあたり、眼前の光景をどう表すか、と揃そろって思案に暮れていた。

　正確には眼前でなく、上下前後左右──全天球に広がる光景は、見たまま表せば──




「当ててやろう。頭領とやら、森羅っぽい名前した企業の〝社長〟だろ」

「……『重力魔法グラビデ』って……具体的に……なに、してるんだろ……ね？」

　──『工場　夜景』で画像検索すれば、雰囲気は伝わるだろう。

　暗くら闇やみの中、無数の眩まばゆい光源の輝きで、幻想的に浮かび上がる鋼鉄の密林スチール・ジヤングル。

　ぶっちゃけ某Ｆ二つのシリーズ七番目的ミッドガルに、一工夫ちょい足しアレンジ。

　重力魔法グラビデで、物理法則等々をシカトして、全天球にコピペすれば、以上。

　見たままの光景──空どころか上下もない光景だ。あげく──

「ご丁寧に『魔ま晄こう炉ろ』まであるし。もー言っちゃえよ。頭領、ルーファ〇スだろ？」

　都市中央を貫く〝光の柱〟に、半ば本気で背後へ問うた空に、

「──は！　いえマスター。あちら、件くだんの神霊種オーケインの火──『神しん火び炉ろ』でございます」

　目を輝かせ周囲を見回していたジブリールが、慌てて頭こうべを垂たらして答えた。

「地精種ドワーフは、創造主が健在、かつ共存しておられる数少ない種の一つで。かの『神火炉』は工業用途から、この高度機械文明──都市の〝動力源〟までも賄ってございます」

　高度機械文明──ああ。ここまでの道中で、既に思い知らされた。

　具体的には、未いまだティルが降りようとしない『潜陸艦』で……




　──何でも、それは彼ひ我が流動差を利用し地中を進む船、だそうだ。

　何を言ってるか意味不明だが、ともあれここまで、約九七〇〇㎞の旅。

　ティルが修理に要した時間を差し引き──六時間弱。一六〇〇㎞／ｈ……

　──地中で。元の世界では、潜水艦どころか超音速航空機でようやくの速度だ。

　あり得ない物理の問題における定型文──『ただし抵抗はないものとする』とやらは、この世界では現実で通用するのかと白まで頭を抱えたものだ──だが。

「……確かにスゲぇけど。ジブリールが最も発達した科学文明っていうから──」

　とミッドガル──もといハーデンフェル・首都を改めて見渡し、空は思う。

　確かに若干スチームパンク入っているとはいえ、完全にＳＦの領域なそれに。




　だが……何な故ぜだろう。

　何故か……思ったほどではない、と。

　ナニカが違う──とも違うような……

「あ、いえマスター？　この世界で最も発達した〝機械文明〟と申し上げたまでで」

　違和感を覚える空そらの思考を遮さえぎり、ジブリールは訂正し──補足した。

「また──『科学』は、マスター達たちの世界のほうが、はるかに発達しておられます」

　……ほう。重力を操り、全天球型の地下都市とか造る地精種デタラメどもより？

　その都市も、支柱なしで階層状に折り重ねてみちゃう地精種ヘンタイどもより？

「地精種ドワーフは優れた〝機械文明〟を有しますが──決して〝科学文明〟ではございません。むしろ『科学』からは最も遠い種族で……すぐにお分かりになるかと♪」

　────？

　機械文明と、科学文明……何の違いがある？　と。

　訝いぶかしげに問う二人の眼まな差ざしに、だがジブリールはただ意味深な笑みと、

「では、極めて不本意ながら──〝迎え〟に参りますので、しばし失礼致します」

　不服そうな声だけを余よ韻いんに残し、虚こ空くうへと消えた。




　──かくて、一時その場に取り残されたのは、空と白しろと──もう一人。

　無数の工具を猛もう然ぜんと操って霊装──大槌ハンマーの修理を続けるティルだった。

　潜航中から今まで潜陸艦で、音を立てる彼女に、空が「なあ」と声を掛けるや──

「はははいであります!?　とと頭領が来たでありますかへるぷでありまぁす!!」

　──という悲鳴は、空と白の背後から響いた。

　一瞬で二人の背に隠れ、大槌ハンマーを涙目で構え警戒したティルの挙動に。

　視認も理解もできない、と──空と白はただ揃そろって、半眼を向けた。

「何でそこまで怯おびえてるか、わからんけど。わかることだけいいかな？」

「……しろ達、じゃ……間違い、なく……なに、も……たすけられない」

　その身体能力でなお恐れるもの……何ら助けへるぷになれぬと断じる二人に、だが──

「いえであります!!　れ、霊装の改修──なんとか間に合ったであります!!」

　否定するやティルの大槌ハンマーがガシャッと音を立て、複雑な光の紋様ラインを迸ほとばしらせた。




　──なるほど、と空が眼めを細めたのは、変形・起動した霊装にではなかった。

　ティルの蒼あお白じろい焔ほのお揺れる瞳ひとみ──曰いわくオリハルコンの瞳にこそ、不敵に笑った。

　その瞳に宿る──覚悟の色、煌こう々こうと燃ゆる『不退転の決意』の色で以もつて、

「自分、もう独りじゃないであります!!　敵が来たら──」

　何者にも屈さぬ鋼の意志を吼ほえる合ロ法リ褐かつ色しよく鬼っ娘──すなわち──ッ!!

「自分を抱くでありますッッ!!　そーすれば自分！　超☆安☆全でありま──」

「よかろう全力で我が助む力ねを求めたまえ!!　オルァアさっさと来んかい敵──」

　不退転の決意で以て──全力で、退に転げるというティルに、空は！

　無理に引き離すことは『盟約』を盾に拒絶できる──至上の安全圏じぶんのうでのなかへ歓迎で応じ──

　……にょーんにょーんにょーん……と……

　果たして白しろに紐ひもを開閉され赤面するティルと、慈しむ眼めの空そらからなる沈黙は。

　まさにティルが恐れた〝脅て威きの一つ〟の到着を以もつて霧む散さんした。

「わ～……ここがモグラさんの巣……ホラーなのですよ～グロテスクなのですよぉ」

　と。突然現れたその声は、朗らかに、かつ唱うたうように続けた。




「生理的に無理♥　なのですよ～♪　即☆処刑サバトなのですよ～♥」

「今でありまぁすへるぷ！　へるぷであります焼かれるであり──いたッ!?　しししろ殿失礼するであります！　こ、ここなら安全であります自分逃げ切ったでありますッ!!」

　笑顔で殺さつ戮りくを予告するフィールの声に──紐を引っ張られていたせいだろう。

　顔から床に突っ伏し、這はうように白のスカートの中へと逃げ込んだティルの。

　震え声での逃亡成功しようり宣言に、空は半眼で背後を向いた──すなわち、




「……？　あ、お待たせして申し訳ございませんマスター。ただいま戻りました」

「ああ……ご苦労さんジブリール……で、さっそくで悪いが……」

　と、怪け訝げんそうに佇たたずんでいた──〝脅威フイール〟を連れて来た〝天使あくま〟へと。

　──潜陸艦で六時間も同じ空気を吸っていたら死ぬ、と。

　地精種テイルと森精種フイールの訴えに、ハーデンフェル到着後、改めて迎えに行くことで手を打ったクラミーとフィールを連れ空間転移おうふくしてきたジブリールを労ねぎらい、空は改めて頭を抱えた。

「……これ、やっぱ〝仲が悪い〟じゃ納得出来ねぇよ……」




「ふふふのふでありまぁす！　何も見えないでありま～す睨にらまれてもこ、怖くないでありま～す！　精々加害術式まほう編んで『盟約』に霧散されてればいいでありま～す！　ぺっ」

「フィー!!　ねえ、フィーってば、その顔やめてよ怖いから！　ねえってばぁ……っ」

　──白のスカートに頭を埋うずめ、お尻丸出しで震えながらも煽あおるティルに。

　無言で殺意渦巻かせるフィールの表情で、ついに泣き出したクラミーに。

　空に抱かれるくらいなら、と不満に堪こらえる白と揃そろって、説明を求めた。




「地精種ドワーフは鍛神そうぞうしゆの影響か『全すべては鍛たん錬れんされる為ために在ある』との思想でございまして」

　と、ジブリールが都市中央の光──神しん火び炉ろを示し続けた言葉に、

「そして、あちらの──鍛神オーケインの火で、溶よう融ゆう出来ない物質はございません」

　……ふむ、なかなかに過激ラデイカルな思想だ、と空は頷うなずいた。

　全ては鍛錬される為──『世界は作り替える為にある』と言うわけだ。

　何でも溶かせる炉で、環境なぞ破壊してナンボなる種族ドワーフに──かたや、

「採掘と伐ばつ採さいで～川は干上がって死ぬのですよ～。山も崩されて死ぬのですよぉ」

　──風はどっすか。空もそっすか、と。

　空と白、クラミーまでも内心白目で、環境主義者フイールの言葉を聞いた。

「季節も死にますし～、森精種エルフの大切な森こきようも……当・然！　死ぬのですよぉ……」

　そしてついに殺意に地鳴りが聞こえ出した中、空そら達たちは理解した。

「そんな害獣を～、根絶出来ずにいるのは……全知的生命体イクシードの罪なのですよぉ♥」

　愛も心も死ぬらしい種族エルフとは──対極の種族なのだろう、と……

　だが、それでも空は得とく心しんがいかぬと訴える──だって──っ！




「『大戦』で環境を星ごと破壊してたお互い様だろ！　糾弾できる立場か!?」

　──むしろ、それこそ今更、と──ッ!!

　どうしても腑ふに落ちぬ空達は、だが続いたジブリールの言葉に──

「確執の長さかと。マスター？　あの耳長の額──なにかございませんか♥」

　────ビキッと、凍り付いた。

　森精種フイールの額……『魂石ジエム』──〝鉱物〟に、空達の頬ほおを汗が伝う。

　──『全すべては鍛たん錬れんされる為ために在ある』……

　あの『魂石ジエム』が、具体的にどういうものかは、空達にはわからない。

　だが〝採掘〟されて平気なものではないとは、想像に難かたくなく──

「はて、森を破壊する地精種ドワーフの駆除ぎやくさつと、魂石を求めた森精種エルフの乱獲ぎやくさつと……」

　──どちらが先だったかは、もはや誰にもわからないが、ともあれ。

「唯一神の座とさえ無関係に、永えい劫ごうの刻ときを殺し合って来た仲でございます♥」

「頭に石つけて生まれるのが悪いであります。文句あるなら液体に生まれ直すでありますぺっ！　あぁ謝らないでありまぁす!!　草にだけはぜったい謝らないでありまーす!!」

「……も～やぁ……ふぃ～がむしするぅ……びぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]えっ!!」

「──は！　ち、違うのですよ!?　ぼ～っとしただけでクラミーを無視なんて──」

「やぁ！　もおしらなあい！　ひっ……こわいふぃーきらいっ!!」

　煽あおるティルに再度爆はぜた殺意に、積もった恐怖がついに臨界に達したのか。

　幼児退行し大泣きしだしたクラミーに、必死に謝るフィール……それらに。

　空はため息一つ。諦てい念ねんを受け入れ、捨て置くことにした。

　──和解も事態収拾も望めないわコレ……と……




「ま。んじゃ『薬』をご所望の〝頭領きやく〟んとこまで、案内してくれるか」

　改めて──多層型重力無視全天球工場的な都市を見やり、言った。

　──否いな。正確には、もはや空の眼めは、都市内を行き交う地精種ドワーフだけを。

　より正確には地精種ドワーフの──女性だけを映していた。

　そう……この合ロ法リ褐かつ色しよく鬼っ娘達を──ッ!!

　己に売却してくれる『客』は何ど処こぞ、と上下すら不明な道案内を──

「っつーか、そろそろそこから出たほうがいいぞ……白しろがガチでキレる前にさ」

　白のスカートの中に顔を突っ込み声を上げていたティルに求めるや。

「────は？　はっ!?　と、咄とつ嗟さのことといえ、失礼したでありまぁすッ!!」

「…………失礼、にも……ほどがッ　……ある、────────ょ……ね？」

　と──肩を跳ねさせ、敬礼しながら急いで立ち上がった。つまり。




　……スカートごと立ち上がられた──白しろの。

　眩まばゆい下着ぱんつとおへそ、そして笑顔を見た空そらとティルは、凍り付いて。

「……妹位ポ置ジ、の……次は……なに？　……主人公位ポ置ジ……ねらい……？」

　まさに空が恐れた満ガ面チの笑キレ顔で語る白の、副音声を確かに聞いた。

「……主人公特権らつきーすけべ……主人公補正フラグなし、で……許される、と……？」

　──〝そうか戦つ争ぶされたいかよろしいならばお望み通り〟──

「よぉぉしティル!!　サッとハーデンフェル征服ゲツトしてパッと帰るぞ!!　な!?」

「はっ!!　た、直ちに『頭領府』まで案内させて頂くであります！　で、でも、頭領には会わないでありますよ？　ち、近くで待たせて貰もらうであります……っ!!」

　今度こそ収拾のつかない事態を回避すべく急せかした空の叫びに。

　ティルも敬礼で応じたが。それだけは譲れない、と。

　外がい套とうを頭まで閉じて──リュック姿に戻って己に言い聞かせるように、

「……だ、大丈夫であります。帰るのはお二人おうち、これは外出……であります……」

　そう呟つぶやき、先導すべく陰いん鬱うつな足取りで歩き出した少女の背に──空は。

　──地精種じぶんの国を厭いとう地精種じぶんに、既視感を覚えて。

「……なあ……なんで、そこまでハーデンフェルが嫌いなんだ？」

「ふ……地精種ドワーフの住処すみかに、ダメモグラの居場所なんかないからであります」

　応こたえたのは、初対面から地精種ドワーフっぽいダメモグラと自称する自虐声だった。

　かくてその背を追い歩き出した空と白の、真意を問う気配に──

「……どーせ通り道であります。『中央工業区画』も案内するでありますよ」

　論より証拠。すぐにわかると。振り返った皮肉な笑みが、言外に語った。

　そして──

「……そら殿としろ殿は、この首ま都ち、気に入ったでありますか？」

　……………、

「自分は……ハーデンフェルでも首こ都こは、特にキライであります」

　ティルは、上を──全天球地下都市の、目ま映ばゆい星空の如ごとき灯を──見上げた。

　オリハルコンの瞳ひとみに光を映して──だが、その先を望みるように視線を落とし。




「────ここは、空がないであります…………」




　黒い髪の空の。黒い瞳そらを覗のぞいて儚はかなく笑ったティルの呟きに。

　空は、内心──〝そうだな〟と、小さな苦笑をひとつ返した……





　　　　■■■






　轟ごう音おんと機械と地精種ドワーフと──工業施設プラントひしめく、中央工業区画。

　空そらと白しろは、かねてよりのファンタジー作品への疑問の答えを目にした。

　すなわち『何な故ぜ〝科学〟の対義が〝魔法〟なのか』という疑問に……




　──そも『科学』とは。

　自然現象を観測し、法則を推察、検証した〝知識きろくの体系〟である。

　別に魔法や精霊、魂、なんなら神さえ──〝自然現象〟で、観測できるなら。

　学問たいけい的に研究し、再現性も認められるなら、キッパリ『科学』じゃね？　と。

　物理学や数学に、『精霊学』などと、科学分野が増えるだけじゃねッ!?　と!!

　まして『機械』──法則に従って論理的に特定動作する装置？

　蒸気で動こうが、電気で動こうが、精霊で動こうが!!　関係なくね!?　とォ!!

　動力が何であれ『科学』じゃね!?　と、そう……思っていた……が……




「では!!　地精種ドワーフなら誰でも出来る簡単お手軽『霊装』製作講座であります!!」

　……簡単だった試しがない文句コピーの役満に、早くも半眼の空を余よ所そに。

　工場音に負けじと、大声を張り上げたティルが示したるは──眼下の光景。

　工業施設プラント内の高架から見下ろせる、巨大な製造現場だった……そう──

「まず！　何の変哲もない地精種ドワーフと材料を！　〝適量〟用意するであります!!」

　……『材料・道具：適量』と開幕一行でブン投げられた講座に、既に諦あきらめの面おも持もちで。

　空と白は、ゴツい毛玉ドワーフ──巨大な鉄てつ塊かいを気楽に抱える、歩く変哲を見やり、そして。

「あとはもーテキトーに！　感覚なんとなくでハンマーでブン殴って──以上ッ!!」

　硬い岩盤にヤケクソ、大量の発破をブチ込み一斉点火したような爆音が轟き──

　────、

「……で？　アレ……なに？」

「霊装でありますよ？　ね。簡単でありましょ？」

「…………しろ、も、いや……頭、いたい……っ」

　──気が付けば、ゴツい毛玉ドワーフの手に謎なぞの機械──曰いわく、霊装があった。

　文字通り『以下略』とばかりに映像編集カツトされた現実に白は頭を抱えて蹲うずくまり。

　一方、空はこめかみを押さえて、深呼吸を一つ──ジブリールに問うた。

「よし……今の編集カツト部分、ノンカット版かスロー再生で頼む。出来れば解説付きで」

「申し訳ございませんマスター。見ておわかりの通り地精種ドワーフは〝極めて器用〟で……」

「……ん……見えない、しっ！　……わからない、けど……ねっ!?」

「ワケわかんねぇデタラメの解説を求めてんだよ!?　まさかとは思うが──」

　二度目のやり取りを経て、空そらは唯一わかったことを、確認するように、

「背丈の十倍あった鉄てつ塊かいを、ザクザク斬きってドカドカ殴って──で？」

　と目を剥むいて頭を振りつつ絶叫する──ッ！




「機械の球ハイ完成、とでも言いたいのか!?　〝器用〟にも限度があるだろ!!」

「……違う……っほぼ〝真球〟！　……加工精度……基準原器、水準……っ!!」

　ティル曰いわく──『霊装』らしき、毛玉ドワーフの手にある物体。

　──鉄塊から、残ざん骸がいを経て、ジャイロコンパスの如ごとく複雑に稼か働どうする機械へ。

　緻密な彫刻が施ほどこされた、鏡面加工ばりの光沢放つ準真球体に変じた物体に──

「っつ[image: ][image: ]か一枚鉄からどーすりゃ複数部品が噛かみ合あった機械が出来上がんだよ!?」

　──鋳ちゆう造ぞうしろよ。切せつ削さくとか……最低限組み立てろよッ！

　なに？　素材にテキトーに傷を付けて？

　殴って折って畳んで、刻印術式の機械──霊装の完成？

　────せめて彫れよ───ッッッ[image: ]

　刻印術式だろ。刻印しろよ！　名称には従えよせめて、とッ!!




「……なあ、まさか潜陸艦とか、この機械都市も、全部このノリで造ってんの？」

　呆あきれ果はてたと空の問いに、ジブリールが訂正して答える。

「あ、いえマスター。霊装は刻印術式を施した触しよく媒ばいを繋つなぎ、組み合わせ、核コ媒アに精霊、魂を同期することで行使される──いわば地精種ドワーフの個人魔法、術者の精霊で駆動します」

「は！　通常の機械は……あ、あちらで丁度『飛航艦』を造ってるであります」

　と。ティルの言葉に従い、工場の一区画に視線を向ければ──。

　大量の資材を前に腕組みしていた毛玉ドワーフが「オるァッ!!」と気合い一発瓦割り！

　すると何な故ぜか！　──目の前の資材が、有機的な外観を持つ駆動炉に変ずる。

　そして一仕事終えた感を出した毛玉ドワーフが、バーベル上げの如く駆動炉を持ち上げ、

「で！　同じくテキトーに他のとこ造ってた地精種ドワーフが受け取るでありますから──」

　ぽいっちょ、と無造作に投げられた駆動炉を、文字通り別の地精種ドワーフが受け取り、

「テキトーに組み込んで造って『飛航艦』になるであります。以上でありまぁす!!」

　──着々と。猛スピードで。ポイッポイッ……と。

　飛び交い積み重なる各部品ユニツトが、ぶつかった勢いで接続され、展開され、結合され──。

　あたかもひとりでに巨大構造物へと組み上がっていくかのような〝惨状〟に。




「刻印術式の有無だけでやってることは同じじゃねぇかああぁぁッ!!」

　……ああ。よーするに魔法デタラメだ。今更ツッコむまい。

　そう菩薩の微笑アルカイツク・スマイルで諦てい念ねんする間も組まれていく『飛航艦』も──航空力学に喧けん嘩かを売る形状シロモノが何故飛ぶかも気にすまい。それを言えばジブリールは何だ。魔法しらんと諦あきらめよう。

　だが『機械』──テメェはダメだ、と空そらは阿あ修しゆ羅らの顔で吼ほえた！

「根本的に──『設定図』どこよ!?　測量具とか!!　ハンマー以外の工具は!?」

　機械──すなわち〝法則に従って論理的に特定動作する装置〟である……

　企画書、工学理論……要するに〝論理〟の行方ゆくえを問う空に──果たして。

　かくの如ごとく、高度文明の真髄を説く声は、高らかにティルから響いた。

「は!!　地精種ドワーフに機械工学、魔法理論の極意を問えば答えは一つであります!!」







「〝考えるな、感じろ！Ｄｏｎ[image: ]ｔ　ｔｈｉｎｋ，ＦＥＥＬ！〟でありま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぁすッ!!」

「考えるのＴｈｉｎｋｉｎｇ否定して工学も理論もねぇよバカにしてんのかッ!?」




　──〝論理とか細けぇこたイーんだよ空気読め〟と──ッッ!!

　かつてない不条理デタラメに喘あえぐ空に、だがジブリールが跪ひざまずき三度口にした言葉、

「マスター、言葉が足らず申し訳ございません……地精種ドワーフは〝極めて器用な種族〟で」

　説明を求められても、そう答えるしかなかったという──その真意に。

「見えてもわかりません……私にも──当の地精種かれらでさえ、説明も解説も不可能かと」

　──空も、蹲うずくまり計算に暮れていた白しろも、血の気が引いて行くのを感じた。

　すなわちジブリールが語る、地精種ドワーフの本質とは……

「鍛神オーケイン。〝鍛かじ〟の概か念みに創られた種族……それが地精種ドワーフでございます」

　戦神に創られた天翼種フリユーゲルに『なぜ戦える』と問うが如き愚問と。

　鍛神に創られた地精種ドワーフに『なぜ造れる』と問えば──

「天てん賦ぷの才──いいえ。〝神しん賦ぷの感性センス〟──ただそれだけで全すべてを製造する種族」

　──『なぜ造れないのだ』と、返される問いが答えだと。

「適当テキトーに思い描き、適当テキトーに手を動かせば──感性センスで〝最適〟を手繰り寄せるもの」

　かく問答無用の解答を告げられ、空と白は喉のどを鳴らした。

「故に、決して間違えない種族……仮説も検証も、地精種かれらには不要にございます」

　────つまり、種族的に〝天才肌〟……否いな。

　本物の天才──〝感性センスの怪物〟というわけだ。

　ただ〝想像〟するがままに手を動かせば、在あるがままに〝創造〟へ至る。

　感性なんとなくで閃ひらめき、感性なんとなくで鍛錬かいりようを重ね、これ程の文明に至る連中に、論理など無用だ。

　試行はすれど『錯誤』はせず。検証はすれど『失敗』はせず──。

「……感性のみで知識や経験を継承し、改良を続ける機械文明……か……」

　その本質をついに理解した空と白は、互いを見やり、深く頷うなずいた。




　──ならなにも問題なし、と!!




「つまり！　地精種ドワーフはデタラメ性能の〝神の加護バフ〟持ちってことだな？」

「…………んっ！　……そーいう、ことなら……おっけ～……許す……」

　そう力強く立ち上がって空そらと白しろは、混乱から抜け出した。

　なるほどサイエンス・フィクションも鼻で嗤わらう機械文明。

　だがそれはサイエンス・ファンタジーでさえない、サイエンスの『ｓ』の字もない〝純ファンタジー〟だった、と!!　ついにジブリールの言葉の真意を解した二人は思う。




〝機械文明〟ではあっても〝科学文明〟ではない……か。

　ああ……かくて『科学』と『魔法』の違いに対する疑問は答えられた。

　──〝論理がない機械〟……なるほど科学ではない。キッパリ魔法デタラメである!!

「や～れやれ……地精種ドワーフの存在自体が魔法デタラメなら、最初からそう言ってくれよ」

「……そー言って、くれれ、ば……焦った、り……しなかった……のに……」

　と、今なお眼下で続く、工業を騙かたる魔法現場から立ち去らん、と。

　晴れやかな笑顔で空と白はそう呟つぶやいて、再度歩き出した。

　──論理なく機械ろんりを操る天才種族。清すが々すがしいまでに理解不能デタラメである。

　いっそ天翼種フリユーゲルや、神霊種オールドデウスの理解に努める方がまだ有意義だろう、と空は嗤う。

　何せそれは、根源的に人類には理解し得ない──否いな。

　────理解した気になれば最も危険な代物だ、と……

　内心そう断じ、中央工業区画を後にする空達たちの背に、ぽつり、と。

「……知能が低いからテキト～にしか思考できない生物、それだけなのですよ」

　と──延々沈黙を貫いていたフィールの、地精種ドワーフ評への異評……否。

　微み塵じんの害意も、悪意もない断定は、仏の説法さながら澄すんで響いた。

　──『怖いフィーなんか嫌い』と、クラミーに泣かれて。

　魔法で感情を封じたその顔は、まさしく仏のようだった──そう、

「……フィー？　その『無』って顔、それはそれでちょっと怖いわ……」

「クラミー……心を鎮しずめるのですよ……恐怖もまた煩ぼん悩のうなのですよ……」

　──〝大仏〟のような顔に、むしろクラミーは距離を置いていた。

「ちなみにマスター？　噂うわさでは、そのテキト～に負け続けの種族がいるそうで♥」

　その様子に、ジブリールは満面の笑みを浮かべ、続ける。

「また、そのテキト～なる生物のテキト～な感性センスから繰り出される戦術を分析し、論理化──定石化し、辛うじて昔せんそうも今ゲームも対抗しておられるとか──あ！　そういえば♪」

　とクサい芝居で、チラリとフィールを一いち瞥べつし、

「そちらの耳長の腕や額の刻印術式リンクド・タトウーも、地精種ドワーフがちょ[image: ][image: ]テキト[image: ][image: ]に扱っておられるものを、必死に〝論理化こじつけ〟して改変したものでございましたね──おや。失礼？」

　心底楽しげに、大仏フイールの顔を崩さんと──全力で、煽あおった。

「耳長でも扱えるよう〝劣化模倣ダウングレード〟した──でございましたね♥」

「フィー!?　こんなやっすい煽あおり！　乗っちゃダメだからねっ!?」

「……当然なのですよ？　精霊粒子一つ分でも歪ゆがめば機能しない刻印……〝繊細さ〟とは無縁の、刻印術式を使えもしない粗暴の輩フリユーゲルの言葉に、この心は揺れないのですよ……」

「それ本当に感情封じてる!?　その顔と声で煽り返さないでよ!!」

　──そんな騒ぎを背に、空そらと白しろは前を歩く小さな後ろ姿を見ていた。

　……地精種ドワーフの物作りを、終始他ひ人と事ごとのように語った、地精種テイルの背中。

　自称〝ダメモグラ〟が背負う、その霊装ハンマーを見やる二人の視線に──




「……〝はい〟であります。もうわかったでありますよね……」

　ティルは振り向きもせず、自じ嘲ちようの色も濃く頷うなずいた。

　なるほど。地精種ドワーフは物作りチート種族。把は握あくした。

　だが、ティルは──霊装や潜陸艦の修理で……確かに使っていた。

　視認不能な早業、意味不明な器用さではありながらも。

　空にさえ理解可能な手モ段ノを──すなわち…………

「……自分、地精種ふつうのようには──なにも造れないであります」

　安い不正イカサマの種明かしでもするような苦笑で、ティルは振り向き。

　手にした霊装を地面に一打ちすると、大槌ハンマーが数千骨の扇状に華開いた。

　骨──〝無数の工具や測量具〟へと──

「……自分……その『感性センス』とやら……サッパリないであります」

　──だがそれなら、たとえ工具があっても出来ることなど……と。

　空の思考を肯こう定ていするように、ティルはなお自虐的に嗤わらって続ける。

「……この霊装ハンマーも、潜陸艦も、修理とか〝継つぎ接はぎ〟するのが限界であります」

　──〝決して間違えない〟地精種ドワーフであるはずの、ティルが。

　霊装を暴発させた時の、ジブリールの困惑を理解して、空は思う。

「でも継ぎ接ぎすら〝刻印の意味がわからない〟から……失敗するであります」

　──天てん賦ぷの感性センスで、知識や経験を継承している文明で。

　その感性センスがなければ……継げる知も識のさえない────

　果たして外がい套とうで顔を隠すティルに向けられる地精種ドワーフ達たちの視線……

　──ここでなにをしている？　と怪け訝げんに問う眼まな差ざしに気づいて。

「……それでもまだ、どうして地精種の国ハーデンフエルがキライか……訊きくでありますか？」

　空と白──クラミーや、ジブリールまでもが、思わず一様に沈黙した。

　地精種ドワーフの本質がその天賦──〝神しん賦ぷの感性センス〟にあるならば、ティルは……




　……好くわけないだろう。居場所もなかろう。

　────自分は地精種でさえないのだから……と。

　己おのが劣等性を、やおら顔を出して、そう────ッッ

「自分ダメモグラだからであります!!　わかったでありますかあ!?」

　──高らかに勝ち誇るようなドヤ顔で断じた──!!

　…………え～と……？　と。

　赫かつ々かくたるその佇たたずまいやいっそ誇らしく。皆今度は、唖あ然ぜんと言葉を失った。

　──かく主張のために来た、と思い出させるティルの熱弁は、だがなお。

　空そらをして緊張、警戒させる、不敵な笑みで歩み迫って、続いた──っ!!

「そら殿!?　〝人類種イマニテイは考える葦あし〟と自分、聞いたでありますっ!!」

「ぁ、ああ……その格言、こっちの世界にもあんの──」

「でも考えない人類種は葦じゃないでありますッ!!　ただの動き回る葦であります！　動かないだけ葦のがマシな迷惑千万の、除草剤散布待ったなしの怪奇でありますッ!!」

　だが相あい槌づちも遮さえぎるティルの断言、暴言の嵐あらしに空は思わず息を呑のんだ。




「考えない人類種イマニテイ！　五感が鋭くない獣人種ワービースト！　戦えない天翼種フリユーゲルに、魅力がない海棲種セーレーン、学ばない機凱種エクスマキナ──ってコレもー完全に『論外』って奴でありまするばらばしかるに!!」

　いよいよ呂ろ律れつも人類語も怪しくティルの熱弁は──ついにッ!!

「感性がない地精種ドワーフより劣った生物もいない!!　是これ・自明！　でありま──すッ!!」

　──地底都市にはあり得ない雷鳴を伴って、響いた。

　…………あ。工場の音か、とぼんやり理解した空と。

　大仏顔で頷うなずくフィール以外、誰もが勢いに呑まれ絶句する中──

「ぁ。食べられない、燃やせない草は、さっさと朽ちて化石燃料になってから口利くであります、ぺっ！　ぁあ謝らないであります！　森精種エルフにだけは謝らないでありまぁす!!」

　──ただし森精種エルフ。テメーは例外だ、と。

　そうまくし立てるや──フィールが大仏顔のまま術式を編んだのか、

「ふ！　壊そうとしても無駄であります怖くないでありま──ってぇえ!?　へ、へるぷでありますしろ殿入れて欲しいであります嘘うそでありますちょ～怖いでありまぁすっ!!」

　白しろのスカートの中に逃げ込もうとして、だがさすがに二度目は拒まれ。

　慌てて空と白の背に隠れ震えるティルに──『？』と。

　空は──何な故ぜかジブリールとフィールまでも──怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。




「いや……あのさ。でもティル……霊装、造ってはいる……んだよな？」

　自虐を超え矜きよう持じに達した劣等を訴えたティルに、だが──

「俺らからすりゃ十二分に器用デタラメだし、人類種おれらなんて精霊見えもしな──」

　芽生えた違和感の正体を探るように言葉を紡つむぐ空を遮り、

「そら殿。人類種イマニテイは、空を飛べないであります」

「………………そりゃ、まー飛べないな。うん」

　──まっすぐ、空そらを見み据すえたティルが。

　蒼あお白じろい瞳ひとみで続けた言葉に。




「だから、飛べなくても仕方ない、って言うでありますか」

　────、

　……ああ……そういうことか……と。

　沈黙した空を余よ所そに、ティルはまたも勝ち誇った顔でさておき、と!!

「飛べない鳥は〝ニワトリ〟であります！　家畜であります！　こんがり焼かれて美お味いしく頂かれるだけの価値しかな──はっ!?　お、美味しく頂けもしない自分、家畜未満でありましたあ!?　ニ、ニワトリ殿に失礼したであります……と、ともあれっ!!」

　かくて地下一万ｍに演説を響かせるティルも、〆しめに入るのか。

「感性がない！　霊装造れない！　魔法も使えない！　なら地精種ドワーフでもない!!」

　──ないないない……と連ねるティルの声に、うっすらと。

　違和感の正体を掴つかんだ空は──だが〆の言葉に、思考を強制終了した。




「最後に毛もない!!　〝ぱいぱん〟であります!!　劣等証明終了ダメモグラでありまあす!!」

「ふむゥッ!?　至高の優等性パイパンでいったいナニを証明したのかも少し詳しくうッ!?」

　と大気摩擦に発火する勢いでティルに向き直った空が見たるは──ッ！

　……にょーんにょーんにょーん……と……

　幼女テイルの紐ひもを引いて外がい套とうを開閉する幼女いもうとの凍いて付つく眼めだった。




「……『ぱいぱん』……麻雀まーじやんの白牌パイパン……語源……〝体毛が〟……薄い、こと……」

「あ、マスター？　地精種ドワーフの女性は確かに、体毛が薄いと申し上げましたが──」

　そして続いたジブリールの声に──続いて、

「あくまでも男性に比してという意味で──〝ヒゲモジャではございます〟よ？」

「ぁ〝ヒゲ〟ね!?　ですよね!?　突然何カミングアウトしたか焦っ──って」

　──『何の話だと思った？』と女性陣のゴミをみる視線が注そそぐ中、だが。

　空は『それどころではない』と無言で答え、慌てて街を見渡し吼ほえた。




「待て……ジブリール──女子もヒゲモジャって言ったか？　え、何ど処こが!?」

　──街を行き交う褐かつ色しよく合ロ法リ鬼っ娘こだらけという──この楽園シヤンバラが。

　実は奈落アビスだったと唐突に示し唆さしたジブリールへの問いに──

「地精種ドワーフの体毛──『真霊銀ミスリル』は、精霊増幅作用の優れた素材でございます」

　ああ!!　銀色の髪ではなく、本物の銀──ミスリルの髪だとそれは聞いた！

　だから精霊まほうが過剰増幅オーバーロードし──触しよく媒ばいが要る、とそれも聞いた!!　だが──ッ!?

　と希望に縋すがる空に無慈悲な──だが、考えれば当たり前の答えが返された……

「触しよく媒ばいは無論のこと、霊装にも……と、申しますか地精種ドワーフの造るほとんどの機械に利用されておりますが、利用するにはまず〝採取〟……つまり〝剃そる〟必要がございまして」

　──つまり、この都市、かく高度な機械文明は。

　……ヒゲで造った奈く落にだったと……しかも……

「地精種ドワーフの毛量は精霊増幅力、素材量──即すなわち『力』と同義であり、男性はあえて毛量ちからの誇こ示じのため残しますが、女性は元々毛量が少ないので、基本、全すべて採取そりますね♪」

　その奈落アビスに棲すまう邪悪ヤローは──本来この比じゃない〝毛玉〟で。

　褐色ロリ鬼っ娘おんなのこたちも、剃ってるだけのヒゲモジャと告げられ空そらは膝ひざを折った。

　──……吁あ々あ……神よ……

　感性センスの種族を創う造みせし神霊種オールドデウス……鍛神オーケインよ……

　だが当の貴様は趣味センスが腐っている……!!　呪のろわれよ……っ




「ですが……はて？　〝薄毛体質〟──体毛ミスリルによる精霊の体内過剰増幅オーバーロードが生じない体質でございましたら、触媒なしに魔法が使えるということで──利点もあるのでは？」

「ないであります!!　体外増幅ブーストなしには〝魔法一つ使えない〟でありますから!!」

「そ、それは薄毛でなく〝無毛〟……魔法に必要最低限の精霊増幅もない、と？」

「はいであります！　でも増幅ブーストさせる霊装も暴発しつぱいするであります！　増幅ブーストなしには魔法が使えない、毛がゼロであります！　なのに増幅ブーストさせる霊装を造る感性センスもゼロであります!!　誰かに霊装を造って貰もらおうにも劣等ぱいぱん用の霊装──魚に水中呼吸器を造るような意味不明！　誰も造らないでありまぁすッ!!　以上・八・方・塞ふさがりでありまぁ──すッ!!」

　と『詰つみ』宣言したティルの声は、だが空が沈む絶望の中、光った。

　……劣等？　コイツらは何を言っている。

　ティルだけは──嗚あ呼あ──ヒゲモジャではない──っ!!

　唯一にして真の〝褐かつ色しよく合法ロリ鬼っ娘〟ではないかッ!?

　奈落の底に煌きらめいた希望ひかりに、眼めを細めて見つめた空は──




「……大丈夫……信じれ、ば……生える…………────生～え～ろ～」

　……にょーんにょーんにょーん……と……

　紐ひもの伸縮を続ける白しろの〝最後の希望よ、潰ついえろ〟という呪じゆ詛そを聞いた。

　だがそれをどう解釈したか、ティルは羞しゆう恥ちに染めた顔で決然と──っ!!

「ふ。子供の時から鏡に映して生えるでありま～す一本くらい生えるでありま～す、と！　信じて続けて七十余年──産毛一つ生えないであります!!　信じてすくわれるのは足だけであります！　疑うなら見せるでありますよ!!　これがつるっつるの現じぱいぱ────」

「ちょォォッと確認させてくれ!?　ヒゲ!!　の！　話だよなァ──あッ!?」

　勢いよく下着ぱんつに手をかけたティルに、空は咄とつ嗟さに飛びかかり外がい套とうを閉じた。

　──何をしようとした!?　公然の場で！　ナァ!?　と肩で息する空は──

「……にぃ……しろ、も……生えてない……から……ね……っ!?」

「あ、マスター？　私も──というか天翼種フリユーゲルは基本生えません♥」

「……クラミーもないからってぇ、手を出したら入滅しなすのですよぉ？」

「ぁ、あるわよう、うぶげくらいって空そら!?　森精種フイーこそないわよッ!?」

「そ、そら殿つるっつる好きのドヘンタイだったでありますか!?」

「なあ、ヒ・ゲ・の！　話だよな!?　見りゃわかるしない方がいーだろそりゃあ!!　ヒゲモジャ女が好きって男、少なくとも多数派ではねーだろ!?　その目をやめろお!?」

　そう涙目で、己を変態呼ばわりする視線達たちに訴えた空に、だが──

「……そら殿。自分、おわかりの通り居場所かえるとこ、ここハーデンフエルにはないであります」

　黒い瞳そらを見み据すえる──不安げで気弱で、怯おびえるように儚はかない瞳ひとみは。

　だが──劣っている、と……確信に満ちて断じる瞳は──問う。

「自分、本当にお二人ここが居場所おうちで……いい……で、ありますか……？」

　蒼あお白じろい焔ほのおの揺れるオリハルコンの瞳で──捨てられないか、と。

　何もできないこんな自分なんかが、二人と一緒にいる価値があるのか、と。

　何か、役に立てることがあるのか、と──まるでそう問うように。

　ティル自身、自覚もないだろう────空を望みて問うたその言葉に──




「自分──〝ニワトリ以上の何かになれる〟……で、ありますか？」

「なれるゼ？　〝美オ味イしく頂イタダかれ〟ちまえばイイのさァ……ひくっ」

　だが、答えたのは──唐突に響いた、男の声だった。

　酷ひどく発音の悪い人類語で、下品な喜色で続いた声に、

「オトコに跨またがってオネダリすりゃ一発よォ……絶頂テツペンまでブッ飛べ──ぁ、だがソイツァダメだ童貞だ。ンで貧乳ロリ好きでシスコン……ヲィテメ性癖シユミ終わってんなァ？」

「鶏と並んでどーすんだ!?　つか虚実混ぜた言い掛かりすんな反論し難────い？」

　下世話な提案、かつ余計なお世話である、と。

　吠ほえた空の視線の先には──だが煙漂う煙管キセルの灰と、酒瓶びん。

　そして淡い……粒子状の残光だけがあった。代わりに──

「ヲゥ、思わずトびコむほど叔オ父レサマが欲しいってかァ？　照れるゼ〝クソ姪めい〟」

「いぃぃやぁぁ捕まったでありま～す!!　そら殿しろ殿へるぷでありまぁすッ!!」

　皮肉な笑い声と切実な悲鳴は、空達の眼前から響いた。

　──認識さえ適かなわなかったが、後にジブリール曰いわく。

　咄とつ嗟さに空と白しろに向かって飛びついたティルが。

〝疑似空間転移デミ・シフト〟とやらで割り込んだ男の胸に飛び込んだそうだ。

　──その地精種おとこが何者か。問いも、推察さえも──不要だった。

　助けを請こう涙目のティルを抱えたもう一方の手で、機械的な『大剣』を掴つかみ、

「──〝ハーデンフェルへよーこそ〟……ッつーのが礼儀かァ？　クソ共」

　不ふ遜そんな笑み声で告げた──オリハルコンの隻眼だけが覗のぞく風体で。

　ぼろ切れを纏まとった浮浪者さながらの、薄汚れた灰色グレイの毛玉が……「ひっく」と。

　ティルに頬ほおずりし酔った呂ろ律れつで放った言葉が全すべてを物語っていた。そう──

「ッしゃ!!　いっちょクソ姪めいをオンナにしたらァ!!　どら絶頂テツペンまでイか──」





　　　　■■■






　──犯罪者である。

「ヤ……だから違ちげェってェ……オレサマァただ、クソ姪迎えにだなァ？」

　だが犯罪者である。それ以外の何者でもない、と。

　かくて急きゆう遽きよジブリールが空間を断絶し、無事現行犯で逮捕こうそくした浮浪者おとこの供述いいわけに。

　急きゆう拵ごしらえの断絶空間とりしらべしつ、険しい顔の空そらは背後の──哀あわれに震える被害者に、問うた。

「……ティル？　犯人の供述では、おまえの叔お父じだそうだが？」

「ひっ……し、知らないであります……自分っ、突然のことで……何が何やら」

「ヲィザケんなよクソ姪!?　オレサマから来にャテメ逃亡トンズラすんじゃネェかァ!!」

「声を荒らげるな性犯罪者っ!!　脅きよう迫はく罪ざいも追加するぞテメエッ!?」

　怯おびえきった涙声で〝知らないヒトです〟と答えたティルに騒ぐ罪人を一いつ喝かつ。

　空は、隣で灰色毛玉の供述を筆記するジブリールの推理を聞いた。

「はて、迎えに来た──被害者の動向を予あらかじめ知っていた……マスター、これは親お族じと思い込んでいる系では？　余罪追及すべきかと……少なくともストーキングは確実──」

「おるァ吐きやがれ!!　何な故ぜ被害者テイルの動向を知っていた!?　本当は誰だ貴様!!」

「〝なんとなく〟だよォ!!　ダレってヲィクソ姪！　手紙渡してネェのかァ!?」

「な、何のことでありますか？　頭領は『頭領府』にいるはずでありますし来らい賓ひんをそんなカッコで迎える国家元首いないでありますッ！　よって知らないヒトでありまぁあす!!」

　そして涙目でティルが叫んだ屁へ理り屈くつに、空は──一応理解した。




　──つまり、この泥でい酔すい灰色毛玉、強制ワイセツ未遂犯が。

　地精種ドワーフの全権代理者──ハーデンフェル〝頭領〟だ、と。

　ついでに供述通りならティルの叔父でもあるようだが──




「……ふむ。では百歩譲って、おまえが〝頭領〟で、ティルの叔父と仮定しよう」

「仮定すンじゃネェよ事実なんだよクソがァ!!」

「余計アウトだろ!?　姪っ子に肉体関係迫るのテメエの国ここじゃ合法なのかよッ!?」

「ヤ……そりャあ……酒の勢いッつーカ……ただの軽いジョークじゃネェカ──」

　と口にした毛玉に、クラミーを始め女性から刺すような視線が注そそがれた。

　……酔ってた。冗談だった。シリーズ・クズ男の言い訳トップ２よね、と。

「では再度被害者に訊きこう。ティルヴィルグさん。貴女あなたの叔お父じはどんな方ですか？」

「す、少なくともこんなボロい酒クサい煙草たばこクサい毛玉、親戚に持った憶おぼえはないでありますといいますか──頭領ガチくっさいであります!!　めっちゃ臭におうでありますッ!!」

　空そらに促されたティルが──勢いで頭領と認めたわけだが。

　それより涙目かつ悲痛な顔のクサい連呼がよほどショックだったのか。

　絶句して項垂うなだれた〝頭領〟を余よ所そに──白しろは独り考えていた……




　──最も劣った地精種ドワーフの叔父が、最も優れた地精種ドワーフ。

　嫌がる落ちこぼれ少女に、しつこくまとわりつく俺様ワイルド系残念中年オツサン。

　……もし……と、白は思考する。

　このいかにも庇ひ護ご欲よくをかき立てる〝無所属ヒロイン〟のチョロいダメっこ。

　覚醒イベントで即オチ確実故に、妹ポジ狙いてんてきと踏んだティルが──

　だが────〝無所属ヒロインではなかったら〟……？

（……〝位置確定カツプリング済み〟フラグ……？　ぅん……状況証拠十分、でもまだ……っ）

　──即オチ先が兄ではなかったら？　と。

　そう思考した白は、だが慌てて頭を振った──まだ油断できない。

　酔っ払い毛玉と、合法ロリ──まだ絵面的問題が残っている、と！

　だがそんな白の別視点の推理など、当然誰一人知る由よしはなく──

「……ァ～ヲゥ……思い出したァ……オレサマぁ……ニセモンだったァ」

　と、ようやくショックから抜け出したのか、〝頭領〟は、

「風ふ呂ろ入ってくらァ……オレサマぁ伝言役、ッつーコトにしヨーヤ……」

　だが立ち直れてはいない様子で、ややふらつきながら踵きびすを返す。

　──クサいと言われたのは自分ではない。

　そういうことにさせてくれ、と言うしょげた毛玉に、空達たちは静かに頷うなずいた。

「……キッチリコイツらをオレサマ──違ちげェ。頭領オレサマンとこまで連れて来ナ。いいナ？」

「はっ！　元よりその途中だったであります!!　知らないクサい不審者寄よ越こさなくても、キッチリ『頭領府』まで案内すると伝えるであります!!　しっし!!　ぺっ、ぺっ!!」

　と、ティルの被害届取り下げどつかいけに、ジブリールが空間断絶を解くや、

　陰いん鬱うつに肩を落とした毛玉は、手にした『大剣』──霊装を一振りした。

　直後、刀身がバラッと無数の部品パーツ──否いな、無数の眩まばゆく光る短剣へ分解され、

「ァ～とクソ共。クソ姪めいがまた逃げたら捕まえにイっから、ちと待たせちま──」

「『頭領府』五〇八階!!　応接広間頭領の前へ、涙目で案内するでありまぁぁす!!」

　近くで待つ気満々だったティルの思惑を、呼吸するように看破した毛玉に、

「んじゃ釈放だが最後にあんたの──じゃなかったな。頭領サマの、お名前は？」

　涙目のティルに倣ならって、鋭く視線を向けた空の問いに。

　──男は淡い残留光と、舌打ちした言葉だけを残し虚こ空くうに消えた。

「ヴェイグ・ドラウヴニルだァ。サッサと来ナ〝クソ異世界人ヨソモン共〟」





　　　　■■■






　──『頭領府』……都市中央部に存在する巨大な吹き抜けを。

　ヴェイグが待つという五〇八階まで昇降機エレベーターで向かいながら──

「……フィー、感情封印まほうの維持に必死なのは察するけど……それ落ち着く？」

「ひっひっふ～ひっひっふ～クラミーを怖がらせないのですよひっひっふ～」

「情緒不安定な耳長でございますね。ラマーズ法で何を産む気でしょうか♥」

「そそら殿しろ殿、ぜぜ絶対この手放さないでありますよっ？　約束でありますよ!?」

　男の名な告のりが招いた喧けん騒そうと、背に隠れ服を摘つまむティルに、空そらと白しろは思う……




「そりゃいいけど……ティル、一応訊きくけど『頭領府ここ』ってさ」

「……ハーデンフェル、の……〝行政中枢〟だよ……ね……？」

　上昇する昇降機エレベーターの窓から、高速で通り過ぎる吹き抜けの景色を見やって。

　──否いな。正確には、吹き抜けを飾る見覚えのあるモノを見やって──

「大量破壊兵器置くの〝軍事基地〟じゃねーかな……つか武力保有すんなよ!?」

　大戦再現ＲＴＳで見た兵も器のに空は、武力禁止に偽りありと『十の盟約』を疑い──

「ぁは。いえであります。これ頭領の先祖殿の記念碑ひ──ただの展示かざりであります」

　……飾り？　先祖？　と瞬まばたきした空に、ティルは応じ──

「ハーデンフェル初代頭領──《ローニ・ドラウヴニル》の遺作であひぁぁす!?」

　──ようとして、突如爆はぜたフィールの殺意に遮さえぎられた。

「フィー!?　何なのもう!?　わかったわ一緒にやるからほら！　ひっひっふ～!!」

　そして爆心地フイールを宥なだめるクラミーらの様子がよほど面白いのか。

　空と白の服を掴つかみ、蹲うずくまって震えるティルに代わってジブリールが語った──




「《ローニ・ドラウヴニル》──地精種ドワーフ史に残る〝空前の天才〟だそうで……」

　曰いわく──それは大戦末期において、地精種ドワーフを率いた男。

　刻印術式を発明し『霊装』を編み出した、革命的職人てんさいだったという。

　無数の刻印術式しよくばいからなる可変機械の核かく媒ばいに同期し運用する──霊装。

　それは、森精種エルフ以外には不可能だった多重複合術式を擬似的に実現──また。

　種族適性きようさも相まって森精種エルフをさえ超える超精密複雑な術式編へん纂さんを可能にして。

　大戦末期の霊装以外の兵器も、〝ほぼ全すべてを一人で造った〟という男は──




「森精種エルフをして刻印術式を真似て対抗させるまで追い詰めた、大戦の立役者の一角で……かくいう私も〝龍殺しヤボよう〟の際、彼の作品へいきの世話になったことがあってございます♥」

　……よーするに森精種エルフに刻印術式を──使わせた遠因で。

　間接的とはいえ、あの『虚空第零加護アーカ・シ・アンセ』を造らせた男で。

　つまり星を破壊し尽くした大戦犯サマのお一人だった。んでもって──？

「目の錯覚であって欲しいが──〝アレ〟もソイツの作品だから飾ってる、と？」

　と、空そらは白しろと揃そろって青ざめた顔で膝ひざを震わせつつ、指を差して問うた。

　それも、やはり大戦再現ＲＴＳで見た……極めて雑に。超テキトーに。

　安い玩具おもちやのごとく宙づりに展示されている『爆弾』────

「はい。不活化した『神しん髄ずい』を起爆させる……まさに『髄爆げいじゆつ』でございますね♥」

「核兵器も真っ青の武力ナニしれっと飾っちゃってんのッ!?」

　──そう……大陸を一発で砕く『髄ずい爆ばく』を指差し。

　武力禁止この世界にあるまじき過剰武力、と空が問もん責せきする悲鳴を上げた。

　……たかが威力のデカい爆弾で何を今更、と。

　天翼種フリユーゲルや機凱種エクスマキナ、歩くわ飛ぶわ転移する爆弾へいきすらいるだろう、と。

　そう思うだろうか──？　だが、否いなである。

　何な故ぜなら！　『十の盟約』は〝危害あくい〟こそキャンセルはさせられてもッ!!

　……過ミ失ス──〝事故うつかり〟までは、カバーしきれないのである──っ！

　しかるにうっかり条件を満たせば悪意なく作動する〝装置ばくだん〟────？

「事故うつかりで大陸吹っ飛ぶ爆弾──さっさと棄すてるかせめて厳重に保管しろよっ!?」

　ただの〝不発弾〟じゃねーか。なにフツーに展か示ざってんの!?

「マスター、どうかご安心を。ここに展示されている全すべて──もう動きません」

　涙目で訴える空と白は、だがジブリールの片かた膝ひざついた言葉に。

　──〝ああ〟……と、機凱種エクスマキナに関する文献の記述を思い出した。

「『盟約』以後、精霊を害する運用、魔法の類たぐい全て使用不能になってございます」

　かつては精霊を燃料のように消こ費ろし、稼か働どうしていたらしい機凱種エクスマキナ。

　だが『盟約』で精霊──精霊種エレメンタルを消こ費ろせなくなり駆動方式を変えたとか……

　つまり上昇し続ける昇降機エレベーターから見送る兵器これらは〝不発弾〟でなく〝模型同然〟と。

　そう頭上を仰いだジブリールの言葉に、安あん堵どして胸を撫なで下おろして。

　つられて視線を上げた空と白は──だが、三人揃って小首を傾かしげた。




　────視線の先に、一つだけ。

　見覚えのないものを捉えた三人の疑問を察してか──

「……あ。……い、今の話……唯一の〝例外〟が……アレであります……」

　空達たちと視線を同じくしたティルは……だが淡々と、無感動に疑問に答えた。

「……アレだけは〝戦後〟の作品で──初代頭領ローニ・ドラウヴニルの〝遺作〟であります」

　すなわち──地精種ドワーフ史上、空前の天才の最後の作品と──否。

「誰も超えられない最高傑けつ作さくと言われる〝究極の霊装〟……で、あります」

　六千年の時を経てなお及ぶ者なき、最初にして最後の作品、と……

　──ふ～む……『髄ずい爆ばく』さんをさしおき〝最高傑作〟と来たか。

　空そらは視線の先──〝巨大人型機械〟の偉い容ように、顔を引きつらせ嗤わらった。

「……つかなに……巨大ロボあんなんも『霊装』なのか……？」

「まあ、霊装とは術者が個人運用する機械──『核かく媒ばい』に同期し行使する複数の刻印術式しよくばいからなる機構システムですので。大槌ハンマーでも人型あんなでも、形状フオルムも規模サイズも不問ではございますが……」




　──それは全高十ｍ以上はあろう、黒い鉄てつ塊かいを纏まとった歪いびつな造形。

　表面を電子回路めいた刻印術式で覆う、重厚感溢あふれる堅牢ハードかつ無骨ソリツドな機体だった。

　肩部には、機体の巨大さと比して、なおも規格外オーバードに思える超重量級の鉄塊ウエポン。

　明らかに戦争目的の巨人機械きよだいロボが──戦後作られた以上──今も動く、と……

「ですが、これほどの大型霊装──地精種ドワーフの精霊量で動かせると思えませんが」

「は。自分ダメモグラは当然、普通の地精種ドワーフは起動もさせられない代物、であります……」

　──ただし、動かせるものは不在らしいことに、こっそり安あん堵どして。

「で、その巨大人型霊ロ装ボは、どんな邪悪な目的で作られたわけ？」

　星りくじゃ飽あき足らず、次は宇そ宙らでも砕くか？　と皮肉に問うた空に──

　ティルが答えた途端、ジブリールの声と表情が、砂を撫なでるように消えた。

「〝肩にある〟のは──対象を『概念的に書き替える霊装』……であります」




　…………、

「『髄爆』に使われる不活化神しん髄ずい……つまり〝物質化した神霊種がいねんの化石〟に、刻印術式を施ほどこして内包する概念を修正した『改かい竄ざん神髄』による概念共鳴かきかえ機、だそうであります……」

　………………………………、と。

　沈黙が応こたえる中、空と白しろ──ついでにクラミーも、あるいは全人類種イマニテイもか。

　ともあれ常識勢にんげんを代弁すべく、さしあたり二人そらとしろが眼めを細め告げた。そう……




「ジブリール……とりまヤバげなそれ、どんくらいヤベぇヤバさなん？」

「……ちょーヤバい……まじパない……ありえない……の、どのへん？」

　なるほど意味わからん──っ!!　とッ!!

　──神髄デタラメの概念デタラメを、刻印術式デタラメで改竄する、と……なるほどぅ？

　肉と肉で肉を挟んで〝ハンバーガー〟と宣のたまうが如ごとき、胸焼けする暴挙だ。

　……『それってよーするに肉デタラメだろ』と、雑に問うた二人の半眼に──

「はい。壮絶ヤバく、凄絶にパない、不可能ありえない妄言──でございますね♥」

　非常識勢代表ジブリールが──ティルの脳が深刻にヤバいと笑い、重ねた言葉に、

「それが可能でしたら、対象を概念的に負かすことも可能でございましょう」

　ようやく概要を掴つかんだ空そらと白しろは、内心「ああ……」と呟つぶやいた。




　──〝概念〟……つまりは〝意味内容〟だ。

　────対象の概念を書き替える…………？




「え。なにじゃー『敗者』って書き替えられたら〝無条件で負ける〟ってか？」

　──過程も経過も、因果も関係なく〝敗北したことになる〟……？

　天翼種デタラメさえ妄言デタラメと断じるも当然だ……ってか、はあ？　ナニソレ。

　もはやチートでも、イカサマでもない……〝任意コード実行〟だ。

　勝負ゲームもクソもありゃしない、と疑う空の眼めを──だが、

「その通りであります……比ひ喩ゆでもなんでもなく〝神域〟の霊装、であります」

　まっすぐ見返し頷うなずいたティルは──絶句する空をよそに、続けた。

「でありますが。不活化神しん髄ずいを擬似再活、対象と概念共鳴させる仕組みでありますから、停止すれば元通り──あと『改かい竄ざん神髄』の特定概念にしか書き替えられないであります」

　そして何より……と。昇降機エレベーターが通り過ぎ、今や眼下遠くになった〝巨大人型機ロ械ボ〟を見下ろして……虚むなしい笑みを浮かべたティルが、平へい坦たんな声で呟いた。




「アレ──〝そんな大した概モ念ン〟じゃないでありますよ……」

「……マスター。どうやら自称通りのモグラ未満のようで、どうか真に受けぬよう……」

　と、主を惑わす者を咎とがめるジブリールの言葉に、空は思う。

「そも『神髄』とは何か……未いまだかつて誰も、解明さえ出来てはございません」

　……ああ。神霊種オールドデウス自身──帆ほ楼ろうさえそれを幾億年苦悩した。

「まして改竄……？　それ程の大言壮語、冗談でも耳にしたことはございません」

　……ああ。それが六〇〇〇年前、既に暴かれ利用までされ。

　今日こんにちまでジブリールに噂うわささえ届かせず秘匿……こんな隠す気もなく展示して？

　ありえない。不可能だ。ジブリールが正しい。そのはず……だが──

「……はいであります。解明なんかしてないでありますから。当然であります」

　淡々と語るティルの言葉にも〝嘘うそはない〟と空は確信する。

「……初代頭領ローニ・ドラウヴニル……ただ一人だけが到み達えた神域──その産物であります……」

　──ならば。可能性は二つ。

　ティルの誤解であり、やはり不可能か。あるいは────




「ヲゥクソ姪めい。テメ、ナニてきとーブッこいてんだァ？　訂正しナ」

　──ゴウン、と五〇八階で停止した昇降機エレベーターの音と共に。

　開いた扉の向こうから響いた声──男が語る通りか、だ……そう。

　改めて対たい峙じした男──機械の玉座で、頬ほお杖づえつく男が纏まとう空気が語る通り。

　先程の〝底辺よつぱらい〟とは別人の──不ふ遜そんで獰どう猛もうな〝頂点とうりよう〟の笑みが語る通り。

　雑に斬きった灰色の──否いな、銀色ミスリルの髪から現れた、その意思を映すように。

　赤熱する隻眼オリハルコンに相応の服装、当然の傲ごう慢まんを纏まとった気け怠だるげな男の語る通り──

「ただ一人だけが到み達えた神域だった──」

　神域に到いたった地精種ドワーフ史空前の天才は──だが、絶後ではなかったと。

　大剣を立て掛けた玉座で、高慢に足を組むハーデンフェル・現頭領。

　ヴェイグ・ドラウヴニルは、語る……

　あるいは────不可能を可能にしたものがいた。




「オレサマ爆誕までは。クソ情けネェことに……ってヨォ」

　己が二人目──ただ、それだけの真こ実とだ、と……





　　　　■■■






　その相そう貌ぼうと隻せき眸ぼうは──天翼種フリユーゲルと、森精種エルフ。上位種族二人をしてさえ。

　それぞれ己が主と友まもるべきものの前へと、踏み出させ……無言で身構えさせた。

　……当然だろう。感性なんとなくでこれ程の文明を築く種族──地精種ドワーフの頂点……

　誰も解明していない不可能を、解明せず感性なんとなくで可能にした、天賦センスの極致。












　玉座で全すべてを見み透とおす灼眼の男ヴエイグは、空そらと白しろに内心〝やはり〟と断じさせた。

　────コレは、まごう事なき〝天性の強者〟だ……と。

　あらゆる論さ理くが、その対策あとおいに講じられる存て在き──だが……




「[image: ][image: ]ッたくヨォ……急いだセーでヒゲ剃そりすぎたじゃネェかァクソがァ……」

　緊張と警戒に張り詰めたジブリールとフィール、クラミーをよそに。

　だがいじけた様子で、ヴェイグは当てこすりの愚痴に口を尖とがらせ、

「消臭刻印とかイミわかんネェ術モ式ン、我オレサマながらよく造れたゼ……さすが天才オレサマ」

　顎をさすって、しきりに体臭を気にするその様に、空と白は思う。

　……今更カッコつけられても、手遅れである、と……




「ティル～？　くさい言われたの、オジちゃん根に持ってるぞ～？」

「は！　何のことでありますか!?　自分、今日頭領に会うの初めてであります!!」

「……ギャップ属性キヤラ、俺様ワイルド系残念中年イケオヤジ……〝叔父×姪フラグ〟立ってる、よね……!?」

　どうしたところで姪めいにセクハラカマして。

　キライと言われてガチで凹へこんだ叔父オツサン……

　──反抗期の娘に煙たがられる不ふ憫びんな父パパ的な印象キヤラは、もう覆らない。

「ヲラ、もークセェたァ言わせネェぞゴルァ。ホレ、サッサとコッチ来ナ」

　まして──と、空と白の背に隠れつつ震えて急せかすティルの言通り、

「そそそら殿!!　きゃ、客に薬？　を売ってはやく帰るでありま[image: ][image: ]す!!」

　……そう、ヴェイグが〝強者ナニモノ〟であろうと、手遅れである。

　自分達たちが『薬屋』でヴェイグが『客』──勝敗は既に決して、覆らない。

　後はヴェイグが〝『薬』の代金を支払う〟と一言口にする。それだけで。

　──全地精種ドワーフは選択の余地なく空達の傘も下のに降なる。

　だが────

「ンァ？　っと、ソレが本題だったァ……ンじゃまず、ホレ。クスリよこしナ」

　と玉座に頬ほお杖づえつきながら、男は手にしていた書簡をひらひらと振った。

　──『ようマヌケ助けてやろうか？　礼は「テメーの国全部」ってとこでどうだ？』

　と、そう……ただそれだけをステフに書かせ送付した、あの国書。

　無事届いた──こちらの〝罠わな〟にハマったと示すヴェイグに、確認する空に、

「……それは、ハーデンフェルを全部払ってくれる、ってことでいいのかな？」

「…………？」

　未いまだ事情を飲み込めないクラミーが、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる気配と。

　全てを察したヴェイグの──嘲あざ笑わらう顔だけが応こたえ、空は内心苦笑した。

　ああ……ただし。この男ヴエイグは〝ただの客〟ではない。

　……〝厄介な客〟だ。すなわち──

「ァン？　代金は払わネェ。ツケにしといてくれヤ」

　──ああ、わかっていたことだ……

　フィール達たちも見つけられなかった空そら達を〝なんとなく〟で容易たやすく見つけ。

　ティルを送り出し数日──〝なんとなく〟であそこで出迎えた、男の眼め。

　──今日。あの時刻。あの場所で……〝なんとなく〟。

　ティルを。空と白しろを。天翼種ジブリールを、森精種フイールをさえ、待っていたと告げた眼──

　一切驚きがなかった眼おとこが〝頭領〟と聞いた時、疑念は確信に変わっていた。

「……悪いけど、一いち見げんさんには、ツケ払いはやってないんだわ」

「ヲイォイ、そーいうなァ〝テメーのツケ〟払ってからにしナ」

　故にそう嘲あざわらうヴェイグの続く言葉も──ああ、わかっていたとも……

　それこそ──あの『手紙』の一文で既に覚悟していた、それは──

「ンだが、ま～。ダチでもネェ奴にゃア、たしかにツケ払いは利かネェなァ？　オレサマも〝クソッタレ〟とダチになる気ァサラサラネェからなァ──？」

　そう……ヴェイグが『たとえば』と続ける言葉も。




　……ああ、わかっていたとも……と。

　玉座から視線を伏せた兄妹きようだいに代わり、その背後のクラミーだけが。

　眼を剥むいて──ノイズと共に顔を歪ゆがめて、聴いた────

「テメェの世ツ界ケ踏み倒して逃げた──負け犬のクソたァなァ？」





　　　　■■■






　…………、

　……………………、

　ジブリールの詰問の声も、種々様々な気配も──全すべて遠く。

　クラミーの脳のう裏りは、ただフラッシュバックする光景に染まった。

　痛みさえ伴い明滅する幻覚は、自分のものではありえない記憶──




「ァア、テメェラは見事オレサマどころか──ほぼ全世界に毒を盛って見せたァ」

　────ザッ……と……

　頑かたくなに眼を背そむけながら息を呑のむティルも、何もかも──意識の外。

　クラミーの脳裏に瞬くは、過ツ去ケの世界すべてを置いてきた者の記憶──

　無敗の兄妹の。だが──ただ一度とて勝利もなかった片割れおとこの。




「オレサマぁテメェラに無条件で全て差し出すか、滅ぶか。選ばなきゃならネェ」

　────ザザッ……と……

　クラミーの脳のう裏りに瞬くは、妹と二人狭い檻おりに籠こもった記憶。

　妹と二人……互いの傍そば以外に、その世界に居場所などなく。

　故に、帰るべき世界もなかった兄おとこの────




「……オモシレェ。オレサマをハメた。ゲームはシマイ。オレサマの負けだァ」

　────ザ、ザザァッ……と……

　痛み増してゆくクラミーの脳裏に瞬くその幻覚は……嗚あ呼あ、空そらの記憶──

　迷って。悩んで。間違えて。積み上げた失敗と迷走についに手を紅あかく染め。




「だがシュミのワリぃクソわからネエやつにャア──頭ァ垂たらせてもダチにゃなれネェなァ？」

　────ザザッ、ザ──ァッ、と……

　果たして詰んだ過去せかいで、それでも迷って……ついに異世界ここまで。

　罪も過去も、世界ごと置き去りに──迷い落ちた男と。

　彼に──人形に、寄り添う少女──雛ひな鳥どり、の────

　……………………、

　…………、





　　　　■■■






　────そしてついに。

　空と白しろは、苦く悶もんに蹲うずくまったクラミーと入れ替わるように顔を上げて。

　玉座に待ち構えていた灼しやく眼がんも。続く言葉が問うものも──全すべて。

　──ああ、わかっていたとも……と苦笑を浮かべ、聴いた。




　それは、各国が探る『　　くうはく』の正体──『必勝の切札』の答え。

　誰も信じないはずの──ただの人類種ひとに過ぎぬという答え──だが。

　異世界人と知った感性の怪物ヴエイグなら──〝なんとなく〟受け入れれば。

　かく異世界人よそものの兄妹きようだいに──誰かが問うべきだったことだった。

　すなわち、唯一神テトに挑む〝異邦人ぶがいしや〟に────




「……そんだけ出来て──テメェの戦場セカイからなんで逃げたァ？」

　──〝ここでなにをしている〟……と……

「テメェのツケ踏み倒すクソッタレなら、コッチもツケ払いだァ。当然踏み倒すゼ？」

　過ツ去ケの清算を迫るヴェイグの声と瞳ひとみに──だが。

「だがオレサマの見当違いなら──ァア。〝ダチ〟試すマネしてワルかったァ。ダチへの詫わびとしてなら──ヲゥよ。オレサマの全部ァダチの全部だァ。耳揃そろえて払ってやらァ」

　その問いに答えられる言葉など、空そらと白しろにはありはしない。

　だから──、




「……よーするに、気に入らないヤツとはつるめない──ってことだろ？」

「話が早はえェ。オトコがわかり合うのにスるこたァ──キマってるよなァ？」

　そう告げ、白の手を取った空と、玉座を立ったヴェイグ。

　互いに不敵な視線を躱かわして嗤わらい合う──ああ、答えられる言葉などない。

　元より、この場に至って、言葉に価値などない。

　片や詐さ欺ぎ師の嘘うそ吐つき──空に。片や感性センスの怪物──ヴェイグが。

〝あえて問う〟ならば──答える術すべなど一つしかありはしない。




　……ああ、わかっていたとも。決まっていたとも──と。

　察した誰もが──白が、ジブリールが、クラミーさえ各々の念おもいに威儀を正した。

　その様に一層笑みを深めたヴェイグの赤熱する隻眼は無言に語る。

　──語ってみせろ。その答え、その魂を。言葉でなく──いざ尋常にッ!!




　────さぁ、ゲームをはじｍ

「ヲルァ!!　ンじゃーいっちょ〝殴わかり合あおう〟ゼ!?　異世界人共ッッ!!」

「霊装勝負じゃないのかよ『盟約』違反じゃないですかやだああ暴力反たあい!!」

　──地精種ドワーフのゲームは、伝統的に霊装勝負じゃなかったのか、と。

　──相互同意があれば〝格闘技スポーツ〟もゲームになるのだろうか、と!!

　ヴェイグが霊装つるぎを掴つかんで吼ほえた刹那に、空は躊ちゆう躇ちよなく大きく白旗を振った。

　申し訳ないが暴力には無条件で屈する！　それが人の道ゲーマーであると──ッ!!

　心底怯おびえる空と白の様子に、ヴェイグが呵か々かと笑って、

「ま、昔ァ拳こぶしで殴り合ってたらしィが今ァ『盟約』てダセぇモンあったから──」

　告げた言葉に──嗚あ呼あ、ありがとう『十の盟約』と！

　空と白が揃そろって、某テ神トへ感謝を捧ささげた──次の瞬間。




「だから──霊装で殴り合うのさァ」

　そうヴェイグがおもむろに霊装つるぎを玉座に突き立て、

「拡張霊装──接続。起きな、オレサマの機体ッ!!」

　吠ほえるや──同時、大剣を受けた玉座が突と──変形した。

　鋼で織られた帯に変じた玉座が螺ら旋せんを描き、轟ごう音おんを立てヴェイグを呑のみ込こみ──

　そして四足歩行の獣が上体を起こすが如ごとく、それは割れた床下から姿を現した。

　──それは全高十五ｍはあろう、銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとった巨きよ躯くの騎士だった。

　昇降機エレベーターから見た展示物と同種──だが正しく発展系の如ごとき〝巨大人型機ロ械ボ〟……

　やはり規格外オーバードな巨大剣を携えるそれは──流線形の洗練された造形の機体だった。

　……ぶっちゃけ、先程見た機体が『Ｖ系ノーマル』なら。

　こちらは『４系ネクスト』的な、巨大ロボがともあれ空そらと白しろを指差し──




『魂を同期した霊装──機体コイツで殴り合う。わかりやすいだろォ？』

　そうスピーカー越しに響いたヴェイグの声に、空達たちは同意した。

　ああ、実にわかりやすい。つまりはヴェイグが示したる勝負とは。

　リアルにロボットに搭乗して、リアルに殴り合うというゲーム──

　──すなわち『ロボットバトルゲーム』と……

　大きなお友達オトコの夢と浪ろ漫まん溢あふれる提案に空と白は視線鋭く、キリッと頷うなずき、

「よ～し〝ガ●ダムファイト〟なら『盟約』に違反しない暴論、詳細を聞こうか」

「……それ、ありなら……戦争、出来ちゃう……ていうか、武力……だよ、ね？」

　先程見た『髄ずい爆ばく』といい、昨今信しん憑ぴよう性せい危ぶまれる『盟約』への疑念ついでに。

　具体的なルール次第では応じられない、と。決然と涙目で要求した────





　　　　■■■






　──提示されたゲームに同意を交わし『頭領府』を後にする一団。

　既に猛もう然ぜんと思索を巡らせていた空に、追おい縋すがるようにティルが叫んだ。

「ほ、本気でありますか!?　頭領に霊装勝負なんて、絶対勝てないでありますよ!?」

　──〝空達が勝つなど不可能なゲーム〟と告げる言葉に。

　空は苦笑をひとつ、内心「そうだな」と同意して、回想、整理した。

　何せヴェイグが提示したゲームの詳細は、要約すればこんなものだった……

　────…………




　──霊装による〝機械戦闘ゲーム〟……

　要するにロボットバトルだが、霊装同士の衝突ダメージは核媒に収束するらしい。

　どんな攻撃を撃ち合おうと、壊れるのは核コアのみ、術者に危害は及ばない。

　そして、その核かく媒ばいは同期した魂に強度が比例する……と。

　つまり文字通り〝魂を込め殴り合い核媒たましいが壊おれた方の負け〟というわけだ。

　実にわかりやすい。原理はサッパリだが、なにはともあれ安全らしい。

　だが、空達にはゲームの前提──〝霊ロ装ボ〟がない。

　あっても精霊を扱えない。術者になり得ないし使えない。よって──

『ンじゃダレかと一緒に使いナ。霊装──刻印術式以外の魔法はナシ。核媒は一人一つ。この国オレサマの資材・施設・人材は全部貸してやっから後ァ、テキトーにナンとかしナ』

　──機体の設計製作、搭乗者パイロツト選びからスタート、というゲームだ。

　だが逆を言えばそれ以外。どんな機体を誰が使うも、誰に造らせるも。

　場所や日程さえ、一切を空そら達たちが自由に決めてよいというルールは──

『……まとめて掛かって来ナ──〝他んダチ〟も連れて来てかまァネェぜ？』

　──機凱種イミルアインや神霊種ほろうが相手でも己が勝つという、当然の自信によるものだった。

　こと刻印術式、機械の製造において、地精種ドワーフに並ぶものは【十六種族イクシード】になく。

　その頂点ヴエイグより優れた霊装きたいを造れる者など、現い在まは存在しない。

　すなわち──〝ヴェイグの必勝ゲーム〟に他ならないのだから…………




　────…………

「ッカ～わかってねぇなティル。こりゃ霊装の優劣の勝負じゃねぇのよ……」

　そう整理を終えた空は、だがピシャリと額を叩たたいて断じた。

「〝魂〟の勝負なんだよ──ッ!!」

「…………ぁはいでありますん？」

　ああ、所しよ詮せん人は分かり合えない。相あい容いれるなど出来ないのかもしれない。

「だがそれでも認めあうことは出来るのさ──その魂が！　想おもいが！　本物なら!!」

「……でも、認める気……ゼロだよ、ね……認めさせる気……しか、ない……よね」

　そう隣で失ったモノを惜しみ、スカスカと胸の前で空気を掴つかむ哀かなしげな白しろに、

「あたりめぇだろッ!?　だってアイツ────────ビョーキだぞッ!?」

　いやしくも文明種として啓けい蒙もうせねばなるまい──否いな。あるいは治療か!?

　と……空は先刻『頭領府』で起きた事件を思い返した────





　　　　■■■






　──それは、ルール説明を終え同意を交わした直後だった。

　突如ヴェイグの機体の巨大剣に光が迸ほとばしったと同時────

「………………………………………………なあ、ティル……？」

　何が起きたかわからず、半ば気絶していた空は、眼前の光景を問うた。

「ヴェイグの機体の──巨大剣アレも、例の〝神域〟の霊装と同じモンなのか？」

「……はいであります。史上二つめの『改かい竄ざん神しん髄ずい』──概念共鳴かきかえ機であります」

　──〝概念を書き替えられた〟……

　仮に『敗者』と変更されれば、因果さえ無視して無条件で敗北するという。

　ヴェイグの機体の巨大剣が光を噴ふいたそれこそ、かの『神域の産物デタラメ』だと。

　肯こう定ていしたティルは、昇降機エレベーターで見たのと同じ──虚むなしい笑みを浮かべていた。

　──『アレ──〝そんな大した概モ念ン〟じゃないであります』と呟つぶやいた時の。

　……ああ、今の空そらには、その真意がわかった……というか。

　実際に使われた……〝この結果〟を見れば明らかだったが──




「大戦末期。頭領の御先祖殿ローニ・ドラウヴニルは〝とある巨乳じよせい〟に惚ほれられたそーであります」

　突如語り出したティルの言葉を、空は黙って傾聴した。

「その巨乳じよせいからの熱烈な求愛に、御先祖殿もついついモテるオトコはツレぇな～と。恋に落ちて──以来、ドラウヴニルの血筋は巨乳しか愛せなくなったそーであります」

　……そっか……大変だなぁ。ところで、と……

「……地精種ドワーフって、巨乳いるの？」

「は。当然──いないであります」

　ああ、いるはずがない。夢とは、ないからこそ夢なのだ。

「でありますから。あくまで伝承──地精種ドワーフに巨乳はいないであります。〝とある巨乳じよせい〟が誰か、実在も不明でありますが。なんであれ──いないから造ったであります」

　──だから造るのだ。

　すなわち展示されていた機械の肩、眼前ヴエイグの機械の巨大剣の正体は。

　空前と絶後。二人の天ア才ホが求めた人造の夢、その体現であると！

　どーしょーもなくしょーもない才能の無駄遣いの極みであると──かくてッッ[image: ]

　真っ赤な顔で頷うなずいたティルによって示された──正確には──ッッ!!

「『巨乳神しん髄ずい』で、対象を概念的に巨乳にする霊装を、でありまぁす……っ!!」

　……たゆんっ、と……

　頷いたティルの──揺れた〝たわわなる巨乳〟が示した。

　そして巨大機械から降りたヴェイグが、満足げに良い笑顔で言った。

「ンむ。ホンモノにしとかネェとなァ……ッたく、クソ姪めいすぐ逃げっからヨォ」




　──なるほど。だからティルも、ヴェイグに会いたくなかったわけだ。

　つまり予告無しに突然使ったのは──これが日常いつものことだからであり。

　そりゃ早く帰りたがるわけだ──と、空はいたたまれずに目を逸そらす。

　セクハラのノリで姪を巨乳にして、いつもハァハァしている叔お父じ……

　──やはり犯罪者だ。この国は司法が機能不全らしい。

　だがしかし──と空は一方で心から敬意を以もつて頷いた。




　つまり至高の天才二人、概念書き替えなる神域に踏み込んでまで求めたるは!!

　────『巨乳神髄おつぱい』であった──とッ!!

　あゝ極まった天才だ要はバカだ素晴らしい。尊敬に値する──が!!　しかし。

「……ティルを巨乳にしたのはわかった……けど──何で他のみんなも？」

　と、やり場のない視線を彷徨さまよわせた空が呟つぶやいた──瞬間。

　女性陣の歓声や感涙、驚きよう愕がくが一斉に弾はじけた。




「つまりホントに偽ゆ乳めじゃないのねッ!?　足が見えないのは、おっぱいが邪魔だから～で間違いないのね!?　〝概念的に巨乳〟ならキッパリ巨乳よね!?　ひっ……ぷしゅーって、今度はぷしゅーって、なんないのよねっ!?……ひぐぅ……ひぃぃぃぃいん……っ!!」

「よもや本当に概念書き替えを……？　はて、私は変化ないようでございますが」

「何よッ!?　自分は元々巨乳かんぺきだってアッピ[image: ][image: ]ルなわけッ!?　……ふ、まーいいわ。私のこの巨む乳ねの表面積ほど広い心があれば、悪魔あんたも笑って許してあげられるもの♪」

「何をおっしゃってるか、いえ興味もございませんが──ぁ♥　白しろ様そんな大胆な♥」

「……黄金比から白銀比、に遷移……ジブリールも……おっきく、なってるっ」

「ねえ！　仰あお向むけになると苦しいわ！　幸せって重量で計れるの！　知ってた!?」

「ときに白様は巨乳おむねに不満でも？　何を苦悩されておいででしょう」

「…………妹位置キヤラ、に……これ、加点か減点、か……計算中……っ」

「あ、四よつん這ばいになるとすっっっごい谷間できるわ！　私、四足歩行に戻るぅ!!　ねぇフィー見て！　ホラ見ってっ〝巨乳わたし〟を！　ねえいつまで悟り顔なのっ!?」

　──そこは……嗚あ呼あ、この場の全女子に及んだ、概念共鳴かきかえによって。

　ロリ巨乳とマジ巨乳に満ちた──おっぱいいっぱい夢いっぱいの空間だった。

　約一名、人類からの退化を宣言しだした残念な奴もいたが、さておき──

　──だが何な故ぜか……何かが引っかかる、と。

　眉間にしわを寄せる空そらに、白が不安げにおっぱいを寄せて迫った。

「……にぃ、しろ、の……おっぱい……やっぱり──立た、ない？」

「やっぱりってナニ!?　つかナニが立つんすかね兄ちゃんが妹に!?」

「ふ、仕方ないわよね。ロリコンあんたにとって、巨乳しかいないって……地獄でしょ？」

「テメーよく偽巨乳手に入った瞬間そこまでつけあがれるな!?　いっそスゲぇよ!?」

　と四足歩行よつんばいで重力に乳を掴つかませるクラミーのドヤ顔に空は吠ほえ、

「はて？　マスター、ロリ巨乳は嫌いでございましたっけ」

「……統計的、に……微妙……だから、悩んで、る……っ」

「なあ……なあ!?　俺がロリコンっての前提に俺抜きで議論しないでくんね!?」

　ひそひそと相談する白とジブリールに、続いて涙目で絶叫する。

　と──騒ぎから一歩離れていたフィールが、仏の声で告げた。

「あなた達がロリコンなのは確定でぇ～、その上で、巨乳がアリかナシかって……その程度の差しかないのですよ～？　よーするにヘンタイさんなのはぁ、確定なのですよ……」

　四よつ菱ひし浮いた瞳ひとみは、空ともう一人──ヴェイグに向けられていた。

　──地精種ドワーフに巨乳を求めれば、必然──ロリ巨乳好きになると。

　ロリ巨乳を是ぜとするか、非とするか、おまえら同次元レベルの変態だと。

　そう心外極まる断定に、空が反論の声をあげようとした──と同時、

　────突然、重力が増した。

　そう錯覚する緊張感に空そらが振り返ると──眼めを剥むくヴェイグが佇たたずんでいた。

　今更に、不倶戴天の敵フイールが、そこにいたと、ようやく気がついたように。

　──魔法で感情を封じねば殺意抑えられない、フィール・ニルヴァレンに。

　──穿うがつような眼光で、ヴェイグ・ドラウヴニルが、ゆらりと歩み寄った。

　そして……ヴェイグは──それが生まれた時からの約束だったように。

　否いな、生まれる遙はるか前からの誓約だったように──あまりに当然に。必然に。

　誰にも──唯一神テトや『盟約』についてさえ、疑問を抱かせないほど自然に。

　嗚あ呼あ、大河の流れの如ごとく大自然に、悠然と手を伸ばし──




　……フィールのおっぱいを、揉もんだ……

　泰たい然ぜんと。慄りつ然ぜんと。それはもう毅き然ぜんと、揉みしだいた……




　誰もが──時さえ茫ぼう然ぜん自じ失しつに、流れるのを忘れたような静寂に。

　凍り付いた時の中、ただ一人己だけが動けると主張するが如く！

　さわわ、と……っ！

　もにょもに、と！　すわさわぴんっツツぽにょン、と──ッ!!

　もはや胸を揉む擬音ではあり得ない、器用過ぎる手先で以もつて。

「バ、バカな……ンだコイツァ!?　形ハリ重み全すべてオレサマの理想通りだとォ!?」

　──そう……『巨乳神髄がいねんかきかえ』を使うまでもなく。

〝初めから理想そのものだった巨乳〟と認め──戦せん慄りつに眼を剥き喘あえいだッ!!

　──バカな、と。誰よりバカなる己を棚上げにして震える神域の変バ態カは。

　果たして震える指先で、ひとしきり豊乳を堪たん能のうし尽くすや──ピタリと止まった。

　そして赤い隻眼を光らせ、大胆不敵に嗤わらって、こう──続けた言葉に、

「フ……オレサマの〝血〟が叫ぶ──まだ違ェ……所しよ詮せん、加工前の〝素材ニセモン〟だなァ」

　──ビキッ、と。

「ヲゥ、コッチ来な〝素材ニセチチ〟。オレサマがキッチリ〝本物パイオツ〟にしたらァ。感謝しナ」

　────ビキキ──ッ、と。

「全ては──特にパイオツは!!　オレサマに鍛デ錬カくされるタメにある！　天然のパイオツなンぞ考えなしに勝手に膨ふくらんだ未完成品──テメェは挑み甲が斐いある〝素材〟だァッ!!」

　ナニかが激しく軋きしむ音が、確かに幻聴される中、

「…………ソレは……もしかして、わたしに言ってるのですか……？」

　機械音のように無感情な声で問うたフィールに、だがヴェイグは──

「ダレだテメェ!?　〝素材〟生やした草が急に口利くなよビビるじゃネェかッ!?」

　──今。はじめて、おっぱい以外を認識した、と告げたる驚きよう愕がくの声に。

　────────ついにナニカが砕ける音を聴き、空は理解した……

「ああ──なるほどな。何かが引っかかると思ったぜ……」




　──なるほど地精種ドワーフの思想……『全すべては鍛たん錬れんされる為ために在ある』……

　鍛み錬がかねばダイヤもただの石。鍛き錬たえねば鉄などただの砂である。

　あの〝神域〟の霊装を使い、鍛錬みがきあげたおっぱいこそが、至高であり。

　それ以外は全て素材──未完成品だ、とヴェイグは言っているのだ。

「『盟約』を超え愛あい撫ぶするとは──〝善意〟しかない証、でございましょうか？」

「そ、そうよこの方は善意で私を救ってくれたわ!!　だ、だからフィー堪こらえて!?」

　そう感心するジブリールも、フィールを宥なだめるクラミーの声も遠く。

　空そらは、ただ己の結論を反はん芻すうしていた……




　ティルは、ヴェイグを〝巨乳しか愛せなくなった〟と言ったが──違う。

　こいつは。このヤロウは。ヴェイグは！　巨乳しか愛せないのではない。




　────〝巨乳しか認めない〟のだ────ッッ!!




　かくして──空はついに──己の中で。

　ナニが砕けたのか、その音の正体に到いたった──瞬間。

「失礼ながら、マスター？　先ほどから何を思案なさ────ッッ!?」

　ジブリールは数千年ぶりの感覚に、息を呑のんで翼を震わせた。

　己がマスターとてあり得ざる、人類種イマニテイから迸ほとばしった気配に──

　すなわち──『殺される』という確信に。




「テメェの好みシユミを、性癖ソウルを懸けた殴り合い。いいぜ、殴わかり合あおうじゃねえか」

　初めて会った時、第一声発した言葉の通り──ヴェイグは問うているのだ。

　──『テメ貧乳ロリ好きでシスコンとか性癖シユミ終わってんなァ？』……と。

　〝シュミのワリぃクソわからネエやつとダチになれない〟言通り、上から問うているのだ。

　──『ンな特殊性癖シユミワリいのクソたァ、ダチにャあなれよネェなァ？』──と!!

　つまりは──過ツ去ケを問うついでに──現在シユミを。

　────────おっぱいの好みシユミを！　問うているわけだ────




　ならばお望み通り、と空は滾たぎる魂を瞳ひとみに宿し、宣戦布告せんそうだと告げた。

「──クソシュミはどっちか、わからせてやる。ヴェイグ・ドラウヴニル」





　　　　■■■






　──かくて『中央工業区画』を歩く一同の先頭を行く男。

　概念共鳴かきかえを停止させ元の姿ぺつたんこに戻った──主に白しろに安あん堵どし、空そらは思う。

　ああ、思想や主義、趣味嗜し好こうは個人の自由、尊重しよう。

　だが──ッ!!

「それしか認めないと！　押しつけるならコッチもコッチの自由を行使するまでだ!!」

　そう、すなわち──ッ!!　と吠ほえた空に、

「〝るっせぇ〟と!!　〝クソ食らえだ〟と！　反抗する自由をなぁ!?　わかったか!?」

「──は……はっっ!!　はいでありまああすっ!!」

　感銘を受けた様子で敬礼したティルと、クラミーの嘲ちよう笑しようが応こたえた。




「……ふ……ロリコンの自由、ね……ビョーキはどっちかしら……」

「なあ！　その安易なレッテル貼ロリコンよばわり──昨今の巨乳ファシズムには断固物申すぞ!?」

「事実でしょ？　シスコンで、その上ぱいぱん好き……言い訳は？」

「違ちげぇつってんだろ!!　あと何度でも確認するぞ。ＨＩＧＥ☆　の話じゃねぇの!?」

　吠えた空を余よ所そに──失った物きよにゆうがまだ惜しいのか、胸をさすりながら、

「……ジブリール……は、なに……してる、の……？」

「あ、はい。これまでマスターが〝初対面で示した反応〟を列挙しておりまして」

　哀かなしげに問うた白に、何かを本に書き並べ唸うなっていたジブリールが答えた。

「明確に好意を示した相手は犬っころいづな、蚊もどきプラム、帆ほ楼ろうそして今回テイル……はっ！」

　と何に気付いたのか、身を、声を震わせ、

「い、いい、一方……特に好意を示さなかったのはそこの耳長フイール、巫み女こ、海棲種セーレーンとその女王ライラ、アズリール先輩、あの機凱種イミルアインと……わ──〝私〟……嗚あ呼あ──マスターっ!!」

　ついに愕がく然ぜんと──翼を畳たたみ恩おん赦しやを請こうように跪ひざまずいた。

「今までお察し出来ずにいた無能、どうかお許しくださいっ！　直ちに──」

　そして一瞬、光を纏まとうや、




　……ちょこん、と。

　子供のような姿に縮んだジブリールの祈るような訴えに、

「改めて〝幼こ女の姿〟でお仕えすること、またお使い頂くことをどうか……っ」

「てめーらどうしても俺をロリコンにしたいか!?　ああ思うだけなら自由だ。だが押しつけるなら反抗するしかねぇから以後思うに留とどめとけ──違ぇってんだろーがあッ!!」

　空は絶叫し、そして響いたせせら笑いに頭を掻かき毟むしり振り向いた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っつ～か！　おまえはいつまでその忌々しい偽巨乳愛めでてんだよッ!?」

「偽？　私は彼の主張に一部同意よ？　天然ホンモノを超えたら──それは本物に優まさるわ！」

　そう──巨乳をうっとりと眺め、クラミーは断じた。

　──一人だけ、概念共鳴かきかえの停止を涙で拒んだ貧乳は、高らかに続ける。












「あんたの記憶のゲームでも言ってたでしょ──偽物が本物に劣る道理はないわ!!」

「もっとマシな題材で言えよせめて!?　偽乳引っさげてキメ顔で言うセリフかッ!?」

　たとえ本物に迫り、超えようが、偽乳は偽乳だ。

　──〝それを弁えないなら劣る〟んだよ──ッ!!

　だがその言葉が空そらの口をつくより早く──

「クラミー、〝お友達〟にぃ～そういう態度、めっ！　なのですよ～♥」

　響いたお日さまのように暖かい声に──静寂が落ちた。

　────、




「は……と、友達……？　私と空が？　フィー、ど、どうかしちゃったのっ!?」

　先程までの殺意や仏顔は何ど処こへやら、いっそ不気味に普段通りに温和な。

　だが耳を疑う発言に、クラミーが恐る恐ると親友の正気を確かめるように問う。

　ヴェイグの凶行に堪こらえさせ親友を壊したか、と濡ぬれるクラミーの瞳ひとみに──だが、

「え～？　ソラさん達たちとは裸のつき合いしたズッ友────なのですよねぇ？」

　──あくまでも温和な笑みで、空に確認する声で応こたえられた。

　ああ。まとめて掛かって来い。友達も参加可……それがルールだ。

　どんな機体でもいいし、友達を何人でも連れて挑んでいいのなら。

　当然、フィールも参加していいに決まっていよう。なんせ──

「ふ、なに水くさいことを。ヴェイグに勝つには協力しないとな。心の友よ♪」

「はいなのですよ～。親友として～ソラさん達たちの勝利に尽力するのですよぉ♪」

　────〝俺達わたしたち、友達だもんななのですよね～？〟と……




　一片の曇りほんしんもない空そらとフィールの笑顔の交こう錯さくに。

　……「ああ」と。流石さすがのクラミーも察したのか。

「では早速ソラさん達の為ため！　人材集めと刻印術式設計にかかるのですよ～！」

　そう力強く和なごやかに立ち去るフィールの背を追ったクラミーは。

　──だが、去り際──ふと振り返って、空と白しろに視線を送った。




　空の記か憶こを知るその視線には──複雑な色が浮かんでいた。

　だが──言葉にしてもいいのか。

　問うてさえいいのか迷う視線は。

「……大丈夫なのね？」

　なにが。どう。とは言わずただ確かめるクラミーの眼めは──

　…………、と……

　空と白の微笑に小さく頷うなずき、もう振り返ることはなかった。




「……畏おそれながら申し上げます。マスター、本当によろしかったので？」

　と二人の背を見送り、いなくなるのを見計らっていたのだろう。

　未いまだ幼女姿のまま跪ひざまずいたジブリールは──だが空の半眼が見えないのか、

「確かにこの勝負ゲーム、森精種あのみみながの協力は必ひつ須すでしょうが──必ず裏切るかと」

「当たり前だ。あれ〝正々堂々裏切ることを誓います〟って宣誓だぞ♪」

　その程度把は握あく済みと百も承知な確認に、空は笑顔で即答した。




　──ああ、なにせ〝核媒たましいが壊おれたら負け〟というルール。

　己以外全員の核かく媒ばいを壊せば、ヴェイグの『勝利』……だが。

　ヴェイグの核媒を壊せば──それは誰の『勝利』だ……？

　決まっている──〝核媒を壊した者〟。

　つまり──〝ヴェイグに勝った者〟だ。ならば──

「元よりこのゲーム、勝っても負けても俺らは『薬』は渡すわけで？」

「……問題、は……代金……全財産くに、を……払うかどうか、だけ……」

「なら、俺らより先にヴェイグに『勝利』すりゃ──フィール達は〝何も賭けないノーリスク〟で、〝代金だけ全て手に入るオールリターン〟──こんな好機で裏切らないわけがねぇだろ♪」

　……フィールが〝地精種の全てを得てしようりしてどうしたい〟のか……

　多少──冷や汗が伝う程度には、気がかりではあるが、まあ──

「問題ない。あいつらじゃ勝てない。俺の言った通り協力しないと、な♪」

　そう邪悪な笑みを浮かべて断じる空そらに、ジブリールは頷うなずいて応こたえた。




「……はい。刻印術式は地精種ドワーフと、その下位互換でしかない森精種エルフしか扱えません。また霊装を造れるのも地精種ドワーフのみ──信用出来ませんで。勝ち目など一切ございません」

　そう。このゲーム、最低限──刻印術式の機体、霊装が必ひつ須すだ。

　人材も資材も好きに使えるそうだが──敵側ドワーフの人材。信用すべくもない。

　よってフィール達たちにヴェイグに勝つなど不可能と告げるジブリールに──




「ふむ。気のせいか〝俺らにも勝ち目はない〟と言ってるように聞こえるが？」

「率直に……はい。私如ごとき浅慮では〝勝利不可能〟としか思えのうございます」

　空の皮肉に、だがジブリールは不敬と恐縮に、幼姿を更に縮ませて答えた。

　最も優れた霊装職人──故のハーデンフェル頭領。

　誰も霊装で超えられず勝てぬ──故の全権代理者……ならば、と。

　主の必敗と、愚考の赦ゆるしを請こうように、ジブリールはあえて問うた。




「〝敵の必勝ゲーム〟……何な故ぜ、お受けになられたので……？」

　そう──そも『盟約』に従えば、ゲームの決定権は空と白いどまれた側にある。

　まして空達には『薬』がある──ああ、ヴェイグ自身が認めた通り。

　問答無用で、拒否権なくハーデンフェルを手に入れられる──『薬』が。

　受ける理由がまるでない、まして相手の独壇場ゲームに──何故、と。

　そう問われた空と白しろは、揃そろって一瞬、目を伏せ──

「ツケ未払いの俺らが〝ツケ払いＮＧ〟──ムシがよすぎるのは事実だろ」

　複雑に表情を陰らせ、そう呟つぶやくや一転──不敵な笑みで続けた。




「まっ！　それに──なんで受けたのかって？　決まってるだろ？」

　無敗のコツは、勝算のない勝負ゲームは、そもそもやらないこと……なら──

「──勝算があるからさ。ヴェイグの必勝ゲームじゃないからさ♪」

「……霊装造り、も……〝ヴェイグ以上の適材〟……いるし、ね♥」

　そう……確かに〝厄介な客〟──だが客には違いない、と。

　多少手間は増えたが──予定通りに、ただただ勝利して。

　予定通りに、ハーデンフェルを手に入れると告げた二人に。

「と、頭領以上の霊装を造る地精種じんざい、でありますか!?　そ、そんなの──」

　いったい誰なら出来る──と、驚きよう愕がくに叫んだティルは、

　だが……じ[image: ][image: ][image: ][image: ]、と……

　己を見つめる二人に気づき、背後の誰かを探して視線を泳がせた。

「は。どこでありますか……──って、ぇ？　……冗談、でありますよね？」

　だが……じ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、と……

　果たして、空そらと白しろが誰を見ているのかはわかった。だが──

「いぃい意味不明でありまああす!!　じ、自分ダメモグラでありまぁすッ!?」

　意図はわからぬと叫ぶ──不安げで気弱で、涙を浮かべる儚はかない瞳ひとみは。

　だが──劣っている、と……確信に満ちて断じる瞳は、空の言葉に──

「ああ。だからこそティルには出来る。いや？　ティルにしか出来ない」

　────────っ、と息を呑のんで見開かれた。

　そして…………恐る恐ると。

　だがまっすぐ黒い瞳そらを見み据すえた、蒼あお白じろい焔ほのおの揺れるオリハルコンの瞳。

　自分に価値はなく、なにも出来ないと──そう言っているように見える瞳は。

「……ニワトリ未満の自分ダメモグラに……なにができる、でありますか……？」

　やはり自覚はないらしい────空を希みて問う言葉に──空と白は答えた。




「……〝予定調和フラグの力〟、で……っ！　……〝覚醒イベント〟、が……でき、る……っ!!」

「つ～か自称劣等と超えられない強敵！　もーコレ逆転勝ち一本ルートだろ!?」




　瞬間──ティルは絶望の涙で瞳を染めて、全速力で逃げ出した……












　相も変わらぬ工業音響く、ハーデンフェル首都。

　ヴェイグとの邂かい逅こうから早二日が過ぎた地下都市に、紙が舞っていた。

　街中に貼はり出され、あちこちで飛び交う〝紙ビラ〟──そこには。

　服を開閉によんによんされ赤面する少女の写真に、地精語でこう、添えられていた……





　　《まよい地精種もぐらさがしてます》

　　てぃる　84さい　おんなのこ　です

　　とくちょう　は　ぱいぱん　です

　　みかけたら『　　くうはく』に　れんらくしろ







　　　　■■■






「つーわけで……なんと、天翼種ジブリールから逃げ切ったティルを探してんだけど」

「……誰、か……行き先、に……心当たり……ない？」

「…………………………………………え、とぉ～……マジなのですかぁ？」

　そう──本気で追って来るジブリールから逃げ切る……

　かくも怒ど濤とうの鬼畜ゲーを見事クリアしてみせた、前人未到の偉業達成者ゲーマー。

　ティルの行方ゆくえを尋ねた空そらと白しろに、フィールはパタパタと、長い耳を疑った。

　空間転移自在の天翼種フリユーゲルから、どうすれば逃げられる？　という絶句をよそに、

「……申し訳ございませんマスター。不覚の極み……想定すべきでございました」

　ジブリールは項垂うなだれ、拳こぶしを、声を震わせて涙ながらに──詫わびた。




「たしかに〝あの世〟までは追えませんっ!!　そこまで追い詰める気は……!!　マスター達たちの霊装のアテを逃がし、勝利を妨げる大罪……わ、私はいったいどう償つぐなえば……っ」

「うん、詫びるとこが相変わらず間ジ違ブってるな……あと死んでねぇよッ!!」

　た、たぶん……いや間違いなく──とッ！

　内心言い聞かせて空は、二日前を想おもった。

　そう……自称ダメモグラ。飛べない鳥が飛んだ瞬間を────




『や、やっぱり自分──居場所なんて、なかったでありまあぁぁあすッッ!!』

　迫るジブリールに、泣き叫んだティルの霊装ハンマーから閃せん光こうが迸ほとばしり。

　大槌ハンマーの先端が地を打った次の瞬間──ティルは、飛んだ……

　ああ……確かに飛んだのだ……飛んだ、というか……その。

　────────吹き飛んだ……

　首都を揺るがす轟ごう音おんと衝撃……〝大爆発〟を遺のこし、跡形もなく。

　大破した霊装ハンマーの残ざん骸がい以外、精霊の残ざん滓しさえ遺さず消えたティルに────

「あれは自爆なんかじゃねぇよ……ティルはそんなことしねえから」

「……つま、り……逃げ切ったクリア……クリア実績プラチナトロフイー……あげる、の……」

　死を確信するジブリールに、空そらと白しろは、むしろ生存の確信を深めて告げる。

　それは、とある〝推察〟の確信も意味したが──さておき。

　フィールに心当たりなどないのは、最初からわかっていた。

　ジブリールすら精霊反応がないと断じるなら──もう首こ都こにはいない。

「だからまあ、行き先。心当たりある奴を探して聞き込みしてん、だが……」

　故にここへ来た、と。

　監査室から見下ろす工業施設プラントで〝人型機械〟を造る地精種ドワーフに尋ねようと──

　だがその前に、と空は半眼で椅い子すに腰掛ける森精種エルフの少女に視線を戻した。




　フィールは、森精種エルフ流らしいが──刻印術式を扱える。ならヴェイグの約束通り、刻印術式の設計図さえ渡せば、それに沿った機体を造らせる──資材も人材も借りられる。

　……ただ、その人材が少々忠実過ぎる気がして、空は具体的には、と。

「……〝聞き込みしていいか〟を先に訊きこうか──さしあたりその椅子に」

　フィールが悠然と足を組んで腰を下ろす〝地精種イス〟を指して、問うた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　[image: ][image: ]っ、[image: ][image: ]!!」

「ん～ぅ？　椅子さんがぁ……誰の許可をとって～口利いてるのですかぁ？♥」

　地精語だろう、その地精種イスが何を言ったか、空と白にはわからないが。

　文字通り足蹴キツクで人材ドワーフを扱こき使つかうフィールに、二人は揃そろって顔を引ひき攣つらせた。

　確かにヴェイグは人材も貸す──つまり〝手を貸させる〟とは言ったが──

「それさ……手を〝貸して貰もらう〟の範はん疇ちゆう、超えてね……？」

　……〝あげる〟とは言ってなくね？

　つーか今の蹴りはキッパリ『盟約』違反では、と問う空に、

「貸して貰う？　わたしがぁ、モグラさんにぃ？　冗談きッッついのですよ♥」

　フィールはお日さま──熱砂漠の太陽のような笑みで応こたえ、

「〝生まれた罪を償つぐなう為ため何でもしますフィール様〟って『盟約に誓ってアツシエンテ』床を舐なめて言うからぁ～仕方な[image: ][image: ]く手を貸させてあげてるのですよ～感涙に咽むせび泣なくのですよぉ♪」

　と……曰いわく感動由来らしき涙を流す地精種イスに、再度踵かかとを埋うずめて告げた。

　──意訳すると〝ゲームでそう誓いわせ従わせている〟と……

　ま、まーかなりの鬼畜だが、ゲームの結果なら地精種まけたのが悪い。

　それに、こうすれば、感覚でモノを造る地精種ドワーフに忠実に造らせることが出来る。

　霊装の素材は地精種ドワーフしか加工出来ないが、信用も出来ない──理に適かなっている。

　だが、いくらフィールでも、感性の種族ドワーフをそう容易たやすくハメて勝てるか？　と……

「──〝二人〟でならぁ……余裕だったのですよぉ♥」

　空の疑問に答えたのは、だがそう告げたフィールの言葉ではなく。

　──コッ、コッ、と……




「……？　あらぁ、空そらじゃない……二日ぶりね……ふふっ……」

　甲高くヒールを鳴らし入室したクラミーだった。いや正確には──

「視察──って建前かしら？　口でどう言ってもやっぱり〝巨乳わたし〟が恋しかったわけね。いいわよ？　土下座でおねだりすれば見るくらいは許してあ・げ・る……むちゅっ♥」

　モンローウォークくねくねしながら投げキッスした、偽巨乳クラミーのその姿ザマだった。

　……たかが巨乳にせちちで、ここまでチョづける……

　その反動の要因を想おもわば、涙が零こぼれそうになる空に反し、

「……に、にぃ……おっぱい、あったら……あんな自信……持てる、の……？」

　──なら、しろも解除すべきじゃなかったかなぁ……と。

　未練に涙して葛かつ藤とうする白しろに、優しく微笑ほほえんで──頭を撫なでた空は、




「なあ、クラミー。おまえ──アレ出来る？」

　つ、とスマホを取り出した。

　……取り出しただけだ。差し出してすらない。

　だがクラミーは不敵に笑って、空の手から奪うや──迷いなく。

　──百年に一度のドヤ顔で、胸の上にスマホを載せた……












「わかったろ？　妹よ……何も変わってねぇ。所しよ詮せんは乳と同じ〝偽物〟の自信だ」

「は、はぁ!?　あんたの記憶で、巨乳にスマホで『出来る？』ってコレでしょ!?」

　空そらの苦笑と白しろのシャッター音で、瞬時に剥はがれたメッキの主張に、

「ふぅ……よく聞いてくれクイーン・オブ・ザ・貧乳」

「──ふっ……誰のことかしら、ボ・オ・ヤ？」

「反応すんなよ……自覚ありじゃねぇか……いいか？」

　そして慌ててメッキを取り繕ったクラミーに、空は法を説いた。




「巨乳は『出来る？』って訊きかれて巨乳を限定条件に思考しねえんだよッッ[image: ]」

「────ッっぐゥっ!!」

「つかスマホ取り出しただけだぞ!?　俺が使うさつえいとか思わないわけ!?　巨乳グラビアポーズ取れるかとか色々あったろ!?　迷いなしかよ！　必死すぎて責め辛づれぇよなんかごめんな!?」

「…………ご、ごめん、なさいっ……なんか、しろ、の……せーで……っ」

「なんであんたらが泣くのよお!?　って──ち、違うわ!?　お、オホンッ」

　ついに堪こらえていた涙が決壊した空の謝罪に。

　白も、クラミーまでも揃そろって泣き出し──そして。

「──ふ。ええ。ここは、この巨乳の谷間ほど深い懐で、指摘を受け入れるわ……」

　再度メッキを繕ったクラミーに、空と白は思うに留とどめた。

　なるほど、フィール一人で地精種ドワーフをハメるのは困難だろう。

　だが〝この二人〟でなら──このクラミーと一緒なら余裕だったろう、と。

「かつては貧乳だった……ええ、過去を否定しても仕方ないわ……」

　何せそう胸を張り、腰に手をあて髪をかき上げ語るクラミーは。

　自信に満ちたイイ女──を演じる〝お笑い芸人〟であり、その自覚さえ拒んでいる。

　感性の種族ドワーフなら、その自信が乳同様〝無ニセモノ〟と、容易に看破するだろう。

　故にこそ──

「でもイイ女はね？　過去を引きずらないの……おわかりボーヤ？」

　扇情的に──必死に語り続けるクラミーに、空はただ確信を得て、思う。

　──この挙動不審者カモが相手と、油断させてゲームを取り付けて。

　実際のプレイヤーはフィールだとすれば──不意討ちも甚はなはだしい。

　斯かくも容易たやすくフィールは大量の地精種ドワーフを従えたと察した空と白は──




「ああ……わかったよ。みんなが傷つくだけの悲しい世界は、終わりにしよう」

「……クラミー、は……巨乳……しろ、わかった、から……ね？」

「その優しい眼めやめてくれる!?　ていうか何しに来たのよ帰ってよ～もォお!!」

　またもメッキが剥がれて涙目のクラミーは、優しく捨て置いて。

　地精種イスに座り続ける森精種エルフの少女に視線を戻し──空は問う。

「つかフィールさ、俺ら出し抜いてヴェイグに勝てるって、まだ思ってんの？」

「ぅえ～？　……ひどい言い掛かりなのですよぉ～……傷ついたのですよぉ♥」

　と末尾に（棒）とつく満面の笑みで傷心を訴え、言葉を重ねるフィールに。

「友達の勝利に貢献しよ～ってこんな頑張ってるのにぃ、およよなのですよぉ」

「ま、建前は必要か──なら俺らが勝ったら友達として礼がしたい。何が欲しい？」

　婉えん曲きよくに〝フィールが勝てばなにを望むか〟、と。

　その問いは、どうやらクラミーも再三したのか、不安げに傾聴する様に、

「大丈夫なのですよ～？　殺害とか滅亡なんかぁ、もう求めないのですよぉ」

　フィールは、むしろクラミーを安心させるように答えた。

「アレは〝越えちゃいけない線〟を～三つも越えたのですよぉ……？」

　だが、凶相の笑みで続いた言葉は、むしろ一層不安を煽あおった──すなわち、




「殺すわけがないのですよぉ～？　むしろ生きて貰うのですよぉ♥」

「──ちなみに、越えちゃいけない三つの線って？」

「生まれたこととぉ──触れちゃイケないモノ二つも触れたこと、なのですよぉ♪」

　触れちゃイケないモノ……と、二つの豊満なるそれに目を向け、空そらは思う。

　そう語る瞳ひとみこそ──フィールがどう勝つ気か雄弁に物語っている……と。

　──だが二日もそれに気付かぬのは意外、と空は二日前の言葉を繰り返した。

「ま、協力しなきゃヴェイグには勝てないし、具体的に考えといてくれ」

「──へぇ～？」

　暗に〝フィールではヴェイグには勝てない〟と断じられて。

　何を根拠に？　と探るフィールの目に、空が気楽に答えた。

「や。だって──霊装を地精種に造らせてる時点で独力じゃ無理だろ？」

「────────────」

　瞬間────ビキッ、と空気が凍り付いた。

「？　え、なに？　なんの話？」

　そしてクラミーが小首を傾かしげる隣で、フィールは不愉快に顔をしかめ。

　──ドズッ、と。踵かかとをめり込ませた地精種イスと──言い争いをはじめた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]、[image: ][image: ][image: ]。[image: ][image: ][image: ]♥」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?」

「……地精語だよな。ジブリール、通訳頼めるか」

　と空の傍ら、頼れる七〇〇言語対応兵器は、恭しく一礼して応こたえた。

「まずあの耳長が『ティルが何ど処こに居るか吐け』と脅し『本当に心当たりない』と命乞いを……あ、『知らなくても吐け。心当たりはこっちが判断する』と。観念したようで♪」

　──かくて、憐れん憫びんに涙が零こぼれそうな中。

　知る全すべてを喋しやべるよう命じられた老年の地精種イスは、ぽつぽつと語り出した。

『アレは誰も見つけられんよ……あがいに懐かれとった頭領さえ、のお』

　ジブリールの同時通訳越しに、空そら達たちが同情の念で聴くそれは──

『昔ぁ頭領の背ぇ追い回して、やれ頭領を超えて嫁になるだの言う──』

「……すとっ────ぷ……っっっ!!」

　だが突然の〝待った〟に、一時中断された。

「……ジブリール……今のとこ、ぷれいばっくもつかい……もっと、詳しく……っ！」

　俄が然ぜん、鬼気迫る形相で食い付いた白しろに、ジブリールごと気け圧おされたのか。

　困惑した地精種ドワーフの答えに────




『ぬ、ぬ？　〝頭領を超える霊装を造れたら結婚する〟ちゅう『約束』か？』




　────白は、両腕を突き上げた。

　いつも通りの囁ささやくような声で、だが──ッしゃおらァ!!　と。

　背景に大文字が浮かぶ渾こん身しんのガッツポーズを決めて、断じた。

「……にぃ、ルート確定っ！　位置確定カツプリング済みっ！　……〝幼おさな馴な染じみ属性キヤラ〟っ！」

　ＵＣ的脳内ＢＧＭさえ聞こえそうな白に、空は苦笑し頷うなずいた。

「ああ、さすがの兄ちゃんもわかったわ……確かに、こりゃ確定だな～……」

　ティルのあの眼と、ヴェイグの意図を思えば、そりゃーな、と……

　──幼少時に、結婚を約束。

　だが一方の才能スペツクに気後れした落ちこぼれが距離を置いた関係。

　完璧に『主人公＆正ヒロイン』である……強いて言えば──

「ん～む。でも白……《叔お父じ×姪めい》ってコレ大丈夫か？　しかもヒゲのオッサンと見た目は幼女……際どくね？　倫理的にも絵面的にもかなり事案ポリスじゃね？」

「……にぃ？　〝異文化〟……しろ達の、文化じようしき、押しつけＮＧ……」

「や、そーだけど！　多種族グローバル連邦ならある程度の文化交流はだなぁ!?」

「……歓迎……《叔父×姪》ＯＫ文化……しろ有利……輸入すべき」

「あ、マスター。勝手に続きを喋しやべっておられますが……いかがなさいましょう？」

「──へ？　あ。す、すまん……続き、通訳頼むわ」

　と既にエンディング後の心配をし出した空達に、ジブリールは改めて一礼し、




「え～……要約いたしますと──ともあれ昔は大変仲なか睦むつまじかったそうで──」

　ああ、好き合っていたわけだ。それこそカップリングレベルに。

　諸もろ々もろに得とく心しんいった空と白は頷き──だが、一転。




『じゃが、アレは逃げよった』

　続いた地精種ドワーフの冷たい言葉に、視線の温度を下げた。

『熱を棄すて、己の可能性を閉ざし、何にもなれんモノに成り果てよった』

「ほ～？　他ひ人と様さまを勝手に値踏みするとは、なるほどお偉い椅モ子ノだな？」

　──背にフィールの尻を乗せて、プルプルと震えている四よつん這ばいの髭ひげ面づら。

　よくそこから上から目線の言葉が吐けるな、と皮肉を飛ばした空そらに、だが。

『こがあなこと、恥でも何でもないでよ』

　地に這いつくばった地精種イスは、口にしたその言葉通りに。

『ただの敗北。結果でさえない理想へ至る過程に何なあにを恥じる。何なあにを恐れる』

　迷うこと無く、まっすぐ堂々と空を見つめて地精種イスは告げる。

『地精種ドワーフの生き方〝鍛たん錬れん〟──勝利も敗北もとどのつまりはその〝鍛か打て〟よ』

　その言葉が語るは──地精種ドワーフ。天性の強者の定義ありかただった──




　──理想の己を想おもい描えがけ。感性そうぞう及ぶ限界まで優れた己を。

　かくて鍛えよ。恥じず、迷わず、屈さず。かくなる理想に届くまで。

　果たして届けば──そこが限界では無かったと知ろう。

　かくて更なる理想を想い描きなおも鍛えよ！　際限なく終わりなく!!

　この世全すべて、鍛錬される為ために在あるもの──〝己〟こそがその筆頭である。

　鍛打を、研磨を、精錬を重ね。己が想像する己を創造し続ける──

　己が死ぬ日まで、永遠に──

『その飽あくなき〝鍛錬いきかた〟こそ我ら鍛神の子。地精種ドワーフ──唯一の〝勝利けつか〟よ』




　と……髭ひげに埋もれた唇を誇り高く吊つり上あげて地精種イスの男は、

『確かに。頭領は我わしらの誰も想像できんモノを創造する。容易たやすうには届かんわ』

　同じく銀色の髪に埋もれた瞳ひとみを、冷たく光らせこう重ねた。

『比類なき天てん賦ぷ。アレはおろか我わしらの誰も永遠に頭領に届かんかも知れんなら』

　そして、瞳に怒りの色を浮かべて──告げる。




『じゃが届くかも知れん。その可能性を閉ざしたのは──逃げたアレ自身よ』

　──誰も届かなかった無双の天賦にさえ、ヴェイグは届いてみせた。

　ならば己に出来ぬと。努な力にもせず何を根拠に断じる、と語る者に──空は思う。

　──ああ、まったくもって正論だ。腹立たしい程に。

『ああ届かんかもしれん。鍛錬しても無駄と……逃げて何もせんなら当然届かんわ』

　故に、だからこそ──地精種ドワーフ、感性の怪物。

『届かん理由を探して逃げよった先に何なあにがある。勝か利ちはおろか、敗ま北けすらないわ』

　黒白モノクロの兄妹きようだいが目を伏せる様を映す瞳が──だが。

『逃げるは恥じゃ。そがあなモン、アレの逝いく先なぞ、一つなら──廃棄場ゴミすてばじゃ』

　ティルを一貫して──〝アレ〟と呼ぶ地精種イスに──




『もはや生きてさえいまい……そがあただのゴ──』

「なァクソ椅い子すッ!!　突然だがコイツをどう思う!?」

　──その言葉は最後まで言わせない、と空そらは、

「────へっ!?　え、ちょっ、なに!?」

　怒りに眼めを染めていたクラミーの腕を掴つかみ、その身を前に押し出した。

　本当に突然の問いに、老年の地精種ドワーフは一瞬眼を丸め、そして──

『……んむ。さすがは頭領──完璧じゃな。かくいう我わしが甘んじて椅子になっちょる理由の一つに他ならんけぇ、ぶっちゃけ巨乳パイオツに目覚めそ──』

「あ・そっ!!　ならテメーの意見は全すべて却ボ下ツだ!!　引き続き椅子やってろ!!」

　返された答えを一刀の下に斬きり捨てて、空は踵きびすを返した。

「っか～感性センスの種族がきいて呆あきれる。ヴェイグもコイツも話にならねぇッ!!」

　……ああ、本当はとっくに気付いてたさ。

　そも創造主パパからしてヒゲモジャ女子創る終末ラグナロってる趣味センスだからな!?

　その眷属おこさんの感性センス──？　〝ナンセンスくだらない〟って決まってたわーなぁ!?

「完璧!?　そんな完璧が好きなら胸と言わず全身真球まるまっとけ。いいかボケ!?」

　と空は、最後に地精種イスを睨にらみ付つけ、鋭く言い放った。




「完璧ごときで満足してっから地精種テメーらまだ〝こんな停ト滞コ〟にいんだよッッ!!」




　────────しん、と。その発言の意を問う全ての視線に。

　だが構わずズカズカ歩き去る空の背を、慌てて追う白しろと、もう一人──

「ジブリール辞書訂正しとけ！　地精種ドワーフの感性センスは極めて優れた──『反面教材』だッ!!　以後地精種コイツらが〝星は丸い〟とほざけば真っ先に再検討しろ!!　一〇〇％丸くはねぇ!!」

　何な故ぜって？　当然だろう。決して間違えない種族の意見ならば。

　──決して正しくもないと、参考には最適な意見だろう──？

「か、かしこまりました！　た、直ちに訂正いたします──ッ!!」

　そう本にペンを走らせるジブリールも連れ、監査室プラントを後にする空は。

　早速一つ証明してやろう、と──嘲ちよう笑しようを浮かべて、内心続けた。

　──ティルに居場所はない。誰にも見つけられない──だったな？

　ほらな？　────〝間違いハズレ〟だッ!!




「ジブリール、ティルの居所はわかった。首都直上、上空に転移してくれ!!」

「は、はい!!　す、すぐに──しょ、少々お待ちを──ッ!!」

　慌ただしく、本を仕し舞まい空間転移の準備に入るジブリールを待つ間、

「よう椅子。礼に『異世界工業』伝授するからたまには考えることThinkingに脳を使ってみな」

　そう呆ぼう然ぜんとする地精種イスに嘲ちよう笑しようの言葉を手た向むけるように、空そらは告げる。

　研磨？　鍛たん造ぞう？　ハッ！　工業に長たけた種族の看板にも偽りありときた。

「〝鍛錬どりよく〟しか知らねぇ生きザマ御高説滑こつ稽けいだったぜ？　〝溶接〟や〝鍛たん接せつ〟──」

　何なら──と続いた言葉と、中指立てた残像を残して──空と白しろは、




「一回全部溶こ解わしちまっての──〝鋳ちゆう造ぞう〟なんてのもあんだわ。初耳だったろッ!?」

　ジブリールと共に、空間ごと姿を消した。





　　　　■■■






　かくてクラミーとフィール、そして静寂だけがその場に残った。

　尻に敷かれてご満悦だったと判明した椅い子すも──しめやかに撤去されて。

　二人きりになった監査室の無音に包まれて、クラミーは多くを考え続けていた。

　……地精種あのイスが語ったこと、巨乳のこと。

　……謎なぞめいた空の言葉や、巨乳のこと。

　宇宙のことや巨乳のこと……つまりは主に巨乳について苦悩していた。

　そう、突然嵐あらしのように〝巨乳じぶん〟を否定して去っていった連中と──




「ねえフィー……私って、巨乳よねッ!?　本物の巨乳、本物の私よねッ!?」

　その胸と同じく揺れる己がアイデンティティーに、苦悩していた。

　なんなのよ。完璧ごときって。完璧ならいいじゃないっ!!

　自分は巨乳。概念的に巨乳──意味内容が巨乳なら巨乳以外のなんだっての!?

　そう親友きよにゆうに救いを求めた悲鳴に、穏やかに微笑ほほえんで答えた顔は──

「どんな姿でもぉ、クラミーはわたしの大好きな、本物のクラミーなのですよぉ」

　──だがクラミーの大好きなフィールでは、なかった……

　知らない──見たこともない、涙と絶望に染まった笑顔で、

「────ちょ、……っ、フィ、フィーっ!?」

　クラミーの胸に顔を埋うずめ、頬ほおずりから深呼吸までし出した、エロフだった。

　突然豹ひよう変へんした親友におっぱいを堪たん能のうされ混乱する中──だが何より続いた言葉、




「……空さんの言うとおり──わたしにはぁ、このゲーム勝てないのですよぉ」

　勝てないと認めた──初めて見る親友の〝諦あきらめ〟にこそ、眼めを剥むいた。

「刻印術式縛りのゲーム……地精種ドワーフの独壇場ゲーム……勝てるわけがないのですよぉ」

「え、ええ──でも空と白がゲームに乗った……私達たちにも勝機がある、のよね？」

　そう──ヴェイグの必勝ゲームにしか思えないこのゲーム。

　だが空達がゲームに応じた以上、勝機は必ずある。

　なら、勝利条件はヴェイグに優まさる霊装を造ること──ではない。

　そんな霊装、フィールはおろか──誰にも造れやしないからだ。

　では──空そら達たちが踏んだ勝機はなにか？

　──決まっている。空達が問われたもの──〝魂〟だ。

　空達が何を問われ、何を答えるにせよ、勝利を掠かすめ取とるには関係ない。

　要するに魂を殴り、核かく媒ばいを砕いてやればいい。それだけだ。よって──

　フィールの魂──〝地精種ドワーフを全否定する確固たる意志〟で以もつて。

　ヴェイグには及ばずとも、それなりの機体を作って、殴ればいい。

　そう踏んだ……はずだったのだが──

「ふ……鍛錬どりよく？　所しよ詮せんは下等動物もぐらさんの妄言、哀あわれな害獣の妄想なのですよぉ……」

　クラミーの胸を弄もてあそび、フィーが語るは地精種ドワーフの哲学を一笑に付す諦念しんじつ。

「どんなに努力を重ねてもぉ……天てん賦ぷの差は、決して覆らないのですよぉ……」

　──出来ないことは決して出来ないと……

　それは、誰より人類種イマニテイが痛切に理解している自明だ。何な故ぜなら──

　──如何なる努力をしようと、人類種は魔法を使えないのだから……




　だが初めて、ついに骨身に染みて痛感したという親友の慟どう哭こくを。

「種族適性さいのうの差はっ！　どう足あ掻がいても……くっ覆らない、のですよぉ……っっ!!」

　胸を揉もまれ掴つかまれ揺すられ聴いたクラミーは目を伏せ──思う。

「……そうね……ええ。痛かったのはわかるわ……でも……フィー？」

　……霊装に必要な素材は、地精種ドワーフにしか加工出来ない。

　だが、工具と神しん火び炉ろがあれば、地精種ドワーフの力など借りるまでもない、と。

　そう言ったフィーが『これどっちが上なのですか？』とクラミーに問う惨ザ状マで。

　多重術式を使わねば持ち上がりもしない巨大ハンマーを振り上げた──

「あの大骨折、種族適性さいのうの問題なの？　フィーが不器用とかじゃなく」

「森精種エルフはぁ～道具を使わない種族なのですよっ!!　……痛かったのですよぅ」

　──物理的に骨の髄まで砕けた大おお怪け我がにクラミーも卒倒しそうになったが。

　ともあれフィーの主張によれば、あくまでも種族的な天賦ぶきつちよということで、

「だ、だから地精種ドワーフを従わせて造らせたんじゃない。なんでそれが勝てないって──」

　治癒魔法で事なきを得たが、このままではゲーム前に命を落としかねないと。

　故にこそ、生殺与奪はなしという条件でクラミーも手伝ったのでは、と──

　その言葉を呑のみ込こみ、クラミーは目を見張って喘あえいだ。

　……なん、ってことを見落としてたの──ッ!!　とクラミーは。

　ついに『霊装を地精種ドワーフに造らせてる時点で独力じゃ無理』なる空の言葉を解した。




　──そんなフィーに〝操縦〟出来るわけないじゃない──ッ[image: ]

　……如い何かに機体性能でなく、〝魂の勝負〟だと言ってみたところで。

　魂をぶつけられなければ──つまり命中させることが出来なければ。

　……一方的にボコられて試合ゲーム終了である……

　ああ、こんな間抜けな見落とし──フィーらしくない、とは責められない。

　何せ空そらの記憶があるクラミーも見落としたそれは、この世界では不可能なこと。

　────殴り合いのケンカ、なのだから……

　まして空白がゲームに応じた──それをこそ勝機の根拠として踏んだのだ。

　だが、では……空はケンカでヴェイグに勝てるのか？　否いなだ。

　暴力には無条件で屈する……それが彼であり、条件は同じである…………




　────、

　かくて落ちた静寂の中……ぽよよんぽよよん、と……

　クラミーのおっぱいに顔を埋うずめつつ弄もてあそぶフィールのすすり泣きだけが響く。

　あまりに間抜けな見落としで潰ついえた勝機──読み違いへの自虐と。

　地精種ドワーフの椅子にハァハァされていた悪夢に心折れたフィーにされるがまま。

「……で、でも、じゃあ……空はどうやって勝つ気でいるのよ……？」

　いよいよ本格的にわからなくなったクラミーの問いには──だが、

　ふと明滅した脳のう裏りに、頭痛と共に響いた声が答えた。

　────『俺が？　勝てるわけねぇだろ』……と。




「──ッ!!　──ァ……ッ」

「……？　クラミー……？」

　痛む頭を、またも錯さく綜そうし出した思考を抱えクラミーもまた自答する。

　──空が？　──勝てるわけないじゃない。

　ああ……このゲーム、機体性能でなく〝魂の勝負〟だと言うのなら。

　──それこそ、空と白には致命的に必敗のゲームのはずなのだ……

　だって、ヴェイグの問い、魂に、空達は答えられないはずなのだ。

　──答えられる、わけないでしょ……

　明滅する……この記憶を。この過去を──

　清算──出来る、わけ……が────────ッッッッ!!

「クラミー!?　ねえ、クラミー返事をしてクラミーッ!?」

　フィーの声も、体を揺らされる感触さえも、何ど処こか遠く……

　だがこの中に、掴つかむべき何かがある確信に、クラミーは手繰るように思考する。




　……なら、空は勝てない勝負に乗った？　そんなはずない。


　　　　『オレサマをハメた。ゲームはシマイ。オレサマの負け──』



　……そう。勝算のない勝負はしない。徹底的に勝負から降にりげ続けたように。

　ただ一度の敗北もない……代わりに一度の勝利もなかったこの記憶同様に。


　　　　『テメェの世ツ界ケ踏み倒して逃げた──負け犬のクソ──』



　……そう。清算なんて、出来るはずのない過去を問われたゲームに。

　それでも乗ったなら──勝てるのだ。いつも通りに──ああ……それは。

　きっといつも通り。谷に張った綿糸の上を歩くような、危うい綱渡りで。

　一歩でも間違えれば谷底の。

　だから一歩も間違えないしかない……そんな……勝ち方、を──


　　　　『そんだけ出来て──テメェの戦場セカイからなんで逃げた──』



　────うるさい……

　このゲームに乗った〝動機〟じゃなく〝勝機〟を考えてるの──


　　　　『じゃが届くかも知れん。その可能性を閉ざしたのは──』



　────うるさい。うるさいうるさいッ!!

　わかったような顔で、知った風な口を、きいてんじゃねえわよッ!!


　　　　『逃げるは恥じゃ。そがあなモン、アレの逝いく先なぞ──』



　────なら、アンタこそ恥から逃げてるじゃないの────ッ[image: ]

　果たして誰の感情かも定かでない怒声を、内心響かせたのを最後に。

　何かが繋つながった感覚を連れ──クラミーの視界はフッと暗転した……




　────────、

　──そして、気が付けば……暗くら闇やみの中。

　確かに空が見えるのに、空のない世界。

　手を取る感触以外、誰もいない世界に。

　──パッ、と……

　スポットライトのように一部だけ開いた空。

　青い空に照らされて、浮かび上がったのは、一人の、赤毛の少女だった。

　再度、一つ。青い空が開くと、現れたのは光輪を戴いただく翼を生やした少女。

　三つと、四つと……空が開く都度。長い耳と尾の幼女、妖よう艶えんな狐きつねの女性。

　そして五つ、六つと、次々と──空が開いていく都度浮かび上がる者ら。

　吸血種ダンピールが、天翼種フリユーゲルが、海棲種セーレーンが、神霊種オールドデウスが──機凱種エクスマキナ達たちが……

　それら揃そろって青空を仰ぐ中、ああ……と。

　自分の頭上にも開いた青空に照らされて。

　手を取る感触が、穏和に微笑ほほえむ親友のものと気付いて、クラミーは笑った。

　なるほど……それらは──自分を含めて、空そらと白しろが勝ってきた人々だった。




　なら、唯一──未いまだ見えない暗闇を見上げ続けるあの人影は……

　うっすらとしか見えない、暗がりに寄り添う男と白い髪の少女は。

　──ああ、彼らだけは……未いまだ、空が見えないのだ。

　それは誰より優れたものに憧あこがれた、誰より劣ることを誇るもの。

　何ど処こにも居場所がなく──ならば居場所を創ろうと望んだもの。

　自分ひとりではなにも出来ないと──確信に満ちて語るもの。

　怯おびえるように──不安げに揺れる──儚はかななげな瞳ひとみで──でも。

　──いつも青い空を希みて、黒い空を望みる……




　蒼白い瞳の、少女……と────




　……、

　………………？

　………………蒼あお、白い……瞳……？

　いや違う。それは、紅あかい瞳の少女と、黒い瞳の男だったはず……と……

　クラミーが二つの人影──重なって見えるそれらから、視線を上げて。

　皆が仰ぎ見るものを見上げた時……

　──全すべてが繋つながった感覚の正体に苦笑した。

　ああ──なんで気付かなかったのかしら……

　なるほど、白しろがカップリング相手探しに躍やつ起きになるわけよね……

　────そっくりじゃないのよ──〝こいつら〟……

　────…………




「…………ミー…………ラミーっ！」

　そう呼ぶ声に、水面を目指す泡のように。

　浮かび上がっていく意識の中、クラミーは思う。

　──ああ……あれらは、空そらと白が勝ってきた人々ではない──

　空と白が──〝勝てた要因そのもの〟で……なんてことはない。

　あの二人が、自分の力で勝ったことなんて、ないじゃない……

　自分を含め、いつだって……勝手に負けてきた人々で──

　青ざめた顔に涙を浮かべ、己を呼ぶ親友に、クラミーは笑みで応こたえて。

　こじ開けられて来た青い空と、白い鳥を思い出して。

　クラミーは、空達たちの勝機を、フィーに伝えるべく……こう、呟つぶやいた。




「……要するに、いつも通りに勝つ……それだけのことだったわ」

　そう、いつも通り……つまりは、ペテンと詭き弁べんで──と……





　　　　■■■






　そこは、鉄を打つ音だけが虚うつろに響く、昏くらい地の底、狭い穴の中だった。

　鉄てつ屑くずで埋め尽くされ手狭な──だが独り鎚つちを振る小さな背には、広すぎる穴。

　ふとその音が止まり、途端に静寂に満ちた穴に、虚ろな声が響く──

「……どうして、ここがわかったでありますか」

　小さな背──ティルが振り向いてこぼした、乾いた問いかけに。

　昏く狭い、地下洞の天井を──青い空が小さく覗のぞく、陽ひの差し込む穴を指して。

　妹と、従者を連れた、その指先が示すような瞳の青年──空そらは笑って答えた。




「〝空〟。見えないのキライ、だったろ？」

　…………、




「……自分、空がスキであります……空を、飛べる鳥が……スキであります」

　もう逃げる気はないのか──否いな。逃げ場などもうないと語るように。

「自分には出来ないことを、当たり前に出来る鳥が泳ぐ空から見える景色を、空想するの好きであります──〝自分も飛べたら〟って……夢くらい、見たいであります」

　黒い空と白い鳥を──諦あきらめた瞳ひとみで一いち瞥べつしたティルは、再度背を向け──












「……何もできないダメモグラの簡単お手軽『霊装』製作講座……であります」

　──地精種ドワーフなら誰でも出来ること、と語った講座を自虐的に皮肉って。

　ティルは二日前の言葉を。今度は言葉でなく、実じつ践せんして示すように呟つぶやいた。

「まず……既存の刻印術式を、せっせと〝廃ゴ材ミ漁あさり〟して……集めるであります」

　そう、ティルが独り、鎚つちを振るって打音を響かせる、この穴。

　ハーデンフェル最大の──『廃棄物処理場ゴミすてば』の片隅──

「次に……〝何が造れるか〟必死に刻印の意味を考えてみる、であります……」

　上空から見えた、地に空いた穴の底を埋め尽くす〝鉄ゴ屑ミ〟を。

　感覚なんとなくではわからない刻印が施ほどこされたいくつかを手に、諦あきらめた笑みで眺めるや、

「でもやっぱりわからないと、いつも通り嘆なげいてみてから、一本一本丁寧に……」

　──言葉とは裏腹に、空そら達たちにはやはり視認出来ない早業で、工具を閃ひらめかせ──

「あーでもこーでもないと。思案して模索して……以上。〝失敗かんせい〟であります」

　そして──苦笑。穴を埋め尽くす鉄ゴ屑ミを、また一つ増やしたと、




「あとは偶然動く霊モ装ノが出来るまで続けるだけ……ね。簡単でありましょ？」

　そう皮肉げに語って、出来上がったモノを放ほうり投げて見せた──つまりはここが。

　既存の刻印術式……〝廃ゴ材ミ〟を漁って。かき集めて。継ついで接はいで。

　──〝失ゴ敗ミ〟を山と積み上げ、地層を築いていくという──ここが。

　決して間違えない種に生まれて──でも、間違い続け。

　ただ鍛たん錬れんを重ねる種のようには──ついぞ鍛い錬きられず。

　恥と挫ざ折せつと失敗に塗まみれ、同く郷にから逃げて、故く郷にから逃げて才オ能ジからも逃げて。

　逃げて逃げて逃げて。かくて現実すべてから逃げ果てたというものの、行き着く先。

　椅子ドワーフ曰いわく、生きてさえないという、社会せかいの不要物──ここが、その終着点……




「改めてようこそ〝自ゴ分ミの居場所おうち〟へ……用件はなんでありますか」

　昏くらく深く隔絶とざされた──孤独な居場所なき居場所せかいにティルは、嘲わらって──問う。

「これでもまだ……自分に、霊装を造れって、言えるでありますか」




「…………」

　そうして震え続けるティルの背に、空は無言でただ──一歩。

「恥じず逃げず鍛い錬きろ？　くだらないであります。努力で頭領てんさいを超えられるなら、さっさと誰か超えてみろであります!!　誰もできないくせに──何が勝利けつかでありますかッ!?」

　──一歩。また一歩と。歩み寄る空の気配に怯おびえるように。

「せ、精々徒労どりよくすればいいであります自分はゴメンであります！　負けて誇るとか頭おかしいであります！　勝てない勝負どりよくして負けに行く意味もわからないでありまァすッ!!」

　振り返らず──振り返れず。言い訳を並べ震えるティルの背は──だが、

「努力は報われる!?　夢のある話大変結構。でも──ただの夢でありまァすッ!!」

　背後に迫った空そらの気配に、ついにそう悲鳴を上げた、次の瞬間。

　大仰に頷いた空の咆ほう哮こうに、飛び上がるように跳ね上がった──即すなわち！




「その通おぉ────ぉおりッッ[image: ]」とッ！




　…………、

「あえて言おう!!　努力なぞ報われねえし才能は超えられねえ、それが現実だッ!!」

「……………………は。ぇ、あ……はい、でありま……すん？」

　唖あ然ぜん、と……思わぬ同意を得たティルが、おそるおそると振り返って。

　丸いオリハルコンの瞳ひとみを更に丸める困惑は、だが優雅に捨て置き！

「俺らの元の世界。娯楽作品ゲームやマンガではみなこう言う──〝努力は報われる〟と〝努力で才能を超えられる〟と──何な故ぜか!?　夢のある話フイクシヨンだからだ!!　現実にはない話だからだ!!」

　空がむやみやたらに熱く！　情熱的に手を振ふり翳かざして。

　拳こぶしと声を震わせ、なおもとくとくと説くは──そう!!

「かくも明らかに！　〝人はわかり合える〟と。〝人は平等〟だと！　さんざっぱら娯楽でほざかれるこれ全て虚構オール・フイクシヨン!!　現実にねぇから求める夢──それが娯楽だろが!?」

　──娯楽で描かれることなど、所しよ詮せんただの夢フイクシヨンであると！

　それが当たり前の現実なら、そも娯楽になりえないのだからしてたとえばッ!!




　……〝人は眠くなる〟のだ、と。

　そう主人公達たちが熱く訴える娯楽作品……ないだろう。何故か？

　当たり前だからである。

　自宅の枕より見知った現実だからである。知っとるわバカと。つかカネ返せと！

　言うまでもない現こ実とを一々訴えるバカも求めるバカもいないからでありそれは!!

　──娯楽でそう描かれるなら、逆説的に。

　現実はそうではない証拠に他ならないのだ然しかるに──ッ!!

「〝真の友情〟！　〝純愛〟！　〝モテ男〟!!　全すべて即そく是これフィクションなるも自明!!」

「…………ぇ。ぁ……それ、は……どぉ、かなぁ……？」

　と、まだ希望に名な残ごりがあるのか、咄とつ嗟さに口を挟んだ白しろにも空は容赦なくッ！

「フィクションだ!!　友情は壊れ純愛は泥沼化！　モテ男は刺されるのが現実だっつ～かフィクションにすっ込んでるか刺されて現実から退場しとけってまーさておき──っ!!」

　むしろ希望を込めた一太刀で両断に伏し、改めてティルの瞳を見み据すえ──

「ティルは全面的に正しい。勝てねぇ勝負どりよく？　くだらねえ──逃おげりて当然だろ」

　──そう、ティルを肯こう定ていする空の言葉に。

「最も優れた地精種ドワーフと鍛錬どりよくで勝負？　最も劣った奴が勝てるかよ」

「…………っ……は。その通りであります」

　困惑して頷うなずいた、儚はかなく揺れる焔ほのおを宿す蒼あお白じろい瞳ひとみ──空そらのよく知るその眼めは。

　己の言葉を肯こう定ていされたことに──落ち込んでいる自覚はないらしい……

「努力で底辺が天才に勝てんなら──〝天才も努力すりゃ終わり〟じゃねーかッ!!」

「は！　それでありまぁす!!　〝鍛錬どりよくしてる才能〟には追いつけないであります!!」

　そう続いた空の言葉に、激しく頷きながらも。

　──空を望みて煌きらめいている焔にも。その期待する内心にも……

「体を鍛き錬たえて獣人種ワービーストに腕相撲で勝てるか!?　眼を鍛き錬たえりゃ精霊見えるか!?　んな鍛錬どりよく報われるとマジで思うなら──筋肉鍛き錬たえてゴリラに握力で勝って来いよ!!　同じ人間だから理論は悪あしからず却下する!!　同じ人間なんかいねぇからな!?　ンな暴論が通ると思うならホレ、同じ生物だろ！　鍛錬どりよくで進化してホタルみたくケツ光らせてみろ!!」

「は!!　ぴかぴかさせろであります!!　ちょっとかわいい気もするであります！」

「優等種できるやつの物差し最下等おれらに押しつけるなら〝ふぁっきゅーくたばれ〟とお答えするまでだ!!」

「はッ！　〝ふぁきう〟でありまぁす！　……ふぁきうってなんでありますか!?」

　そう感動的演説に涙して敬礼するティルの瞳に──ザッと。

　踵きびすを返し背を向けて──邪悪に笑み歪ゆがんだ、空の顔を。

　白しろとジブリールだけが、今更、驚きもなく目撃した……

　──努力で天性の強者を超える。──くだらない。

　いかに努力しても己は──天才いもうとにはなれない。誰よりそれを知る──故にこそ。

　そんな正攻法を、誰より鼻で嗤わらって生きて来た、と……空を知る、二人は知る。

　根本的な話として──そも。

　────なぜ自分の力で勝つ必要がある……？

　そう語る獰どう猛もうな笑みを知る二人は、続く空の『茶番』も、ただ黙して眺めた。

　即すなわち──空がバッとティルに再度向き直り──一問一答!!




「それでは問おうティル！　獣人種ワービーストに魔法禁止の戦闘バトルで勝てるか!?」

「否いなであります！　断っじて!!　否であります!!」

「重ねて問おうティル！　機凱種エクスマキナに最善手チエスの打ち合いで勝てるか!?」

「のぅであります！　のーのーのゥであります!!」

「ならば問おうティル！　最強の霊装使い、ヴェイグに勝てるか!?」

「絶対確信せんぱーふあい！　命懸けてどうーあだい！　無理がんほー!!　無理がんほー!!　無理がんほーでありまぁす!!」

　空の問いに軍隊調の敬礼で！　ティルの力強い即答に果たして──ッ！




　……にょーんにょーんにょーん……と……




「はい、全☆問ハズレ♪　間違えたかたには、チョーシこいた罰として～!?」

「……しろ、による……セクハラ……あんど……記録しやしんが贈られ、まーす……」

　気の抜けた空そらと白しろの、悪戯いたずらに成功した子供のようなウザい笑顔が応こたえた。

　三日ぶりのセクハラに赤面さえ忘れ、呆ぼう然ぜんとするティルは──だが続いた言葉に、




「正解は〝全問ＹＥＳ〟……ただの現実。ただの事実だ」

「────────っっっ!!」

　己を射い貫ぬく二対の眼光が──ナニモノだったかを。

　否いや応おうなく思い出させられ、稲妻に打たれたように身を震わせ立ち尽くした。

　そう……努力では超えられぬ天てん賦ぷ──上位種族を尽く勝こ利えて来たその常同様に。

　ヴェイグにも勝つと。否いな、過去の勝利と同列に、既に勝ったと断じた不ふ遜そん──

　すなわち、空と白──『　　くうはく』……ただの人類種ひとの身にして。

　天賦の差たしゆぞくを──天かみをさえ尽ことごとく討ち破れる事実の体現たる身が──




「ティルよ……貴様誰を前に最も劣っていると思い上がったか、弁わきまえていたか？」

「……未いまだ曾かつて有らぬ……文字通り、未曾有の〝劣ざ等こ〟……それが、しろ達たち……」

　果たしてそう、咎とがめる（謎なぞの）神圧さえ伴う風格が、言外に語った声を。

　ティルとジブリールは喉のどを鳴らし、確かに聞こえたよ～な気がした……

　──己が分際を弁えよ小こ賢ざかしき強者ども　威い張ばれ　驕お慢ごれ

　──地を掘り如い何かに謙へりくだろうとも底無き底われらには至らぬと今ぞ痴しれ




「おまえはゴリラに勝てるだろが!?　精霊も見えるし、何より──ッ!!」

　……そう、誰より下うえから目線で、全すべてを仰ぐ二人は荘そう厳ごんに吠ほえる！

「一人で出歩き一人で喋しやべれる!!　その時点で底辺おれらからは彼方かなた遠き強者だナメんな!!」

「……一人じゃ、呼吸も怪しい、しろ達以下……？　身の程知るの、小娘が……っ」

「は、はいでありますでもぁのその！　じ、自分八四歳──たしか姉上で──」

「っか～!!　ちょっと褐色ロリ鬼っ娘ストライクぞくせいだからっても～甘やかさねぇぞッ!!　なんで他人のヒロイン説得フラグだてせにゃならんのだ納得行かねえ!?　こっからはスパルタ式だ覚悟しろ!?」

　ティルの反論は一切受け付けぬと、一方的に言い放ち。

　かくて最も劣る最弱の種。その更なる選よりすぐりの底辺の、底の底。

「真に最も劣る我ら『　　くうはく』が。如何に勝ち──勝ち続けて征いくか……不遜にも我らと同じ劣等を誇り、極めんと志すなら──よかろう。心して拝聴するがいい……」

　真に〝本物〟の。最弱の何たるか啓けい蒙もうせん──と、空は邪悪に笑い。

　努力では決して超えられぬ才能を破る秘奥。深しん淵えんの極致を。

　肘ひじを脇腹につけ腕を開き掌てのひらを上向け──支配者のポーズで啓か示たった。

　すなわち────ッッッッ!!

「────『不正イカサマ』して勝つのだ……っ」




　…………、

「そう!!　不意討ちし騙だまし討うちし同士討ちさせ毒を盛り自滅させ、罠わなにハメる!!」

　嗚あ呼あフィクションに曰いわく〝悪の栄えた試しはなし〟……

　だが残念現実は〝悪こそ栄えるが常である〟──とォッ!!

「強者さいのうを分析し考察し利用し模も倣ほうし──よーするに勝てばよかろうなのだＯＫ!?」

「……………………ぁ……はあ、でありま………すん」

　娯楽ならば、討伐される宿命にある魔王の如ごとき邪悪な笑みを歪ゆがめて、空そらは断じる。

　かくも英えい姿し颯さつ爽そうと悪の賛美歌を歌い上げられ混乱するティルの傍そばを通り抜け──

「そう、不正イカサマだ。コイツを頑張って言葉で飾ると──」

　鉄てつ屑くずの山から、一つを拾い上げて、空は一転。

　穏やかな笑みを浮かべ、歌い上げた邪悪の限りを──飾る。

　それはたとえば──知恵と呼ばれる。

　あるいは、計算と。学習と。思索と。

　────そしてついには〝論理〟と。

　あらゆる戦術戦略──学問体系の祖たるそれらは──

「…………〝創意工夫〟……ってヤツになるのさ……」




　そう──それは弱者じんるいの在あり方。生き方そのものであり──そして。

　同じく劣等を誇る自称ダメモグラが、延々積み上げた物に他ならない。

　ああ──正攻法どりよくで天性の強者を超えるなど、出来ない。だから──

　空の手元──無数の、曰く失敗の一つに刻まれた明らかに妙な刻印が示すように。

「たとえば、ちょーどティルがやったみたいに、不正イカサマを重ねて勝つのさ」

　暗中模索イカサマで藻も掻がいて。強者さいのうの原理を考え、推察し、観測し、継つぎ接はぎし。

　試行錯誤イカサマで足あ掻がいて。検証しつぱいと迷走くのうを積み上げた膨大な、山これらがあってこそ。

　ついに至れる果て──勝利けつかがあるのだ、と確信に空は嗤わらって告げる。




　根本的な話として──そも。

　────なぜ自分の力で勝つ必要がある……？

　絶対的天てん賦ぷの差を超えて──天翼種フリユーゲルに勝つなら──

「こんな感じに〝他種族ヒトサマの術式ちから〟でジブリールから逃げ切ったように、な♪」

「[image: ]。──あ、ぁあ──いえあの！　そそそれはちが、違うでありまぁすっ!!」

　と空がジブリールに放った──手にしていた物の正体についに気付いたか。

　慌てて空中でパス阻止カツトすべく、全力で地を蹴ったティルのダイブも虚むなしく──

「はて……？　これは……〝森精種エルフの刻印術式〟……でございますか？」

「いいやああ!!　イヤであります後生であります見ないで欲しいでありまぁす!!」

　あっさり転移キヤツチしたジブリールに、鉄てつ屑くずの山に突き刺さったティルの懇こん願がんが響いた。

　……既存の刻印を、ただ継つぎ接はぎする。

　なるほどいかにも出来そうに聞こえるだろうか。

　集積回路より複雑な刻印、機械式時計より精密な機械の継ぎ接ぎ？

　──感性センスだけで造られるものを？

　──論理など微塵もないものを？




「なるほど……あれほど毛嫌いする森精種エルフの論理体系を使っておられたと」

「あ～聞こえないでありま～す死にた嘘うそであります死にたくないでありま～す」

　──そう。論理体系がある〝既存エルフの刻印術式〟を使って継ぎ接ぎすればいい。

　森精種フイールの魔法を、発動前に察知する程ティルが詳しかったのも、それで説明がつく。

　だが、それでどうやって己から逃げ切ったかを問うジブリールの怪け訝げんな視線に、




「なあジブリール。不倶戴天の敵エルフの術式すら使うならさ？」

「……〝他〟も……使わない、理由……ない、よね……？」

　──空そらと白しろには、魔法デタラメは専門外……理解など出来ない。

　だがこの場合、状況証拠から推察するのは特に容易たやすいと二人揃そろって苦笑した。

　なんせジブリールから〝あの世〟以外へ逃げる方法など──そう多くはない。

　たとえば──ティルが同じく、使用前に看破した術式。

　そして刻印する機会タイミングは、潜陸艦の移動中しかなかったろう術式──そう、

「ジブリールが最初に編んだハーデンフェル首都上空への〝空間転移術式〟とかさ♪」

　だから──そこへ転移するよう命じたと語った空達たちに──だが。

　それはつまり──とジブリールは明かされた真実に眼めを剥むいた。




　──天翼種フリユーゲルの術式を刻印した霊装ハンマーで。

　ティルは──『空間転移シフト』で逃げた……と──




「あり得ません!?　術式を転写すればよいものでは──いえ。そも非疑似空間転移シフトなど、仮に刻印化できても地精種ドワーフの精霊量では機能しませんで──不可能むいみでございます!?」

「ああ。だから〝増幅ブースト〟すんだろ？　増幅ブーストさせなきゃ魔法一つ使えないティルは♪」

　と、空の言葉の含みに気付き、今度こそジブリールは絶句した。

　ああ──普通の地精種ドワーフには──無意味かつ不可能なのだろう。

　だが──普通ではない地精種ドワーフには、前提かつ可能であり──

「そんで、普通じゃない俺らが勝つには、意味のある不正イカサマ、だろ？」

　かくて空そらは、鉄てつ屑くずの山から生えるお尻テイルに向け──〝用件ラブコール〟を告げる。

「なあ、なにもできないって、確信して誇ったダメモグラさ」

　誰より優れた地精種ドワーフ──ヴェイグに勝つには。

　誰より劣った地精種ドワーフ──ティルこそが必要だ、と……そう。

　──不こ正こまでしなければ何もできないと。

　自信満々に高らかに語り、無駄な努力から逃げて──なお、




「それでも──何で空を見上げながら霊装造ってんだ……？」

「────────ッッッ」

　と、息を呑のんで跳ねたお尻テイルは──躊躇ためらいながら、鉄屑の山から顔を覗のぞかせた。

　そして逡しゆん巡じゆんしながら、恐る恐ると、空の瞳ひとみを──まっすぐ。

　二日前と同じ瞳で。同じように見つめ。同じように問うた。

「……自分、お二人そこに、居場所ついていって、いい……で、ありますか……？」

　そう──

「自分……ダメモグラであります。森精種エルフの術式を使うなんて最低最悪の罪イカサマに手を染めなきゃ何もできない、感性センスも勇気も根性も──毛もないつるっぱげモグラであります」

　黒い瞳そらを見み据すえる──不安げで気弱で、怯おびえるように儚はかない瞳で。

　だが──劣っている、と……確信し断じた瞳があの時、問うたのは──

「それでも……お二人と同じように飛べる──で、ありますか……っ？」

　蒼あお白じろい焔ほのおの揺れるオリハルコンの瞳で──捨てられないか、ではない。

　自分に、一緒にいる価値があるのか、でもない。

　何か、役立てられるのか、と──まるでそう問うているように見えた。

　ティル自身、自覚もなかった──空を望みて問うたのは──

「自分──〝ニワトリ以上の何かになれる〟……でありますか……ッ？」

　……頭領を。叔お父じを。天てん賦ぷを。霊装を──約束を。

　逃げ出し背を向けた全すべてに──勝てるのか、と。

　──お二人そらとしろのようになれると、信じていいのか、と。

　────人のとべない身で空を飛ぶ──そんな鳥になれるのか……？　と……




　蒼白い──赤熱よりなお高温に揺らめく瞳に宿る──

〝叛逆みとめない〟と──〝不屈まけない〟と燃え盛る焔いしの問いに。

　空は──あの日、己を遮さえぎったヴェイグの答えを思い出し、苦笑した。

　──なれる、と。〝美オ味イしく頂イタダかれ〟ちまえばイイ、と。

　オネダリすりゃ一発で絶頂テツペンまでブッ飛んでイける、と……

「やっぱ地精種ドワーフの意見、最高の反面教材だな。なんせ──半分だけは正しい」

　そう嘲あざ笑わらった空は、あえてヴェイグの言葉を拾って──答えた。

「なれねぇよ」──と……

　期待から一瞬、失意に陰った瞳テイルに、そして──

「つか俺らもなれねぇよ。鶏は鶏。不正イカサマして飛んでも鳥にはなれねぇよ──だが」

　空そらは優しく笑って、手を差し伸べ──続けた。

「〝勝ちたい〟って希望オネダリするなら──鳥より上へ一緒にブッ飛んでイかせてやる」

　──憧しよう憬けいと恐怖。期待と不安に揺れる瞳ひとみ、震える手で。

　ティルは天あ上おと眼く前ろ。二つの〝空〟を交互に見やり──果たして。

　意を決し、眼く前ろの空を望つかみ、上気したティルに、もう躊ちゆう躇ちよはなかった──




「上等であります!!　ぁ味は保証しないでありますが一緒にイくでありまァす!!」

「わかった俺の言い方が悪かった!!　〝童貞だから無理〟も正しかったから脱ぐなっつか〝美お味いしく頂く〟とこは含めんなって力強つえェえ!?　誰か止めるの手伝えよ、なあ!?」

　いざ尋常に、己が身体はじめて──召し上がってくれろと──ッ!!

　躊躇なく真っ赤な顔で脱ぎ出したティルに、援軍要請を求めた空は──だが。

「……大丈夫……カップリング確定済み……どーせ寸止めイベントキヤンセル……最悪……でも、先っぽだけなら……〝前例〟、が……できる……しろ、には……好都合……ゆるす……っ」

「と白しろ様が仰おつしやるので私も子供姿ちぢんで待機をば……うぇへ、うぇへへぇ～……」

　虎こ視し眈たん々たんと、既に未つ来ぎを見み据すえる幼女二人ストラテジストたちに、あえなく見捨てられた……





　　　　■■■






　────…………

「ほ、本当にコレ持ち出すでありますか!?　歴史的財産でありますよ!?」

「はン？　〝負の遺産〟の間違いだろ。ルールはこの都市の全てを貸す、だろ？」

「……なら……とーぜん、アレもコレも、借りて……おーるおっけ～……」

「ヴェイグに勝つため有効活用！　ついでに処分まで出来る！　一石二鳥だろ!?」

「ソレ借りてないでありまぁす!!　返す気がないなら〝借りパク〟でありま～す!!」

「ではマスター。これら全すべて、耳長のおられる工業施設プラントへ転移させ────」

　────…………





　　　　□□□






　────そして……いつからだろう。

　空はふいに、心地よい温ぬくもりと、どこか遠い白の声を聴いた……

「……にぃ……ずっと考えて、た……答え、やっと……見つけた……よ？」

　──寝ていたのか？　それとも、まだ寝ているのか……

　闇やみの中、判然としない意識を漂う感覚のまま──続いた白しろの声に、

「……〝叔父ヴエイグ×姪テイル〟……アリ……フラグ確定……だよ、ね……？」

　漫然と。不本意ながらも『ああ』と事実を受けれた空そらは、だが。

「……〝兄にい×妹しろ〟も……うぃますとご～すすまなきや……ただ、健全範囲ガイドライン……難しかった」

　嬉うれしそうな白の声に──何な故ぜだか、何かが繋つながる緊張が走った。

「……でも、ティルが、ヒント……だった……っ……答え、見つけた……よ!?」

　そして────空は、突然に。




「……こうすれば……見える、し!!　さわれて……かつ健全セーフ、だよ……ねっ!?」

「ってここ白のスカートん中ッ!?　暗いし何も見えねぇっつかどういう状況!?」

　──ぐい、と。ぐぐいっ……と！

　押しつけられる温もりおなかと、闇スカートから慌てて顔を引き抜いた。

　だが闇を抜けて見えた景色は、なおも曖あい昧まいに揺れ続け──

「…………ぇふ～……にぃ……しろ、の……どぉ？　こーふん、す……る────」

「──っと白!?　……ぉい、まさかコレ、酒か……？　二人とも未成年だぞ……っ」

　突如寝落ちした──明らかに酔った、赤ら顔の白を慌てて抱き留め。

　────マジでどういう状況だコレ、と。

　叫ぼうとした空は、だが定まらない思考でそう唸うなるのが限界だった。












　……見渡したそこは──《酒場》のようだった。

　立ち上がった白しろが空そらにスカートを被かぶせていたのは、バーカウンターらしく。

　どう見てもビール──ドワーフならエールか？　泡のついたグラスが二つ。

　スチームパンク入ったファンタジーゲームにありそうな、地精種ドワーフで賑にぎわう酒場。

　だがその喧けん騒そうも光景も、酷ひどく遠く感じて……朦もう朧ろうとする意識に答えた声は──

『安心せえ、己おれが造った霊油よお。酒サ精ケなぞ不粋ヤスイモンは入っとらんさ』

　隣のカウンター席、同じグラスを呷あおる見知らぬ老年の男から上がった。

　──それは。何ど処こにでもいそうで──だが何処にもいなさそうな男。

　だが何な故ぜか、見たことがある気がする瞳の男に、空は疑念を深める。

　──コイツは、誰だ？　いや、というか……

『ヒトの子が呑のむにゃ、ちと精霊過多だったみてぇだが。ウメぇだろ』

　胸の中で寝息立てる白以外、一切の現実感がないこれは……

　……なん、だ…………

『んで？　話の続きはどーした。聴かしてくれんのか？』

　……続き……何の話をしてたん、だったか……

　つか……ここは……俺、なにして…………た…………

『おめえらの世界の話よお。もっと話してくれんだろ？』

　……………………ああ……

　そう……そんな話、してたんだった、かなぁ……

　現実感ごと疑問も遠のく感覚に、何故か納得し、空はグラスを呷った。




「ッかァ～……ぁ～何処まで話したっけか……〝クソみたいな世界〟ってのは？」

『ああ。ソイツァもう聴いたなあ』

「アホヅラ下げた俺みたいな奴で溢あふれてる〝悪夢的ディストピア〟ってーのは？」

『ソイツも、三回ほど聴いたなあ』

「あ、そ。なら続きはない。全部話したわ……マジで美う味まいなコレ……おかわり」

　と──その二言で語り尽くせる世界だと断じた空に。

　カラのグラスに、霊油とやらを注そそいで男は言う──

『〝だが地精種コイツらよりゃまだ期待出来る〟つった、その続きさあな』

　────そこまで話すか？　俺が……？

　だとすれば本当に酔ってるのでは……コレ、やっぱり酒……と……

　微睡まどろむ意識に浮上した違和感も、だが──

「……ッかァ～……そ～なぁなんせアホだらけだ。失敗しかしねぇ、間違った道をわざと選んでると言ってくれりゃまだ救いがある、どーしょーもねー人類イキモンの造った世界ルールだ……」

　グラスを呷るや消え失うせ。空はそう言い残しカウンターに突っ伏した。

　依然、胸の中の体し温ろ以外、何も判然としないまま、漫然と──思う……

　……ああ。延々と間違え続ける──愚かな人類イキモノが。

　失敗と錯誤と過ちだけで築いた、愛いとしき元の世界。

　あまりにも間違えすぎて。間違えることに怯おびえて。

　──もう間違えないなどと。

　間違った反省をする……笑えない世界ギヤグだ。





　　　　　　間違っているかもしれない意す見べで




　　　　　　　　　　間違っていないかもしれない意も思のまで




　　　間違える前に排た除だそうとする馬鹿げた世界ルール






　──〝何が間違いか〟……

　それがわかれば、端はなから間違えねぇだろーに……なあ？




「ああ……けど確かに。だから……地精種あんたらよりはま～だ期待出来そうだ」

　そう苦笑して、空そらはカウンターから顔を上げて、想おもう。

「……少なくとも、こんな穴ん中とこで──〝停滞ヒキコモリ〟はしねぇだろうからな」

　古いにしえの大戦で空飛ぶ戦艦、大陸さえ砕く爆弾を造ってた連中が。

　──六〇〇〇年経たっても、未だにこんなザマじゃーなあ……

　何とも皮肉な話だが、どうやらお利り口こうさん過ぎるのも考え物らしい。

　感性センスのままに。想像するがままに創造する──そりゃー……所しよ詮せんは。

　────想像の範疇を出ないんじゃあ、なぁ────？




『……〝クソみたいな世界〟……だったんじゃあねえのか？』

　期待、確信さえ含んだ空の笑みに、男は怪け訝げんそうに問うが、

「ん～？　あー……あの世界、あのルールは、そりゃまークソでも喰くらってろだ……けどそりゃー世界の話だろ？　この文字が眼めに入らんのくぁ～あっ!?　……ひっく……」

　そう己のシャツ──『Ｉ♥人類』の字を示し答えた精霊過剰摂取者よつぱらいに、

『俺は人類を愛してる……愛を喧けん伝でんしてまわんなあ、ちと恥ずかしかねえか』

　……改まって言われると恥ずいから止めろよ。そういうツッコみ、と。

　苦笑で応じられた空は、ばつ悪そうに赤い顔ごと眼を逸そらして──

「人類は変わらねぇよ。どーせまた間違える……世界ルールごと、何度でも違かえる」

　またぞろ碌ろくでもない経緯かたちでかもしれないが──と思い馳はせてみる。




　……元の世界。地球の──六〇〇〇年後……

　西暦八〇〇〇年超……〝八一世紀〟だ……ふ～む……

　遠すぎてもはや想像もつかないが。まあ少なくとも。

　その本せかいが並ぶ棚ジヤンルは間違っても『サイエンスフィクション』ではないだろう。

　スペースオペラか、文明崩壊ポストアポカリプスもとうに越えた文明再興後の大スペクタクルだ。

　……そして……ま、人類のことだ──後者のほうが可能性は高そうだが。

　こっちの人類──人類種イマニテイ同様、そう簡単にくたばりもすまい──ならば、と。

　遠い人類を想おもい、空そらはその可能性の一つを、大声で笑って語った。




「地球おうちどころか太陽系──いや？　うっかり間違えて宇宙ごと壊しちゃって～」

　そうして、渋々と新天地を求めて──この世界デイス・ボードへ。

「〝世界間航行〟で『コッチ来ちゃった♥』とか──ははっ!!　ありそ～ぉ♪」

　──この世界デイス・ボードの、あらゆる種族を、はるか彼方かなたへ置き去りに。

　良くも悪くも、誰も──人類さえ想像出来なかった場所にいるだろう、と。

　確信に笑った勢いのまま……遠のいていく空の意識に…………

　つられるような、笑い声が……響いた────

【ヌァハハハ──ァ!!　スケールがデケえ。最高じゃねえかよおい気に入ったぜ】

　…………遠のいていく男の姿に、声に、空は。

【応ともよ。世界なぞ食い潰つぶしていいのよ。砕いて溶かして燃料にして加工して】

　コイツは誰だ……？　とした思考を訂正した。

　──〝コレ〟は──〝何ナンだ〟……？　と……

【おめえらの神おやがなんぞ思ったか知らんがよお。親超えんのが子の務めだろおよ。宇宙を壊す。上等。親が想像もせなんだ浪モ漫ンに創り直して突きつけんのが親孝行ってもんさな】

　何ど処こにでもいそうで──だが何処にもいなさそうな男のようなモノ。

　だがどこかで見た気がした瞳ひとみを、空はどこで見たか──思い出した。

　──神しん火び炉ろ……

　神の火柱と同じ瞳……否いな──同じ存モ在ノが──続けた言葉に──

【んで。どーすりゃんな子が育つのか。ちと子育てのコツ、訊きかしちゃくれんか？】

　────はッ、あっはははァ!!──知るかよ……

　そんなこと訊いちゃうよーなお利り口こうさんだから。

　こんな地精種おこさんになんじゃね～の？　〝パパ〟────





　　　　□□□






　────そして……いつからだろう。

「…………ター……マスター!?　どうかお返事を──どうか！　マスター!!」

　空はふいに、己を呼び続ける悲痛な声に気付き、重い瞼まぶたを上げた……

「嗚あ呼あマスターご無事で！　咄とつ嗟さに爆発を封じましたが万一があったかとっ!!」

　琥こ珀はくの瞳──十字と涙が浮かぶ、安あん堵どに崩れたその笑みに、空は──

　……はて……なにが起きたのか。ここはどこか……と。

　徐々に定まりゆく意識で、だが混乱からは抜け出せず、周囲を見み廻まわした。

　そして──視認した惨状に。

「……あ、な～るほど……あれが臨死体験かぁ……レアな経験したな……」

　そう同じく眼めを醒さまし、周囲を見廻した白しろと、揃そろって抱き合って。

　ようやく思い出した全すべて。冷や汗と──引ひき攣つった笑いを零こぼした。




　──それは、フィールの監査室から一望出来る工業施設プラント──だった。

　曰いわくジブリールが封じ、跡形もなく消し飛ぶだけで済んだ、それは。

〝不正〟──つまりは『科学』という奴の基本中の基本。

　空そらと白の、軽い『実験』の結果だった──そう、

「ほれみたことかでありまぁぁす!!　大・失・敗！　でありまああすッ!!」

　号泣するティルが、空と白に指示された実験だ。

　すなわち──展示かざられていた『髄ずい爆ばく』から取り出した『神しん髄ずい』に。

　同じく展示かざられていた初代頭領ローニ・ドラウヴニルの『巨乳神髄』と、全く同じ刻印を施す。

　……元となる『神髄』の概念が違う。

　同じ改かい竄ざん刻印を施ほどこしても無意味と。全方位から飛んだ声は華麗に無視し。

　物は試しと。空と白の軽いノリに従った実験、その〝大爆発けつか〟に────

「失敗？　なにが失敗なもんか〝大成功〟じゃねぇかっ!!　はっはぁ!!」

「……想像通りの結果……〝想像外の結果〟って、結果……よっし……」

「これが成功でありましたら自分、生涯成功しかしてないであります！」

　上機嫌に笑って答えた空と白に、ティルは涙目で食ってかかるが──

「その通り。ティルは今──ただ二人だけが到み達えた神域の、扉を開けたんだよ」

　そう──フィールもクラミーも、平静を取り戻したジブリールさえ。

　信じられぬ様子で眼を剥むく結果ばくはつでなく、副次結果に──空は嗤わらって思う。




　──誰が言ったか〝失敗は成功の母〟……ああ、くだらない。

　失敗しない種族にとっては、それさえも馴な染じみがなかろうが。

「ティルの過去全ての失敗は──今、この瞬間、全て成功に変わったのさ」

　──〝成功〟など──ただの迷走の副産物。

〝失敗〟にこじつけた、結果論なまえにすぎない。

「なにが間違っていて……なにが失敗だったか、誰にもわからないんだよ」

　そう──本当に間違っていたのか。本当に失敗だったのか。

　──本当に……逃げていたのかさえ……誰にも……

「それが下手にわかっちまうのが地精種ドワーフで──だから、ヴェイグは負ける」

　そう不敵に断言して、やおら──

「──さ～て？　〝ヴェイグに勝つには協力しないとな。心の友〟？」

　と──実証で以もつて〝勝機かちかた〟を明かした二人に、改めて向き直って。

　二日前と同じ言葉を、だがとびっきり皮肉な笑みで告げた空そらに──

「……………………クラミー？」

「空の言う通りよフィー。私達たちどころか……空達だけでも勝てないわ」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたように無理した笑顔でクラミーに目配せしたフィールに。

　どこか悟ったような苦笑で断じたクラミーに──二人渋々と、頷うなずき合って、

「いいのですよぉ……〝親友として～ソラさん達の勝利に尽力する〟のですよぉ♪」

「その代わり、勝ったらお礼は貰もらうわよ？　〝友達として〟──ね？」

　同じく二日前の言葉と、空の言葉で──『取り引き成立』と、応じた。

　そして満足げに頷いた空が、

「んじゃジブリール。軽～くヴェイグんとこまで転移して、日程通達を頼む」

　獰どう猛もうに嗤わらって続けた言葉に、ジブリールは一礼し虚こ空くうに消えた。すなわち──

「──四日後、正午開始だ。会場、機体、参加者は──十分前まで秘密だ♪」

　勝負するなら、相手の独壇場アウエーでなく、自分の独壇場ホームに限る──と。

　──〝主導権〟を渡すのは、いくらなんでもナメ過ぎだ、ヴェイグと……





　　　　■■■






　……一方その頃……エルキア首都のはるか北西の宿場町。

　小さな『薬屋』の扉──《営業停止処分》と書かれた札が貼はられた、扉の奥。

　店内には、カウンター越しに笑顔で従業員に迫る赤毛の少女がいた……そう。

「さあ。ソラのところへ案内なさいな♥」

　クラミーとフィールが、三週間探し廻まわって見つけられなかった空達の居場所を。

　たった三日弱で突き止めたステフが、笑顔でイミルアインに詰め寄っていた……




「……【質問】当座標を特定した方法が不明。……どうしてここがわかった？」

　有無を言わさぬ笑顔に、何かを感じ、機凱種エクスマキナながらに気け圧おされて。

　そう問うたイミルアインに、だがステフは更に笑みを深め答えた。

「簡単ですわ～古今東西、行政で最も優秀な人材部署に一ち報くっただけですわ？」

　──嗚あ呼あ。何な故ぜか常に有能な人材が集まる国政機関──すなわち。

「税務局に〝紙し幣へいを扱う無許可店舗だつぜいぎわくのみせがある〟と……翌日ここが割れましたわ♪」

　以上。あとは礼状を取り付け、馬車で移動する時間だけだった、と。

　あくまでも和なごやかに、温和な笑顔で語る少女に、イミルアインは──

「────し、【質問】紙幣に限定着目した理由が不明」

　思わず一歩後ずさり、混乱エラーと警戒アラートに揺れる演算器あたまで、重ねて問うが。

「反乱クーデター一週間未満で紙し幣へい通貨発行。二週間未満で流通？　あり得ませんわ」

　少し冷静に考えればわかること、と。

　即答し、かつ断定して、笑顔のまま答え重ねる声は。

「まるで反乱クーデター前から眼めをつけてたようですわね。それとも？　ソラ達たちが帆ほ楼ろうのグラビアで大々的に大量印刷機を宣伝して眼をつけさせた、と言ったほうが正しいですわね♪」

　ついに言葉を失ったイミルアインを余よ所そに、一転。




「でも──ソラとシロはお金集めかねもうけに興味ありませんわ」

　笑顔を打ち消して、やはり断定口調で。

　誰より二人を知ると主張するような声は、徐々に熱を帯びて続き──

「じゃあ集めてるのは紙幣ですわ。他ならぬ二人が反乱クーデターを起こさせた《商工連合会》が発行する〝紙幣しこみ〟──シロかそれこそ機凱種あなたしか解よ読めない〝暗号しこみ〟！　いち早く紙幣に対応すれば競合業者乱立まで、制限時間タイムリミツト付──でも一極集中して集められる〝情報しこみ〟ッ!!」

　そして──再度一転。




「その情報が『薬』の正体ですわ。詳細を教えて貰もらいますわ♥」

　改めて断じた笑顔に──〝ごくり〟と。

　機凱種イミルアインの身では、分泌されないはずの液つ体ばを呑のむのを錯覚した。

　──他ならぬご主人様と妹様に、政治を全すべて任され──信任されている事実。

　その重みを今更に解したイミルアインは眼前の笑顔を『脅威ゲフアール』と定義した。

　当該名称不明女性は──こと政治・経済にかけては。

　──紛まごう事なき超一流……〝本物〟である──否いな……




（【訂正】論理的に自明の事実。当機の考察に深刻な欠損があった。それだけっ）

　そう、何な故ぜなら彼女は──

　多種族連邦という、前代未聞の構想を、ほぼ一手に任されているのだ。

　他ならぬあの『　　おふたり』の〝背骨〟──紛まぎれもない超一流Ｐｌａｙｅｒに決まっていた……っ!!

（【破綻エラー】でもそう認識不能おもえない。何故!?　そう見えないのに！　名称不明なのに！）

　だが矛盾と葛かつ藤とう、エラー渦巻くイミルアインの内心など興味もなさげに。




「もう一度だけ言いますわよ？　ソラのところへ案内なさいな♥」

　笑顔で──だが据すわった眼で告げる声に、

「……【拒否】当機はご主人様の留守。妻の任務遂行中。ご主人様の、妻フラウ……ぽっ」

　だがイミルアインは、脅威ゲフアールと告げる思考を黙らせ抵抗した。

　まず第一に、ご主人様の命令は絶対。完遂する。そして第二に──

「要求じゃなく命令ですのよ──私わたくしに〝最後の手段〟を使わせないでくれますの？」

「【嘲ちよう笑しよう】名称不明女性に当機への強制手段。存在しない。【是非】使ってどうぞ──」

　と確信を告げるイミルアインは──だが。

　続いた言葉に『脅威』と定義した思考こころの根拠を知った。すなわち──




「ソラのこと好きって受け入れますわよッ!?　いいんですのおお!?」




「【撤回】【訂正】【謝罪】【承伏】命令を承認した。ご主人様の所在へ連行。直ちに実行する。出力制限セーフモード解除。【典開レーゼン】『偽典・天移シユラポクリフエン』……【懇こん願がん】だからそのぅ……やめてヘアウフぇ？」

　──根拠はない。

　だが元より心に根拠など不要、と断じて。

　イミルアインは問答無用の脅迫と認識した言葉に、全面降伏した。

　何な故ぜかはわからないまま。だが──己を偽っている、この恋て敵きが。

　己を偽るのを止めたとき──この恋ゲーム──勝てる気がしない、と。




　──ご主人様どころか、妹様ごと、陥落される脅威よかんだけを胸に。

　果たしてイミルアインは、恐るべき恋敵を連れ空間を跳躍した。












　かくて指定の日……ゲーム開始時刻まで残り一時間と迫る中。

　空そらは固い座席シートと膝ひざ上の感し触ろ以外は判然としない闇やみの中、背後から──

「拡張霊装……接続！　起動させる、でありますよ……っ!?」

　ティルが叫びと共に大槌ハンマーを振り下ろし、足下に打つ音が響くのを聞いた。

　──お願いだから、無事起動して、と。一同が内心そう祈った──直後。

　刻印を駆ける精霊の光が、狭い闇──三人が乗り込む〝操縦室コツクピツト〟を照らし。

　続いて〝機体〟の視界が操縦室コツクピツトの全面に映し出された。




　──そこは、遙はるか昔に遺棄された地下廃はい墟きよ都市。

　永久なる神火以外、全すべて停止とまつた工場跡を鉄てつ屑くずが埋め尽くす『廃棄物処理場』。

　棄すてられた不要物が集う地──すなわち〝指定の会場〟であり──そして。

　そこに佇たたずむは、巨大な人型機械。両手に重厚ヘビーな機関砲ガトリングを装備したその機体が。

　夜や叉しやの構えから左手を廻まわし、八時の方角へ発砲した様に──

「うっし！　問題なく動くぞティル！　白しろはどうだっ!?」

「……おーる、ぐりーん……射撃、は……まかせる、の……っ」

　狭い操縦室コツクピツト、単座に座る空と白は、それぞれ両脇の操そう縦じゆう桿かんを握り確認しあう。

　空が右、白が左の操縦桿──触しよく媒ばいを感応鋼オリハルコンの手袋で掴つかみ、己の体を動かすように念じ、イメージ通りの『カッコいいポーズ』を取った機体に、二人は満足げに頷うなずいた。

　己の体のように──否いな。二人で一つの機体を。

　己の体より軽やかに操った二人笑みの──だがその背後では……、

「好調グリーンじゃないでありまぁす……今のでもー画面真っ赤っかでありま～す」

　複座に座り、大槌ハンマーの柄つかを掴むティルがそう悲壮に訴えた。

　ただ起動して、動作確認しただけでエラー表記に染まった真っ赤な画面に、

「本当にいいでありますね!?　そら殿としろ殿──はともかく、自分と三人で頭領と闘やる──四日の突貫工事、上う手まく行った保証はないでありますよ!?　別に四十年工期でも保証はないでありますがっ!?　じ、自分死にたくないでありまーす……」

　そう……霊装による戦闘。その損傷ダメージは全て〝核コア〟──核かく媒ばいに収束する。

　つまり空と白が握る操縦桿、ティルの大槌ハンマーが壊れたら敗北というゲーム。

　互いの機体を壊すことは不可能な超安全バトルゲームは──だが……




　──霊装同士の衝突とは無関係な損壊ダメージまでは。

　具体的には〝暴発〟など──勝手に壊れる分には保証外である……故に。

　無事起動してくれた──開幕前敗北スタートまえデツドエンドがなかった事に安あん堵どしたわけだが。

　今もいつ暴発しても『でありますよね』と頷く他ないというティルの訴えに、




《──本当にジブリール抜きで、上手くいくんでしょうね？》

　だが応こたえたのは、空そらと白しろ、ティルの操る機体の視界、はるか遠く。

　廃工場の一つ──その頂きで時を待ち佇たたずむ機体からの通こ信えだった。

　視界を拡大ズームしてやっと見えるその輪りん郭かくは、だが明らかに一機だけ系統ジヤンルが違った。

　巨大ロボというより、どこぞの遺跡で番ボ人スやっているのが似合う鋼鉄の巨人アイアンゴーレム。

　洗練された素朴な造形は花々で飾デコられ、幾いく条すじもの精霊光の軌跡ラインが浮かんでいた。

　ともあれ、そのクラミーとフィールが搭乗する機体ゴーレムからの通信に──

「ああ……ジブリールはこのゲーム、参加出来ない──わかってたことだ」

　だが空は、元より予定通りと苦笑で応じた。

　なにせ──天てん賦ぷの差は絶対なのだ。ああ、過ぎたる天賦もまた。

　具体的には、同期するとあまりの精霊量に感応鋼オリハルコンが蒸発した──天賦デタラメの場合。

　ゲーム参加権さえ満たせず、ティルの隠れ家で拗すねるしかない天賦ジブリールを想おもって、

「それより──そっちこそホントにクラミーの操縦で闘やれるんだろうな……？」

　と、空は〝もう一つの天賦〟の方をこそ、困った苦笑を浮かべて問うた。




　機体テストの際──試しに、と操縦したフィールが、機体の両手足を同時に前に出して、挙げ句に躓つまずき頭から地面に突き刺さらせた、想像を絶する〝天賦ぶきつちよ〟を、だ。

　……念じれば己の体のように動く機体で、どーすればそーなるのか。

　もはや天賦というより、種族的に道具を使えない〝呪のろい〟の類たぐいを疑ったが──

《……こっちもわかってたことよ。フィーよりはまだ私のほうが動けるもの》

《わたしは～〝こっち〟でぇ補助サポートするのですよぉ。適材適所なのですよ～♪》

　その声が示すは機体背部に積載する、規格外オーバードな不明物ユニツト──木製らしき異様な巨砲。

　つまりはクラミーが操縦を担当し、フィールは射撃を行う──だがそれは、

《……最後の確認よ？　私達たち──本当に勝ちに行っていいのね？》

《ソラさん達こそ～──取り引き通りに闘やれるのですかぁ……？》

　──同じ人の身である『　　ふたり』と、条件は同じだろう、と。

　どこか複雑に念押しするクラミーと、鋭く探るフィールの声に──だが。




「安心しろ、こっちもゲームやるからには──楽しませて貰もらうから♪」

「……ちゃ～ん、と……満足する、まで、は……〝遊ぶ〟の……っ♪」

　空と白は、何ど処こまでも気楽そうに、ヘラヘラとそう答え──続けた呟つぶやきは、

「むしろヴェイグを相手に闘やれる奴なんか──たぶん『　　くうはく』だけだ」

　──〝タネが割れるまでは〟という補足は、だが内心に留とどめて。

　疑念を無視し、空と白は開始時刻を待って揃そろって目を閉じた────




　……感応鋼オリハルコンの手袋で掴つかむ操そう縦じゆう桿かん──空と白、そして──ティル。

　三人の魂を同期した三つの核かく媒ばいを繋つなぎ……一つの機体を動かす。

　心で手を取り合うような、感情が並ぶ感覚に、空そらは想おもう──

　──悪くない……自分の上で白しろが寝ている時の感覚だ。

　鼓動が、呼吸が、感情までもが仄ほのかに重なる……つまりは、いつもの感覚だ。

　触しよく媒ばいで繋つなぐまでもなく、心地よい緊張と鼓動とが同期する空と白に──だが。

　唯一、同じく繋がるはずのティルだけは────

「……ゲーム開始時刻……六〇〇秒前……で、あります」

　不安げに呟つぶやいたその声に応こたえるように、装置が打ち上がった。




　細かくばらけ天井に張り付いたそれは、無数の撮影機カメラと転移用アンカーだ。

　会場も、こちらの機体も、開始十分前まで全すべて秘密というこちらの指定に。

　ゲームを国内全土ハーデンフエルに中継放送するためヴェイグが用意させた機材である。

　世界第二位の領土を有す大国の、全映像機モニターへ注そそがれる地精種ドワーフの視線を感じながら。

　──空と白とティル。そして、クラミーとフィール。

　二つの機体、五人それぞれが、神しん火び炉ろの燃音だけが響く静寂の中。

　ゲームの開始時刻と、対戦相手の到来を待っていると──果たして、




『レッッッパアァアァアリイィイィイ────ッッ[image: ]』

　それは──通信でなく、外部スピーカーから爆音で轟とどろく叫声を引っさげ。

　アンカーを介した疑似空間転移デミ・シフトの蒼あおい粒子光を連れ、会場の宙高く現れた。

　そして砲弾の如ごとく、鉄てつ屑くずと瓦が礫れきを巻き上げて着地した、流麗な銀の機体は。

　六日前見た機体と、一点だけ異なっていたが、それでもなお──

『ヲラ中継!!　ＢＧＭテーマソング鳴ってっかァ!?　勝利後の実況解説ハイライトも準備はイイかァッ!?』

　背部から左手で引き抜いた規格外オーバードな『巨大剣』を無数の撮影機カメラに向け。

　ハーデンフェル中に向かって勝利宣言してのけるモノだった。

　──それを何な故ぜと問う地精種ドワーフなどいるはずもない。何故なら──

『オレサマ──ハーデンフェル〝大〟頭領サマのご登場だァ──ァアッッッ[image: ]』

　事実、それが最も優れた地精種ドワーフ──当代無二の天てん賦ぷとその霊装けつさく故に。

　…………、

　中継先でどんな喝かつ采さいやＢＧＭが響いているか、空達たちには知り得ないが。

《…………ン～で？　ここが会場なァ、マ別にドコでもかまーネェがァ……？》

　さしあたり、虚むなしい反響と、無言のノーリアクションで以もつて応えた現場に。

　若干拗すねた様子で通信に切り替えて──機体の頭部を彼方かなたへ向け──一転。

《ンなショッペェ機体で、オレサマに勝つ気でいるたァ──ザケてンのかァ？》

　そう失望色濃く、咎とがめたヴェイグの通信に会場内の誰もが──認めた。

　──〝ああ……ふざけているとしか思えない〟と……

　ヴェイグの機体を前には、フィールさえ自機の劣等を自じ嘲ちようせざるを得ず。

　あまつさえ──空そらと白しろとティル。三人が操る機体は──

《……ソッチに至ってァ〝借りモン〟だァ？　バカにしてンなら即ツブすゼ？》

　──そう……〝借り物〟。

　頭領府に展示されていた、六〇〇〇年前の──初代頭領ローニ・ドラウヴニルの機体だ。

　過去の遺い物ぶつ。まさに骨董品アンテイークであり──かつ肩の『巨乳神髄いまわしいモノ』は撤去済みである。

　軽視も失望も当然。ヴェイグの機体より劣っていることに、誰一人反論はない。

　ああ──反論はない……反論は。だが！




「テメ[image: ][image: ]にだけは言われたくね[image: ][image: ]ええッ!!　ふざけたバカはどっちだあッ!?」

　ツッコみはある、と──ッ!!

　操縦室コツクピツト内の白とティルの顔──否いな。会場内のクラミーやフィールはおろか。

　中継を見ている会場外ジブリールさえ同じくしていよう思いを代弁し空は吠ほえた。

「ついに生命かすら不問かよ!?　『巨乳ロボ』でキメ台詞ぜりふ並べて正気かキサマ!?」

　……たゆゆんっ、……と……

　苛いら立だたしくも健やかに揺れる──先日に見た機体とは異なる、ある一点。

　とってつけたような〝巨乳〟に誰もが顔を歪ゆがめ〝嫌悪〟を訴えた──が、

《ッハァ～……あの原石パイオツに降りて来た啓示インスピレーシヨンをウケて更なる理想げんかいの先に至った、この巨乳げいじゆつがわからねぇたぁ……テメ、ナニ？　アレかァ？　銅像アートもわからねぇチッチェ系？》

「銅像アートがおっぱい揺らすか!?　つ～か上げんな寄せんなうねるなァッ!!」

　意に介さず己が機体パイオツを誇こ示じするヴェイグに、空は堪たまらず頭を抱えた。

「……なあ。ゲームジャンルもそうだが先鋭化は間口を狭めんだよ……先鋭し過ぎて針先より小さくなってるその視野広げて一般目線で──せめて機体ごと女性型にしね!?」

　何がムカつくってソレがバーチャ○ン的女性ロボならまだしも。

　流麗な機体に、ボインと付けただけの揺れる鉄てつ塊かいであることだ。

　……何な故ぜ揺れる。液体金属もそーは揺れないだろ!!

《シャーネーだろこの機体コイツで闘ヤるつったンだからヨォ!?　造り直すなァルール違反だろ!?　造形微調整パイオツつけるくれェは性能に影響ネェだろって──オレサマも断腸の思いでだなァ!?》

「そのまま腸はらわたねじ切れとけ!!　なんで闘ヤる機体につけるのに拘こだわったァアッ!?」

　などと、通信越しに交わされる、聞くに堪えない応酬とは、全く関係なく。

「……ゲーム開始時刻……六〇秒前……で、あります……」

　なおも不安が増していく様子で呟つぶやいたティルの言葉に合わせるように。

　──正午の前触れを報しらせる神しん火び炉ろの蒸気音が、廃棄物処理場かいじように響き渡った。




《……ンじゃマ──ルールも賭け金チツプも変更ナシ──》

　どちらに反応してか、ヴェイグの機体が手を翳かざし、続けた。

《オレサマがテメェラ全員の核コ媒ア壊すか、テメェラがオレサマの大コ剣ア壊しャー決着……ちなみに〝参加者〟はこれで全員かァ？　途中参加らんにゆうアリなら今のうちだぜェ？》

　ジブリールの不在を〝なんとなく〟察し、不敵に問うヴェイグに。

　だが空そらと白しろ、ティルもまた機体の腕を翳して、答える。

「や～、俺ら友達少なくてな。会こ場こにいるこのメンツで全員。乱入はなしだ」

「……霊装、刻印術式以外の、魔法、禁止……どーせ使えない……問題なし」

《親友がそう言うのでぇ～、問題大ありでもま～ガマンするのですよぉ～♪》

　不満と未練たらたらにフィールも同意する中、ヴェイグはと僅わずかに苦笑。

　唇を歪ゆがめるようなその声が、これぞ本題とばかりに重たく響く。




「ンじゃ殴わかり合おうかァ？　テメェの〝魂〟──オレサマに納得みとめさせナ」

　そして各々三つの機体と操縦室コツクピツト内の六人が手を翳し声を響かせる。

　──【盟約に誓ってアツシエンテ】と唱和した声に──

《ッハ！　クソ姪めい、テメェも参ち加かうのかァ……逃げンナァ終シマイってかァ？》

「…………っ」

　ティルのか細い声を聞き取ったヴェイグが、愉快に笑って続ける。

《イっとくゼ。約束ァ約束だァ、オレサマに手加減は期待すんじゃネェぞ》

　──……ギリッ、と……

　震えて掴つかむ大槌ハンマー──核かく媒ばい越しにティルの心が仄ほのかに空と白に伝う。

　……それは、飛べない身で〝天そら〟へ臨む者が抱く、当然の感情。

　天に身を投げ出す──〝恐怖と不安〟による手の震えは──だが。

　二人そらとしろもまた、ティルと心──感情を同じくすると気付き、僅かに治まった。

　そう……ティルと同じ〝恐怖〟に──極限まで研ぎ澄すまされていく集中と。

　果たしてティルも同じ──不安故にこそと〝期待〟に満ちる気配を感じる。

《……ヲゥクソ共。ちと賭け金チツプ追加させナ。ドコをツツいてクソ姪の〝ヤル気スイッチ〟挿いれたかちと聞かして貰もらうゼ？　負けた後──意識取り戻してからでイイからヨォ》

　そう獰どう猛もうに嗤わらったヴェイグに──だが答えたのは正午を告げる灼しやく熱ねつの業ごう火か。

　ゲームの開幕を報じる『神しん火び炉ろ』が喇らつ叭ぱを噴ふき上げると、同時────

　真しん贋がん混じる鉄てつ塊かいが、神火より高く爆音を連れ衝突した。





　　　　■■■






　──ゲーム開始を告げる神火の憤音と同時。

　クラミー達たちが搭乗する機体ゴーレムは、即座に身を翻ひるがえし廃はい墟きよに姿を隠し。

　そして、空達が操縦する機体もまた、躊ちゆう躇ちよなく後に退げを選んだ。

　ヴェイグの機体性能スペツクは不明。だが自機こちらを上回るのは確実。

　まして操縦者は地精種の頂点ヴエイグ。元より近接戦など論外だ。

　故に、機関砲とびどうぐによる中・長距離戦に臨んだ空そら達たちは──だが、




《ン～じゃ小手調べだァ……バカにしてンのか確かめるゼ。流石さすがに避よけろよなァ？》

　四〇〇ｍ彼方かなたから悠々とこちらを見送る機体からの通こ信えを聴いた──直後。

　──飛来した〝ナニカ〟が瞳ひとみに映った、と脳が認識するより疾はやく。

　空も白しろも、ティルでさえも……次に認識出来たのは──ただ一つ。

　記憶が数秒抜け落ちたかのように脈絡なく。あまりに唐突に。

　四〇〇ｍ彼方にいたはずの──〝眼前の〟ヴェイグ機、振り上がる光迸ほとばしる巨大剣が。

　ゾクッ──と……自機を縦に割る確信に粟あわ立だった皮膚の感覚だけだった……

　────、

　……投とう擲てきした巨大剣をアンカーに、眼前へ《疑似空間転移デミ・シフト》した、と……

　ヴェイグ機の左手が柄つかを掴つかみ直す様に、空の理解が辛くも追いついた。

　だが理解したところで、もはや回避行動はおろか微動だにも叶かなわない。

　空は文字通り全霊──魂を載せた一刀が、自機を捉えるのを漫然と眺めた……

　機体を空達の命たましいごと刈るに足りて余る一いつ閃せん……本来、即死を意味した斬撃は。

　だが『盟約』とルールに従い空と白、ティルの核かく媒ばいに収束する──そう、

『ッッぁっ────────ぁぁアああああアアアアァァアアアア──ッッッ!?』

　同期した核媒を襲った衝撃に、空達は悲鳴を上げた────




　────…………

　気が付くと、空は爽やかな風が凪なぐ丘で。

「……マスター。何な故ぜ──どうして……〝逃げる〟、のでございますか……？」

　そう悲しげに、胸の連峰を揺らすジブリールを前にしていた。

「私この身む体ねはマスターのもむのね……なのに一度もお揉もみいただいてございません」

　──え……逃げるっつーか、むしろ必死に、堪こらえてんだけど。

「どうしてでございますか？　私如ごときの身体おつぱい、使も用むに値しないのでしょうか？」

　──や……どうしてって、だ、だって妹──白もいますしと。

　瞳を潤うるませる巨乳ジブリールの誘惑おつぱいを拒む口実を探し泳がせた視線は……だが。

　隣で微笑ほほえむ白──巨乳幼女ロリきよにゆうが『ＧＯ』と親指立てる笑顔をこそ映した。

「男としてのご自分に、自信がないから〝私パイオツ〟から逃げるのでございますよね」

　──え……あれ？　俺……逃げてた……っけかなぁ……？

「マスター……パイオツは怖くありません。恐れずどうか勇気を出して……」

　──あ……逃げてたよーな気がして来ましたハイだって……と。

　空はふくよかな巨乳を〝揉んで〟と請こう祈りに応こたえるように、腕を伸ばした。

　だってコレで拒むなら、むしろオトコノコとして恥ずべきであろうと。

　巨乳妹しろがＯＫと言うなら、元より遠慮する動機などあろうはずなしとッ!!

　かくて嗚あ呼あ……〝幸せ〟に形があれば、こんな感触に違いないと！

『……にぃ……偽乳……だよ、眼め……醒さまし……て──っ!?』

　不自然に柔らかい幸福を手で揉もみしだいていた空そらは、遠く響いた声を聞いた。

　そう……何ど処こか遠くから──隣の〝巨乳妹ニセモノ〟からではない声に────ッ！

　────……………




　そう──所しよ詮せんは偽物……〝本物の白しろ〟には及ばぬ──とッ!!

　確たる意思で幻覚を抜け、白ホンモノが待つ操縦室コツクピツトへ意識を戻した空は──

「ってうぉおい白!?　妹（十一歳）の巨乳揉む兄とか満場一致有罪判決じゃ──」

　幻覚で堪たん能のうした幸福かんしよくが膝ひざ上の巨乳化した白のだった己が罪に慟どう哭こくした。

　だが慌てて放そうとした空の手を──逃がさぬ!!　と白はガシと掴つかみ。

　なお刑期を加算したいのか、空の手の上から自分の巨乳を揉みつつ──告げた。

「……偽乳のほーが優れてる！　偽乳……詰め物パツド……!!　なら……揉んで触って……何しても……大丈夫セーフっ！　むね、詰めた〝風船〟……触る、の……問題アウトっ!?」

　…………、

　…………あれ？　言われて見れば……と納得しかけた空は、












「…………んっ♥」

「そ、そら殿……しろ、殿!!　そ、操縦……ど、同期外れてる、でありまぁすっ!!」

　白しろの嬌きよう声せいを遮断なかつたことにしてくれた声──同じく巨乳化したティルに感謝し、

「冷静になれ白!!　妹の胸に風船を詰めて〝大～丈～夫コレ風船だからぐぇへへ〟って揉もんでる兄、まず頭がどーかしてるし！　世間的にもどーにかされちゃう案件だぞ!?」

　大きく亀裂が入った操そう縦じゆう桿かんを掴つかんだ空そらが、叫びつつ戻した視界に映った光景──

　遠く離れたヴェイグ機が生んだ惨状に、白とティルも青ざめ喉のどを鳴らした。




　──空白機の胸部を捉えかけたまま、振り抜かれたヴェイグの一刀。

　剣の『巨乳神しん髄ずい』──概念共鳴かきかえ機まで起動させた一振りは、会場の鉄ゴ屑ミ山を割った。

　だが、三人が戦せん慄りつするはその威力にでなく、まさにその惨状を生んだ──当事者ヴエイグ。

　具体的には、白とティル同様に──ヴェイグ機の足下に転がる石像。

　打ち捨てられていたと思おぼしき少女像まで巨乳化させてた変態にであり──

《チッ、オレサマの理想の巨乳パイオツを拒む。選えり好ごのみたァ……ナニサマだ童貞がァ》

「石像すら巨乳以外認めねー選り好み極めたテメーはヘンタイサマだろがあ!?」

　すなわちヴェイグにドン引きする一同を代表して吠ほえた空は、続いて。




　──承知の上だったが、なんと恐ろしいゲーム、と三人揃そろって戦慄した。

　……攻撃ダメージは核かく媒ばいに収束する──そう、感応鋼オリハルコンで魂を同期した核媒に。

　つまり文字通り霊装たましいで殴り合い、その魂が己を凌りよう駕がすれば、先程のように侵食。

　そして心が折れれば──操縦桿に入った亀裂が示す通り、核媒も砕おれる……

　ああ……正しく『性癖たましいの殴り合い』である……ッ!!

　機体は壊れず安全。だが下手すれば石像も見境なしの巨乳至上主義になる!!

　……死ぬのとどっちがマシか、少し悩むラインである……っ!!




《……ッハ……ありえネェなァ……？》

　そんな恐怖に、警戒心を剥むき出だしに身構える空達たちの機体をよそに。

　対たい峙じする機体ヴエイグは、心底愉たのしげに、この一瞬に起きた不可能ありえネエを問う。そう──

《まず、クソ姪めいの精霊量が〝オレサマと互角〟たァ……ありえネェ》

　そう──空達が操る機体は、唯一ヴェイグに比類するかつての才能の傑けつ作さく。

　初代頭領ローニ・ドラウヴニルの機体。『巨乳神髄』抜きでもヴェイグ以外動かせぬ代物。まして、

《ンな大質量デカブツを疑似空間転移デミ・シフトさせて──ンでこの火力？　ありえネェなァ？》

　そう──つい今し方ヴェイグ機がやってみせたように。

　空達も輝く斬撃が振り抜かれる前に、ヴェイグ機後方へ疑似空間転移デミ・シフトし、回避。

　そして転移直後──両腕の機関砲ガトリングに火を噴ふかせ、砲弾の雨で追撃を牽けん制せいした。

　その弾幕が、遮しや蔽へい物ぶつとなった廃はい墟きよごとヴェイグ機を貫いて足止めした。

　ヴェイグと同次元の精霊量なしには、不可能なはずの大火力の砲火に──

《ンが、ナニよりありえネェのが──》

　それ以上の不可能ありえネエ、と愉たのしげに。だが獰どう猛もうな声音で、




《反応できず避けてオレサマの追撃を迎撃──どんな手ェ使いやがったァ？》

　そう。空そらも白しろも、ティルさえヴェイグ機の機動に、反応も出来なかった。

　まして斬撃を完全には避よけられず、数秒──意識さえ幻覚に落ちていた。

　では、その一連の全すべて。

　──反応も意識もせずやってのけたカラクリを問うた通こ信えに──

「はは、ゲームであり得ない？　なら〝不正イカサマ〟に決まってんだろ♪」

「……この不正イカサマの……タネ……暴けるなら……暴いてみる……の♪」

「ぁあの！　お二人冷や汗ダラダラなの言わないほーがいいでありますかッ!?」

　余裕を繕った空と白の挑発を、余計な発言で台無しにするティルに、

《ッハ!!　ジョートー……ラクにタネ割らせて、ガッカリさせンじゃネェぞ？》

　そう不敵に告げ身構えたヴェイグ機に、改めて空気が張り詰めた。




　ああ……ヴェイグが問うた〝ありえネェ〟に。

　──〝回避できたこと〟は含まれていない……

　言葉通り小手調べ、回よ避けて当然の一撃だったと、理解させる緊張感に。

　ここからは本気で征いくと。再度仕掛けるヴェイグの機体が地を蹴る──

《──ンが、そのマエに》

　と見せかけた所を、一片の迷い無く──

《バレネェと思ったか〝クソ素材パイオツ〟──ナメてんのかァア!?　ァンッッ!?》

　──バレる、とむしろ何な故ぜ思えたのか。

　左拳こぶしを機体ごと振ったヴェイグが、唐突にそう吠ほえた。

　────七〇〇〇ｍ超の彼方かなたから魔法──光にさえ迫る速度の砲弾。

　ゲーム開始直後に隠れた、クラミーとフィールの機体が背負っていた──巨砲。

　規格外巨砲オーバードウエポンから放たれる、油断した刹那の狙そ撃げき。認識さえ赦ゆるさぬはずの魔弾は。

　だが〝なんとなく〟だろう──ヴェイグには想み像えたその弾道に、拳けん撃げきが迎えた。

　──砲弾を迎撃する鉄拳。衝突──閃せん光こう。そして衝撃波ごうおんで。

　辺り一帯の廃はい墟きよを倒壊せしめなお悠然と佇たたずむ機体ヴエイグから、続いて──




《……ァそっか～……オレサマぁ……生きる価値ネェゴミ虫だったのかァ……》

　と鬱うつな通こ信えが、全員の耳に届いた……が。それも一瞬──

《──てェッぶネェな腐れ素材パイオツ！　ナンのマネだァ危うく病ヤみかけたぞ、ヲィ!?》

　続いた二発目の回避が辛くも間に合う程度には立ち直り。

　そう明確に、恐怖と焦しよう燥そうを込めて吠ほえたヴェイグに答えた通こ信え、

《何ってぇ？　魂をぶつけ合い──わたしの性癖たましいをぶつけただけなのですよぉ♥》

　再び姿を消した機体、フィールの通信こたえに空そら達たちは改めて戦せん慄りつした。




　そう──これが……この恐ろしきゲーム……っ

　まさに〝性癖たましいの殴り合い〟たるゲームで──かくして……!!

　瞬間的にヴェイグを鬱うつにした『魂フイール』が告げるは即すなわち────

《モグラさんとかぁ────『生理的に無理♥』なのですよぉ♪》

　──問答無用、純度百％直球の全否定──〝生理的嫌悪〟であった……

　ヴェイグが具体的に何を見、何を思ったか──空達にはわからないが。

《テメェ一人だけ趣旨シユシ違くネ!?　負けたらオレサマ精神的に死にかねネェぞォイ!?》

《好都合なのですよぉ？　わたしが勝ったらぁ～どのみちそう命じるのですよぉ♥》

　己を自己嫌悪に沈ませた強烈過ぎる魂に、戦慄おののいて吠えるや──ふと。

　────周囲を一いち瞥べつし、頭上を仰いだヴェイグは、

《……ッハ。マ──やっぱソーいうこったよナァ？》

　姿を消した空達の機体、一方的に己の位置を把は握あくしているフィールに。

《……確かに、機体はどんなでも、いくつでもイイし──会場に手ェ加えちゃダメってルールもネェなァ……？　なら会場も直前までヒミツと来りゃァ──なァ？》

　そう、空達の不正イカサマの一端を容易たやすく暴いた通こ信えに、空達は揃そろって背筋を震わせた。

　──あらかじめ疑似空間転移デミ・シフトのアンカーを打っていたから初撃を回避出来たと。

　同じく会場内に仕込んだ〝機関砲ガトリングの弾薬〟を補給していた空達は、




《会場そのものがテメェラの機体──『狩り場』でもイイわナァ？　ッハ……》

　だが〝なんとなく〟でその程度は読まれると百も承知。

　故に空達が背筋を震わせたのは、タネ一つ暴かれたことにではなく。

《……オレサマを〝獲物〟呼ばわりたァ──チョーシコキ過ぎだなァ……ヲイ》

　そう獰どう猛もうに牙きばを剥むいた顔が、明瞭に幻み視えたが故だった────





　　　　■■■






　そう──〝会場に手を加えてはいけない〟というルールはない。

　そして国全土ハーデンフエルに中継される会場内カメラ映像──敵の位置を親切に教えてくれる映そ像れを。

　操縦室コツクピツトで〝参加者クラミーたちが見てはいけない〟というルールも──また。

　かくて、空達の機体と、ヴェイグの機体が本格的に交戦し出した様子を。

　動力を止めて精霊反応を消し、廃はい墟きよの物陰に潜伏している機体ゴーレムの中。

　クラミーとフィールは──だが、険しく顔をしかめて観察していた。

　──元より機体性能スペツクでも操縦技術バトルでも勝算なし。

　故に機体に施ほどこす刻印術式は──機体性能向上スペツクアツプには一切施さず。

　規格外巨砲オーバードウエポン──火力特化の《狙そ撃げき砲》を機能させるためにこそ全すべてを注そそいだ。

　フィールの全霊を賭として編んだ刻印術式で、極限まで砲弾を加速させる魔砲。

　そしてヴェイグを圧倒出来ると断言した、フィールの強烈な〝魂〟……嫌い悪し。

　かく二つの『切り札』は、果たして──見事ヴェイグに侵食とどいた。

　ああ、空そら達たちとの〝取り引き〟通り、こちらにも十分勝機はある。

　想定通り。故にこそ、クラミーとフィールは画面に内心毒づく。

　────〝デタラメ共め〟と……

　ああデタラメだ。想定すれど理解及ばぬ不条理だ。例えば──




《ッハァ!!　弾の威力ァ大したモンだがァ──軽いネェ〝魂〟がヨォ!!》

　雷光の如ごとく天井に突き刺さった巨大剣アンカーへ、疑似空間転移デミ・シフトした機体デタラメだ。

　続いて《巨大剣》を無数の《曲刀》に変じさせ、弧を描く軌き跡せきを無量に描き。

　廃はい墟きよを縫い飛ひ翔しようさせた先々へ、縦横無尽に疑似転移デミ・シフトする──ヴェイグデタラメだ。

　あるいは、例えば──




《機体にャ届いても心オレサマにャ届かネェぞッ!!　テメェの魂の声はドコだァ!?》

　無数の《曲刀》──視認不能な速度で飛翔するそれらを回避した機体デタラメだ。

　どれが転移先アンカーか特定も、転移デミ・シフト後の反応も、不可能なはずの攻撃を──

《画一的巨乳以外認めんって叫ばれりゃ魂の声もツッコみ優先しちゃうんだよ!?》

《……にぃ……っ！　ツッコみ、より……シフト……っ！》

　──どうやってか特定して。どうやってか反応して。あまつさえ。

　背後に現れると知っていたように、砲弾の雨を浴びせ吠ほえる──空と白デタラメだ。

　──どうやって命中させている。

　クラミーとフィールの狙撃──亜光速の魔弾でさえ。

　油断があってこそ命中し、二発目は回避されたのに──

《知ってッかァ!?　パイオツの好みは自信テメエのデカさに比例すンだゼ小心モン!!》

《そ～かいならテメーは自信過剰だ!!　〝小せぇ男〟め、慎つつしみを覚えろッ!!》

《ンァッ!?　オレサマなァビッグだぞゴルァ!!　小せェなテメェンだろーがァ!!》

《器スケールの小ささだよ！　テメー今ナニを小せぇつった!?　ちち小さくねぇし!?》

　ヴェイグ機が回避出来ない体勢、刹那を当然の如く射い貫ぬいて。

　挙げ句空達の機体が背にしたビルの後ろしかくから、ビルごと一刀両断した斬撃──

《ハッ!!　ソコで〝デケぇ〟って言えネェのがチッせぇオトコなンだよォ!!》

《……にぃ……っ！　……正論、に……耳を、貸しちゃ……だめっ》

《正論って肯定フレンドリー・フアイアすんな白しろ!!　兄ちゃんの本気知らね──知ってたら問題だが!?》

　──いったい今のを、どうやって避よけた。

　見えたはずがない。反応さえ出来たはずがない。

　いくら空そらと白しろでも、その身はただの人──ッ!!

　まして──ッ!!　と。

　崩落するビルの中を抜けて迫るヴェイグ機の拳こぶし──疑似転移かいひが刹那間に合わず。

　直撃後転移した機体からの通こ信えこそ最も理解不能、とクラミーはついに喘あえいだ。

　すなわち────ッ!!

《[image: ][image: ][image: ][image: ]ッしゃァ問題ねぇえッ!!　げらうひあうせろ巨乳至上主義者!!》

《じ、自分っも！　ま、まだやれる……大丈夫、でありまぁすっ!!》

　──どうすれば、堪こらえられるのよ。

　どうすれば、そこまで〝巨乳を拒否つよくあれる〟の──っっ!?

　自分なら──最初の一撃で核媒が粉微塵に砕けただろうに──とッ!!

　何より巨乳の誘惑ヴエイグのたましいに堪えている不可能デタラメに、クラミーは内心絶叫する。

　あり得ないわ。異常よ。これがただの人類種イマニテイ？　ただの人!?

　断じてそんなの人じゃない──普通の人なら────ッ




《……にぃ……どーして、しろのおっぱい、否定する、の……？》

《────────はい？　え、白？》

　そう……普通の人なら──こうなるのだ、と。

　誘惑に堪えきれなかった白の、悲しい通こ信えがクラミーの思考に応こたえた。

　──ああ……危うく忘れるところだったわ、と。

　クラミーが微笑ほほえむや、阿あ吽うんの呼吸でフィーが機体を瞬時に再起動させた。

　そうよ……空達たちはただの人。迷いも失敗もする、普た通だの人なのよ、と……

　クラミーは、兄に〝究極の問い〟を突きつける白の通こ信えにそう安あん堵どした。




《……にぃ、ロリコンだもん、ね……つるぺたが、いい、よね……でも、しろ、成長しておっぱいおっきくなったら──嫌いに、なるの？　しろ、を……捨てちゃう、の……!?》

　──〝ロリじゃなくなった後どうするのか〟……と。

　そう、ロリコンの宿命的問題。究極の問いに──だが、

《だ・か・ら・ロリコンじゃねえつってんだろがぁ!?　っつーか!!　白が巨乳になろーが老婆になろうが何なら男になろうが!!　兄ちゃんが白を嫌うかよ──って泣くぅ!?》

　困惑する空と違い、クラミーは白の心が手に取るようにわかった。

　──ああ、白はヴェイグの魂に中あてられ、一時的に同調しているだけ。

　その言葉は本意ではない。だが──本心が一切ない言葉でもない……

　それを察せる故こそ空は戸惑うのだ。そして、

《ちょ、っと──と、頭領がッ！　頭領が来るでありますよおおおッ!?》

　混乱する空そら達たちの機体に追撃せんとするヴェイグ機を照準に捉えて──思う。

　ええ……所しよ詮せんは偽乳。何ど処こまで行こうと、パッドと同じ。

　──どんなに盛つよがっても、貧乳じやくしやが、巨乳きようしやになれやしない……だからこそ!!

　どうせ劣等感が拭ぬぐえないなら。

　巨乳があろうとなかろうと本質は同じなら────ッッ[image: ]




「なら──おっぱいあるほーが得に決まってんでしょ!?」




　刹那に白しろを理解したクラミーの、引き金を絞る指は、空の理解を超えた。

　──八二〇四ｍ。精霊反応すら消し身を潜ひそめた機体の──遮蔽物ビルごと穿うがつ狙そ撃げき。

　光の近似速で襲いかかる、不可知・不可避の魔弾は──だが、またも。

《──ッハァ!!　同じ手が二度通ると寝ボケたかァ!?　クソ素材パイオツ!!》

　クラミーを除いて唯一理解──否いな。またも〝なんとなく〟だろう。

　発射より早く弾道を捉えたヴェイグ機が、引き金が絞られる前に跳躍──回避した。

　不可避を避ける。矛盾を告げる通こ信えに、だが応じるフィールも驚きなく──

「はいなのですよぉ～？　だってこれはぁ～、一度目の手なのですよぉ～♥」

〝不可知は知れなかった〟ヴェイグを嘲あざける笑みで以もつて返した──と同時、

《うぉおお誰の許可とって人様の生存圏にいるのかねキミィ!?　去れ邪悪くろきあくまよ！》

《……っひ!?　は、はやく新聞……スリッパ──ご、ごきジェット……ぉ！》

《やはり自分正しかったでありまぁす！　頭領Ｇよりキショいでありま[image: ][image: ]す!!》

　ヴェイグが避よけた弾丸が穿った先──空達の機体に着弾したフィールの魂に。

　空と白、ティルまでも瞬時に侵食され、悲鳴と共に機関砲ガトリングの爆音を轟とどろかせた。

　……一時的にフィールの魂、即すなわち思想に染まった空達……

　その弾丸を浴びるは──フィールの弾丸に等しい恐怖と、なにより──




《テっメ──ぅヲィ腐れ素材パイオツ!?　テメェはどんッだけオレサマが憎いンだよォ!?》

　姪っ子テイルにまで、黒い害ア虫レよりキモいと叫ばれた傷心を訴える男の悲鳴は。

　だが毅き然ぜんと！　無視し捨て置きクラミーは再度潜伏すべく機体を翻ひるがえした。

　──どんなペテンで空達がヴェイグと渡り合っているか？

　何であれ、それは自分達には真ま似ね出来ないこと。どうでもいいことだ。

　空達が〝取り引き〟通りに動くなら──こちらも応こたえるまでのことッ！

　すなわち──それをこそ利用して勝つまでのこと──とッ！

「美味しいとこだけ貰う！　私の希望きよにゆうのため、犠牲になって頂戴、空……っ!!」





　　　　■■■






　クラミーが悲劇的な涙と声を連れ、廃はい墟きよの闇やみに消えた機体ゴーレムの映像を。

　会場から少し離れた仄ほの暗ぐらい穴の底で──冷めた眼めで見つめる少女がいた。




「……え～とつまり……整理させて貰もらいますわよ？」

　それはジブリールが膝ひざを抱え映写機モニターを眺めていたティルの隠れ家。

　ゲーム開始直後、イミルアインに連れられ現れた、ステフだった。

　ジブリールから一連の事情説明を受けて。

　映写機モニター画面を食い入るように見つめ出したイミルアインをよそに、

「ソラ達たちは、他国が全財産くに叩たたいても買う『薬』──つまり状ど況くを作もった」

「この出土品ポンコツは〝留守番〟と、マスターの命令も守れないのでございましょうか」

「つまり一切やる必要ないゲームに──その上で乗ったん、ですのね？」

「【涙目】名称不明女性の脅迫。致命的脅威クリテイカル・スレツト。当機の最優先事項はご主人様の身。よって当該脅威の回避。主命より優先。天翼種フリユーゲルも同意するはず。……当機はわるくない」

「──って誰か私わたくしの話、聞きなさいなあ!?　あと名前ありますわよ!?」

　と、状況整理を全く聴く気がないらしき二人に声を張り上げ。

　ステフは（中略）と内心呟つぶやき、肝心の部分──すなわち。

　やる必要のないゲームをしている理由を確認し──絶叫をあげた。

「ツケ払いは友人しか受け付けてないから!?　で、巨乳嫌いと友人にはなれないって挑発されたから!?　巨乳がありかなしか語るゲーム──!?　ど[image: ][image: ]でもいいですわああ!?」

　……国民が聞いたら、政変クーデターではなく今度こそ市民革命レボリユーシヨンが起きかねない。

　というかもう、誰よりステフ自身が起こそうかとさえ思い始めていたが！

　ジブリールとイミルアインはただ、揃そろって哀あわれみの眼まな差ざしで応こたえた。




「ドラちゃん、相変わらず頼もしいほど表面しか見えない浅慮っぷりで……」

「【難解】名称不明女性の政治経済における天賦ゆうのう。同分類カテゴリの駆け引きゲームに限り極端に無能。不可解。【扨措さておき】ご主人様への無理解は把は握あく。愛される資格なし。この恋ゲーム辞退を推奨」

「じ、辞退も何も私わたくしは──って、ですから名前ありますわよ!?　ス──」

　誤ご魔ま化かすような名乗りは、だがジブリールの言葉に遮さえぎられ、ステフは息を呑のんだ。

「マスター達が迫られたのは、元の世界──〝過ツ去ケの清算〟でございます」

「────────ッッッ!!」

　──空そらと白しろの、過去。この世界デイス・ボードに来る以前……元の世界の二人。

　気にしたことがない、と言えば嘘うそになる。だって、とステフは想像する。

　例えば、自分が突然、異世界に投げ出されたらどう思うだろうか……と。

　……帰りたい、と思うだろう。未練、郷きよう愁しゆうくらいはあろう。

　だけど、あの二人にはそれが一切ない──語ろうとしない。

　だからステフも訊きくべきではないと思い続けた……だって。

　神霊種かみをさえ手遊もてあそんで見せる、二人で一人の兄妹きようだい……その気になれば。

　きっと──なんでも出来たろう二人が、あえて語らない過去なら──……

「あげく『何な故ぜ逃げた』なる愚問。その挑発に乗ったまでにございます」

「──ぐ、愚問……ですの？」

　と、失礼な邪推を断たち切きってくれたジブリールの言葉に内心感謝して。

　愚問と断じる理由を問うステフに、だがそれこそ愚問とばかりに──




「そも──何を以もつてすれば〝過ツ去ケを清算した〟ことになるのでございましょう」

「【真理】機凱種われわれの過ツ去ケ。罪。清算。なかったことにならない。……してはならない」

「私共が殺し合った大か戦こ。過ちだったかも知れない過去すべてがあって、現在きようがございます」

「【同意】過去を受け入れる。なお希す望すむ。機凱種われわれがご主人様達おふたりから、学ま習なんだこと」

　──そう……淡々と重ねられる言葉を。

　ステフは胸にこみ上げる何かに、涙が零こぼれるのを必死に堪こらえて聴いた。

　──天翼種フリユーゲルと機凱種エクスマキナ……かつて互い掛け替えないものを殺された当事者同士。

　盟約後の世界を生きるステフ如ごときが、推おし量はかるも失礼だろう壮絶な過去……

　そんな二種族ふたりが、今なお反目し合い、対立し合いながら──それでも。

　過去を受け入れ、認め──許して……同じ希望を見ている事実に、

「ではマスター達たちが過去から逃げた理由？　まさに愚問も愚問でございましょう」

「【断定】ご主人様達おふたりが負けたまま納得する。あえて明言。算出確率──〝ゼロ〟」

　だから、と。願わくば、と。二人の従者が揃そろって続けた言葉に、




「私の過去の全すべて、マスター達に出逢うためにあったと断じられる現い在まのように」

「【宣誓】ご主人様達おふたりは当機等と出逢う為に逃げた。そんな過去になる。してみせる」

　──祈りのようなその言葉に、ステフの頬ほおについに一条の涙が伝った。

　そして──改めてジブリールが映写機モニターを示して、

「そのためにも──このゲーム。殊更重大なゲームなわけでございます」




《いい加減素直になりナ!!　テメーに自信ネェから巨乳パイオツから逃げンだろ!?　ァン!?》

《っせぇ!!　おっぱい好きゲーマー名乗るなら巨乳コアゲー以外認めねぇって風潮くたばりやがれ!!》




「…………この～、巨乳が好きか嫌い論争が、ですの……？」

　感動の涙も瞬時にチョチョ切れる雰囲気ぶちこわしの言葉の応酬に、だが。

「【嘆息】……解説。当ゲームにおけるご主人様の主張。巨乳の是非じゃない」

「ドラちゃん？　マスターは一度でも〝巨乳は嫌〟と仰おつしやってございますか？」

　そう告げた二人に──ステフはそういえば！　と画面に視線を戻した。

　──ヴェイグや、フィールの魂に侵食された反応は、特徴的だ。

　だが──空そらと白しろの魂を受けた反応は？　いや、そもそも……っ！




「そう、ですわ……!!　そもそもソラ──〝別に巨乳嫌いじゃない〟ですわ!?」

　あゝ空はロリコン。もはや唯一神テトの実在より疑う余地なしと。

　ステフさえ忘れかけていた、忘れもせぬ空と初めて会った日──ッ!!

「あの男！　私わたくしの!!　その、ぉっ……むねを！　揉もみしだいてましたわッ!?」

　高鳴る鼓動や顔が熱いのは怒り故と解釈しステフは叫んだ。

　そう……ステフが知るあの童貞おとこは──ぶっちゃけ何でもいいはずなのだ。

　堂々とお風ふ呂ろ盗撮しオカズにすると放言して憚はばからない男が今更なのだ！

　ならば──本当は何を語っているのか、と問うたステフの視線に、だが──




「…………はて？　ドラちゃんそれは初耳でございますが」

「【確認】〝自わ分れこそは巨乳〟という誇こ示じと推定。また──」

　──直後。

　赤らめた顔を一瞬で蒼白に変える二つの声は、無感情に続けた。

「マスターにご使用頂いたことがある、と……〝当てこすり〟でございますか♥」

「【命令】〝自虐風自慢〟の速やかな詳細開示。拒否は推奨しない。いたくする？」

　──私さえ。当機さえ。まだお使い頂いていないのに……？　と。

　言葉と視線で、物理的に貫かれる錯覚に、半ば気絶したステフは、

「【保留】……当案件こそが問題。ご主人様は自らについての多くを語らない」

「ですからこのゲーム、マスターの過ツ去ケより──現在シユミこそ重大でございます」

　そう続けた二対の鋭い目が言外に語るのを、確かに聴いた気がした。

　……本当に気付いていなかったのかステファニー・ドーラ。

　そんな空が。そんな童貞おとこが──コレだけの女性陣に囲まれ。

　だが自発的に。自分の意志で。自ら進んで。

　──おっぱいを、揉んだのは。




　─────貴様ただ一人だけなのだ────とォッッ[image: ]




「……幼女嗜好ロリコンは確定、あとは胸だけかと踏んでございましたが……」

「【再算】例外要素イレギユラーデータ追加。ご主人様の好み。適合個体に非幼姿者を確認。再解析開始」

　そうジブリールは本に筆を奔はしらせ、イミルアインはカリカリと頭を鳴らす様子に。

　なるほど……とステフは喉のどを鳴らした。

　空が本当に、女なら別に何でもいいなら、何な故ぜ誰にも手を出していないのか！

　否いな。今となっては何故──ステフ一人なのかという──現在シユミをこそ、とッ!!

「ともあれ、マスターの理想。それが語られている魂──すなわち〝現在こたえ〟」

「【重大】機凱種エクスマキナ残存連結体クラスタも特定に到いたらなかったご主人様の好みが判明する」

　──貧乳好きならば、即座に貧乳に己を作り替える、と。

　──ロリ好きと確定すれば恒久的にロリ化する、と決意を語る二人が。

　そう──自分達たちに逢あうための過去だったと断じさせる未来のため──ッ！

　やがて神話になる日に備えるが今日と確信を告げる様さまに、ステフは思う。




　──たぶん判明しない、と……

　というか一連を脳内で総括し、ステフの疑念は確信に変わった。

　空そらはやはり何でもいい──否いな。ただ──どうでもいいのだと。




　だけど、なら──過去を清な算くすことは出来ず。正当化もしてはならない。

　なるほど二人の宣言通り、やがては自分達に逢うための過去になるとしても。

　ならば──現在きようは？　二人は、どんな魂こたえを示して勝つのだろう……と……

　ステフは浅く喉のどを鳴らし、二人に倣ならい、真剣な眼まな差ざしで画面を見つめた。

　──実際のところ。どうして胸を揉もまれたのが自分だけなのか。

　そちらにこそ関心が行っている自覚もなく、嗚あ呼あ……真しん摯し極まる眼めで──…………





　　　　■■■






　だが──ステフが見つめる画面の奥。

　会場駆ける機体を操る──操縦室コツクピツト内。ティルこそ、誰より疑問に喘あえいでいた。

　ヴェイグと渡り合う二人の背を、遠く感じて──〝いったいどうやって〟と。

　……想像したこともなかった霊装の使い方に、漫然と思っていた……

《ッハン、やッと見えて来たぜェ……？　ありえネェモンのタネがよォ!!》

　操縦室コツクピツトに響く通信、その獰どう猛もうな哄こう笑しようにも……嗚呼……

　天賦ヴエイグの精霊量もなく、天賦フイールの術式編へん纂さん力もない、そんなダメモグラテイルをして。

　だがヴェイグを捉える弾速、あまつさえその機体を足止めできる弾幕──




《このありえネェ火力いりよく。触しよく媒ばいをワザと暴走さして使い捨てるワケだなァ!?》

　そう──二人そらとしろの操縦で機関砲ガトリングを浴びせられるヴェイグが看破したそれは。

「なんだよ、そっちのタネかよ!?　むしろ普通はこーすんだろーよ常識的に!!」

「……〝魔法で弾丸加速〟とか……運動の第三法則ニユートン……バカにしす、ぎ……っ」

　と笑って答える二人曰いわく、それは異世界の〝大砲〟の原理じようしきだという。

　……霊装で増幅ブーストさせずには、自分は精霊量の不足で魔法一つさえ使えない。

　だがその増幅器ブースターも制御できず暴発すると嘆なげくティルに、二人はこう笑った。

　──何で制御しようとする、と。

　──暴発する？　上等。させればいい、と。

　かくして〝薬やつ莢きよう〟内の──意図的破は綻たん・暴発によって撃ち出される飛ひ翔しよう体は。

　音速の二四倍──ヴェイグさえ視認困難の弾丸と成って襲い掛かる──が……

《ァア、ワリぃなァ？　ンじゃ──ナニよりありえネェほー》

　と、ヴェイグが皮肉めいた通こ信えを響かせると同時。

　ここまで正確無比にヴェイグ機を捉えていた弾丸が──初めて空くうを穿うがち。

　そしてティルさえ視認不可能な挙動で閃ひらめいた、ヴェイグ機の斬撃を──




《ソッチ──反応せず対処する〝本命イカサマのタネ〟明かしてイイかァ？》

　二人の操縦する機体が疑似空間転移デミ・シフトで容易たやすく回避し、距離を置く。

　間かん髪はつ置かぬこちらの砲撃を掻かい潜くぐるヴェイグ機に、再度回避・迎撃する交こう錯さく──

　空そらと白しろの背中が際限なく離れ往ゆく感覚に、ティルは更に表情を曇らせて思う。

　──どうやってこれらを避よけている。

　──どうやって弾を命中させている。

　見えているはずがない。反応すら出来ようがない。

　いくら空と白でもその身は人類種ただのひと──その自問に。

　だがティルは自答できた。答えを全すべて知っていた。

　──避けてなどいないのだ。

　ヴェイグの攻撃が穿つ未来ばしよに、ただ機体ふたりがいないだけだ。

　──命中などしてないのだ。

　機体が弾丸を飛ばす未来ばしよに、ただヴェイグがいるだけだ。

　詭き弁べんや言葉遊びに等しいそれは──まさしく『不正イカサマ』だろう。

　挙動も反応も間に合わない。故にティルは、二人の要求通り──

《──テメェラ……〝動くマエに動いて〟やがンなァ──？》

　そう──矛盾した確信なんとなくによって、不敵な通こ信えが暴いた通りに。




　ティルは──〝先行入力〟出来るよう操そう縦じゆう桿かんを造った。

　先行入力……要するに〝コマンド〟だ。

　つまり、ヴェイグが最初に繰り出した一撃を回避したカラクリは。

　──ヴェイグが攻撃すると宣言した。その一瞬前には、もう既に。

　転移回避、未来位置ヴエイグへ反転、発砲まで自動実行命令コマンド済みだった……それだけだ。

　だが今なお次々と、更に次の未来さえ入よ力ちし天賦きようしやと張り合っている、それは。

　絶対的強者ヴエイグの感性なんとなくでのみ想み像える未来と、違う未来を。

　上回る未来を見て──否いな。都度ごと造り替えている。

　──それがただの不正イカサマ？　これがただの弱ひ者と……？

　空と白ふたりに見えているものが。自分には見えない。想像も及ばない。何より──

《ンなら、読まれンの前提に動きゃイイだけのこったァなァ──ッ!?》

「気安いデタラメ論どーも!!　チッ──こっからが本番だぞ白しろイケるかッ!?」

「……ん……っ！　入力キャンセル……っ、にぃ、気合いで……避よけてっ！」

　白の計算と空そらの立ち回り。予測と誘導、戦術と戦略による先行入力。

　それらを総動員して〝先手を取り続け〟辛くも対処出来ていた挙動だが。

　タネが割れ後手に廻まわれば──対処不能になる必定に。だがティルは何より──

　核かく媒ばいから伝わる空と白の感情こそ、理解出来ずに漫然と二人の背を眺めた……

　──極限の緊張と焦しよう燥そうの中で、だが何ど処こまでも楽しそうに。

　それを遙はるか上回る──遊び尽くす〝享きよう楽らく〟に燃える空と白の心に──

　……ふいに。

　ティルは二人の背が消えて遠ざかった感覚を得た。

　そうして果たして、狭いはずの操縦室コツクピツトの中に。

　──青くて、高い……〝空〟を幻視みた。

　それは、子供の頃に見た……あの空だった。

　いつからか……見えなくなった、あの、空……だった……

　同じ操縦室コツクピツト、同じ核媒、同じ機体を操る二人がいない……空に……

　ティルはついに目を伏せ……諦てい念ねんの笑みと共に……失望りかいした。

　──自分は空の言った通り、最底辺でさえなかったと……

　二人はやはり飛べた……黒い瞳そらを舞う、白い翼とりだった……

　こんなことが出来る、こんな高みを征いけるのが弱者だというのなら。

　やはり天てん賦ぷは超えられない……最弱という天賦も、また。

　──自分には、頂天も底辺も等しく……遠い彼方かなただったのだ、と……




《ンじゃ残るありえネェは──あと一ツっきゃネェなァ……》

　そう響いた通こ信えも。続いた──核媒に奔はしった亀裂の感触も、遠く……

　ついに空と白の操縦を捉え切った鉄拳に撃たれ、地に墜おちた機体も──

「ぁああァ……みと、めねぇ……巨乳至上主義はぜってぇ認めねぇええ」

「……に、にぃ……し、しろ……ほんと、に……おっぱい……だめぇ!?」

　そう巨乳思想に抵抗する空と白の声も。

　見下ろすヴェイグ機を映す、操縦室コツクピツトの映像も、問う通こ信えも全すべて……遠く……

《……そんだけ出来て、テメェラ……なんで逃げた……？》

　……咎とがめでも責めでもなく、失望ですらない透明な問いかけに。

　だがティルが答えられるはずもなく、誰も──と、

　その瞬と間き。

《──しつけェなァ……割とマジなシーンだゼ空気読めクーキをヨォ……》

　またも〝なんとなく〟──ヴェイグが亜光速で迫る砲弾たましいを予感かくしんする。

　思い出すだけで憂ゆう鬱うつな魂、故に回避必ひつ須すの煩わずらわしい魂に愚痴りつつ。

　悠々と、わずか一歩……ヴェイグが横へと滑らせ──

《ッつかテメェラガチ部外者カンケーネエだろ……その魂もーわかっ──────ッなァ!?》




　──ようとした機体に──だが。

　音速も、光速も、全すべてを置き去りにする問答無用の──無限速で。

　空間すら超越して、廃墟しゆういを倒壊させる衝撃波を引き連れて到達し。

　ヴェイグの機体胸部を完璧に捉え、数百ｍ転がせた直撃弾は──

《……ァ♥　な～る『疑似空間転移デミ・シフト弾だん』ッてかァ……そーやァ森精種エルフ様ぁアンカーナシで疑似転移デミ・シフト出来ンだったァ……ぅン、ゴミ虫如きオレサマにャ無理な発想──ッてゥヲォオッ!?》

　──それでも、ヴェイグの核媒こころを折るには至らなかったのか。

《[image: ][image: ][image: ]ッテメェラっカゲンにしやがれよォ!?　ガチツブすぞボケゴルァあァッ!?》

　一瞬の鬱うつから立ち直り、二発目を回避したヴェイグの怒髪が天井を突いた。

　だがその隙すきに、辛くも立ち上がった空そら達たちの機体を一いち瞥べつし、

《…………ァア……なるほどなァ……？　テメェラ〝囮デコイ〟かァ》

　──と、まるで。

《テメェラの魂聴くにャ、まずアッチをツブさネェとってかァ？》

　そう何もかもを見み透とおかすかのような通こ信えで、嗤わらいと。

《イイぜ、ンじゃコイツで遊んでてくれヤ。一分で戻るからヨォ》

　空達の機体を襲う無数の《曲刀》と蒼あおい光を残し、ヴェイグの機体は跳躍した。





　　　　■■■






　そして遙はるか遠く、無数の花々に飾デコられた機体ゴーレムは、もはや隠れもせず。

　天そらなき天そ井らを穿うがつ神しん火び炉ろを背に、操縦者パイロツト──クラミーは舌打ちを一つ、思う。

　──『疑似空間転移デミ・シフト弾だん』……あれは三つ目の『切り札』だった。

　それも、使うなら確実に仕留めなければ詰む類たぐいの──危うい切り札だったと。

　当然だろう。回避はほぼ不可能な弾丸を撃てる、という事実を認識されれば。

　その瞬間、最優先ターゲットは、こちらに切り替わり……そして──




　──こうなる、と。刃が飛来するや虚こ空くうから出現した銀色の流麗な機体。

　性能スペツクも操縦技術テクニツクも上回る機て体きから続いた通こ信えに、

《……ヨォクソ素材パイオツ共。一分で戻る約束だァ、ワリぃが──即くたばりナ》

　クラミーは苦笑し、己が背後の同乗者に、問う。

「……フィー？　アレを相手に、一対一サシの勝負……どれくらい闘やれる？」

「勝負にならないのですよぉ～取り引き通り〝詰み〟なのですよぉ……」

　不本意な、だが厳然たる事実。無念と答えた親友フイーに、クラミーも頷うなずく。

　ああ──詰み。チェックメイトだ。わかっていたことだ。

　接近を許せば必敗のデタラメ──それがあの銀の機体、あの天賦バケモノだ。

　故に──〝自分達たちが負けるまで空そら達が陽動を引き受ける〟……

　──それが協力条件。それが『取り引き』だった。

　そして空達は──信じがたいことに、本当に取り引きを履行してみせた。

　勝機は潰ついえ、自分達は敗北──そしてそれが、空達の勝因になる……っ!!

　…………だが、




「フィー……もう大丈夫だから……私、もう自分に嘘うそを吐つかないから……」

　そんな理性に反した言葉が、クラミーの口をついた。

　ああ──だって〝勝ちに行っていい〟と言った二人アイツらは、あんなに遊たのしんだ────

　だったら。そう、こっちだって、やり残しなんてなしだ────ッッッ!!

「フィーにも、もう嘘を吐かせないわ。私は──フィーを怖がったりしない……」

　ああ──だって、どんな自分クラミーも大好きな本物の自分クラミーと言ってくれた彼女は。

「どんなフィーも……私の大好きなフィーよッ!!　だから──本心を答えてッ!!」

　眼めを剥むいて、満面で微笑ほほえんだ彼女は──まだ────ッッッ!!

「────〝本気〟でやれば──まだ、闘やれるわよね──ぇッッ!?」

「当・然・なのですよぉ!!　〝伏せ札開示シヨーダウン〟──始めるのですよ!?」

　少し早い宣言コールと同時──四つめの『切り札』が二人の身体からだを駆けた。

　……そう……クラミーを怖がらせないために。

　感情封印──二つも術式に割いていたフィーの余力が解放され──

《────────ッッッ!?》

　同時──眼前の機体から、爆ばく轟ごうするように膨ぼう張ちようした感情に。

　ヴェイグは瞬時に余裕を消し、反射的に距離を置いて機体を身構えさせた。

　……その動作が、クラミーとフィールの全身に浮かんだ〝刻印術式リンクド・タトウー〟──

　体内時間が加速し狙そ撃げき砲を腰だめに構えた機体ゴーレムの二人には、酷ひどく緩慢スローに見えた。




　──解き放たれ、渦巻く感情は害意ではなかった。

　殺意でもなければ、ましてや敵意ですらなかった。

　それは越えてはいけない線を──最も越えてはいけない〝三つめの線〟を。

　越えてしまったモノにフィーが手た向むける、何ど処こまでも純粋な感情。

　──もう簡単には折れぬと確信し、クラミーは固く掴つかんだ己が触媒たましいを想おもった。

　ああ、本当は気付いていた……ただ嘘を吐いていた己が本心たましいを……即すなわち。

　……そも──〝本物のおっぱい〟とは何ぞやと……












　……脂肪や空気を詰めても、所しよ詮せん詰め物パツド──偽乳なら。では。

〝本物の巨乳〟……そのおっぱいには何が詰まっているのだ。

　概念さえ詰めても巨乳ほんものになれない、貧乳じぶんにはない何が詰まっている──？

　簡単なことだった。空そらも、巨乳になれないとは一度も言っていない。

　むしろ──毎日豊ほう胸きよう薬を飲めば、おまえも巨乳だと臆おく面めんなく言い切った。

　なれるのだ。巨乳には。偽巨乳には。それをこそ誇らないなら──




「──私の慎つつましい胸にはね──私の〝魂〟が詰まってるのよ……ッ」

　そう……おっぱいには、魂おのれが詰まっているのだ。

　夢が。野望が。巨乳を究もとめ臨のぞみ足あ掻がく──歩みが。意地と矜きよう持じが──ッ!!

　そう誇り哮たけったクラミーに、お日様のような微笑ほほえみでフィーは頷うなずいた。

　嗚あ呼あ──今なら……クラミーにもわかる。

　概念共鳴かきかえ機──『巨乳神しん髄ずい』で、みんなが巨乳にされた時。

　────空が、あそこまでキレたのは。

　……ただ、単に──

「わたしのクラミーにぃ勝手に手を加えてぇあげく偽物呼ばわり……」

　どうするか？　決まっている──それが渦巻く二人の感情だ。

　──殺すわけがない。殺すものか。生きて貰もらわねばならない。

「……犯した罪の自覚がないならぁ──骨に刻むおしえるのですよぉ……」

　コイツに相応ふさわしいのは死ではない。理解だ。即すなわち──

「……一体何に手を出したか──『反省』させてやるのですよ？」




　──〝土下座で謝んなさいよ。ねえアンタ。オイこら〟──




　そう語る圧の正体は、やはりわからないまま──だが。

　フィールの全霊さえ超える精霊量に光がねじ曲がり、紅あかく染まった機体ゴーレムに。

　ヴェイグは、ただ──〝なんとなく〟己が機体の重心を低く落として──

《……ヨォ、一分で戻ンなァ無理くせェ……ワリぃが、遅刻するゼ》

　空そら達たちに一報。同じく全霊で応じよと告げる感性センスに従って、油断なく構えた。




　ああ……こと刻印術式、こと霊装において他の追随を赦ゆるさぬ種もの。

　地精種ドワーフ──ヴェイグ・ドラウヴニルは、なるほど。

　当代における頂点。無双の強者さいのうなれど──だが。

　努ゆめ々ゆめ忘るるな。こと高度術式編へん纂さんにおいて他の追随を赦さぬは。

　森精種エルフ──フィール・ニルヴァレンも同じであり。

　頂点にあらざるも。有数の強て者きに他ならぬ、と。

　──かくて対たい峙じし、精霊と享きよう楽らく渦巻かせる二つの機械。

　互いの業、互いの手札、そして互いの血──魂の奥のナニカを賭かけて構え。

　遠い古いにしえの誓いを果たすように──荒れ狂う破壊が、盟約の保護下交こう錯さくした。





　　　　■■■






　一方その頃──そんな闘争が火蓋を切った地獄デイストピアをよそに。

　空の意識は、楽園ユートピアを漂って、愛と平和を謳おう歌かしていた……

　ああ……白しろやティル、ジブリール、イミルアインに、ステフは言うに及ばず。

　いづなや帆ほ楼ろうまで、ふくよかな巨む乳ねを恥じらいつつ揉もんでと請こう──嗚あ呼あ。

　疑う余地なきユートピアで、美少女きよにゆうらが一様に、甘く囁ささやくような声で、

　──『ねえ、何が不満なの？』と問う様に……

　空は『不満？　ないが？』と、即答で応じた。

　不満などあろうはずもないと、巨乳しあわせに包まれながら想おもう……

　だって巨乳は素晴らしい。一々言うまでもないだろう。

　揉み心地がいい。性的魅力がある──そんな低次元の自明、語るにも値しない。

　チョコが何な故ぜ美お味いしいと問われ〝甘いから〟と応こたえれば頭も抱えよう。

　ではビターチョコは不ま味ずいのかと。っつーか甘けりゃいいなら砂糖でも食えと。

　巨乳の魅力が何ど処こにあるか──あえて一つ語れと言うなら。

　空そらは──『記号性にある』と答える……

　そう、巨乳は記号的なのだ……ぶっちゃけ、揉んでも許される感しね？

　だって、巨乳を揉もむ様に擬音をつけてみよう。

　──ぽよんっと。たゆんと。もにゅっと──なんとなくセーフじゃね？

　だが、同じく貧乳を揉む様に擬音をつけよう。

　──ふにっと。すりすりと。くにゅっと──問答無用で犯罪アウトっぽくね？

　よって不満などないとッ!!　空は巨乳美少女達しあわせに抱いだかれ、断じる。

　だって俺──何度でも言うが……おっぱい大好き……だ、し…………？

　─────……………




「ひぃああっ!?　え、ぁはッ!?　な、何が起こったでありますかぁあっ!?」

　と──突然会場全体を揺らした衝撃に、空は辛くも現実に引き戻された。

　正確には、衝撃に揺れたティルの──より率直には準全裸マツパな身体おなかの。

　背中につるっと感じた高反発性の衝撃おなかが、空の意識をマッハで引き戻し──

「──っうをォォオぁあッ!?　ってァ～っぶねぇぇぇえ────ッッッ[image: ]」

　音速マツハ超で迫る《曲刀》──先程かすった一つを辛うじて回避させ、そして。

　マズい、と──頭上に描かれる軌き跡せきに、空は焦しよう燥そうに舌打ちした。

　──ブーメランのような軌跡を描き宙を舞い襲って来る、無数の曲刀ヴエイグのおきみやげ。

　自動追尾らしきそれらの対処は、ヴェイグ相手に比べれば容易たやすいとはいえ──

「……ぁ……未成年しろ、でも……巨乳なら──不幸な事故らつきーすけべで……通もめる……っ」

　光のない眼めで呟つぶやく白しろと、今にも砕けそうな操縦桿かくばいが示すように。

　先程のかすり一つがもたらしたザマに、白が譫言うわごとで問うように──

「……予防線張いやがるフり、するよ？　にぃ……巨乳しろ……そんな、イヤ……？」

　直撃でもしようものなら核かく媒ばい──つまりは心が折れる、と。

　改めて確信した空は、努めて優しい声で膝ひざ上の白を抱いて言った。

「白。何度でも言うぞ……どんな姿になろーが白は、兄ちゃんの大好きな白だ」

　いまだ幻覚の中。頬ほおを朱あかく染めた白は、だが続いた声に──

「だがヴェイグの思想に屈したら、巨乳の白以外は否定しちまうんだよッッ!!」

「────────ぁ。れ……？　……ぁ、ひ……ぃっ!?」

　愕がく然ぜんと正気に戻り、顔面蒼白で絶望に抗あらがい操そう縦じゆう桿かんを掴つかみ直した。




　──そうとも……巨乳の白？　ぶっちゃけ全然アリだ。

　元より完全無欠の美人さん、素材が良すぎるのだ。当然である。

　だがあのクソヤロウは。勝手に白をテメー好みに弄いじった挙げ句。

　言うに事欠いて巨乳以外偽物と。それまでの、過去の、現在の──

　──本物この。俺うちの。自慢いもうとの。

　────白しろの。全てを否定しくさったのだ────ッッ[image: ]

　誰が折れるかよクソ趣味がどっちか理解わからせるまで屈せるかよお!!

　再度迫った曲刀の一つに、機関砲ガトリングと兄妹きようだい、揃そろって気炎を上げ──




「……も、もう……ダメ……で、あります……っ！」

　だが、曲刀を撃げき墜ついした砲門の爆音の中に紛まぎれ──空そらと白以上に。

「……自分、機体も核媒ハンマーも、限界であります……っ」

　今にも砕けそう、と。ティルと大槌ハンマーと機体が揃って悲鳴を上げた。

　……元より無理に動かしている機体。

　いつ破は綻たんしても──それこそ開幕暴発しても不思議はなかったが──

「……お二人は、やっぱり飛べたであります……鳥だったであります……」

　それ以上に折れそうな──否いな。既に折れたと続けた濡ぬれた声で。

「もっとマシな機体なら、頭領っに……勝てっ……った……やっぱり──」

　自ゴ分ミに居場所なんてなかった……と続いた言葉は、

　だが。

　────ゴウッ、と……

　また一つ曲刀を撃墜、だが左腕部ごと爆はぜた機関砲ガトリングの爆音が掻かき消けした。

「ははァッ!!　残り六本!!　──ぁ、すまんティル聞いてなかった。何だって!?」

「……にぃ、が……巨乳至上主義に、なっちゃう、の……自分の、せーって……」

「何で!?　ティルのせーってんならさっきの衝撃おなかでマジでロリに目覚──痛イテェ!?」

　そうおどける空に肘ひじ鉄てつ食らわせた白──二人の不敵な笑みが、暗に。

　──聞こえなかったことにすると告げる様に、ティルは眼めを泳がせた。

「おいティル過労か!?　人が空飛べやしねぇよ!?　不正イカサマだただの不正イカサマ!!」

　そう、所しよ詮せんはただの人、ただの弱者。ただの──不正イカサマだ。

　たとえ『創意工夫』と言葉で飾ったところで、




「〝飛行機〟が空飛ぼうが、そりゃ人じゃなく飛行機が飛んでるだけだよッ!?」

「……そのっ……飛行機、すら……造ったの──しろ達じゃない、し……っ!?」

　────ッッッ、と。

　ティルが息を呑のんだのは、曲刀を撃墜した右腕の機関砲ガトリングも破綻こわれる前兆音にか。

　それとも、空と白が、獰どう猛もうに嗤かたった皮肉についに気付いてか──




　──ああ、それは。そこまでしなければ勝てない、弱者の邪法だ。

　空と白が駆使し、強者ヴエイグと渡り合った不正イカサマの数々──戦略や、戦術。

　数学による予測、知識に基づく誘導、あらゆる学問、論理体系──全すべて、

「他人様からの借りモン、継ついで接はいで使わせて貰もらってるだけだよッ!!」

　──誇り高き弱者バカどもが。愛すべき愚者アホどもが。つまりは人類が、延々と。

　間違いと錯誤を重ねる──地精種ドワーフの〝鍛錬いきかた〟と対極の〝迷走いきかた〟で。

　連綿と無様に、それでもと藻も掻がき続けたその生き方──迷走から。

　──たまたま。

　何かが噛かみ合あって。

　何かの間違いで生まれた──奇跡のような、迷走の副産物達たちを。

　継つぎ接はぎて駆る人類ふたりもまた、だが──それでもと叫ぶ──ッ!!

「それでもまだ勝てねえ──だから……ッ!!」

「……もっと、もっとかき集め、て……っ！」

　地精種ドワーフの遺作げんかいを。森精種エルフの論い理じを。

　そして──と、ティルの眼めが見開かれた。




　蒼あお白じろい瞳ひとみが映したのは、五本の曲刀がもたらす、終しゆう焉えんの確信ぜつぼうだったろう。

　音速を超えて銀の軌き跡せきを宙に刻んで迫る──その不可避の軌道故に。

　機関砲ガトリングは右腕部ごと大破。機体も限界──疑似転移デミ・シフトも、もう出来まい。

　だからこそ、と。獰どう猛もうに嗤わらった空そらと白しろに呼応するように。

　爆音が轟とどろいた、次の瞬間────

「ティルの迷走いきかたを借りた翼に乗って──飛んでんだよ」

「────────ぁ……」

　……と……会場の〝空〟を──

　天高くを舞い上がった機体と、空の笑い声に──再度。

　眼を剥むいたティルの、だが一瞬前とは異なる感情が、核かく媒ばいを伝った。

　──制御できずに暴発する？　上等。──させればいい、と。

　両足の暴発はんどうで眼下に置き去りにした、五つの曲刀に照準を定める二人への感情。

　そして操縦室コツクピツトの中、青く高い〝空〟を幻視みた、ティル自身への感情だった──




　そこは──迷って、悩んで、諦あきらめさえしながら見上げた。

　──青くて、高い……あの、空だった……

　偶然拾った論も理の、価値さえわからず積み上げた迷走さくごと失ゴ敗ミの山が。

　──何かの間違いのように、噛み合って。

　子供の頃見て、見えなくなったあの空に──今、まさにいる、と。

　想像さえできなかった『空たかみ』……想おもい焦がれた場所を。今──

　三人で、一緒にブッ飛んでいると──ついに気付いたティルに。

「ほら……いつまで我慢してんだ」

　眼下の《曲刀》を穿うがつ砲火に負けじと、空は口端をつり上げて吠ほえた。

「────────笑えよッッ[image: ]

　今が夢の中にしかないと思った最高の瞬間だろ!?　ティルおまえは、今!!

　想像の限界を超えた場そ所らにいんだぞ──なあ、どんな眺めきぶんだッ!?」

　…………〝はっ〟……と、

　落下していく機体に、ティルは複雑な苦笑を零こぼした────




　────そして。

　四肢とも大破して地に伏して、動かぬ鉄てつ塊かいと化した無骨な機体。

《…………はぁ……ぁ～もぉぉッ！　まあ十分楽しませて貰もらったわ！》

　鉄てつ屑くずになり果てた、人型だった機械に宛てた、クラミーの不機嫌な通こ信えに、

《取り引き通り、後は好きにして!!　うぇ～んふぃ～くやし～よぉお》

　……はは……クラミーとフィールの方も、随分粘ったなぁ……と。

　操縦室コツクピツト内、二人揃そろって苦笑した空そらと白しろに、




「ああ……こっちもま～十分楽しませて貰った。思ったよりやれたしな♪」

「……ん……じゃー次……ここから、は……ティル、が遊ぶ、番……ね♪」

「……………………は。えと？　自分……が、何でありますか？」

　そうコントローラを渡すノリで振られ、ぽかんとするティルに。

「俺らじゃ勝てないんだよ。どんな機体だろうが……勝てないんだよ」

「……問い……過去の清算……しろ達たち、には……答えられ、ない……」

　一瞬──目を伏せて告げた二人が。だが直後に一転。

　心底愉たのしげな笑みでティルの瞳ひとみを覗のぞき込こんで、言葉を重ねた……そう。

　蒼あお白じろい──赤熱よりなお高温に、だが儚はかなく揺れていた瞳を。

〝叛逆みとめない〟と──〝不屈まけない〟と……受け身に燃え盛っていた焔いしに。

　ついに〝打倒かちたい〟と……もう揺れない意志が灯ともった瞳に──




「けどティルなら──今なら答えられる。だろ？」

「……ティル、は……『なんで逃げた』……の？」

「────っ！」

　そう……ヴェイグの問いが向けられていた、三人目。

　本命の相手メインヒロインである──姪っ子テイルならば、と告げられて。

　だがティルもまた、その言葉の真意を探るように、空の瞳を覗き返す。

「なあ。たとえ飛行機造って空を飛んでも、鳥にはなれない」

　──そう語る、黒い瞳そらが。

「けど──〝鳥は飛行機を造らない〟……なんでだと思う？」

　──青よりなお上。遙はるか高みの更なる果ての宙そら色が不敵に笑って、

「誰よりも劣ってこそ到み達える〝勝利けしき〟があんの、教えてやろうぜ？」

「……鳥より上まで……一緒、に……ブッ、飛んで、イっちゃお♪」

　希望オネダリされた通りの宙ところまで行こう、と誘った二人に。

　──ティルは、顔を伏せ嗤わらった。




「ふ、ふっふっふのふであります。上等であります、任せるでありまぁす!!」

　──誰より劣ってこそ到い達たれる勝う利えを示すなら。

「自分より劣った霊装職人なんか、この世界にはいないでありま[image: ][image: ]すッ!!」

　──己を置いて他に到い達たれるものなどない、と!!

　興味と渇望、そして絶対を叫んだ──すなわち！




「なぜなら自分────ぱいぱんでありまぁぁすっっ[image: ]」

「なぁも～薄々わかってるが言うぞ？　ツ～シュイひげ!!　のッ！　話だよな!?」

　念のため……と叫んだ空そらの声も、だがもはや思し慮りよの外……

　放たれた矢の如ごとく、もう止まらないらしいティルはバゴッ、と。

　操縦室コツクピツトを無造作に蹴り破って開け放ったハッチを、飛び出して。

　──猛スピードで、ひび割れた霊装ハンマーの修理を開始した……












　……神しん火び炉ろの憤音が響き続ける会場……廃棄物処理場。

　鉄てつ屑くずに埋もれた地下廃はい墟きよを、銀の巨大人型機械が足取り重く進むその中。

　灼しやく眼がんに涙を浮かべ、ヴェイグは生涯初めての〝悩み〟を、陰いん鬱うつに呟つぶやいていた……




「……オレサマぁ、ンなに罪つみ深ぶけェコト、したのかァ……？」

　そう、妙に苦戦させられながら、やっと砕けた二つの核媒たましい……

　良素材パイオツ生やしたヘンな草ども──その異様に硬タフい〝拒絶たましい〟と。

　己の核媒つるぎに初めて亀裂を入れた──不可解に強ヤバい〝糾弾たましい〟に。

　陰鬱に、フラフラと機体をよろめくように歩かせながら思う。




　……オレサマが、いったいナニをした……と……

　感謝こそされど、咎とがめられる覚えは一切ないヴェイグは。

　だが問答無用と魂に刻み込まれた謎なぞの罪悪感だけを抱え──果たして。

　横たわる鉄てつ塊かい、四肢が大破したまま地に伏す機体の前に立った。




「……ヲゥ……遅刻するたァ言ったが居眠りたァまたヨユーだなァ……？」

　とヴェイグは壊れた機体を鋭く見下ろし、狸寝入りと断じる通こ信えを響かせる。

　──このゲームで、互いの攻撃は、直接機体の損傷ダメージに繋つながらない。

　ならば機体の損壊は、術式破は綻たんや暴発で壊れたか──あるいは、壊したか。

　そして──真実は〝両方〟と。

　感性センスの告げるまま、大破した鉄塊きたいを掴つかみ上げ、ヴェイグは吠ほえた。




「なァォウゴルァッ!!　相手ぁオレサマだァ──負けンなァったりメェだァ!!」

　ああ……元より霊装勝負このゲームで空そら達たちがヴェイグに勝てるはずがない。

　故に敗北は仕方ない。だが──

「まさか〝魂テメエ〟は一切語らネェで、だんまりキメこむ気じゃぁネェよなアッ!?」

　そう──ヴェイグと互角に闘い、驚異的射撃を浴びせてきた弾幕。

　だが、一切魂が乗っていない──あまりに弱モロい〝砲弾たましい〟に反し。

　ヴェイグの〝攻撃たましい〟には、ただただ『ＮＯ』と〝拒絶〟する……

　──何も語らず。何も認めず。

　ただこちらを拒み堪え続けた〝機体たましい〟に、ヴェイグは歯を軋きしませ想おもう。

　こんだけのことが出来て、なんで────ッッッ　と……

　胸ぐらを掴むように、大破した鉄塊きたいに張り上げたヴェイグの怒声は──




「オレサマの〝問いたましい〟にァ──いつンなりゃ答えンだァ!?」

　──果たして、答えられた。

《……今でありますよ。自分が、答えたげるであります》




　……そう呟つぶやいた者の通こ信えと──そして。

「────────ンなァッ!?」

　唐突襲った鉄塊きたいの〝攻撃じばく〟に込められた、途方もない魂の激流──即すなわち。

　ヴェイグの意識を刹那に奪い去る強烈な〝心象風景たましい〟で以もつて応こたえられた。




　────…………

　そこは──暗くて狭い、小さな穴の底だった。

　孤独に空を見上げ、涙するその少女を、ヴェイグは知っていた。

　誰より高く飛ぶ鳥に憧あこがれた……よく知る、飛べない少女だった。

　──飛べないと知って空を見上げ続ける。

　諦めたのに涙する……矛盾した少女だった……

　何な故ぜ逃げると。何故鍛錬どりよくしないと。答えられぬ問いで追い詰める世こ界えに。

　ついには何故泣くと……呆あきれられ。不要物と……棄すてられ廃棄場ゴミすてばで……

　──独り……泣きながら鎚を振る、少女…………に────

　────…………




　手を伸ばそうとしたヴェイグは、だが……

　轟──と、地下空間かいじようを揺らした爆音に幻覚を抜け、周囲を一いち瞥べつするや否いなや。

　即座に感性でなんとなく察した状況すべてに──獰どう猛もうな期待を込めて笑み吠ほえた。

「面オモ白シレェ……〝最初っから無人の機体〟を──遠隔操作してやがッたナァ……!?」

　──なるほど、機体に乗らなきゃダメってルールも……ネェわなァ？

　機体外の操縦室コツクピツトから操縦するなら、遠慮なく機体を使い潰つぶせるわけだ。




　だが遠隔操作だろうと──霊装を接続しているなら。

　かくも無遠慮に〝自爆〟までさせた機体に、誘爆するように。

　一つ、また一つと廃棄物処理場の至る所で──連鎖する爆発が地鳴りを成し。

　──生じた精霊が、会場に刻まれていた、回路を流れるように光の線を描く。

　その光ラインの、回路が収束する先に──あるはずだ。




　──〝本命の機体〟が──ッ！　と。

　本当の操縦室コツクピツトの位置を期待し──精霊光の収束先を追ったヴェイグは。

　果たして揺れる会場の中央──映像を拡大してやっと見えるほど遠く。

　一際高いプラントの頂に、目標の姿を捉えるや──眼めを剥むいた。

　開け放たれた操縦室コツクピツトの座席に立つ、よく知る少女の姿をした──

《こんな世界から『なんで逃げた』……？　……愚問であります》

　──知らない少女が、そう呟つぶやく姿を捉えた。

　揺れぬ炎が煌こう々こうと燃える瞳ひとみで、眼下遠く──こちらの機体を見下ろし。

　大ゴ槌ミを手にした少女は、まるで宣戦布告するかのように。

　本心から。その魂を。客観的事実でなく、己の想おもいを……断じた────




《そんな世界、自分────〝だいっキライ〟だからであります》





　　　　■■■






　毅き然ぜんとそう告げたティルの声は、だが手足と同じく……震えていた。

　開いた操縦室コツクピツトから見下ろす先──爆音に揺れ続ける会場で佇たたずむ機体ヴエイグに。

　そして右手の──輝き出した霊装ハンマーに。抑えきれない震えは、だが──

「心配すんな。一緒にブッ飛んでやる──約束したろ」

「……にぃ……約束……絶対、に、守る……信じて？」

　前の座席から楽しげに、だが決然と響いた空そらと白しろの声。そして、感触。

　固く左手を握られたティルは、嘘うそのように止まった震えに思わず笑って──

　まっすぐヴェイグの機体、その中の男をさえ見み据すえるように、続けた。

「……自分、この世く界にが。ハーデンフェルが──〝キライ〟であります」

　己の気持ちを──この想いを、改めて断じる。

　逃げるなというその傲慢せかいが。恥じるなというその強制せかいが。

　その飽あくなき鍛錬いきかたが──とティルは視線を上げ冷笑した。

「自分、空がスキであります……この世く界に──空が閉じてるであります」

　地下空間の天井に、改めて思う。

　迷い悩み、気付けば廃棄場ゴミすてばにいた自分に『何な故ぜ逃げた』と問う国せかい。

　手を握る感触。知らなかった世界──二人せかいを知った今ティルは断じる。

　ああ……居場所なんか、あるはずがなかったのだ。

　──そんな居場所なら要らないのだから──ッッ!!

　だから──ッ

「そんな世く界にの頭領も……自分──〝だいっキライ〟であります……ッ！」

　輝き増していく大槌ハンマー──身を妬くような痛みに、思わず零こぼした言葉に。

　だが応こたえた淋さびしげな、悲しげな苦笑の通こ信えに、ティルは奥歯を軋きしませた。

　……知っていた、と。いや──なんとなく想わ像かっていたと。

　そう言われるとも。今言われるとも。全すべてと語るような通こ信えに──

「そ、の……っぜんぶお見通しなとこが、だいっキライでありまぁあすッ!!」

　増して行く痛みも相まって衝動的に張り上げた声に──

「偉そーなのもキライであります！　実際偉いのが更にキライであります!!」

　堰せきを切った感情は──もう止まらなかった。

「天才自称アピールがキライであります！　実際天才だから何も言えないしキライであります!!　上から目線もキライであります！　実際上だから当たり前なのが余計キライであります!!　ヒゲモジャなのもキライであります!!　ヒゲ剃そりすぎた!?　だから何でありますか嫌いや味みでありますかいっぺん死ねであります!!　キライキライキライ──お、おじうえなんっか、ドヘンタイであります!!　だい・だい・だ[image: ][image: ]いっキライでありま[image: ][image: ]すッ!!」

《ゥヲイッ!!　そのヘンでヤメネェとガチで泣くぞゴルァアッ!?》

　勢い余って言いたい放題。涙声の通信うつたえをよそに、ティルは息を整え。

　会場の揺れと大槌ハンマーの輝きと痛みと。加速度的に増す中、涙を払って。

　鋭く毅き然ぜんとした声で、言葉を。〝答え〟を紡つむぐ。すなわち──




「気に入らないキライ。だから逃げる。それがわからないでありましたら」

　ならば、このゲームの趣旨に従って──

「こう、言い換えるでありますから──すぐに〝殴わかる〟であります」

　そう──左手を握ってくれる、この感触ふたりが、連れてくれた場所を。

　黒い空と白い鳥が開いた〝空こたえ〟を。

　瞼まぶたの裏に映して──ティルは高らかに勝利宣言せんせんふこくした。

「自分は、勝つために。〝約束を果たすために逃げた〟でありますッ」

　……〝戦術的撤退かつためにげる〟とは──勝算があってこそだ……

　ただ迷っていた自分は、だが今からそうなる──否いな。

　爆音が連鎖する都度──この大槌ハンマーに収束していく精霊の手応えいたみに。

　────今、そういうことになった、と──ッ!!

　過去形に変じたその確信に、ティルは獰どう猛もうに大槌ハンマーを振り上げると──同時。




　会場全域に、常軌を逸した力の胎動と共に、魂こえを轟とどろかせた。

「頭領を超える──この勝利ひのために逃げていた、でありまぁすッ!!」





　　　　■■■






　それは、血の奥に眠る記憶、誰もが本能的に恐怖する胎動ちからだった。

　位階序列が、格が、桁が──文字通り次元が違う途方もない精霊量ちから。

　かく理外の力が数瞬後に招く未来は、ヴェイグでなくとも悟るに足りた。

　地を這はう遍あまねく全すべての天賦を、等しく無と嘲あざ笑わらう──天からの一撃。

　見まごうはずない力それは──すなわち────

　────『天撃』………

「ッてヲゥおい!?　天翼種フリユーゲルは不参加じャ──つか〝ガチの反則ルールいはん〟じゃネェかァ!?」

　と機体内──操縦室コツクピツトで、ヴェイグは血の気を引かせ悲鳴を上げた。

　ゲームに参加していない者の、しかも刻印術式でもない魔法!!　と。

　慌てて天翼種フリユーゲルの姿を探した隻眼は──だが、次の瞬間。

　──蠢うごめく力の中心が──ティルの大槌だと気付くやいなや。

　通信越しの絶叫と、続いた常軌を逸した衝撃に見開かれた……そう──




《超大型多段拡張霊装────全接続ッ!!　起きろでありまぁぁあすッッ[image: ]》

　激痛に歪ゆがめた顔で、ティルが大槌ハンマーを振り落ろし。

　操縦室コツクピツトに──直下のプラントごと穿うがつ閃せん光こう伴い突き刺したと同時。

　爆音で揺れていた会場に、一瞬の静寂が生まれた。──そして、

「────ッッッッ!!?」

　一際巨大な、突き上げる縦揺れ。そしてこちらの背後で重い衝撃が弾はじけた。

　直感で咄とつ嗟さに回避──機体を掠かすめただけの鉄てつ塊かいから、強烈な魂が流入する。




　────…………

　それは、想像できないものを想像したがった矛盾しようじよ。

　努力では飛べない空を飛びたがった、矛盾しようじよだった。

　何もできないと言いながら、誰にもできない鳥そらを追って──

　──逃げているだけと。不可能と嘲あざわらわれた少女の──魂、は……




《そんっな……こと！　……誰より!!　わかってたで、ありますよ……っ!!》

　響いた通こ信えに辛くも幻覚から抜け出したヴェイグに、だが。

　また一つ──否いな。また十。また百と千と万と──無量に……

　会場を渦巻き、嵐あらしの如ごとく吹き荒れる鉄の暴風が機体を襲う。

　──ただの鉄てつ屑くず。さしたる威力も、速度もない──だが。

　込められた強烈な魂が、機体を僅わずかに掠める都度、残ざん滓しを残して。

　苦く悶もんに喘あえぐティルの通こ信え共々、ヴェイグの意志を強く強く殴かたり続ける──




《だか、ら……自分達たちみたく鍛い錬きろ……っ？　〝ふぁきうくたばれ〟でありますっ!!》

　自分達のように。地精種ドワーフのように。諦あきらめずに。迷わずに弛たゆまずに。

　天てん賦ぷを超えるべく鍛錬どりよくして。恥じずに逃げずに生きろと。ああ……

　天賦ヴエイグを超えられない自分達のことは棚上げにして!!

　わかったような顔で知った風な声で!!　自分をゴミと呼んだその口でッ!!

　揃そろって、言うのだ。要するに、こう、言っているのだ……

　──みんなそうしてるからおまえも。

　──報われるって。夢でも見ながら精々──

　────〝努力ガマン〟だけしていろって────ッ!!




《そんっな〝世界おしつけ〟がっ、気に入らない……だいっキライでありますっ!!》

　認めない……

　自分が。頭領を超えて。その押しつけを、覆してみせるって──!!

　測量器や森精種エルフの論理。全すべてを使ってでも、別の方法を見つけて！

　見つけてみせる、って……そう、思って……




《っでも……どう、すれば……一向にっ……なにも見つからなくてっ!!》

　──失敗だけ積み上げて。錯誤に塗まみれて迷って悩んでひたすら間違えて。

　ついには勘違いあきらめさえして、ただ矛盾したまま。何も言い返せなくて……

　いつしか……その想おもいも、忘れたつもりで、無様に──彷徨さまよって。

《……でも──ふふっ……今なら言い返せる、で──あります、よ……っ？》

　──嗚咽おえつ混じりに。涙ぐみながら。

　だが──不敵に笑った通信と魂二つの声に。

　ヴェイグは、己が機体を打ちつけていた鉄の嵐あらし、その正体についに気付いた。

　そして──生涯初めて〝まさか〟と、己の感性センス──直感を疑い、こう呟つぶやいた。

「…………ナァ……ヲィ。なんぼナンでもオレサマん〝妄想〟だよなァ？」

　渦巻いていた鉄てつ屑くずの暴風が──収束していく様に、即すなわち──

　地が揺れているのではなく──会場が動いている、と。

　鉄は吹いていたのではなく──ただ集まっている、と。

　鉄屑パーツが。触しよく媒ばいが継つがれ接つがれ組み上がり。

　高こう峻しゆんな。廃棄物処理場ごと起き上がって。

　かくて会場そのものが目覚め──立ち上がる、直感イメージは。

　果たして〝だから答えていいかえしやる〟と、中継先ハーデンフエル全土へと向けた声と。

　眼前に聳そびえ立たった──途方もなく巨大な代物により肯こう定ていされた。




《恥じず鍛い錬きる……自由すきにするであります──でも、自分もっ……自由すきにするでありますっ!!》

　──自分は恥じると。失敗し矛盾し迷い続けた、この迷走いきかたを。

　今日、この瞬間のためにあった恥すべてを、だからこそ誇る、と。

　教わった通りに。自分を否定した遍あまねく全ての世こ界えへ──

《るっせぇ!!　そんな世界いきかた、クソ喰らえであります!!　ペっ》

　──そう反抗の自由を喧けん伝でんして、頽くずおれた少女。

　兄妹ふたりに抱ほう擁ようされ抱き留められた少女に、ヴェイグはついに眼めを剥むいた。

　──ようやく己が見上げる巨大物体を認識したが故に、ではなく。

　その頂──今もなお剥むき出だしの操縦室コツクピツトで、兄妹ふたりに抱かれる少女……

　孤独でないと心底楽しげに涙する──想し像らない少女にだった。

　想し像らない高みから鳥おのれを見下ろす……想し像らなかった……眩い笑顔しようじよが──

《……おじ上。これ、は……想像できた、で……あります、か……っ？》

　ここは。鍛錬どりよくや天賦センスで到み達える領域けしきか、と問うた──刹那。

　ヴェイグの機体を襲う……暴力の雨が降り注そそいだ────
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　──それは、ヴェイグはおろか、ハーデンフェル全土。

　観戦していた地精種ドワーフの誰一人、想像できなかったろう。

　ただし、地精種ドワーフ以外……具体的にはティルの隠れ家で観戦していた三名は。

　さして驚きなく、映写機モニターに映る物を見たまま素直に、感かん嘆たんの声で口にした……

「……へ～……都ま市ちって歩くんですのね～……あ。あれも霊装ですの？」

「正確には私の『一％天撃』を刻印した霊装ハンマーで接続した拡張霊装きたい、でございますね」

「【観測】全高九七〇〇ｍ・全長七四二〇〇ｍ・砲数計九八二門。【定義】戦略機動要塞と分類。ご主人様流石さすが。過剰火力やりすぎ。大人げなさ絶無。そこもすき……ぽっ」

　あの兄妹きようだいのこと……想像できないことをやらかすと想像──否いな。

　確信さえしていたステフは、故に、諦てい念ねん気味に画面を見やった。

　鋼鉄の山が降らせる嵐あらしから、必死に逃げ続ける影が映る画面を……
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　──会場。鉄てつ屑くずの山塊から、雨が降る。

　空のない地の底、降りしきる雨──その雨粒の一つ一つが。

　風を裂き地を穿うがち、廃棄物処理場ちのそこに更なる底を生み出していく。

「小せぇええなあヴェイグ!!　嗚あ呼あ何でも言おう、小せぇ男だテメーはあああッ!!」

　哄こう笑しようと共に、降り注ぐそれは──〝鉄ゴ屑ミの砲あ弾め〟。

「この会場を『狩り場』と言ったか!?　小せぇ──まっことスケールの小せぇ発想だッ!!　巨乳しか認めぬという貴様の器の如ごとく──あゝ貴様の生き様の縮図のようだっ!!」

「……どんな機体も……会場に手を加えても可……だよ、ね♪」

　嘲ちよう笑しようを載せて聳そびえ立たつそれは──〝失ゴ敗ミの巨体きたい〟。

　すなわち不要物。無価値な失敗と否定され棄すてられたモノども。

　──間違っていなかったかも知れないモノたち。

　それらが集う地。廃棄物処理場こここそ己らの独壇場ホームグラウンドと誇る嘲ちよう弄ろうは、

「獲物を誘いこんだ先で、誰が悠長に〝狩り〟なんかするかよ」

　かくてヴェイグを襲う全すべての正体を、高らかに明かす。

「獲物を誘うなら──『檻ワナ』に直行だ決まってんだろ強者マヌケッ!?」

　──それは檻おり。それは罠わな。己ゴ等ミそのもの──会こ場こそのもの。

　失ゴ敗ミと錯ゴ誤ミを継ついで接はいだ、ある少女の〝魂スピリツト〟そのもの──

「お待ちかね──〝会場そのものな機体〟だ!!　気に入って貰もらえたかい!?」

「……不肖『　　くうはく』命銘……《スピリット・オブ・マザーティル》……♪」

　ヴェイグの九七〇倍──物理的に上から目線で。

　空そらと白しろは、今こそ逆襲に馳はせ参じた巨体を駆って高笑いした。




　──さあ。決して間違えぬと宣のたまう世こ界えよ。曰いわく、正しき世界ものらよ、と。

　己が母テイルの魂を、鉄風雷火の砲火で殴かたる、継つぎ接はぎの鉄屑きたいが、今こそ問う。

〝鍛たん錬れん〟と引き替えに、削そぎ落おとし、棄すててきた鉄ゴ屑ミらが今ぞ問う──

　何を根拠に──我らを否定した──ッッ!?




「俺な、天才専用ネクスト機より、凡才が対抗して造る〝超大型兵器アームズフオート〟のが好きなんだわ」

　こと娯楽作品フイクシヨンにおいて〝物量〟は覆される宿命にある。

　──故にこそ、現実は違う……とっ!!　そう──ッ!!

「物量こそ精鋭てんさいを超える術だオるぁあ!!　この〝弾幕ぶつりよう〟に安地なんか用意してねぇぞ!?　〝囲んでハメて数で殴る〟！　コレに勝る戦術はねえ!!　勝ちゃ～い[image: ][image: ]んだよ勝ちゃあ!!」

　現実は──〝やり過ぎてなんぼ〟である──とッッ!!

　操縦室コツクピツトで白と共に、巨体を操縦し砲撃で視界モニターを埋め尽くす中、




《[image: ][image: ][image: ][image: ]ザケンなゴルァ!?　ンな霊装きたいがあッてたまッかヨォ!?》

　辛くも紙一重で疑似転移かいひを続ける機体から、通信ひめいが飛んだ。

《ンなキぃフれた拡張霊装デカブツ動かす精霊量チカラ、地精種ドワーフにあッかヨォ!?》

　と──先程の『天撃』といい。

　規格外の精霊量ナニモノかの関与を確信。ルール違反を糾弾する通信いかりに。

　…………はんっ、と空達たちは揃そろって苦笑した。

　やはり地精種ドワーフは、最高の反面教材だ──なにせ半分しか正しくない。

　会場そのものが機体とは察しながらも、まるで足りなかったように。

　空の膝ひざ上に座る白の、その膝上で。

　苦痛に顔を歪ゆがめながらも不敵に、皮肉に嗤わらう少女──

「頭領……今更──増幅ブーストなしにはっ最初の機体も起動うごかせないであります、よ？」

　白に抱かれる不正イカサマを……まだ見落としているらしい。

　そう、真の何よりありえネェ〝本命の不正テイル〟の呟つぶやきに──

「そもっそも、自分……〝増幅ブーストなしには魔法使えない〟でっあります、よ？」

　────、

《────────ッハァアアッッ!?》

　と、ついに気付いたらしいヴェイグの悲鳴に、空そらは苦笑した。

　そう、優れた地精種ヴエイグ故こそ想像もしなかったろう不正イカサマ──ティルは。本来。

　巨大霊装を動かすどころか──魔法も使えないのだ何な故ぜならティルはっっ!!




　────ぱいぱんなのである────ッッッ[image: ]




　地精種ドワーフは体毛ミスリルの作用による精霊過剰増幅オーバーロード故に触しよく媒ばい──体〝外〟に同期する。

　だが体毛ミスリルがないティルは!!　過剰増幅オーバーロードしないどころか増幅もしないのだッ!!

　故に──〝増幅ブースト〟させるのだ……

　そう……己の空間転移シフトを使われたジブリールの驚きよう愕がくした真相、その正体だ。

　増幅ブーストなしに魔法が使えない。それは、翻ひるがえせば増幅ブーストすれば使えると──

　────増幅ブーストできることを意味する──たとえば。

　大量に仕込んだ疑似転移デミ・シフトアンカーの連鎖爆発で増幅ブーストに増幅ブーストを重ねた精霊を。

『天撃』の刻印術式を施ほどこした触媒ハンマーに流し込み──体〝内〟へと同期っ！

　かく制御された膨大な精霊量を以もつてすれば、会場内の鉄てつ屑くず──刻印術式を施した〝無数の触媒パーツ〟を。繋つなぎ合あわせ組み合わせたこの機体きよたいを稼か働どうさせられるのだ……ッ!!




　……ああ、普通の地精種ドワーフが真ま似ねすれば即自爆オーバーロード。不可能かつ無意味だ。

　まさにティルに曰いわく〝魚に水中呼吸器を造る〟が如ごとき本末転倒の発想。

　だが普通ではない地精種ドワーフには、可能かつ必勝ぜんていである何故ならティルはっ！

　────ぱいぱんなのである────ッッ[image: ]




《ちょッ──待、ゥヲィ──クソ姪めいテメ、まさかまだ生えてネェのかァアッ!?》

「ふっ……ふふ、と、頭領……がち、いっぺん死ねっ！　でありま、す……っ」

　その応酬にも……正直、空も既に、絶対違うだろう気はしているが。

　一応──べあ～どひげ!!　の!!　話であるはずであるが故にさておき──ッ！

「ふ、これが天賦の差だ……超えられぬ絶対的壁を前にひれ伏せヴェイグッ!!」

《ザケンな!!　ンな力デタラメに地精種ドワーフの『器カラダ』堪たえられッかクソ姪死なせてェのかァ!?》

　そう空に吠ほえた通信は、明確な怒気に満ちていた。

　さもあらん。あのジブリールの一％──こんな超巨大機械を動かす力。

　車のエンジンにロケット燃料を注そそぐ暴挙だろう。故に──

「……手加減はしない──二言か？　男の約束ことば、随分軽いなあ？」

《────────ッッ!!》

　……ティルを案じ、被弾し己の敗北でゲームを終わらせる。

　そんなヴェイグの思考を牽けん制せいして、空そらは、不愉快そうに表情を歪ゆがめた。

　ティルの死は、ティルを抱く空と白しろの死をも意味するだろう──だが。

　意識も危うく──それでも力強く大槌ハンマーを掴つかんで、笑うティルに、




　──わざと負けようとした。

　それがどれほどの侮辱か想像わからないらしい傲慢おとこに──ッ!!

「クソ余計な心配だ!!　ここは『檻ワナ』──テメーに選択する安地も余地もねえッ!!」

　空はそう吠ほえて、会場そのものである超巨大機体の一画。

　轟ごう音おんと共に口開いた巨大な砲門の〝その奥〟に坐ざする──もう一つの機体。

　もう一つの操縦席コツクピツト内の、操縦者オペレーターと口を揃そろえて、獰どう猛もうに告げた。




「ティルの完全勝利──それが唯一の結末みらいだ!!」

《はい～〝決着の瞬間シヨーダウン〟──なのですよぉ～♥》




　────刹那。

　砲口から神火色の光が閃ひらめくや、砲口を塞ふさぐように突如──〝鉄てつ塊かい〟が現れた。

　砲門と接続され輝くその物体に──今度こそ、ヴェイグは機体ごと凍り付いた。

　彼が見み紛まがうはずもなかろうそれはもう一つの、過去の遺い物ぶつ。

「〝全画面攻撃ボム〟を避よける──できるもんならゲーマーとしてご教授願うぜッ!?」

　安地なしの正に〝爆ボ弾ム〟であった。

　名前は、確か……ああ、そう──




　────『髄ずい爆ばく』だ…………
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　かく煌こう々こうと輝く『髄爆』奥の操縦室コツクピツト、フィールは笑う。

「ルールはちゃ～んと守ったのですよぉ～？　自然に優しくエコロジーに、なのですよぉ♥」

　刻印術式以外の魔法禁止。核かく媒ばいが壊れればで敗北。

　そして、参加者は──〝会こ場こ〟に居る全員……

「負けたわたし達たちの機体をぉ～……誰が使っリサイクルしても問題ない！　のですよねぇ♥」

　そう、フィールの機体をティルが接続・利用しても。そして──

「あのうるさい参加者ほのおの〝加護刻印〟も～機体の刻印術式も、なのですよぉ♪」

　と七人目の参加者、そして五つ目の『切り札』を想おもう──すなわち。

　──性能向上スペツクアツプには一切施ほどこさない代わりに──施した機体の刻印術式。




　八十六重の術式──神霊種オールドデウスの加護刻印を利用し機能する刻印術式。

　神しん火び炉ろ──オーケインの力を利用する〝非疑似空間転移シフト〟術式──




　ティルが勝手にフィールの機体を取り込み、鍛神オーケインの加護で勝手に機能し。

　隠れ家から転移シフトさせたアレをティルが使う分にルール違反はなし、とッ!!

　上機嫌なフィールに、同操縦室コツクピツト内で、クラミーは怪け訝げんに問う。

「……フィー、ずっと疑問だったけど鍛神オーケインの加護刻印を使うなんて誰が考えたの？」

　大戦時……『虚空第零加護アーカ・シ・アンセ』を初めとした霊壊術式とやら。

　森精種の創造主カイナースの加護──刻印術式による魔法は、耳にしたことがあった。

　だが、それらは『十の盟約』で使えなくなったはずであり──ならば。

　フィールのコレは、戦後──新たに編へん纂さんされた術式ということになる。

　……よりによって鍛神オーケインを利用する、刻印術式を、誰が──いや。

　もっと言えば、あれほどの大質量を非疑似空間転移シフトさせる魔法……

　エルヴン・ガルド育ちのクラミーさえ聞いたこともないが──と、

「ん～、わたしも知らないのですよ。我が家ニルヴアレンに伝わる〝秘奥きりふだ〟なのですよ～」

　フィールは小首を傾かしげ──そう、こんな言葉と共に……と答え、




「〝切り札は決着の瞬間シヨーダウンまで伏せるから切り札〟だぁ～、ってぇ」

　でも～、とクラミーに最上の笑みを向け、続けた。

「わたしのぉ、唯一六つめの切り札は──〝クラミー〟なのですよぉ♪」

　──ニルヴァレン家に伝わる〝秘奥きりふだ〟を切ってまで。

　自分達は負ける──故に予定通りの勝利と微笑ほほえんだ親友に。

　クラミーは気恥ずかしく、思わず顔を逸そらして笑った。

「クラミーがぁ、勝てないって言うなら──勝てないのですよぉ」

　そう……クラミーが勝てないと断じた、あの瞬間。

　──フィールは、このゲームから降りたのだ……




　かくて空そら達たちに〝親友として〟協力する〝友達として〟の礼。

　つまり〝取り引き〟に──条れ件いを求めた。即すなわち、誰が勝とうと。

　──『ヴェイグに一生罪悪感を抱える』よう命じることを……

「よ[image: ][image: ]するに勝てばよかろうなのですよぉ!!　求めるは〝罪ア人レの断罪〟！　なら～誰が誰の力で勝と～とぉ、結果的に罪ア人レが裁かれればわたし達の勝ち、なのですよぉ～っ!!」

　そう明るく振る舞うフィールに、クラミーは苦笑で応じた。

「……ま、勝機を貰もらったのにこの手で勝てなかったの──やっぱり悔しいけど」

「少しでもボコれただけ～、わたし達たちは僥ぎよう倖こう、なのですよ～♪　だってぇ──」

「ええ。だって私達、本当にただの部外者だもの。友達でもないしね？」

　ヴェイグに指摘された通り、と皮肉に笑い合って、クラミーは思う。




　──勝てない勝負に、それでも勝つなら他人の力で勝てばいい。

　ならば──答えられない問いに、それでもあえて答えるなら？

「他人に答えさせる……要するにいつも通りの、詭き弁べんで勝つってわけよね」

　──〝ツケは払ったのか〟と、過去を問われ。

　──〝出世払いそのうちな〟と……未来を示しこたえて……

　…………、

「……そして人形は、空を造り続ける……彼らだけは、まだ見えない空を……」

　狭い操縦室コツクピツトの中、クラミーは〝空〟を幻視みながら複雑に笑う。

　自分や、フィー。ジブリールや獣人種ワービースト、神霊種オールドデウス、機凱種エクスマキナと──今度は、

「他人テイルの空を。また一つこじ開ける……〝彼らの空〟が、見つかるまで……ね」





　　　　■■■






　──果たして赫かく奕えきと意識せかいを眩くらませる景ひかり。

　ティルの外から集めたものを、溶接し鍛たん接せつし継ついで接はいで重ねた錯誤まよいを。

　全すべてを溶かす焔いしで〝鋳ちゆう造ぞう〟した『創意工夫』に依よって至った領そ域らで──




「……おじ、上……自分、約束……果たせた……であります、か……？」

　荒れ狂う精霊に、器からだが砕けそうな痛みにも。

「自分はっ、おじ上だれも──想み像えなかった域そらに……いる、でありますか!?」

　今にも精霊回廊接続神経が溶け落ちそうに灼やける熱にも。

　だが構うことなく、ティルは咲わらっていた──ああ……

「……どっんな気分ながめ、か……知りったいで……あります……か……っ!?」

　混濁するティルの意識が捉えていたのは──もはや、ただ。

　ティルにも……誰にも、想像できなかったと確信する……遠い空。

　ヴェイグの姿さえ彼方かなた置き去りに深く、いっそ黒い宙そらを舞う感覚だった。

　絞り出した声が、聞こえているか──否いな、声が出ているかさえ不確かなまま──




　それでも──遠い日の約束を果たす、と。

　必ず超えると誓った──あの日の鳥へ、いつか贈る、と。

　心に決めていた──言葉よ。笑みよ──届けと願い紡つむぐ。

「〝テメェにゃ一生想わ像かんネェ〟でありまあす!!　ざまぁであります!!　ぺっ」

《ヲィクソ姪めい!!　意趣返しかァ!?　テメオレサマの顔マネしてやがんなァ!?》

　微かすかな音量で応こたえた通こ信えを、確かに聞いたティルは瞼まぶたを落とし苦笑した。

　……勘弁して欲しいであります。

　自分、やっぱり鳥になれたって、勘違いしそうになるであります。

　でも、わかってるであります……ただの勘違いであります。

　明日にでも。ともすれば一秒後にでもまた思い知らされる────

　────上等であります……っ！

　どーせ間違えるだけが特技でありまぁす──っっ!!

　──〝出来る〟って──〝不可能なんかない〟って！

　また失敗と、間違いの山を積み上げるでありますッ!!




　迷って悩んで間違えて──そのたびに。

　泣いて喚わめいて、悔しさに歯は噛がみして！

　恥と涙で無様に塗まみれて迷い続ける──バカそのものな遠回り。

　意味さえあるか永遠にわからないかもしれない──

　その愚行を経てしか……その道から見えない、景色がある。




　天てん賦ぷの才を持って生まれた者……飛行機を造らない鳥には。

　──それでも飛びたいって、この執念おもいがない鳥には絶対見えない景色。

　想像さえしなかった場所に至れる……こんなに楽しい景色おもいがあるなら。

　……何度でも間違えてもいい。そう今なら断い言えるであります──……




　かくて白しろの腕の中、力が抜けていくティルに反して、

「……さーてお賢い地精種テメーらにゃ初耳だろ。弱者の普通学、有り難く拝聴しな!?」

　起動準備終了を報しらせる、恒星の如ごとき光を放つ『髄ずい爆ばく』の外殻に、空そらは吠ほえる。

「……普通は、な？　世の中、想像通りの結果には、まずならないんだわ……」

　──たとえばインドへ向かって海に出れば、間違って新大陸に着くように。

　数学で全すべてを証明しようとすれば、間違って数学を否定しちゃうように。

　月を目指してロケットを造れば、間違ってむしろ地球に降り注そそぐように……

　……こと人類に限れば──〝完璧〟なぞ、くだらない。

　どうせ間違える。完璧如き造る気概では足りない。だから──ッ!!

「テメーはスケールが小せえんだよッ!!　空を飛ぼうとすんなら──月すら通り越して、間違って〝火星〟に突き刺さるくらいの気概あってようやくワンチャンなんだよッ!!」

　そーすりゃ……まあ……？

「うっかり上下を間違えても──星貫いた裏側の空にはイケるかもな？　だろ♪」

　──完璧以上の結果が、出るかもしれないだろ？




《……ッザけてンのかァ……ヲィ──ッ》

　天てん賦ぷの才を持って生まれた者……感性だけで飛んできた鳥おとこは。

　初めての──否いな。懐かしい〝未知への恐怖かんじよう〟に染まった通信で応じた。




　そう……『髄ずい爆ばく』は使用不能。

　ならば今まさに起動させようとしているものがナニかも。

　それで以もつてナニをする気かも。

　果たして姪めいが舞うその景色たかみも何も想わ像からない男は、だが。

　──それでも、と！

　ただ一つ想わ像かる確信に、初めて──執念おもいを吠ほえた──

《よーはどーなるかわかんネェってこったろ〝バカ〟じゃネェのかァアッ!?》

　──ティルの身が保たないかも知れないならば──と!!

　刹那。ヴェイグの機体が〝爆はぜた〟姿を最後に──忽こつ然ぜんと消えた。

　空そらの眼め、会場の映写機カメラにさえ残像も映させぬ機動で、宙を駆って迫る、と。

　機体を破は綻たんさせ、限界を超えて駆け──拳こぶしに載せて迫る魂は、たった一つ。




　──『超とえめて見せる』──

　一撃で勝利おわらせて見せると語った気配に、空はだから内心嗤わらって答えた。




　──ああ。それだよ、と。

　それが迷って、失敗して、間違えるしか能のねぇ俺バらカの生き方だ。

　試行はすれども錯誤はしない──お利口さんテメーらには眼から鱗うろこだろう。

　──どうなるか？　ああ、わかるわきゃねーだろーよ──ッ!?




「だからいっちょ〝実験やらか〟すんだよ!!　それが『科学バカのかんがえ』って奴だろ!?」

　かく嗤った空が砲口の『髄爆』の中身を起動させた刹那、僅わずかに遅れて。

　ヴェイグ機から繰り出された、外殻を穿うがつ入にゆう魂こんの一撃が届いた────





　　　　■■■






　ヴェイグとティルの全霊衝突──魂が交こう錯さくし撹かく拌はんされ白むそれは、もはや。

　誰の心象風景たましいかもわからず、ただ核かく媒ばいを伝って全員の脳のう裏りを駆けた……。

　────…………




　……その男は、優れた感性を持って生まれた。

　自他共認める天才に、だが驕おごりも慢心もなく、ただ自負を胸に。

　無心に、だが猛もう然ぜんと、男は鎚つちを振るった。

　もっと──否いな。もっとも優れた作品を。

　かつてない傑けつ作さくを。究極の神品を!!　と……

　地精種ドワーフ史上唯ただ一人、男の祖先だけが到み達えた──〝神域〟。

　概念改かい竄ざん──『創造』に指をかけた天才の背中さえ瞳ひとみに映して。

　六千余年、誰の追随も赦ゆるさなかった極限へ己が到いたると。

　傑作せいこうの山を積み上げる男こそ、至高の再来。次なる頭領と誰もが確信した。

　まさにその頃、男は纏まとわり付つく妙なガキに、怒号を飛ばしていた──




「ゥヲイ……い～加減ウゼェぞクソガキィ!?　オレサマの神業しごとジャマすんじゃネェ!!」

「ジャマしてないであります〝しょーらいのだんなどの〟ゆーわくしてるであります」

　男に平然と反論するそれは、まだ幼い──小さな女の子だった。

　正確には、男の『将来の妻』と自称して──

「ジャマにおもうなら！　おじ上が自分にきがあるしょーこ、でありますよ!?」

「〝クソ姪めい〟が視界でウゼぇウィンクや投げキスしてリャ気にャあなるァナァ!?」

　何な故ぜか妙に懐いた、男の義あ姉ね達たちの一人が産んだ、マセた娘だった。

「毛も生えてネェガキにャ興味ネェ────────目障りだ失せナ』

　と、視線鋭く命じた男の隻眼に──子供は身を震わせる。

　──それで終わり。誰もが男から距離を置いた。

　問答無用の眼光さいのう。子供さえ住む世界が違うと弁わきまえるのが常……だったのだが……

「ど、どーして〝つるつる〟と知ってるでありますか!?　見たでありますか!?」

　その子供が身を震わせるのは、裸を覗のぞかれた疑念にであり。

　ついでに──そのやりとりは既に五度目であり。つまりは、

「自分、のぞかれたであります!?　ねぶるよ～に体みられたでありますも～よめにいけないからおじ上がせきにんとって自分『頭領のよめ』でタマノコシよっしゃであります！　さささ？　だんなどの～？　よめの体なら～いつでも見せてあ・げ──」

「ヒゲはツラ見りゃわかんだろッ!?　赤面すんなッつかナニ脱いでんだテメッ!?」

「は!!　ダメであります子供によくじょーするヘンタイのよめはイヤであります!!」

「きけよ。ナァ!?　ッつ～か誘サ惑ソってんじゃネェのかどーして欲しーンだァ!?」

　いくら追い払っても無駄だった子供に、男は頭を抱えていた。




　──いったいなンなんだ……このクソガキ……と。

　妙に屁へ理り屈くつ屋な姪。だがそれ以上に、男は己の不快感にこそ戸惑った。

　失敗も挫ざ折せつも知らないその男には、あまりに縁のない──その感情が。

　初めて覚えた〝怒り〟だったと自覚するのは、まだ先の話──

「……いーかクソ姪めい。オレサマぁチョ～天才オレサマ。つまりチョ～イイオトコ。ナァ？」

「は！　そ、そのよめ、自分はつまりチョ～イイオンナであります、と……っ!?」

「ヲゥ全然違ちげェ。ソレが問題──テメェはオレサマにァつり合わネェつってンだァ」

　だから、この時は──こう、断じた。




「テメェはイイオンナにゃァ──一生なれネェ」

　────、

「……ぁはあ……イイオンナ、って、どんなでありますか……？」

「まず毛ェ生えたオトナだテメェは論外。ンで、オレサマに釣り合うオンナ──そーなァまず巨乳。ンでオレサマと同等以上の霊装造れる才能なきゃ話にならネェ。あとァ～まーチョ～美女でチョ～身持ち硬ェがオレサマにァチョ～エロい。コレがイイオンナだ」

「……おじ上。それ〝つごーのイイオンナ〟であります」

「────[image: ]ン？」

「だだ、だって地精種どわーふに巨きよ乳にゆーいないであります！　あとァ～からは〝童ど～貞て～の妄も～想そ～〟っておば上たちがいったママであります！　おじ上童ど～貞て～？　ってなんでありますか!?』

「ッセェな!?　超常的イイオトコが超常的イイオンナ求めて悪わりィかクソ義姉アネキ共!!」

　──そうして。

「ふ、やれやれであります。自分がイイオンナになったげるであります」

　…………ふと。

「自分、あと十三でオトナであります。毛だってもっさ生えるであります!!　びじんで～みもち？　もカッチカチであります！　おじ上が自分エロくすればクリアであります!!」

　蒼あお白じろい瞳ひとみを輝かせる語る子供が、無性に不快に思えて。

「自分がんばっておじ上みたいな霊れ～装そ～つくるであります。巨きよ乳にゆーさえあきらめればなんとイイオンナになった自分がそこに!?　おじ上の童ど～貞て～も自分がなんとかするであります!!」

　──それで、童貞ってなんでありますか？　と問う笑みに。

　男自身もわからない感情を、ぶつけるような言葉──




「ムリだ。霊装の造り方ァ──〝無能テメエ〟にゃ一生想わ像かんネェ」

　……それが──男の。

　────初めての、読み違いだった……

「…………無、能……？　……ぇ？　自分、でありますか……？」

　……ンだよ。

　なンなんだその耳を疑う涙目はッ!?　と男が不快感を増していく中、

「ど、どーして、でありますか？　じ、自分、がっ、がんばるであります、よ？」

「頑張ってドーなるモンじゃネェンだよ……っ!!　なンでンこともわからネェ!?」

　嗚あ呼あ──その子供は、本当にわかっていなかったのだ。

　──ただ想像するがままに、創造する種族──地精種ドワーフ。

　男に想み像えているものが自分には想み像えないとさえ、想像わからなかったのだ。

　己には才能がないと、それこそ、想像さえしたこともなかったのだ。

　だが何な故ぜそれがこんなにも不快なのか、と男も困惑する中──




「……わかっ……わからっない、であります……だっ、だって……」

　嗚咽おえつ混じりの反論に、男はついに。

「おじ上こそ、自分がなんでわからないか想わ像かってない、でありますっ」

　──その答えを得た。

「わ、からないのに……造れ、ないって……言い切る、でありましたら」

　────、

「おっおじ上も──おじ上の〝限界そうぞう〟は超えられないでありまぁすっ!!」

　────────、

「む、むしろ？　お、おじ上が想像できてない自分、おじ上の想像をすでに超えてるでありますかる～くおじ上超える霊れ～装そ～つくっる……ひっ、ハイろんぱあでありまあすっ！」

　……そう……男もまた、その子供が想わ像からなかったのだ。

　その子供が何を考え、何を想おもい、何を……涙しているか何も……

　誰より憧あこがれる天賦おとこに〝無能〟と。

　絶対的な宣告を受けながら、なおも反論し、あげく超える、と。

　涙を流して絶望しながら、蒼あつい焔いしの灯ともる瞳ひとみで言い切ったそれが。

　矛盾が。迷わない、間違えない男には、まるでわからずに──

　……〝想像できないその子供〟に、怯えたのだった……




　……その男は、優れた感性センスを持って生まれた。

　史上唯ただ一人、男の祖先だけが到み達えた、神域さえ捉える感性センスで以もつて。

　果たして六千余年、誰の追随も赦ゆるさなかった極限へ、さて到いたって。

　────それで？　その先は？




　祖先の〝背中あとおい〟しか想み像えない男は、それでもなんとなく想わ像かった。

　ならば、己が祖先は──何を見て、かくなる神域に到ったのかを。

　──それは、普通の地精種ではなかっただろう、と。

　もっと異質な、想よ像めない想像わからない想像できない……それこそ。

　祖先が惚ほれたと云いう〝とある巨乳じよせい〟のような──あるいは──

「じっ自分、おじ上を超える霊れ～装そ～、つくるって……『約束』するであります」

　そう不安げに断言する、矛盾した子供が宣言した通りに。

「……イイぜ。ンじゃオレサマぁ超える霊装造って、掛かって来ナ」

　地精種ドワーフの六千年の停滞……感性センスの限界を超えた先に到いたる──




「天才オレサマに勝てる想像を超えたチヨ～イイオンナ、待ってるゼ──『約束』だァ」

　──そんな〝超〟イイオンナになる、この子のような……と。

　男と子供は、二人指切り誓いを交わした。

　その子供の、涙を湛こらえて見上げる瞳ひとみの意味は──ついぞ想わ像からずに。

　だから男は、それが想わ像かるまで。超えられるまで。せめてと決めた。

　そんなイイ女に釣り合える……限界までイイ男であろう、と……




　──だけど、その子供は逃げた……

　矛盾したまま、追っても逃げる子供が、終ついぞわからぬまま。

　月日だけ流れて行った──ある日。

　──男は、妙な人類種イマニテイが仕掛けた〝毒ワナ〟に、まんまとハマった。

　過去から逃げながら勝っている。その異世界人むじゆんに男は想像かくしんした。

　彼らなら──その子供がどうして逃げたのかわかるだろう、と。

　……果たして、その感性ちよつかんはやはり正しかった。ただし──

【……ベタな結オ末チだなァ……逃げてたなァオレサマだった、ッてかァ】

　交わる意識の中、あの時の子供の魂に触れて、男は自じ嘲ちように嗤わらった。

　限界を喝かつ破ぱされた男は──己で限界を超えることから、逃げたわけだ。

　──あの日の子供が何な故ぜ泣いていたか……想わ像かろうとすることからも。

　不安に濡ぬれたあの瞳が求めていたのは──




　飛べないと知り空を臨む……その意地に比例して深い、闇やみの中。

　手探るその手を取ってくれる居場所だれか……それだけだったのだ……

　男は、超えられるのを待つべきではなかったのだ。

　男は、限界を超える術すべを、子供と一緒に探すべきだっ────




【……そうか？　本当にそうか？　おまえは逃げていたのか？　本当に？】

　交わる意識。思考を遮さえぎる若い男の声が、そう皮肉に笑った。

【ティルと一緒にゴミ溜だめに堕おちて。俺と白しろみたくなるのが逃げないって奴か？　それが正しいって奴か？　ああ、そうかもしれない。だが、そうじゃないかもしれない】

　──男は、過ツ去ケから逃げていたのだろうか。

　自分には想像できないと想像きたいした子供むじゆんから。

　わからない子供をわかろうとした自分むじゆんから。

　不可能と告げる感性に逆らい逃げる子供を追って。俺らをダシにしてまで────

　──なあ。逃げないことと。

　逃げることから逃げること。

　なにが違うんだろな……？





　　　　■■■






　──そうして……地上さえ揺らした衝撃が抜けた地下空間。

　巨体の部品パーツを繋つなぎ止とめていた力が絶え、鉄てつ屑くずが雨あめ霰あられと崩落するその中。

　渦巻く粉ふん塵じんを割いて、気を失った少女を抱き歩く男がいた。

　それは赤あか錆さびた男。

　精霊過剰増幅オーバーロードで輝きを失った真霊銀ミスリル──髪も髭ひげも錆びた有様の……だが。

　不思議と、それこそ『ドラウヴニル』の姓を冠す男──〝本来の姿〟だ、と。

　どうなるか想わ像からない──限界を超えた力オーバーロードさえ厭いとわず己を酷使し、超え続け。

　唯ただ一人、種の限界を超えるに至った愚者いきざまの証あかしだったように思えた……




　──死なせないと。機体を破は綻たんさせ限界を超え、かくして姪めいを救出した男は。

　だが不意に。己の腕の中、気絶してなお大槌ハンマーを手放さない──心底楽しげな。

　胸を大きく上下させ寝息立てる笑顔の姪に──












「…………ハ……ハッ……はァッ、ッハハハァ……ッ!!」

　今度こそ、折れた大剣たましい同様に膝ひざを折り、地に大の字に伏して笑った。

「……ァア……結末みらいは〝クソ姪めいの完全勝利〟……違ちげぇネェ……完敗だァ……」

　ああ──完膚なきまでに敗北した、と悟って天を仰いだヴェイグは、

　果たして──中継を通して観みていた、全すべての地精種ドワーフと揃そろって。




　──〝空〟を……幻視みた……

　地下に在あり得るはずのない、知らない空を……だが確かに幻視みた。

　ティルが言った──この世く界にの空を閉じていたモノが、砕けたように。

　六〇〇〇年振りにこじ開けられた──高い、青い空の彼方かなたを……

「……自分の小ささ、趣味の悪さ。痛感したかい？　ヴェイグ・ドラウヴニル」

　そう問う、己を覗のぞき込こむように見下ろす複数の影の一人。

　ヴェイグの核かく媒ばいが砕けた刹那、ジブリールが救出した一同を一いち瞥べつし。

「争いは同レベルでやるもんだ。悪いな。俺の相手に、おまえはまだ役不足だ」

　──ああ、全く己は何と小さい男だったのか。

　それに引き替え──と、ヴェイグは空おとこを、眩まぶしそうに仰いだ。

「……貧乳も巨乳も爆乳も、偽物も本物も……全部、おっぱいだろ……」

　──デカい……デカすぎると。空そらの穏やかな眼まな差ざしにも。

「おっぱい好きを自称するなら何な故ぜに〝是非〟を語る──〝愛〟を語れ」

　涅ね槃はんに澄すんだ、あまりに大きな大きな男の、その声にも。

「画一化された自分好みの巨乳以外、偽物と否定し他に押しつける……」

　──糾ただしも、咎とがめも、侮りも蔑みもなかった──ただ……

　菩ぼ提だいを得た男の、真言を授ける響きのみがあった。即すなわち──




「そんな魂に──語ってやるほど俺の魂は、安くない……」

　……汝なんじが、素晴らしいと思う。ならばそれは素晴らしいのだ。

　何人たりとも、汝がそう思う自由を侵すことなど出来ぬのだ。

　ならば、その想おもいを語るに、何故に他を否定おとしめるのか──嗚あ呼あ。

「理想の巨乳？　テメェが手ェ加えてこそ完璧？　ぁ～あ小せぇ小せぇ!!」

　──自信がないからだ。ヴェイグこそ、なかったのだ。

　この広大無辺なる男。まさしく空は。

　端はなからヴェイグの遙はるか彼方、高次元に佇たたずんでいた。

　……グレートな、童貞だったのだ。そう────

「理想のおっぱい求めるなら──〝理想なんぞかる～く超えた女〟求める気概でようやくワンチャンだろ～がな～ぁ!?　そりゃおっぱい一つさえ理想に届きゃ～しねぇな～あ!?」

　ああ……まったく、クソ姪が言った通りだったわけだ。

　あの日の子供は、最初から己を超えていた……あまつさえ今度こそ

　想像を超えたイイオンナになった、と──空そらも微笑ほほえんだ。

「……ァア。完璧如きを追求する。ソレがオレサマん限界だったァわけだァ」

　初めてあの子供が憧あこがれ続けた〝空モノ〟が見えたヴェイグは想おもう。

　あの子供は、鳥なんか、見ていなかったのだ。

　はじめから──鳥が舞う──空をこそ見ていたのだ……

「……ああ、やっとクソ姪めいに見えてたモンが見えたぜ」

　願い、想い、焦がれ、だがついぞ想像できない──領そ域らを。

　ずっと追い求めた……完璧を超えた理想の巨乳……ああ、そう──




　──ぼよよんっ……と……

　寝息に合わせ上下するティルの胸──〝爆乳〟に。

　造形美が崩れ若干アンバランスな程、やり過ぎたパイオツに。

　ついに見つけ出した、限界の先にあった理想に、にっこりと。

　純じゆん真しん無む垢くな眼まな差ざしを向け、ヴェイグは幸せに笑った…………





　　　　■■■






　──そう……それは、史上唯ただ二人だけが想み像えた神域。

　その扉を、想み像えないまま偶然開いた三人目によって生じた成功しつぱいの副次結果。

　即すなわち『髄ずい爆ばく』の外殻で包んだ──二つの『改かい竄ざん神しん髄ずい』による〝概念共鳴かきかえ〟に──




「ちょ、ぉ、重いですわ立てませんわ!?　こんなの『巨乳』じゃないですわ!?」

「いえ。『巨乳？神髄』による概念共鳴かきかえでございますので──」

「【解析】名称不明女性の胸囲値。俗称『超乳』に分類と推定。極めて限定的支持あり」

「意味がわかりませんわ!?　これ元に戻りますわよね？　生活できませんわ!?」

「わたしは～、偶然クラミーとお揃そろいですし～戻れなくてもいいのですよ～♥」

「ふざけないで!?　何で私は更に減ってるの!?　『無乳』は認めないわよ!?　ってフィーその『貧乳』でお揃いって婉えん曲きよくにＤｉｓってない!?　早く私の魂むね、元に戻してよッ!?」

「【質問】当機の胸囲。『豊乳』に分類と推定……『巨乳神髄』の概念共鳴かきかえに疑問を提示」

「いえ、ですから『巨乳神髄』でなく『巨乳？神髄』の概念共鳴かきかえで──」




　と──ランダムに変わったおっぱいに騒ぐ女性陣なる光景。

　それは爆発せずに機能した点を除けば、四日前の『実験』と全く同じ光景だった。

　初代頭領ローニ・ドラウヴニルの『巨乳神髄』に、更に一つ『改竄神髄』を併用した〝概念共鳴かきかえ〟。

　そう、四日前と同じことが起きただけだ。爆発でなくその副次結果──つまり。

「要約しますと四日前、マスター達たちの偉大なる指導に基づき、無加工の『神しん髄ずい』に『巨乳神髄』と全く同じ刻印を施ほどこした『謎の神髄』の起動実験を行った際と同じく──」

　と現場に居なかった二人へ、ジブリールが再度語ったのは、

「隣の『巨乳神髄』と相互干渉──複合的な概念共鳴かきかえが発生したのではないかと」

　そう……原理は不明。そも概念の改かい竄ざんさえ、誰も理解していない。

　よってジブリールさえ、説明も解説も叶かなわない、その理解不能を。

　だがあえて雑に解釈し、言語化する説明だった。すなわち──




「つまりは──『巨乳でありますか？』という、疑問形の概念共鳴が」

「どーみても巨乳じゃないですわよ!?」

「ですから〝これが巨乳？〟と誰もが口にする『巨乳？神髄』で──」

　────…………





　　　　■■■






「さて、ヒトのキューピッド役なんぞ、コレが最初で最後だからな!?」

　と──そんな騒ぎをよそに。

　まさに『巨乳？　どこ？』と、唯一変化なかったらしい妹の手を取って、

「った～くな～んで彼女いない歴＝年齢更新中の俺が!!　ヤローのキャラ攻略を手伝ってやらにゃならんのだ!?　しかも唯一無二の！　本物の！　褐かつ色しよく合法ロリ鬼っ娘をさあ!?」

「……お幸せ、に……ね♪　ヒロイン競争、一名脱落……っし……っ」

　そう去り往ゆく兄妹きようだいの背が語るものを、確かに聞いたヴェイグは──

　己の腕の中、未いまだ幸せそうに微笑ほほえむ姪めいっ子の寝顔に小さく苦笑した。

「……ヨォ……テメェラの〝魂こたえ〟……しかと聞かして貰もらったぜ……」

　その異世界の兄妹が、最後まで語らなかったもの。

　言葉にもせず、魂でさえ答えなかった、その答えを──そう……

「試すマネしてワルかったなァ。空そら、見してくれて……あンがとよ……」




　この世界ゲームをクリア出来れば──勝つために逃げていた、と。

　そう言える……そんな気がしてんだ。だからさ────と、

「テメェラんその未そ来ら、造んの手伝わしてくれや。マブダチとしてよォ」




　この世界ゲーム。定石ルール。全すべて覆して。

　片クリアしてみせたら──覚悟しろ。




　────次はテメーだ地球クソゲー、と……






Ｃｒａｓｈ／ＥＮＤ






　そして一夜が明けた──ハーデンフェル・首都。

　種の限界を破った激闘に、興奮冷めやらぬ地底都市の──片隅。

　小さな酒場の中に、グラスを掲げてテーブルを囲む一団の姿があった。

　それは、かの激闘を制した当事者達たち。より正確には──




「【開議】第一回『結局ご主人様の好みはなんなのか』。徹底考察会議。いぇ～い」

「「「「いぇ～い」」」」

「いや何もいぇ～いじゃないよな!?　は？　打ち上げ──祝賀会じゃねぇの!?」

　そう悲鳴を上げる空そらを包か囲こむ──詰め寄る四人の女性の姿だった……




　……フィールとクラミーは、さっさと帰ったのか、単に避難したのか。

　ともあれ二人を除くジブリールとイミルアイン、ステフに……白しろまで。

　祝賀会と称した集いで始まった、女性陣による〝裁判〟にハメられた空は、

「つか〝結局〟ってなに!?　だからおっぱいは等しく愛せよ、とそう言ったろ!?」

　早速不服を申し立てるも、間かん髪はつ置かぬ即答の連続で棄き却きやくされた。

「【否定】本主張は思想の自由、性愛容認このみのじゆうを訴える主張。ご主人様自身の性愛未回答」

「また、マスターの性癖たましいは安易に語るほど安くない、とも仰おつしやってございまして……」

「……必然……にぃ、には……にぃ、の……主張このみ……言ってない、だけで……ある」

　そして、と証拠物件を並べて被告を追い詰めるように──




「【再生】──『巨乳になろーが老婆になろうが何なら男になろうが!!　兄ちゃんが白を嫌うかよ』。『どんな姿になろーが白は、兄ちゃんの大好きな白だ』以上の発言を記録」

「ナニ勝手に記録しちゃってんのッ!?」

「……イミルアインっ、その、音声データ……欲しい……っ」

　大音量で響いたゲーム中の空の言葉に、兄妹きようだいが意の異なる悲鳴を上げる。

　だが一方、イミルアインとジブリールは、淡々と追及を重ね──

「【整理】幼女趣向ロリコンと推定されたご主人様の性愛このみ。年齢性別不問まで拡大。要再考察」

「しかしながら一方で、マスターが好意反応を示した方は幼い姿のみ……加えて──」

「【新拠】名称不明女性の乳房を堪たん能のう。自由意志で。以上の情報から総合推定──」

　そして、その推理の結論を述べた──即すなわち！

「【結論】ご主人様の性愛このみ『ケモ耳褐色巨乳男の娘ロリばばあ』と断定……っ！」

「こじらせ過ぎだろ俺ッ!?　なんだその属性過多なイキモンはッ!?」

　──女なら何でも良いと言われた方がマシな言い掛かりに、空は吠ほえるも。

　続いた少女の声──顔を赤らめて、伏し目がちに問うたステフの声に──




「で、でしたら、ソラ……なんで私わたくしだけ……その……むね、揉もんだんですの？」

　────しん、と……

　落ちた静寂と注そそがれる視線に、言葉を切って天を仰ぎ──こう思った。

　何な故ぜだ……と。

　フィクションたる存在──現実では刺されて人生から退場すべき存在。

　──〝モテ男〟が受けるべき仕打ちを、何故己が受けているのだ、と。

　主人公特権らつきーすけべさえ享受出来ぬ身で修羅場の空気を吸いながら、空そらは内心……答える。




　──何故ステフのおっぱいを揉もんだのか？

　妹が。白が許可したから。以上であるッ!!

　空が自らの意志、自らの手でウフフなことは、一度も出来ていないのだッ！

　故に空童貞十八歳とモテ男。共通点なしと理解出来ぬ現状に──それでも。

　人並み外れた心ひ理と読み……嘘うそ吐つきの人形が故の〝天てん賦ぷ〟が、確信させた……




　──ここで、そう答えたらなにかが『詰む』と……ッ!!

「…………♪」

　ああ……白しろのその──〝ほら、言っちゃえ〟という顔が何よりの証拠だ。

　だって兄ちゃんその顔知ってる。兄ちゃんが下手打つの期待してる顔だ。

　だが何故。それで一体何が『詰み』で──何故白の勝ちになる──ッ!?

　己に注がれる多種多様な視線と、苦悩に喘あえぐ空は──果たして突如。




「ふ、ふふふのふ!!　ま、撒まいたであります……逃げ切ったでありまあ──ぁあっ!?」

「ティ[image: ][image: ]ル[image: ][image: ]っ!!　ンも～待まち侘わびて死ぬとこだったじゃ～んおっそいよもお!?」

　殺伐とした法廷さかばに現れた救世主に飛びついた。

　そして──チッ、という女性陣の舌打ち。

　主しゆ賓ひんの到着で、強制終了した裁判を惜しむその意味など知る由よしもなく。

　必死に息を整えティルは、深々と頭を下げて、




「遅れて申し訳ない、であります。〝追っ手〟に、苦労した……でありますっ」

　敬礼を一つ、遅刻した理由を──モゾモゾと、

「お、起きたら……何故か大勢の地精種ドワーフが迫って……拉致されかけたであります怖かったであります！　でもこちとら逃げるプロであります捕まりゃしないであります!!」

　そう自信に満ちた声で、毅き然ぜんと語った──そう！

「ア、アレは頭領に勝った自分ダメモグラを抹殺する気であります!!　ふふ、でもそうはさせないでありますよ!!　さ、させない、でありますよね？　へ、へるぷでありまぁす……っ」

　……たすけて、と……

　怯おびえた上目遣いで懇こん願がんするティルに、空と白は苦笑を交わし──

「ああ、抹殺なんかさせない──っつーか誰も出来ないから」

「……この国、の……全部……ティルのもの、だし……ね♪」

　────、と。

　告げられた言葉に、ティルは首を傾かしげ、

「──え……と？　ぱーどぅん、であります？」

「え。や、だから、賭かけの内容……文言、思い出してみろよ」




　代金……ヴェイグの全財産くにが支払われるのは、勝者にだ。つまり──




「だからヴェイグの全モてノは勝者──つまりはティルのモノだろ？」

「……そ。すべ、て……当然、全権代理の座、も……つまり──」

　どのみち、空そらと白しろは、ヴェイグに『薬』を売らねばならなかったのだ。

　後は『代金』を払うか否いなかだけ──かくて『代金』は払われた。

　そう──

「ヴェイグを超えた霊装職人──ティルが新しい頭領ってわけ♪」

「「はい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぃいいいいッッ!?」」

　と──その悲鳴は、だがティルと、ステフの二人から上がった。

「は？　で、でしたら、ソラ達たちはなにも手に入れてないじゃないですのよッ!?」

　なら何のためのゲームだったと、ステフが上げた悲鳴交じりの問いは、だが──

「ァン？　手に入れたろ。欲しいモンは全部」

　悠然と足音を鳴らして到着した──もう一人の主しゆ賓ひんに答えられた。




　──婚礼服を纏まとい、右手に剣を──左手に花束を手にした男。

　無類の才を、限界を、なお高みを臨むことさえ知った、赤あか錆さびた真霊銀ミスリルの男。

　傲ごう慢まんと謙けん虚きよ、矜きよう持じと恭敬を兼ねるに至って──ステフも思わず息を呑のみ、空が反射的に舌打ちする──身形みなりも整えた今度こそ、非の打ち所のないイイ男を見せた地精種ドワーフ。

　すなわちヴェイグ・ドラウヴニルが、続けた通り……

「端っからオレサマぁハメられた時点で負けてンだァ。あたぁダチになれるか……」

　そう──そもそも、空達の目的は支配ではなく、共闘である。

　今回のゲーム、空達は本来応じる必要などなかった。それどころか……、

　────勝つ必要さえ、なかったのだ……ただ──

「ンで、オレサマラぁマブダチんなった。魂に誓うゼ。テメェラんチカラにならァ」

　ヴェイグの〝魂とい〟に、答えられるか……それだけだった。

　答えられぬなら空達は降りると踏み挑発、乗れば──訊ききたかっただけだ。

　ヴェイグが本当に問いたかった相手の答えを。つまりは────

　ヴェイグの〝約束の少女〟──その約束を果たさせるために……

「はぁ!?　え。自分が頭領──地精種ドワーフの全権代理？　え、絶対無理であります！」

「ァア、一人じゃ無理だろーなァ。けど、オレサマと二人でなら、イケるだろ？」

　そう──賭け金チツプを支払い、全すべてを失ったヴェイグに唯一残ったもの。

　ヴェイグが膝ひざをついて、指輪を差し出した様に──目を剥むく少も女の。

　約束通り……〝夫婦共々〟──ダチとして協力する、と────




「……さ～て、んじゃキューピッドは一時退席。祝賀会は──」

「……〝エンディング〟の、後……しろ達たち、は……ひっこむの」

　そう言って席を立った空そらと白しろに、ジブリールとイミルアインも倣ならう様子に。

　ステフもさすがに察したか──「ああ」と祝福の笑みを残し、背を向けた。

　そして──一瞬の閃光と、それに続いた男の声を背に、歩き去る空と白は。

　手を取り合って思う……




「……テメェん〝居場所なか〟を──オレサマの居場所にさしてくれ」

「…………っ」

　そう……空には白が、白には空が必要であるように。

　ティルにも鳥が……ヴェイグにも天が必要なのだ……

　想像できない天を舞う鳥も、だが天を創造はできないのだ。

　だから──

「オレサマに想み像えネェモン見してくれ。そン度オレサマもそれ以上を見してやらァ」

　ティルがヴェイグを超えれば、ヴェイグもまたティルを超え返す……

　それでいい、と空もまた、己と手を取る鳥しろを見やり、笑みを交わす。

　──工夫イカサマを凝らして、ようやく捕まえて見せても。

　次の瞬間には手を抜け出し彼方かなたへ行くその鳥と、不敵に笑い合う。

「だからァ、ァ～……マ、ナンだァ？　今度は酒入れてネェ……ガチのセリフだァ」

　上等だ。何度でもまた捕まえてみせる、と笑う空に。

　うん。何度でもその手を抜け出すから、と鳥も笑う。

　────その度限界はないって……そう思い出させるから、と……




「オレサマに美オ味イしく頂イタダかしてくんネェか。一緒に絶頂テツペンまでイかしてくれ」

　────、その伏線……回収する必要、あったのだろうか……

　い、いや。おそらくより高みへ、という意味だろう。きっと。たぶんと。

　ティルを待ち続けた童貞の本音が出た、と努めて考えぬよう去り行く空達は──




「は。絶対イヤでありますが。頭領、だいっキライであります」

　…………？

「あと〝爆コ乳レ〟。嫌がらせにも限度があるであります!!　ぺっ!!」

　…………おやぁ……？　と。

　歩き去る足を止め、困惑しつつ振り返った空そら達たちが見たのは──だが。

　むしろ困惑した顔で大粒の涙を堪こらえる爆乳化したティルと。

　求婚を一刀両断にされ、膝ひざを突いたまま石化するヴェイグの姿だった。




　……ふむ。なるほど？　──先程背に感じた閃光の正体か。

　昨日の今日で早速ティルに追いつき『爆乳神しん髄ずい』を造ったのだろう。

　ヴェイグの概念共鳴かきかえで、ばよよんと胸を揺らすティルは、空を見つめ──

「え。では自分──アレほど不要物ゴミ呼ばわりした連中に？　今更頭領だ～って。アッツい手の平返しで追われてたでありますか？　は～ぁあ？　馬鹿にしてるでありますか!?」

　そしてキメ顔で石化したヴェイグに、ポロポロと涙を零こぼし、

「と、いうかっ……ひっ、自分、六〇年以上掛かったこと……一夜漬けでモノにしてまた爆乳化セクハラ──そっんなに自分おちょくるの楽しいでありますか!?　爆コ乳レ戻すであります頭領キライであります!!　そら殿しろ殿～へるぷでありま[image: ][image: ]すびぇぇぇえ～んっっ!!」

　盟約の強制力で、元の胸つるぺたに戻されたティルが、ついに。

　空と白しろに飛びついて号泣するその様に、誰もが言葉を失った……

「じ、自分のなかって、見えないとこ見せろって……お、犯されるでありまぁす！」

　────ふむ……なるほど。

　つまり求婚プロポーズではなく、セクハラ──否いな。犯行予告と解釈したらしい。

　確かに額面通りではそう聞こえるが、ヴェイグが婚礼服で指輪を差し出し、

「え……いや、でもティル？　ほら『約束』が──ヴェイグを超えたら～って……」

　──と、これだけ前振りがあれば、求婚だってわからね……？　と。

　ポカーンとする一同を代弁した空に、だがティルはキョトン、と。




「頭領を超える霊装を造るって『約束』が……どうかした、で……ありますか？」

　そう呟つぶやいて、そしてうっすらと思い出したのか。

　徐々に青ざめゆく顔で、目を剥むき続いた悲鳴に、

「え。自分……約束したの、あくまで霊装で超えることであります……よ？　結婚、って……でありましたら〝キライ〟じゃなく〝コワイ〟であります!!　だ、だって──」

　────ふむ。そういえば……と空は今更に。

　ふと気付いた、二つの違和感を……思った……

　巨乳主義思想ヴエイグのたましいに、ティル……一度も染まらなかったこと……そして。

　ヴェイグを超えたら結婚したいとか……ティルは、一言も言ってないことに……

　震え声で続いた声に、果たして空達は揃そろって思った。

「〝五歳いつつ〟の時から!!　会うたび巨乳化セクハラしてたの嫌がらせじゃなくその準備だったでありますか!?　夢にうなされて巨乳キライになったでありますよ!?　エロく調教されてくれる都合のイイ巨乳オンナになった自分と犯ヤるの、七九年も性的に待機してたでありますかぁ!?」

　……ふむ……何な故ぜだろう……

　己を超えると宣言した姪めいを想おもい続けて、待ち続けた一いち途ずな男が。

　そう言われると、ぐぅの音も出ない変態に聞こえるのは……と。

　誰もが言葉を失う中、ぽすっと空そらの膝ひざ上の白しろ、更にその上に座ったティルの、

「自分にはもう、居場所かえるとこは決まってるであります！」

　そう言って、続いた言葉に、ヴェイグに続いて──今度は空と白が石化した。




「〝ここ〟であります。お二人の姉上であります!!」

　────は？

「自分の勝利なら弟妹さんにんの勝利であります。で！　姉上じぶんはこんな国──まして叔お父じ上なんかまったく要らないであります！　煮るなり焼くなり弟妹おふたりに任せるであります!!　ぺっ」

　ふんすと鼻を鳴らしてヴェイグにトドメ刺したティルに、空は恐る恐る。

「えっと……あの～さ。ちょっといいかな？」

「は！　ちょっとと言わず、いくらでも！　この国コレの処遇を──」

「や、その前に──ティルが俺らの姉って設定、どっから湧いた」

「え……？　〝しろ殿はニーイの妹〟って──〝自分はしろ殿の姉上〟ということでありますよね？　必然的に〝そら殿の姉上〟になる……で、ありますよね……？　あれ？」

　……違うの？　捨てられるの？　と。

　子犬のようにうるうる潤うるむ瞳ひとみに、白は未いまだ石化から抜け出せぬ中。

「…………あの……さ。ティル……」

　その拾われた子犬の、まさにその様子に、思い当たった保留案件。

『うぇるかむばっくおかえりなさい』と拾ったティルの位ポ置ジをどうするか──そして、

「もう一回、名前を──〝フルネーム〟で、教えてくれるかな？」

　空の呟つぶやきに思い当たったのか、白が眼めを剥むいて青ざめる……そう……

　──『ティルヴィルグのニ────…………ぃ～……っと～？』と。

　白により中断された名な告のりの続きを問うた空に、続きなどないと──




「は。ティルヴィルグ家の──『ニーイ』で、ありますが……？」

　──〝ニーイ・ティルヴィルグ〟は、首を傾かしげて答えた……




　……つまり『にぃの妹枠は、しろのもの』という白の最後通つう牒ちように。

　果たして全力で頷うなずいて、無条件で合意したるは──なるほど……

　他ならぬ白の妹位ポ置ジ──すなわち『ニーイ』その人であったと。

　──いや……でもそれ『盟約』の強制力はない設定では、と。

　空そらが口にするより早く、ティルは『盟約』に勝る、己が意志で以もつて。

　空の膝ひざ上の白しろ、その隣に座って──ティルは空の瞳ひとみを──否いな。




「自分、ここが好きであります。ここは──空が見えるであります」

　──空と白を。黒髪の青年と、白い少女を見上げて、

「黒くて遠い、鳥を何ど処こまでも連れて行く……そんな空が見えるであります」

　まるで空と白の約束……果たされなかった約束を知るように。

　──果たされようとしている、と。二人さえ知らない約そ束らを──いや……

「この空が〝何処までも続いてる〟って自分、一緒に確かめたいであります」

　空と白には、未いまだ見えないその約そ束らを──果たさせて見せる、と。

「自分の過去全すべて〝お二人に出で逢あうためにあった〟ように──お二人が自分に空を見せてくれたように。今度は自分が、姉上としてその空を見せる一力になるであります！」

　そして眼めを細め──空も、白さえ見み惚ほれる笑顔で。




「異世界にさえその空は続いてるであります──証明するでありますっ!!」

　そう断じた声の──だが副音声を、空と白は確かに聞いた。

　ああ……確かに、ティルには鳥が。ヴェイグが必要……だが。

　想像できない天を舞う鳥も。創造できない天を造る空も……ここにある。

　……頭領？　誰でありますかお呼びじゃないであります、と──……




「ヴェイグ。これ……当て馬用意して、〝寝取られちゃった系〟……じゃね？」

　……あるよな。

　トゥルーエンドのフラグ満たすと、逆に胸むな糞くそなエンディングって……と。

　心底困った顔を未だキメ顔のヴェイグ像に向け、どうするか深刻に問うた空に。

　だが、かくして決して間違えない種族……故に決して正しくもない種の頂点は。

　まるで想像わからない、想像もできないものの、教えを請こう問いで以て返した──




「……なァ、マブダチよォ……〝オンナゴコロ〟ってなンだ」

「ああ……友よ。それ、元の世界で〝完全解明〟されてる唯一の問いだ」

「……マジかパねぇな異世界……頼まァ教えちゃくんネェか」

　嗚あ呼あ、人類──星を飛び出し、いつか宇宙の果て、その最奥にすら至り得るもの。

　全ての不可能を覆すに至るだろう人をして──唯一それだけは……




「──〝宇宙の全てを解き明かした時、最後に残る謎モノ〟……だとさ……」

　きっと永遠に覆らぬだろう、と確信を告げた空を、肯こう定ていするように。

「……しろ、バカ！　なん、で気付かなかったっ……『フラグ過多ぎやくフラグ』……っ!!」

「【解析】当該姉自称者に《姉属性》検出できない。〝擬態カムフラージユと断定。でも対象から検出できる〝恋れん慕ぼ〟の標的。ご主人様と妹様──不可分。【質問】あなたは両刀ですか」

「ちょ!?　イミルアイン、恋愛感情を解析出来るんですのッ!?」

「はて？　でしたらマスターを解析すれば、好意対象すきなひとも性愛このみもわかるのでは？」

　────────はっ!!　と。

　息を呑のむ気配と、突如落ちた沈黙に、緊張が走ったのを空そらは理解した。

　無数の視線が注そそがれるのも。体内を覗のぞかれていることさえ、理解した。

　だが何な故ぜそれらの視線が、突き刺すように向けられているのか。

　自分が何をしたというのか……やはり終ついぞわかる日が来る気もしない、と。

　かくて空は、いつも通り。

　何ど処こへ。何故。何の為ためか。何もわからない──迷いの一手を。だが。

　白しろの手だけは迷わず取って、勝算なき勝負から背を向けて駆にけげだした────





　　　　■■■






　──そして、思い思いにその背を追った者達たちから取り残された男。

　婚礼服姿のヴェイグは、独りテーブルの上にカラの酒瓶びんを積み上げていた。

　……渾こん身しんのプロポーズ失敗から──空達を追ったティルの、去り際の要求めいれい。

　まず、クラミー達との取り引き通り『一生の罪悪感』を植え付け、その上で。

　叔お父じ上も国も要らない、とヴェイグに全権代理を含む全すべて返却する捨すて台詞ぜりふ──

　──『巨乳の星でも行ってから口聞くであります。ぺっ』と……

　婉えん曲きよくに〝もう話しかけるな〟と特大の『拒絶キライ』まで命じられた男に──




『……派手にフられたなあ坊主。おめえの挫ざ折せつたあまた珍しい酒の肴だあ』

　──ふと、いつからか。

　あるいは最初からだろうか。隣に座るものの嗤わらい声が飛んだ。

　愉快そうに霊油を呷あおる声の主に、ヴェイグはただ唸うなって応こたえる。

「……ワリぃが取り込み中だァ……独りにしてくんネェか〝大オヤジ殿〟」

　──それは、何処にでもいながらに、何処にもいないもの。

　初老の男に見える神火と瞳ひとみ同じく揺れ同じ仮象すがたで呵か々かと嗤う概念おとこに。

　ヴェイグはため息一つ、眼光鋭く戻し、念のためと。

「連中は〝ダチ〟だ。オレサマがそーキメた──文句ツケに来たンなら失うせナ」

　ナニモノであろうと異論は受け付けぬ共闘を報しらせる声に、

『己オレがおめえらのやることになぞ口出ししたことがあったかよ……好きにしな』

　だがまさに火のように、ゆらりと流して。

『まさか森精種アバズレのコに己オレの加護使われる日が来るたあな？　面白え連中じゃねえか』

　ただ猛火の如ごとく愉快に、一層放胆な哄こう笑しようそのものと。

　神しん火び炉ろを豪たかく噴ふかせて、己が概念を現すかのように神霊種オールドデウスが笑う。

　──鍛神・オーケイン……

　地精種ドワーフの創造主に相応ふさわしい、不ふ羈き奔ほん放ぽうな笑みに──

「ンじゃーガチで独りにしてくれヤ。オレサマァ生涯マックス忙しいンだわァ」

『ほお。失恋の生娘みたくベソかくのがンな忙しいか。お勤めご苦労なこった』

　だがその皮肉に、ヴェイグが返した言葉に──鍛神は思わず黙った。




「〝巨乳の星〟行かにゃなンネェからだヨォッ!!」

　────、

「ッガァア!!　イイかァ!?　まずオレサマぁフられてなんかネェ!!　ッたりめーだよなァなんせそもそも──〝求婚プロポーズ〟って認識されなかったんだからよォッ!?　次にッ!!」

　自分で言ってて哀かなしくなったか、灼しやく眼がんに浮かんだ雫しずくを振り払うように、

「〝巨乳の星行ってから口聞け〟──行きゃ口聞いてもイイ、だろ!?　行けたァ言われたが戻って来んなたァ言われてネェからなァア!!　っツ～ワケでオレサマクソ忙しいワケ」

　そうまくし立てたヴェイグは、だが一転、眼光鋭く。

「──ダチ共たァ連つるむ。ソイツぁ絶対だ。全権代理しごとは放ほうり出せネェ」

　そう誓った、と。楽しみだ、と。不敵に笑い、続けて──

「ンだがオレサマの〝クソ姪チヨ～イイオンナ〟への弁解と!!　改めて口説くのも急務だァ！　巨乳の星、パッと行って戻る霊装──想像イメージ膨ふくらませンのに酒くらってるのが忙しくネェだァアッ!?」

『……おう。そいつあ悪かった。たしかに大仕事だ忙しいだろなあ』

　張り上げた必死な声に、鍛神は認めた。ああ──なにせ、

『無え星に行く──神オレも不可能な矛盾しごと片手間でやるたあ恐れ入らあ』

「ッハ──マブダチから教わったコト大オヤジ殿にも教えてやらァ」

　空飛ぶなら間違って月すら通り越す気概でようやく──と、




「ネェんなら〝造りゃイイ〟だろ──そンだけのことじゃネェかァ」

　────、

「誰も行ったことネェ星行きゃ──そこが巨乳の星だ!!　オレサマが旗立ててそう名付けるからなァ!?　オレサマの所有地ほし──どう名付けよーがオレサマの勝手だよなァッ!?」

　────、

「アー大オヤジ殿が言いテェこた想わ像かる〝宇宙にゃ精霊回廊がネェ〟だろォ？　ンが！　ダチ倣ならって爆ブッ飛びゃ後ぁ〝惰性〟だ!!　帰りぁ『改かい竄ざん神しん髄ずい』の概念で────ハッ!!」

　──果たして、なにが想み像えたのか。

「キタキタァ想み像えたゼさっすが天才オレサマ!!　ツ～ワケでまた今度な大オヤジ殿!!」

　慌ただしく走り去った子は……やはり気付いていないらしい。

　──『巨乳の星でも行ってから口聞くであります』なる命令。

　存在しない星へ行け……不可能なその要求に、盟約の強制力はないことにも。

　かくて無意味に──十六種族イクシード初の宇宙航行へ乗り出さんとしていることにも。

　まして、その手段に至っては──と、鍛神はただ愉快に笑う。

『よお異ヒ界トの子。己オレの倅せがれ共にも大概なアホがいるみてえだぜ。期待しろよ？』

　──『神しん髄ずい』とは何か……ヴェイグはやはりわかっていない。

　当然だ……当の神霊種オールドデウス、オーケインさえわからないのだから。




　そう──ローニ・ドラウヴニルと、ヴェイグ・ドラウヴニル。

　そして──ニーイ・ティルヴィルグ。

　ただ三人だけが到い達たった『改かい竄ざん神髄』なるそれは〝神域〟などではない。




　──〝神の人工的創造〟に他ならない……




　鍛か神みさえ、創造も想像も及ばなんだ領域とは、だが誰一人気付かぬことに。

　かつての大戦──世界を造り替えるべく求めた『星杯スーニアスター』を想おもい、苦笑する。

『……己オレも所しよ詮せんは〝鍛神〟……鍛錬どりよくしか知らねぇ滑こつ稽けいなモンみてえだな』

　そう……宇宙を壊すと言い放った者と。

　そして己が子を、ついにわかった今、嗤わらって思う──

『……「星杯スーニアスター」をてめえの手で造る──そいつあ想お像もいつかなんだなあ』

　──〝全知全能の概念〟を造る……面白ぇじゃねえか。

　いっちょ実験やらかして見るのも悪かあないか？　と鍛神は不敵に笑った。

　なんせ──どうやら、親を超える子の務め。

　六〇〇〇年前、既に果たされていたとさえ気付かない程度には。

　己オレも、大概なアホのようだしなあ……？　と────





　　　　■■■






　かくて、各々帰路についた中、ふと──

「……ところで、ソラ？　『薬』……ヴェイグさんにちゃんと渡したんですの？」

「ああ。ジブリールが配送済み──って、代ダ金チをふいにする詐さ欺ぎはしねぇよ……」

　空そら達たちがヴェイグに『薬』を渡すのを見ていない、と気付いたステフは半眼で。

〝代金だけ貰もらって商品を渡さぬ〟詐欺を疑い、だが空もまた半眼で答えた。

　──むしろ〝ダチ〟として、オマケをつけなにかしてあげたいくらいだ、と。

　同じ童貞ダチとして。かつてなく共感出来る友を想う空に、ステフは続ける。

「でしたら、私わたくしにもその『薬』──そろそろ渡して貰もらえませんの……？」

「なんで？　代金は『テメェの国全部』──お飾りの君主いまのステフは払えないだろ」

　そう小首を傾かしげた空そらに答えたのは、だがステフでなく──

「【察知】代金『テメェの国全部』──全財産。債務者の身も含まれる。つまり口実」

「なるほど……マスター達たちに国を返す口実に、ドラちゃんの身をお売りになる、と？」

「……ステフ、も……知恵つけて……来た。みんな、油断ならない……っ」

「ちっっっっがいますわよ!?　お忘れでしたら思い出してくれますの!?」

　従者二人と妹。疑心暗鬼の眼まな差ざしに、ステフは声を張り上げた。




「エルキアは瀕ひん死しのままですのよ──あなた方の『毒』でッ!?」

　と……大団円風な空気の中へ、詳細は判明していない未解決の最たる問題。

　──〝人類種イマニテイ滅亡の危機〟を解決する『薬』を訴えるステフは、だが……

「ああ……安心しろ。エルキアには『薬』──いらないんだわ」

「……………………はい？」

「【報告】予定時刻前。シークエンス開始まで──残り九八秒。はじ～ま～り～」

　空と白しろの苦笑と、イミルアインの無感情な、淡々とした報告。

　そしてジブリールが無造作に空間に開いた穴で以もつて答えられた。

　──空間に開いた穴の先は──エルキア議会、国会議事館。

　各諸侯とその背後──《商工連合会》の面々が連なる議会に、

「なあステフ？　他国が《商工連合会コイツら》を使って探してるのは……？」

「ソラとシロ──『　　くうはく』の正体、神さえ降おろせる『必勝の切札』、ですわよね？」

　その光景を冷笑を浮かべて眺める一同代表、空の問いに答えたステフは、




「ああ。でもさ？　俺らが本当に『必勝の切札』を持ってんなら──」

「……《商工連合会》の反乱クーデター……あの無理ゲーにも勝てた……よね♪」

「────────ッ!!」

　更に笑みを深めて続けた空と白の言葉に、息を呑のんだ。

「その『　　おれら』が、人類種イマニテイを見捨て、ゲームを降りて王座を明け渡した……」

「……じゃあ『必勝の切札』……どこ？　誰の、で……誰が、抱き込んだ？」

　そう──かくて、空達がフィール達にも見つけられずに姿を消せば。

　スパイ天国と化したエルキアを舞台に、熾し烈れつな〝諜ちよう報ほう合戦〟が始まるのだ。

　────誰が『　　くうはく』を……『必勝の切札』を勝ち抜けたかくまつたかを暴くべく。

「本来賭かけちゃマズい情報まで賭けて──泥沼の〝諜報合戦〟が始まるのさ」

　──各種族各国の切り札。対国家ひつしようゲームや、そんなもの必要ない種族も、だが。

　全すべてを割られたら、遠からず不利な状況に持ち込まれ滅亡はいぼくに至る、危険な情報さえ。

　故に一週間前……クラミーとフィールの問いに、空はこう答えた。

　エルキアがどうなっているか？　まるで見当もつかない。

　だが……その泥沼がどうなるかなら知っている、と──

「【秒読】八。七。六。五──」

　イミルアインのカウントダウンに合わせ、空そらは飛びきりの笑みで。

「なあステフ。俺らが盛った『毒』の──名前な？」

　────零。という声と同時、空間の穴の奥──突然に。

　議会の大多数が一斉に立ち上がり放った言葉を、嘲あざわらって明かした。




「──『自白剤』だ」




『私は妖魔種デモニアと内通している。これより私の知る全すべてを段階的に暴露する』

『私は森精種エルフと内通している。これより私の知る全てを段階的に暴露する』

　……そう。己の意志に反して動く口に、困惑と焦しよう燥そう、恐怖の表情を浮かべ。

　妖精種フエアリーと、月詠種ルナマナと、吸血種ダンピール、龍精種ドラゴニアと、通ずる相手以外一字一句同じ台詞せりふを。

　斉唱するように自白宣言を重ね出した人々の様子に──ステフは内心吠ほえた。




　……どうして──何な故ぜ気付かなかったんですの──ッ!?

　ソラとシロが反乱を起こさせ、兌だ換かん紙し幣へいを発行させた《商工連合会》……

　そこまで読めたのに──何故、その不満を煽った〝方法〟を!!

　城を閉鎖し『一ターン休み』と言い放つ直前の〝弾圧〟を──ッ!!　と。

　そう……商工会。現在の《商工連合会》──貿易業者や諸侯達たちは。




　──ソラとシロに。ゲームをふっかけられ。問答無用で……即すなわち。

　────【盟約】で『書類』を呑まされた連中────

　その『書類』に、命ど令くを仕込める〝連ワ中ナ〟じゃないですのッッ!!




「……間者スパイ候補の近辺調査もしないとか、ドイツもコイツもザルだよな～あ？」

　喘あえぐステフの内心を見み透とおかし、空は苦笑で──皮肉を重ねる。

「ま。記憶は消し、『契約書しよるい』は破は棄き、新たに造らせたから、しようもないが♪」

　つまり熾し烈れつな諜ちよう報ほう戦に暮れる間者スパイ達は、その実──〝二重スパイ〟……

「自覚なく。記憶もなく。手に入れた情報を、自分でも意味の分からない暗号で、紙幣に仕込み、律儀に俺らに報な告がしてくれる。愛国心溢あふれる連中だな？　自覚ないが☆」

　そう──彼らには記憶も、自覚も、認識さえもない。

　兌換紙幣も、彼らの判断、彼らの意志によって発行した物。

　それを見越した『盟約めいれい』──その行動に疑問を抱くも、魔法で看破も不可能。

　暗号鍵は白しろしかなく、故に──バレたところで解読は不可能。

　飛び交った情報の大部分は、空そら達たちの手に渡り──そして、

「これで、まずエルキアに潜もぐり込こんだ《商工連合会スパイ》は残らず炙あぶり出だして？」

「……関わった、種族……の、殆ほとんど……一斉に──〝チェック・メイト〟♥」

　唖あ然ぜんとするしかないステフを余よ所そに語る空と白しろに続き、

「自白の停止には『薬』──〝異世界にほん語での言葉ワード〟が必ひつ須す、でございます♪」

　──そう。自白の際、地精種ドワーフの名が挙がらなかった理由。

　すなわち、ジブリールが配送──間者スパイ達全員に伝えた『薬』の正体を明かし。

「【畢ひつ竟きよう】段階的自白。破滅的な情報漏ろう洩えい前の『薬』購入。不可避。千客万来」

「これで罠わなに掛かったと気付いた奴から千客万来、って～ワケ♪」

　そして、ただただ唖然とするステフを置き去りに、一方で空と白は想おもう──




　──つまり、ヴェイグは、空達が関わった全種族に送った〝国書〟で。

　ただ〝なんとなく〟で、これらを、ある程度までは察したのだ……と。

　すなわち──テメェの国全部払うか。

　国家・種族間で泥沼の消耗戦に突入して遠からず負け込み滅ぶか、という〝二択〟。

〝なんとなく〟で突き止めた空達の薬屋しよざいに──その皮肉までも汲くんで。

　──つくづくバケモノだ、と空と白が揃そろって身を震わせたのは──だが、

「けど『テメェの国全部』……そんな値段、大人しく払うわけないよな？」

　──そんなバケモノ……ヴェイグ・ドラウヴニルをして。

　国家・種族間で泥沼戦に突入すれば──負け込み滅ぶと想像かくしんした。

　その根拠あいてを想い──兄妹きようだい揃って獰どう猛もうに、挑戦的に笑みを歪ゆがめ想う。

　──そう、弱者の普通学。

　世の中、想像通りの結果にはまずならない。

　良くも悪くも──と、冷や汗と期待を顔に浮かべて、空は告げる。




「さあ──商談ゲームをはじめようか。強者マヌケども」





　　　　■■■






　──かくて、国内の反乱から丁度一ヶ月の──この日の、数日後。

　『エルキア王国』から『エルキア共和公国』へ名を改め地図から消えた国は。

　二人の期待に答えるように響いた声に──今度は地上から、その姿を消した。

　その地に棲すまう誰もが耳にした、空間位相境界に木霊する声──すなわち、




　────『洛園堕としスプライトトウーン』と…………





●あとがき




　大変ご無沙汰しております、榎か宮みや祐ゆうです。

　前巻──プラクティカルウォーゲームから、一年と二ヶ月。

　九巻からに至ってはほほ一年半──及び度重なる刊行延期。

　読者並びに関係各所に、この場を借りて深くお詫わび致します……




　と──こう書くと、次に担当が言うことは決まっています。

「……七巻のあとがきで見たような文章なの、気のせいですかねぇ……」

　ええ、そう言いますよね。僕も言われると思っていました。

　無論、原稿がいっこ[image: ][image: ]に上がらず刊行が遅れた非は、一〇〇％僕にあります。

　そんな僕が、反論する余地に比べれば〝[image: ]〟とかいう〝さかながさかんなさま〟を表すらしいこの奇怪な字の余白も広大に思えるほど絶無と承知ながら、あえて言います──




　──では他になんと書けばいいんですかねぇ!?（逆ギレ）

　口先ではなんとでも言えますよね!?　なんせ口先どころかここ文面ですし!?

　それで!?　畏かしこまった丁寧で形式張った陳謝の言葉を並べた──その内心で!!

　チッ、っせーなクソがァと！　思ってないとどうすれば信じられるんです!?

　読者が事情を聴いて何か納得しますか？　謝罪してなにか満たされますか!?

　度重なる延期、その上で尚待っていてくれた読者に、僕が出来ることは──

　──〝待った甲か斐いがあった〟と……

　そう思って貰もらえる作品にすること──そして。

　そう思って貰えたと祈ることではないでしょうか。

　…………。

「……それっぽく聞こえたので危うく納得しかけましたが。それはそれとして何な故ぜ遅れたのかって疑問をスルーしていい理由にはなってませんよねえ……？」

　────あ、えと……その～、昨年公開された劇場版、あったじゃないですか。

　今巻と同月発売の、ＤＶＤ＆ブルーレイ『ノーゲーム・ノーライフ　ゼロ』が。

「川の流れるような宣伝、担当として加点します。あ、続きをどうぞ？」

　アレが、ですね～……素晴らしくイイ出来、でして……ね？

　その～……僕も負けてらんねぇ、って思って、こう────




「要はまた勝手セルフにハードル上げてスランプっただけじゃないですか!!」

　すみませんごめんなさいあ同じく同月発売のコミカライズ二巻も宜よろしくです！

　次巻はもっと早く原稿上げますので何なに卒とぞ……そ、それでは──ぁあッ!!
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